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1．全体概要

（１）事業名

半導体製造装置・産業用ロボットに係わる基盤的技術人材育成プログラム

～ＰＤＣＡサイクル型問題解決人材の育成を目指して～

（２）事業の概要

山梨県のリーディング産業である、半導体製造装置、産業用ロボットに係る機械加工

技術、計測技術、金属材料の基礎知識を習得するために、県内工業高校３校と地元企業

が連携を図り事業を推進する。図面を読み取り、自分で加工・計測ができる実践的なも

のづくり技術を身につけるための教育プログラムを開発し、実践の過程ではＰＤＣＡサ

イクルに基づく問題解決を常に意織させていく。さらに研究成果を県内専門高校へ普及

する。

（３）事業における取組概要
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（４）事業の実施体制の概要

半導体製造装置･産業用ロボット基盤技術人材育成プログラム

～PDCAサイクル型問題解決人材の育成を目指して～

大学

>i≦会埜醗薔鱗議毫野
解価､企菓と学校の連携方策の検肘）

＞1z:三%z灘ii鑿毫量11＜

▲￣

労働局機械電子エ集会 ～▲

手～
県商エ労働栗能力開鼻腔今 一午

県教育委員会技術士会

ｺンソーシアム

やまなし産業
支援機構
（協力企業の

開拓､調整）

県商エ労働部
（支援機構の
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）

県教育委員会
(学校の指導･支援）

<亙>④<亙〉半導体製造装置
産業用ﾛﾎﾞｯﾄ関連

県内中小企業
（企薬内研修・

技術者派遣） 糊茂.:騨藝。
韮崎エ業高校

甲府エ業高校

谷村エ業高校

エ案技術ｾﾝﾀｰ
（技術指導）

で繍髻簔込
'…や…

職業能力開発協会

（技能±派遣）

技術士会
(技術±派遺）
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2．事業の詳細

２－１地域における人材育成像と人材育成のための戦略､開発すべきプログラム

の明確化

（１）地域における教育界や産業界における現状、課題、ニーズ

【産業界の現状・課題】山梨県は、機械電子産業のウエイトが高いが、若手技術者の

減少によりものづくり人材の不足が喫緊の課題

【産業界のニーズ】図面の読み書きができることや材料の基礎知識や、旋盤、ＣＡＤ

／ＣＡＭなど幅広い機械の知職・技術が必要

【工業高校の現状と課題】時代や企業ニーズにあった専門性をもった教育が不足気味

で、専門高校が地域での役割をあまり満たしていない傾向

【工業高校のニーズ】設備更新や企業との連携による技術指導が必要

（２）地域のおける人材育成像の明確化

中小企業へのアンケート調査や企業と工業系高校との懇談会の議論の中から、本事業

における、めざすべき人材育成像として、次の３点にまとめられた。

①図面を読み取り、自分で加工、計測が出来る実践的なものづくり技術を有した人材。

②半導体製造装置・産業用ロボットに係わる機械加工技術・計測技術・金属材料の知識

を習得した人材。

③企業実習や学校での技術指導の中で､ＰＤＣＡサイクルに基づく問題解決を意識した

人材。

－人の生徒が、材料の知織、図面の読み書きから加工、検査、改善までオールランド

な基礎技術力を身につけるシステムを構築し、問題解決型の人材育成をめざす。
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（３）人材育成のための戦略、開発するべきプログラムの明確化

人材育成連携推進委員会を中心に、クラフトマン２１推進委員会が実質的な事業執行

を行う中、学校と企業が連携した人材育成をめざし、地域産業の人材確保と工業教育の

充実に貢献する。

オールラウンドな技術者の育成をめざし、１年次機械加工技術・計測技術・金属材料

の基礎知識及び基礎技術の習得､２年次習得した技術を企業の製造現場で実践応用する、

３年次技術力をより一層向上させ実践力の定着を図るなど、スキルアップをめざすとと

もに、次のプログラムの開発が必要である。

①企業実習マニュアル（指導者用）の作成

②企業実習評価モデルの作成

③学校で指導可能な企業技術者のデータベース化

④教育課程への位置づけと学校設定科目等の検討

⑤教員と企業によるティーム･テイーチングの在り方検討

⑥教員研修マニュアル・プログラムの開発

）事業目標（定性的・定量的）

次のような具体的な目標値を設定して、事業推進を図る。尚、新規目標にプロジェク

ト参加生徒の県内製造業就職率を調査することで、地域産業の担い手育成の状況を確認

する。

【定性目標】

・工業高校の教員、生徒、保護者の満足度９割

・地元中小企業の人材に対する満足度９割

【定量目標】

・企業実習等への参加生徒数延べ９００名

・企業での高度技術習得への参加教員数延べ６０名

・本事業への参画企業数１００社

・工業高校生の技能検定合格者、資格取得者、ﾂﾞﾕﾆｱﾏｲｽﾀｰ獲得者（Ｈ１８年度比）

２０％増

・教員の資格取得者数延べ２０名

・３工業高校生の県内企業への就職率９５％

・プロジェクト参加生徒の県内製造業への就職率８５％

(４）
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２－２実施内容

（１）実施状況

①生徒の企業実習（見学以外）

●平成２１年度における取組総括（参加生徒数（重複除く）、参加企業数（重複除く）、

生徒一人当たりの平均実習日数、平均実習時間、平均実習企業数、取組内容概要等）

○参加生徒数：２８１人、参加企業数：４１社、生徒一人当たりの平均実習日数：５日、

平均実習時間：２２時間、平均実習企業数：２社、

○教育課程への位置づけ：課題研究、学校外学修、特別活動、企業実習

●平成２１年度における具体的な取組（実習内容、実習日数（－人当たり）、実習時間

（－人当たり）、参加生徒数（学年・学科も明記）、教育課程への位置づけ等）

○詳細は表１に示し、具体的な事例を以下に示す

E塵､寄王襄嵩覇
・実習内容：

①機械加工(旋盤加工・ﾌﾗｲｽ加工､ＭＣ加工､CNCｶﾛｴその他機械加工に係わる技能.技術）

②溶接（ｱｰｸ溶接・ﾛﾎﾞｯﾄ溶接・自動溶接、ｽﾃﾝﾚｽ材、ｱﾙﾐﾆｳﾑ材の溶接、等溶接に係わる技

能・技術）

・実習日数（－人当たり）：４日

・実習時間（－人当たり）：２４時間

・参加生徒数（学年．学科も明記）：電子機械科及びｼｽﾃﾑｴ学科２年生（69名）

・教育課程上の位置付け：実習

・指導案：指導案と実習の様子を以下に示す

企業実習のための学習指導案

山梨県立韮崎エ業高等学校

電子機械科・システムエ学科

１本時の学習

（１）日時：平成２１年９月８日（火）～１１日（金）時間数合計22時間

（２）場所：(株)茂呂製作所

（３）指導者：(株)茂呂製作所技術者

（４）生徒；電子機械系列・システムエ学系列第２学年（男子２名）

（５）生徒の実態：１年次の系列選択において電子機械およびシステム工学系列を希望した生徒である。

（６）使用教材：社内備品・機材

（７）研修目標：生徒が意欲的に様々な課題に取り組み、達成した喜びを得ることにより、

課題の解決に対する自信を揺るぎないものとする。

（８）本時の目標：

・安全に対する意織を高める。

・基本的なエ具の使い方を身につける。

・熟練者の技能を見学して、能動的に学ぶ意議を身につける。
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二jI義'二三二
１日目

９/８

（火）

２日目

９/９

（水）

図面の見方と計測品質管理

生産管理
１３:00～15:1５
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明日の確認

管理部と朝礼

楽太郎(植菌器)の組立

休憩

楽太郎(植菌器)の組立

昼休憩

旋盤ＮＣ旋盤

明日の確麗

管理部と朝礼

フライスＭＣカロエ

休憩

フライスＭＣカロエ

昼休憩

文鎮の作成

まとめ反省

１５:１５～１５:30

9:00～

9:１０～１０:00

10:00～1ｑｌ５

１０:１５～１２００

１２:00～1300

13:00～１５:１５

１５:１５～１５:30

9:００～

9:05～１０:00

3日目

９/１０

（木）

4日目

９/１１

(木）

１０:00～１０:1５

Ⅲ簔簔
(９）本研修の評価基準

(１０）評価の方法

上記表の通り評価をして、最終的に５段階の評価を行い、機械実習の成績に加味する。

－８－

ア関心・意欲・態度 イ思考・判断 ウ技能・表現 エ知識・理解

それぞれの研修項目に

ついて達成しようとす

る意欲を持ち合わせて

取り組んでいる。

それぞれの研修項目に

ついて関心を持って取

り組んでいる。

実習で使用する機械

について原理と技術

的特徴を理解し、最善

の作菓方法を類推す

ることができる。

実習で使用する機械や

製作する製品について

の特徴を説明できる。

実習で使用する機械を

使いこなせる。

実習で使用する機械

や製作する製品につ

いての特徴を理解し

ている。

製品についての作成

の要点を理解してい

る ｡

Ａ

(十分満足できる）

Ｂ

(おおむね満足できる）

Ｃ

(努力を要する）

実習日誌の

点検

実習日麓の記入欄および記

入欄以外にも実習の内容が

適切に整理し記入してある。

実習日誌の記入欄に実

習の内容が記入してあ

る 。

実習日麓の記入欄への

記入が不十分である。

研修中の状況の

観察

研修に対して意欲的に取り

組み､作業の内容も十分理解

している。

研修に対して意欲的に

取り組んでいる。

研修に対して意欲的に

取り組むことが少ない。



韮工２年生企業実習 富士工器(株)山梨工場

問題解決型実習:キャスター付
き整理用ワゴンの製作。

蕊1illlllillilii1llllli作業実習:圧

力調整器の

調整用スプリ
ングの弾性

度のチェック。

問題解決型実習:排
気装置が必要な現

場に設置する排気

装置の製作。
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５TJ丙王襄f調
･実習内容：企業実習（PLC、タッチパネル、プログラム基礎）

･実習日数（－人当たり）：６日

･実習時間（－人当たり）：３６時間

･参加生徒数（学年・学科も明記）：電気科３年生（１２名）

･教育課程上の位置付け：課題研究

･指導案：指導案と実習の様子を以下に示す

教員と企業技術者によるティームテイーチング学習指導案

～３級技能検定（シーケンス制御作業）の取得～

甲府エ業高校電気科

１教育課程上の位置づけ

科目「課題研究」の－題目に、企業実習を主な授薬形態とする「教員と企菓技術者によるティ

ームティーチング学習」を設定、電気技術に関連する研究テーマについて、基礎理鏡及び応用技
術を修得する。

２実施形態

特殊技術・技能の習得を目標として、実施科目の年間指導計画に則った授菓時間数、特定の

熟練技能をもつ企菜技術者と教員による継続的なティームティーチング指導を実施する。

３協力企業

指導者株式会社アイメック

代表取締役石川勝秀氏

指導者株式会社ぱくぱく

生産本部生産技術グループマネージャー中込博貴氏

４対象学年・生徒数

３年電気科１組（６名）魎気科２組（６名）

５期間平成２１年７月～１１月

企薬技術者による購義３日

社員教育機器活用技術指導５日

生徒企業実習２日

授業時間数（生徒１人当り）３０時間

※購義及び技術指導は、校内実習室を実施場所とし、企案技術者と教員によるティームティーチ

ング指導とする。

６講義及び生徒企業実習時程

講義及び技術指導（増所：甲府エ業高校教室及び実習室）

授業時程１時限目ｇ：００～ｇ：５０

２時限目１０：００～１０：５０

３時限目１１：００～１１：５０

企業実習（増所：連携企業）

日程出社、着替えｇ：２０出社後藩替え

始桑ｇ：３０

終業１１：２０作業日誌の記載・着替え

－１０－



退社１１：３０帰校後昼食

７日時及び実施内容

第１日５月（購義Ｉ）・企業実習事前指導・制御技術の概要

第２日６月（技術指導Ｉ）・実用機器活用技術指導

第３日６月（技術指導Ⅱ）・実用機器活用技術指導

第４日７月（技術指導Ⅲ）・実用機器活用技術指導

第５日８月（鱗麓Ⅱ）・システム概要・センサー仕様・機構脱明

第６日9月（企業実習Ｉ）・システムの視察

第７日９月（講義Ⅲ）・無線制御理論

第８日９月（企業実習Ⅱ）・無線制御技術を活用した遠隔制御実習

第９日１０月（技術指導Ⅳ）・実用機器活用技術指導

第１０日１１月（技術指導Ｖ）・実用機器活用技術指導

８使用教材

社内備品・機材及び学校備品・実習実験機材

ｇ研修の目標

①自己の職業適性や将来設計等について考える機会を与え、職業意織の高揚を促す。

②実践的技能・技術を修得し、エ業人としての自覚と自慣を深め、今後の専門教育に活かす。

③異世代とのコミュニケーション能力を育成し、社会人としての基礎育成を行う。

④教員と企業技術者によるティームティーチング授業で､電気技術に関する基礎及び応用技術

の教育プログラムを開発し、技術修得する。

１０本時の目標

研究領域：シーケンス制御技術及び無線制御(インターネット制御)技術

①安全に対する意識を高める。

②熟練者の技能を見学して、能動的に学ぶ意織を身につける。

③製品に対する美的感覚を養う率により製品の品質向上に努める管理技術を養う。

④センサーやアクチュエーター等の制御周辺機器の仕様や機構について学び、その扱いに方

を習得する。

⑤シーケンス制御を行うために必要なラダープログラムを、実態配線図、及びシーケンス図

と関連付けて習得する。

⑥プログラマブルコントローラー、タッチパネル等の実用制御機器の仕楳や機構について学

び、実践的な制御システムを開発する。

⑦技能検定（シーケンス制御作業）課題に係る回路設計及び配線作業を習得する。

⑧企業現場における稼動システムの研修

１１作集内容と目的等

＜危機管理と安全教育＞

企業研修で、事故や災害事例、及び製品管理について醜明する。それによって安全・衛生等

の危機管理に対する意識を高め、以後の実習に役立てる。

＜制御機器の仕様＞

周辺機器を含めた制御機器の種類．機構及び仕様等について、取り扱い説明書やマニュアル

の扱い方、及び他の解釈手段等について学ぶ。これにより各種制御機器の名称や用途、仕様
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などについて学ぶ。

・プログラマブルコントローラＫＶ－１０００シリーズ

・タッチパネルディスプレイＶＴ－３シリーズ

・ソレノイド式有接点リレー＆タイマ

・押しボタンスイッチ＆ＬＥＤ式表示灯

くシーケンス図の習得＞

繍理回路や実態配線図と関連付けて、シーケンス制御回路の基本回路である自己保持回路、

フリッカ回路、及びインターロック回路について学ぶ。

＜ラダープログラムソフトの習得と配線作業＞

シーケンス制御基本回路や実態配線図と関連付けて、制御プログラム設計ソフトの操作方

法、及びラダープログラムによる回路設計について学ぶ。

＜基本アクチュエータ_制御システムの設計＞

カムスイッチによる角度変換、ステッビングモーターやサーボモータによる位置決め制御な

どのシステムを設計することで、規模の大きい複雑な制御システム設計のノウハウを学ぶ。

＜シリアル通信システムの設計＞

ＲＳ－２３２Ｃ準拠のインターフエースがある外部機器を接続し、通信による制御を行う。

これにより、通信仕様、接続方法、通信方法等について学ぶ。

＜技能検定（シーケンス制御作薬）受験対策指導＞

シーケンス制御作業技能検定試験に対応した作業用盤を使い、過年度出題課題をもとに、回

路設計及び配線作業を反復練習する。技能検定（シーケンス制御作業）の取得を目指す。

＜報告会＞

作成プログラム発表会の実施。コミュニケーション能力及びプレゼンテーション力を醗成す

る。

１２日程

■爾署一

危機管理と安全教育

職業指導（職業観・勤労観）

制御技術の概論

１日目
講麓9:00～１１:5０

制御機器の仕様

シーケンス図向堅殴針・動作

ﾙﾉｲﾄﾞ式有接点ﾘﾚｰ＆ﾀｲﾏ

押しﾎﾞﾀﾝ＆LED式表示灯

2日目
技術指導9,0～１１:5０

制御機器の仕様

ﾗﾀﾞｰﾌﾞﾛｸﾞﾗﾑｿﾌﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ＆ｺﾏﾝﾄﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ

3日目
技術指導9;00～１１:5０

制御機器の仕様

PLCのﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾆﾀ画面作画

ﾀｯﾁﾊﾞﾈﾙﾃﾞｲｽﾌﾞﾚｲ

制御機器の仕様

PLCのﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾆﾀ画面作画

ﾀｯﾁﾊﾞﾈﾙﾃﾞｲｽﾌﾞﾚｲ

4日目
技術指導技術指導9:00～１１:5０9:00～１１:5０
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危機管理と安全教育

実習先企業稼働ｼｽﾃﾑの概要説明職

業指導（職業観・勤労観）

５日目
講義9:00～１１:5０

企業実習

はくばく

企業稼働ｼｽﾃﾑ研修

（変電設備＆乾麺製造ライン）

６日目
920～１１:3０

シリアル通信システム技術概論

基本ｱｸﾁﾕｴｰﾀｰ制御機器の機構

７日目
講義9:00～１１;5０

シリアル通信システムの設計

シリアル通信ソフト作成

(通信仕様､接続方法､通信方法）

企業実習

アイメック

８日目
9:20～１１:3０

研究発表

作成プログラム発表交換会

技能検定(ｼｰｹﾝｽ制御作業)指導

9日目
技術指導9:００～１１:5０

技能検定受験技術指導

（シーケンス制御作業）
技術指導１０日目 9;00～１１:5０

１３本研修の評価基準

１４評価の方法

上記表の通り評価をして．最終的に５段階の評価を行い、課題研究の成績に加味する。

－１３－

ァ関心・意欲・態度 イ思考・判断 ウ技能・表現 エ知識・理解

それぞれの研修項目に

ついて達成しようとす

る意欲を持ち合わせて

取り組んでいる。

それぞれの研修項目に

ついて関心を持って取

り組んでいる。

実習で使用する機器に

ついて原理と技術的特

徴を理解し、最善の作業

方法を類推することが

できる。

実習で使用する機器

や製作する製品につ

いての特徴を説明で

きる ｡

実習で使用する機器

を使いこなせる。

実習で使用する機器

や製作する製品につ

いての特徴を理解し

ている。

作品についての作成

の要点を理解してい

る ｡

Ａ

(十分満足できる）

Ｂ

(おおむね満足できる）

Ｃ

(努力を要する）

実習日誌の

点検

実習日誌の記入欄および

記入欄以外にも実習の内

容が適切に整理し記入し

てある。

実習日誌の記入欄に実

習の内容が記入してあ

る ◎

実習日誌の記入欄へ

の記入が不十分であ

る ⑥

研修中の状況の観

察

研修に対して意欲的仁取

り組み､作業の内容も＋分

理解している。

研修に対して意欲的に

取り組んでいる。

研修に対して意欲的

に取り組むことが少

ない。
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耐王羅iF3
･実習内容３Ｄ－ＣＡＤ実習（３次元ＣＡＤに関する企業実習）

･実習日数（－人当たり）：４日

･実習時間（一人当たり）：１２時間

･参加生徒数（学年・学科も明記）：機械システム科３年生（７名）

･教育課程上の位種付け：課題研究

･指導案：指導案と実習の様子を以下に示す

課題研究クラフトマン２１による企業連携学習指導案

長田電材エ業（株）

専務取締役菊地明久

山梨県立谷村エ業高等学校

教諭山ロ和重

テーマ:：自動車照明用プラスチック金型製造における３，．/CAD･CAMの実践指導

指導目標Ｆ

近年コンピュータ技術の発運により、設計・製造・検査・出荷までを一貫して自動化するＦＡが生

産システムの主流になりつつある。地元企業でも３次元ＣＡＤの導入が進み、これに対応できる人材

の育成が求められている。

今回のクラフトマン２１では、長田電材エ業(株)様で用いられているＣＡＤ・ＣＡＭシステム（Ｃ

ＡＴＩＡ、Ｓｐａｃｅ‐Ｅ）の操作方法および同企業内における運用を理解し、実践的なものづくり

を通し、創造的な能力と態度を育てる。

指導内容１．金型についての理解

２．製品データからツールバスヘの流れ

①ＣＡＴＩＡデータ（自動車業界、サーフェス、ソリッド）

②データの授受（サーバー、機密保持）

③ＣＡＤ・ＣＡＭ選択とデータ変換

④ＤＲ（デザインレビュー）（メール）

⑤キャビコア分割

⑥バーティング面と金型モデル作製

⑦データ作成

⑧ＮＣデータ出力

ａデータ作成実務の流れ

４．モデリング（実技）

５．カロエパス出し（実技）

ＧＮＣデータ出力

７．カロエ現場見学

使用教科害：機械製図（実教出版）、配布プリント

指導者：

（株）長田電材エ巣専務取締役菊池明久、係責長渡辺和幸・他設計課担当者

谷村エ業高校機械システム科主任内藤貴弘、山ロ和童
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実施日時平成２１年６月２６日・１０月9日・１０月３０日・１１月２７日

（１２：５０～１５：２０）

実施場所：長田電材エ業（株）

対象クラス：機械システム科３年ＣＡＤグループ（７名）

展開１（６月）

展開２（９月）

展開３（]０月）

恵~恵一Ｆ蕊丙惠 学習活動 騨価・支援・指導者の関わり

導入

(】0分）

前回までのおさらい 前回までのモデリングを復習

し、次の課題を確圏する

正しく理解しているか指導

評価（意欲・態度）

－１６－

過程 学習内容 学習活動 解価・支援・指導者の関わり

導入

(20分）

予備知鎌習得

PowerPointによる企業

概要､金型製造のおかれ

ている状況箒製造品の脱

明

スライドと説明をきくこと

による知織習得

自動車用金型のおかれている現

状についての脱明を把握できて

いるか

評価（意欲・態度）

展開①

(60分）

データの流れの把握

実務におけるデータの

流れを各エ程ごとに説

明

スライドと脱明をBNIくことに

よる知織習得

メーカーからの製品データから

、 金型作製に必要な３Ｄツール

パスを出し、加エされるまでの

データの流れを理解できている

か

解価（知鐡・理解）

(意欲・態度）

展開②

(70分）

３Ｄ‐ＣＡＤ・ＣＡＭの実

務

実務における､モデルデ

ータから型モデル､ツー

ルバスのシミュレーシ

ヨン提示

プロジェクターでの実務､ＣＡ

Ｍによる実演を見ながら視覚

的に業務を理解する

金型製造における実務レペルの

データ作成技術を感じているか

評価（知鐡・理解）

(意欲・態度）

過程 学習内容 学習活動 評価・支援・指導者の関わり

導入

(20分）

CAM予備知麓習得

３，－ＣＡＤ・ＣＡＭソフ

卜「Space‐Ｅ」について

実際のソフトを使って操作方

法について理解する

正しく操作方法を理解している

が

評価（意欲・態度）

展開

(130分）

モデリング

三角法での図面から

３Ｄモデルの作成

三角法を理解しながら、三次

元での面張りの方法、考え方

を理解し、モデルを作成する

効率的なモデリング作業を指導

し、三次元のモデリングと空間

鯉職できるよう指導する

評価（知織・理解）

(意欲・態度）
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展開４（１１月）

/鵜’
加エ現場見学 ワーク素材から金型（製品）

に至るまでの製造エ程を見る

ことで、生産システムを理解

する

これまでの学習内容の復習を兼

ね、実際の加エ現場を見ること

で３Ｄ‐ＣＡＤ・ＣＡＭを使った

生産システムの理解をより深め

現在の自動車用プラスチック｜させる

金型の実際を感じる 評価（知識・理解）

(意欲・態度）

過程 学習内容 学習活動 評価・支援・指導者の関わり

導入

(20分）

加エパス

CAMでの加エバスの説

明

部品モデルから加エパスまで

の実際の流れを理解し、カロエ

パス出しまでを導く方法を理

解する

最終出力を理解できているか

評価（意欲・態度）

展開①

(100分）

ツールパス

実務で使用する電極作

成のためのツールパス

を作成

CAMソフト「Spece‐Ｅ」を便

い、ツールバス作成、カロエシ

ミュレーションまでを行い．

データ作成業務を理解する

カロエエ具の径、エ具長、加エ方

法、送り、回転などを理解させ

、 加エを効率的に行えるよう指

導する

評価（知職・理解）

(意欲・態度）

谷村工業高校H也域産業の担い手育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

企業実習Ⅲ

１課業期間中における実習

･槻佃山システム科３学年７名

｢課題Bf究ｊ３Ｄ－ＣＡＤ班

２企業名

。(株)長田電材工業
３内容

･３次元CAD３次元CADの運用と金型について購義

３次元CADによるモデル作成実習
ＮＨＫニュースで紹介されました

鱸蝋i1iii警醤i､獺Ｉ i2iiiii
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●上記取組の実践による効果（※１）と研究（※２）の成果と課題の抽出効果

（※評価◎特に良い○良い－普通△やや悪い×悪い）

■企業実習成果

◎ＰＤＣＡサイクルによる問題理解型実践プログラムは生徒に分かり易く、技能・技術

が身に付いた（企業）

◎インターンシップでは企業の表面的内容を勉強する程度だが、生徒が実際に物を作る

事ができる企業実習は貴重な経験である（企業）

◎生徒の意欲と自信を深め、進路実現に大きく貢献（教員）

◎生徒の職業観や労働観の酒養だけでなく、基礎に偏りがちな教育課程を補完し、もの

づくり人材育成に大きく貢献（教員）

○学ぶ目的・目標が明確となり、知識や技術を学ぶ意欲が向上（生徒）

○地域産業に対する理解は深まった（生徒）

○アンケートでは－社２～３名、４日間の実施期間はほぼ妥当という意見（企業）

■企業実習課題

△アンケートや情報交換会より、カリキュラム作成、指導体制、事故防止に苦慮（企業）

△企業立地によっては公共の交通機関がなく、バスによる送迎が不可欠（教員）

△教員にとっては、企業との連絡調整や実施に当たっての事前指導、さらに実施中およ

び実施後の生徒の指導などがあり、校務分掌の工夫など人的配極の検討が必要

①－２生徒の企業実習(見学のみ）

●平成２１年度における取組総括（参加生徒数（重複除く）、参加企業数（重被除く）、

生徒一人当たりの平均実習日数、平均実習時間、平均実習企業数、取組内容概要等）

○参加生徒数：２６９人、参加企業数：１１社、生徒一人当たりの平均実習日数：５日、

平均実習時間：９時間、平均実習企業数：３社

○教育課程への位圃づけ：工業技術基礎、実習、製図、特別活動

●平成２１年度における具体的な取組（実習内容、実習日数（－人当たり）、実習時間

（－人当たり）、参加生徒数（学年・学科も明記）、教育課程への位置づけ等）

○詳細は表１に示し、具体的な事例を以下に示す

后雨丙王蕊蔬３
･実習内容：世界最先端の技術力を持つ地元企業を見学することで、機械技術、計測・

制御技術、情報通信技術などについて学び、これからのものづくり欠かせない統合的

な資質の向上を図る゜実際のマシニングセンターやNC放電加工機など、工作機械製造

の現場を見学することで、ものづくりへの興味・関心を深め、今後の学習への意織を

高める

.実習日数（－人当たり）：１日

･実習時間（－人当たり）：６時間

･参加生徒数（学年・学科も明記）機械科１年（80名）

･教育課程上の位腫付け：工業技術基礎

-１８－



●上記取組の実践による効果（※１）と研究（※２）の成果と課題の抽出

（※評価◎特に良い○良い－普通△やや悪い×悪い）

■企業見学成果

◎先端技術や設備の見学により、ものづくりの現場の理解

○企業見学に先立ち、経営者や技術者による事前指導を取り入れることで充実した見学

と生徒の企業理解の向上

■企業見学課題

△生徒移動に伴う借り上げパス代の確保

△生徒引率に伴う教員の時間割変更の困難と負担増

-１９－

表１生徒の現場実習(見学以外）
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企業実習

(切削用エ作機械の

使用方法､測定器の

使用方法､仕上げ加

エの実習） ４ 2４

㈱浅川製作所､浅川熱処理㈱､富

±エ器㈱山梨エ場､三井農林㈱

須玉エ増､㈱池田精機製作所､山

梨旭ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｴ菓株.㈱茂呂製

作所､㈱イイノオートライフ､㈱樫

本鉄エ､㈱東日製作所甲府エ

場､ﾔﾏﾄ科学㈱南アﾙﾌﾞｽｴ場 韮崎エ 2５ 実習

企業実習

(測定器の説明と使用

方法､実技､図面の読

み方､見方） ４ 2４

㈱浅川製作所､浅Ⅱ|熱処理㈱､富

士エ器㈱山梨エ場.三井農林㈱

須玉エ増､㈱池田精機製作所､山

梨旭ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｴ業株､㈱茂呂製

作所､㈱イイノオートライフ､㈱櫻

本鉄エ､㈱東日製作所甲府エ

場､ﾔﾏﾄ科学㈱南アﾙﾌﾞｽｴ場 韮崎エ 2４ 実習

企業実習

(トルクレンチ部品加

エ実習､組立作築案

晋） ４ 2４

㈱浅川製作所、浅川黙処理㈱、

富士エ器㈱山梨エ場､三井農林

㈱須玉エ場､㈱池田精機製作所、

山梨旭ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｴ菓株､㈱茂呂

製作所､㈱イイノオートライフ､㈱

樫本鉄エ､㈱東日製作所甲府エ

場､ﾔﾏﾄ科学㈱南アﾙﾌﾞｽｴ場 韮崎エ 2０ 実習
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企業研修(会社案内と

安全教育､メカ組立、

溶接と溶断､図面の

見方と計測､品質管

理､生産管理､雄盤と

ＮＣ旋盤､フライスと

MCjiロエ､文鎮づくり） |川富士エ器㈱山梨エ場 |ﾙ’
旋盤加エ実技指導

(旋盤作業､技能検定

3級課題加エ指導） ５ 1５ 職業能力開発協会

韮崎エ

塵短大 ６ 実習

企業実習

(①マシニングセンタ

ー概要及び３Ｄ加エ

の説明｡②ワイヤーカ

ツト放電加エ機の作

業及びプログラムの

説明.③三次元測定

器での計測の説明と

品質管理の重要性） ４ 1６

(有)丸戊熱処理､㈱サンシン精

エ､藤精機㈱､(有)小穴鋳造 甲府エ 78

機械実

晋

企業実習

(切断実習と火花にお

Iﾅる材料試験､生産

技術部にてＭＣの便

用説明とｶﾛｴ実習） ４ 1６

㈱電溶エ薬㈱､㈱渡辺精機､㈱鰭

岸商会､中家製作所 甲府エ 7７

機械案

晋

旋盤3級

(技能検定実技指導、

実演と加エ指導） １ ４ ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰﾂﾞﾖﾝｽﾞ 甲府エ ５

課題研

究

旋盤3級

(技能検定実技指導、

実演とｶﾛｴ指導） １ ４ ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰﾂﾞｮﾝｽﾞ 甲府エ ６

課題研

究

旋盤3級

(技能検定実技指導、

実演と加エ指導） １ ４ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰﾂﾞｮﾝｽﾞ 甲府エ ５

課題研

究

シーケンス制御

(PLC､タッチパネル、

プログラム基礎） ６ 3６ はくばく･アイメック 甲府エ 1２

課題研

究



可一ｎＡ、

日日田

－２１－

３Ｄ－CAD実習

(３次元CADに関する

企葉実習） Ⅱ」長田電材エ巣(株） 谷村エ ||雰・
企業実習

(測定機器の種類と便

い方｡油空序櫻器の

種類と動き｡座学及び

実習） ５ 3５ (株)牧野フライス製作所 谷村エ ６

企業研

修

企業実習

(NC旋盤･マシニング

センタ･３次元計測） ３ 2１

藤晃産業(株)、(株)アスカインデ

ﾂｸｽ､(株)光富士､(有)小俣精

エ､(有)プチ精エ､丸勝産業

(株)､シチズンセイミツ(株)､ジヤノ

メダイカスト(株） 谷村エ 1４

特別活

動

企業実習

(会社概要説明､安全

指導､エ場見学､部品

加エ､機械加エオペ

レター） ３ 2１ シチズン電子(株） 谷村エ １

特別活

動

企業実習

(NC旋盤･マシニング

センタ･３次元計測） ３ 2１

(株)協和富士､(株)サワ､ホリメ

カニック(株)、(株)プログレス､大

月精エ(株)､ジャノメダイカスト

(株)、(有)坂本鉄エ、(有)ミク

=､シチズンセイミツ(株)、 谷村エ 1９

特別活

動

合計 307

生徒の現場実習(見学のみ）
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学校名
)参加

人数

教育課

程上の？

位瞳づ

Iナ P■I

企業見学

(事業所紹介､製造ラ

イン及び事業所施設

見学） １ ６ 工業技術センター･テクノフェアー 甲府エ 8０

エ業技

術基礎

企業見学

(事業所紹介.製造ラ

イン及び事業所施設

見学） １ ６

内藤製作所･ジット㈱･桔梗屋･内

外電機･丸茂電機 甲府エ 1５７ 実習



②企業技術者等による学校での実践指導

●平成２１年度における取組総括（参加生徒数（重複除く）、参加企業数（重複除く）、

生徒一人当たりの平均実習日数、平均実習時間、平均実習企業数、取組内容概要等）

○参加生徒数：４５４人、参加企業数：１０社、生徒一人当たりの平均実習日数：５日、

平均実習時間：１５時間、平均実習企業数：２社

○教育課程への位極づけ：機械工作、機械設計、実習、

○取組内容：企業経営者、技術者、技能五輪出場者による講義形式による専門学習、高

度熟練技能者による普通旋盤加工指導及び３級技能検定普通旋盤資格取得の実技指導

●平成２１年度における具体的な取組（実習内容、実習日数（一人当たり）、実習時間

（－人当たり）、参加生徒数（学年・学科も明記）、教育課程への位置づけ等）

○詳細は表２に示し、具体的な事例を以下に示す

厄~韮爾王蕊百F３
･実習内容旋盤加工実技指導

･実習日数（－人当たり）：５日

･実習時間（－人当たり）：１５時間

･参加生徒数（学年・学科も明記）：電子機械科３学年：７名

･教育課程上の位置付け：課題研究（機械加工技術検定３級に向けた指導）

･実習内容：高度熟練技能者の指導をとおして、これまでに学んだものづくりに関わる

技術・技能の向上を図る

･公的技能評価を受けることで個々の技能を証し、実践的な工業技術者の育成を目指す

●上記取組の実践による効果（※１）と研究（※２）の成果と課題の抽出

（※評価◎特に良い○良い－普通△やや悪い×悪い）

■技術者指導成果

◎技能向上に関しては事業前と比較して国家技能検定普通旋盤合格者が３倍増になった

○高校生ものづくりコンテスト旋盤加工部門山梨県予選会の第２回目の開催

○大手企業を支える中小企業の技術力の高さを理解

○社会人職業人として働く意欲や情熱の向上が向上

－２２－

企業見学

(事業所紹介､製造ラ

イン及び事業所施設

見学） ||’㈱牧野フライス製作所･NECコン

ピューターテクノ･THK㈱ い'灘’
企業見学

(事業所紹介｡製造ラ

イン及び事業所施設

見学） １ ６

(株)牧野フライス製作所､ＮＧＫセ

ラミックデバイス(株） 谷村エ 2９

特別活

動

合計 346



○学ぶ目的、目標が明確となり、知識や技術を学ぶ意欲が向上

■技術者指導課題

△多様な学力の生徒がいる中での講義内容のレベル設定の難しさ

△実習設備の老朽化と台数の不足

韮崎エ 牒題研究機械検査実技指導４１１２

甲府エ１，課題研究

甲府エ１７牒題研究

甲府エ１２麗題研究

甲府エ７９機械実習

2３－

表２技術者等による学校での実践的指導
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旋盤加エ実技指導

(技能検定実技指

導､実演と加エ指

尋） ５ 1５ 職業能力開発協会 韮崎エ ７ 課題研究

機械検査実技指導 ４ 1２ 職業能力開発協会 韮崎エ ９ 課題研究

講麓

(モノづくりの企業で

自分の存在感をアピ

－ルできる？） ３ ６

(株)茂呂製作所､山梨県鉄構溶接

協会 韮崎エ 6９

生産シス

テム技術

･ロボット

エ学

旋盤2級

(技能検定実技指

導､実演と加エ指

導） １ ３ ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰｼﾞﾖﾝｽﾞ 甲府エ 1０ 課題研究

旋盤3級

(技能検定実技指

導､実演と加エ指

導） １ ３ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰｼﾞﾖﾝｽ 甲府エ 1２ 機械実習

機械検査3級 １ ３ 高度熟練技能者 甲府エ 1０ 課題研究

金属熱処理3級 ４ 1６ 浅川熱処理 甲府エ 1７ 課題研究

シーケンス制御

(PLC､タッチパネ

ル､プログラム基礎） 1６ 4８ アイメック 甲府エ 1２ 課題研究

無線制御 ２ ６ アイメック 甲府エ 1２ 蝶題研究

二足歩行ロボット ８ 2４ アイメック 甲府エ 7９ 機械実習

講義

(ものづくり日本を支

えるには） １ ３

オリンパスデジタルシステムズデザ

イン㈱ 甲府エ 1５８

エ薬技術

基礎



谷村エ‘|実習’’

３

③教員の高度技術習得

●平成２１年度における取組総括（参加教員数（重複除く）、参加企業数（重複除く）、

教員一人当たりの平均実習日数、平均実習時間、平均実習企業数、取組内容概要等）

○参加教員数：３７人、参加企業数：１３社、教員一人当たりの平均実習日数：６日、

平均実習時間：２７時間、平均実習企業数：３社、

○内容：半導体製造装画、産業用ロボットに係わる企業、公的研究機関、大学における

技術研修（ＮＣ、計測、溶接、旋盤、フライス盤加工等）

●平成２１年度における具体的な取組（実習内容、実習日数（－人当たり）、実習時間

（－人当たり）、参加教員数等）

○詳細は表３に示し、具体的な事例を以下に示す

①機械系教員：機械加工（旋盤・フライス盤）：２日間：１６時間：４名：人材開発セ

ンター

②機械系教員：アーク溶接技術講習会：１日間：８時間：３名：雇用能力開発機構

●上記取組の実践による効果（※１）と研究（※２）の成果と課題の抽出

（※評価◎特に良い○良い－普通△やや悪い×悪い）

■教員研修成果

◎新技術・技能の習得（アルミ溶接技術）や計測技能等の指導力の向上

－２４－

講義

(会社概要鋭明､組

立・加エ製品が出来

るまでの説明） ||’ THK(株） |雫山」
溶接実技 １ ５ 山梨県鉄構溶接協会 谷村エ ４ 実習

旋盤3級

(技能検定実技指

導､実演とｶﾛｴ指

導） ３ 1２ ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰｼﾖﾝｽﾞ(株） 谷村エ ２ 実習

普通族鱒

(実技指導､実演と

加エ指導） ３ ９ ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株） 谷村エ 2９ 実習

講義

(ものづくりの現場、

概要とグローバル

化、最適設債上工

法） １ １ 大月精エ(株） 谷村エ 2９ 機械エ作

合計 488



△機械系の技能検定に係わる研修から工業科全系列に研修項目を拡大する

■教員研修課題

△日常業務での参加は教員の多忙化に拍車

１｜
■
■

甲府エ

2５

表３教員の高度技術習得
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アーク溶接技能講習 １ ８ 雇用能力開発機構

韮崎エ

雇用能力開

発機構山梨

センター ３

機械ｶﾛｴ技能議習 １ ８ 産業技術短期大学枝

韮崎エ

山梨県立産

業技術短期

大学校 ３

機械検査技能講習 １ ８ エ業技術センター 韮崎エ

やまなし技能塾

(普通旋盤､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 韮崎エ ４

やまなし技鎚塾

(普通旋盤､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 韮崎エ ４

溶接研修 １ ８ 飯田鉄エ 甲府エ ２

旋盤･フライス盤･機械

検査 ２ 1６

ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰﾂｮﾝｽﾞ･電子技

能士会 甲府エ ４

電子機器組立 １ ８

ﾊﾞﾅｿﾆｯｸﾌｧｸﾄﾘｰｿﾘｭｰﾂﾞｮﾝｽﾞ･東京エ

ﾚｸﾄﾛﾝＡＴ 甲府エ ３

やまなし技能塾

(普通旋盤､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 甲府エ ４

やまなし技能塾

(普通権鍵､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 甲府エ ４

溶接実技 １ ５ 山梨県鉄構溶接協会 谷村エ ３

溶接実技 １ ８ 山梨県鉄構溶接協会 谷村エ ３

計測

(精密測定器具の取扱 １ ３ (株)中村製作所 谷村エ ６



④その他

○詳細は表４に示し、学校、機関毎に具体的な事例を以下に示す

厄亜､匠藪調
･小中学生を対象としたものづくり教育の開催

①夏休み親子ものづくり教室を本校８月８日（12名）

・出前ものづくり教室の開催

①韮崎児童センター８月３日（40名）、②滑哲町公民館８月９日(40名）

③中田町公民館８月１２日(40名)、④長坂町農村環境改善ｾﾝﾀｰ１月２３日（40名）

･教育実践発表会（課題研究・企業実習発表）：生徒、保護者、近隣中学校生徒・教諭、

企業等を対象とした課題研究・企業実習の体験発表を盛大に行う

ﾛ雨丙王蘂喬F３
・二足歩行ロボット製作：制御技術、組立を習得するため、二足歩行ロボットを製作

参加生徒数：７８名

･電気科において、電気工事士合格率は全国トップクラス、他、電気主任技術合格など

高度な資格に合格者輩出

･企業との共同研究は、機械技術部の生徒と岩間農機で、農業機械（トラクター・小型パ

ワーショベル)を自走技術や遠隔操作システムの構築を進めた

・ＩＣＴを活用しＨＰ、ＶＯＤ、インターネット中継によりものづくりに関した情報発

信を行った

･企業情報交換会を定期開催して継続的にものづくり教育の連携の在り方を検討

匝雨王蘂F祠
･二足歩行ロボット製作：制御技術、組立を習得するため、二足歩行ロボットを製作。

参加生徒数：２９名

･親子ものづくり教室：工業高校生が先生となり小学生にものづくりを教える。実施回

数：１回、参加生徒数：６名、参加児童数：４０名

･教育実践発表会（課題研究・企業実習発表）：生徒、保護者、近隣中学校生徒・教諭、

－２６－

と管理技術）

|｜’｜｜’
やまなし技能塾

(普通棒型､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 谷村エ ２

やまなし技鎚塾

(普通旋盤､フライス

盤） １ ８ 県機械電子電気技能士会 谷村エ ２

溶接実技･アルミ溶接 １ ８ 雇用能力開発機構山梨センター エ業系高校 1１

電子機墨組寺 １ ８ 職業能力開健壇会 エ菓系高校 2０

合計 7９



企業等を対象とした課題研究・企業実習の体験発表を盛大に行う

.プログや学校だよりを活用したものづくりに関したＰＲが活発

･企業情報交換会を定期開催して、人材育成に関する企業と学校の情報共有を促進

●やまなし産業支援機構

･県内工業見本市（テクノフェア山梨）での、親子ものづくり教室の開催を支援

･企業間遊休備品紹介システムの学校展開への模索

･地域産業担い手育成ＨＰ作成

后

，１１

甲府エ７８機械実習

甲府エ２３

-２７－

表４その他の活動
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出張ものづくり教室 １ 生徒､教員

韮エ･韮崎

市上町児童

センター 4０

親子ものづくり教室 １ 生徒､教員 韮崎エ 1２

科学技術教室 １ 生徒､教員

韮エ･韮崎

市清哲公民

館 4０

出張ものづくり教室 １ 生徒､教員

韮エ･韮崎

市中田公民

館 4０

出張ものづくり教室 １ 生徒､教員

韮エ･長坂

町農村環境

改警センタ

4０

教育実践公開発表会 １

産官学有識者､委員､生徒､教

員､中学生､中学生保護者､中

学教員 韮崎エ 522

共同研究 200 岩間農機 甲府エ 1５

課題研究

部活動

二足歩行ﾛﾎﾂﾄ製作 ８ アイメック 甲府エ 7８ 機械実習

意見交換会 １ 産官学有職者､委員 甲府エ 2３

教育実践公開発表会 １

産官学有繊者､委員.生徒､教

員､中学生､中学生保護者､中

学教員 甲府エ 1１２９

親子ものつくり教室 １ 生徒､教員 谷村エ 1０

意見交換会 １ 産官学有職者､委員 谷村エ 4１



Z■【

谷村エ２９実習

谷村エ

○上記取組のうち、特にアピールしたいポイント

・事業３年目は、対象生徒・教員・保護者・企業技術者等より事業に対する満足度が９

割以上を得られた

・１００年に１度の不況下で、有効求人倍率が過去最低の中、３工業高校の就職内定率

は１００％となった

・技能向上に関しては事業前と比較して国家技能検定普通旋盤合格者が３倍増になった

・韮崎工業高校：国の施策を先取りした、キャリア教育、道徳教育、エネルギー教育の

３本柱による教育活動の推進したことによりキャリヤ教育文部科学大臣表彰を受けた

・甲府工業高校：先進技術を活用した農業機械の遠隔操作技術の構築やＩＣＴを活用し

たものづくりコンテンツの情報発信など充実

・谷村工業高校：長年にわたる企業実習や企業情報交換会、教育実践発表会の運営ノウ

ハウをコアにして、地域ものづくり産業活性化の源流となっている

・本事業の３年間の成果と課題の悩報発信と検証を目的に、平成２１年１１月１９日ア

イメッセ山梨において、文科省調査官、山梨県知事、山梨県教育長にご臨席いただき、

成果普及発表会を実施した

・成果普及発表会のアンケート結果から「本事業は、ものづくりに関する地域産業の担

い手育成ができる教育プログラムになっているか？」の問いに、９１．４％の参加者

が「思う」との回答を得られた

-２８－

教育実践公開発表会 |」
産官学有織者､委員､生徒､教

貝､中学生､中学生保護者､中

学教員 谷村エ し｡｜’
二足歩行ﾛﾎﾞｯﾄ製作 ６ 教員 谷村エ ２９ 実習

中学生体験入学 １ 教員 谷村エ ６

ものづくり成果報告会 １ 生徒､教員､行政､企業等 3エ巣高校 1７６

合計 2641



２－３実施体制

（１）事業スキーム

事業スキームは、「１．全体概要（４）事業の実施体制の概要」の項目を参照のこと。

（２）人材育成連携推進委員会

１.人材育成連携推進委員会

①委員の人数２２名

②委員の構成

2９

氏名 所属 職名 職場所在地

１ ○宮田勝文 山梨大学ものづくり教育実践センター 所長 甲府市武田4-3-11

２ 桑田幹雄 ＝－ディネータ 甲府市大津町2192-8

３ 神宮司素彦 コーディネータ 甲府市丸の内1-6-1

４ 長田孝夫 山梨県商工会連合会 事務局長 甲府市飯田2-2-1

５ 渡辺恭史 山梨県商工会繊所連合会 専務理事 甲府市相生2-2-17

６ 飯野鉄夫 山梨県中小企業団体中央会 事務局長 甲府市飯田2-2-1

７ 'j､池基吹 山梨県経営者協会 専務理事 甲府市中央4-12-21

８ 石川敏 山梨県職業能力開発協会 専務理事 甲府市大津町2130-2

９ 秋山高広 山梨県技術士会 会長 甲府市大里町3943-8

1０ 金丸一 山梨県機械電子工業会 専務理事 甲府市大津2192-8

1１ 飯島浩司 山梨青年工業会 会長 甲府市相生2-2-17

1２ 宮本正四 山梨労働局職業安定課 課長 甲府市丸の内1-1-11

1３ 佐野芳彦 山梨県商工労働部産業人材課 課長 甲府市丸の内1-6-1

1４ 秋山貴司 山梨県工業技術センター 所長 甲府市大津町2094

１５ 大森大一 山梨県富士工業技術センター 所長 富士吉田市下吉田２０９５

1６ 慶瀬正文 やまなし産業支援機榊 専務理事 甲府市大津ﾛT2192-8

1７ 佐藤安紀 山梨県教育委員会 教育次長 甲府市丸の内1-6-1

1８ 鷹野勝己 山梨県教育委員会事務局 次長 甲府市丸の内1-6-1

1９ 奥田正直 山梨県教育委員会高校教育課 課長 甲府市丸の内1-6-1

2０ 金井光宣 韮崎工業高等学校 校長 韮崎市危岡町若尾新田５０－１



③役割

本事業に係わるプロジェクトの企画立案・実施方法の検討・評価、企業との連絡調整

並びに学校と企業との連携支援を協畿した。

１.企業ニーズの把握４.プロジェクトの推進･評価

２.学校の要求の整理５.地域の教育力の発掘（高度熟練工･技能士等）

３.企業連携事業の立案６.事業に関する情報発信

④開催概要

○第１回（平成２１年５月２０日）

・議事：（１）平成２０年度（２年次）報告について

（２）平成２１年度事業計画について

（３）その他

①成果報告会（２００名予定）１１月１９日（木）ＰＭアイメッセ

②次回人材育成連携推進委員会２月２６日（金）アイメッセ

・内容：２年目を迎えた事業の成果報告として、「３級普通旋盤技能士が３工業高校

から８名取得」、「韮崎工業高校がキャリア教育優良教育委員会学校等文部

科学大臣表彰を受賞」。なお、平成２２年２月に県教委は、やまなしの教育

振興プランを策定した。これは「ふるさとを愛し、世界に通じる人づくり」

を基本理念とし、重点施策として「体系的なキャリア教育に推進」を掲げて

おり、クラフトマン２１事業は、その中でも施策の推進の重要な位置をしめ

ている。

○第２回（平成２２年２月２６日）

・議事：（１）平成２１年度成果報告について

（２）来年度計画について

・内容：最終年度となり、県内内定率、検定合格率、成果普及発表会でのアンケート

結果などが報告され、本教育プログラムが地域産業の担い手育成に寄与する

教育プログラムになりはじめた。今後はこの成果を県内工業系６高校の全学

科に拡大し、産業人材育成を進める予定。

-３０－

'21’ 戸田泰明 甲府工業高等学校 校長 甲府市塩部2-7-1

2２ 数野均 谷村工業高等学校 校長 都留市上谷5-7-1



Ⅱクラフトマン２１推進委員会

①委員の人数１５名

②委員の構成Ｉ

③役割

企業連携プロジェクトの実践方法の具体的な検討、学校と企業との連絡調整、事業実

践に係わる事項を協鍍し事業実践を支援した。

④開催概要

－３１－

氏名 所属 職名 職場所在地

１ 桑田幹雄 コーディネータ 甲府市大津mT2192-8

２ 神宮司素彦 コーディネータ 甲府市丸の内1-6-1

３ 市川勝茂 やまなし産業支援機櫛新産業懲り造部 部長 甲府市大津町2192-8

４ 天野武志 やまなし産業支援機構情報推進課 課長 甲府市大津pT2192-8

５ 野本大賞 やまなし産業支援機櫛憎報推進腺 主査 甲府市大津ﾛT2192-8

６ 中山信一 山梨県工業技術センター高度技術開発部 部長 甲府市大津町2094

７ 時田透 山梨県高等学校教育研究会工業教育部会 理事長 甲府市塩部2-7-1

８ '１，池逸朗 韮崎工業高等学校 教頭 韮崎市竜岡町若尾新田５０－１

９ 中村一馬 韮崎工業高等学校電子機械科 主任 韮崎市竜岡町若尾新田５０－１

1０ 長田字 甲府工業高等学校機械科 教諭 甲府市塩部2-7-1

11 内藤貴弘 谷村工業高等学校機械システム科 主任 都留市上谷5-7-1

1２ 倉田洋和 山梨県商工労働部産業人材課 課長補佐 甲府市丸の内1-6-1

1３ 久保倉正二 山梨県商工労働部産業人材課 副主幹 甲府市丸の内1-6-1

1４ 手塚幸樹 山梨県教育委員会高校教育課 指導主事 甲府市丸の内1-6-1

1５ 深澤眞悟 山梨県教育委員会高校教育課 指導主事 甲府市丸の内1-6-1

回数 日付 クラフトマン２１推進委員会活動内容等

１ 2009年４月９日 （１）県教委から、①前回離乎録、②昨年識事録、③20年度成果報

告、④21年度計画と予算、⑤事業の目標、⑥PDCAｻｲｸﾙの人材育成

（２）各校から、①韮崎工、②甲府工、③谷村エ（※以下省略）

（３）産業界から、①商工労働部、②支援機榊（※以下省略）

２ 2009年５月７日 （１）議事、①前回繊事録、②年間予定、③計画のアップデイト、④



議事、①前回議事録、②発表会、③後剥 ④そり

（３）教育委員会や事業実施機関

①事業実施都道府県等教育委員会及び取組枝

②教育委員会の概要及び事業管理体制

山梨県教育委員会では、本事業に係わる専門高校の研究事業として、

○平成15～17年「学力向上フロンティアハイスクール事業」（甲府工業高校）

○平成17～18年「みんなの専門高校プロジェクト」（峡南高校）

-３２－

ものづくり分野の人材育成･確保事業､⑤次年度以降の取り組みの方

針､⑥地域における自主化に向けた検討状況､⑦ネットワーク概念図、

⑧教育長懇談会５／１３，⑨人材育成連携推進委員会５／２０，⑩企

業実習テキストのキャリア用語の定義、⑪緊急支援対策

３ 2009年６月１１日 （１）議事､①前回議事録､②自立化､③発表会､④企業実習の様子、

⑤企業研修THK等（中学教員含）、⑥啓発ポスター

４ 2009年７月９日 （１）議事、①前回議事録、②工業校長後継事業要望、③自立化、④

発表会、⑤企業実習テキスト、⑥その他、○マップ、Ｏ教員研修（中

学技術科）、○めざせスペシャリスト

５ 2009年８月７日 （１）議事、①前回議事録、②学習指導要領改訂、③後継事業要望、

④自立化、⑤発表会、⑥企業実習の予定、⑦その他、○旋盤競技会、

○教員研修

６ 2009年９月９日 （１）議事、①前回議事録、②概算要求主要事項がＨＰ発表、③自立

化の進捗､④後継事業要望、⑤発表会、⑥企業実習の予定、⑦遊休品

流通システム、③その他、○工業系高校啓発リーフレット完成

７ 2009年10月９日 （１）議事、①前回織事録、②自立化の進捗、③後継事業要望、④発

表会、⑤遊休品流通システム、⑥その他

８ 2009年１１月12日 （１）議事、①前回議事録、②発表会、③後継事業、④その他

９ 2010年１月７日 （１）議事、①前回議事録、②成果報告会と現地調査の総括、③後継

事業、④人材育成委員会の持ち方、⑤他県の発表会、⑥予算、⑦教育

やまなし、③ＷＥＢアンケート、⑨顕彰

1０ 2010年２月１３日 （１）議事、①前回議事録、②成果報告書、③後継事業、④人材育成

委員会の持ち方、⑤他県の発表会、⑥流用予算、⑦教青やまなし、⑧

ＷＥＢアンケート、⑨顕彰

1１ 2010年３月１０日 （１）議事、①前回識事録、②事業完了書、③成果報告書、④後継事

業、⑤顕彰

教育委員会名： 山梨県教育委員会 http://www・pref・yamanashi・ｊｐ/koukoukyo／

取組校名： 山梨県立韮崎工業高等学校 ｈｔｔｐ //www・nirasakith・kai・ｅｄ・jp／

取組校名 山梨県立甲府工業高等学校 ｈｔｔｐ //www kofu-th・ｅｄ､ｊｐ／

取組校名： 山梨県立谷村工業高等学校 http://www､yamura-th・ｅｄ・ｊｐ／



○平成17～19年「日本版デュアルシステム」（農林高校）等

の研究推進を指導すると共に、平成16年度より、県単独事業として「高校生インター

ンシップ推進事業」を立ち上げ年々実績を伸ばしている。本事業は、県教育委員会の

指導・監督の下に、各学校の実践を指導・支援した。

③事業実施機関

④事業実施機関の概要

（財)やまなし産業支援機櫛は、中小企業サポートセンター事業を始め、企業の研究

開発事業・下請取引・ベンチャー支援・情報化支援事業など、中小企業の創業から経

営基盤の強化まで一貫した支援を実施している。

現在、登録は5153社で、そのうち県内中小企業の登録は機械電子関連の製造業中心

に3920社となっている。また、県内商工団体や大学・金融機関など産業支援機関46機

関との連携を確立している。

⑤事業実施機関のバックアップ体制

（財）やまなし産業支援機構には県内製造業約４０００社が登録しており、企業の

設備・技術・取引先など詳細なデータを有し、機樹職員が年間約１０００社を訪問す

るなど、日頃から企業との連携が図られているとともに、（社）山梨県機械電子工業

会の事務局も兼ねていることから、コーデイネータが実習企業の選定や企業・業界団

体へ協力依頼を行うための十分なバックアップ体制が整っている。

また、支援機構の職員を工業高校毎に1名配置して、対象工業高校担当者との連絡調

整をはじめ、コーデイネータと共に企業発掘・趣旨説明等に同行する体制を整えた。

（４）コーディネータ

①コーディネータＩ（産業界）
○氏名：桑田幹雄（元ＮＥＣコンピュータテクノ（株）代表取締役）

○役割：産業界側の調整役として、協力企業の発掘・協力依頼．事業趣旨説明

中小企業ものづくり人材育成事業(工業高校等実践教育導入事業)の円滑な事業

運営と効果的な事業実施を行うため、実施機関であるやまなし産業支援機構に対

して指導．助言を行った。具体的には、２１年度以降の自立化を見据えて将来体

制づくりへの指導助言を中心に､本事業のｐＲと産業界側との連携調整を図った。

本事業の継続的な実施に向けた体制づくりについては、県の人材育成プログラ

ムとの整合を図りながら、推進体制案の構築に本事業の位置づけの明確化を助言

してきた。

さらに、企業に対する詳細な聞き取り調査や工業高校での意見交換会の出席を

踏まえ、ものづくり人材育成連携推進委員会やクラフトマン２１推進員会で各種

-３３－

機関名：

協力内容：

(財）やまなし産業支援機櫛http://www､yiso・or・jp／

学校と企業との連携支援に関する連絡・調整



の提言を行ってきた。個別の活動日誌は下表の通りである。

○活動状況

②＝－ディネータⅡ（教育界）

○氏名：神宮司素彦（元韮崎工業高等学校長）

○役割：学校側の調整役として、各学校の支援・調整
事業の円滑な推進を図るために学校側の調整役として、各学校の支援・調整を
行った。またインターンシップをより実践的な企業実習に発展させるべく学校へ
の指導・助言を行い、校内研修会、企業･生徒･教員との意見交換会、成果発表会
など、事業全般にわたり、誠極的に企画・運営を支援し、校内の研究体制の充実
と事業推進に努めた。

特に後継事業の組み立てにおいては、学校をはじめ、関係部局の調整や適切な
指導・助言を行い、軌道にのせた功績は大きい。

○活動状況

－３４－

日付 活動内容・訪問企業等

１ 2009年４月９日 第１回クラブトマン２１推進委員会出席

２ 2009年５月７日 第２回クラフトマン２１推進委員会出席

３ 2009年５月13日 山梨県教育長と意見交換

４ 2009年５月20日 第１回ものづくり人材育成連携推進委員会出席

５ 2009年６月１１日 第３回クラフトマン２１推進委員会出席

６ 2009年７月９日 第４回クラフトマン２１推進委員会出席

７ 2009年８月７日 第５回クラフトマン２１推進委員会出席

８ 2009年９月９日 第６回クラフトマン２１推進委員会出席

９ 2009年10月９日 第７回クラフトマン２１推進委員会出席

1０ 2009月１１月１２日 第８回クラフトマン２１推進委員会出席

1１ 2009年11月１９日 成果普及発表会出席

1２ 2010年１月７日 第９回クラフトマン２１推進委員会出席

1３ 2010年１月25日 谷村工業教育実践公開発表会出席

1４ 2010年２月１０日 第１０回クラフトマン２１推進委員会出席

1５ 2010年２月１２日 甲府工業クラブトマン２１意見交換出席

1６ 2010年２月26日 第２回ものづくり人材育成連携推進委員会出席

1７ 2010年３月１０日 第１１回クラフトマン２１推進委員会出席

日付 活動内容・訪問企業等

１ 2009年４月９日 第１回クラフトマン２１推進委員会出席

２ 2009年５月７日 第２回クラフトマン２１推進委員会出席

３ 2009年５月13日 山梨県教育長と意見交換

４ 2009年５月20日 第１回ものづくり人材育成連携推進委員会出席

５ 2009年６月１１日 第３回クラフトマン２１推進委員会出席
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（５）取組学校における事業推進体制

３校とも、校長・教頭・事務長・総務主任・教務主任・進路指導主任・各科主任・学

年主任等で構成されクラフトマン２１推進委員会を校内に設圃し、取組内容の検討、協

力体制の構築等を行い、事業の推進を図った。

◎実施方針

各校の教育課程の内容を充実・補完する内容であり、

①実施に当たり無理なく円滑に行われ、事業終了後も継続して実施可能であること。

②生徒が意欲的に取り組め、喜びと満足、そして自信が得られるものであること。

③取り組んだ結果が具体的に見え、進路の実現に寄与するものであること。

を考慮して実施に当たった。

》》》》》》二三コ
◎韮崎工業高校推

3５

６ 2009年７月９日 第４回クラフトマン２１推進委員会出席

７ 2009年８月７日 第５回クラフトマン２１推進委員会出席

８ 2009年９月９日 第６回クラフトマン２１推進委員会出席

９ 2009年10月９日 第７回クラフトマン２１推進委員会出席

1０ 2009月１１月１２日 第８回クラフトマン２１推進委員会出席

1１ 2009年11月19日 成果普及発表会出席

1２ 2010年１月25日 谷村工業教育実践公開発表会出席

1３ 2010年２月12日 甲府工業クラフトマン２１意見交換出席

1４ 2010年２月26日 第２回ものづくり人材育成連携推進委員会出席

1５ 2010年３月10日 第１１回クラフトマン２１推進委員会出席

ｸﾗﾌﾄﾏﾝ２１推進 委員長 校長 金井光宣 総括責任者

同 副委員長 教頭 小池逸朗 指導助言

同 副委員長 事務長 一木正則 指導助言

同 事務局長 電子機械科主任 中村一馬 企画立案実施

同 副事務局長 ｼｽﾃﾑｴ学科主任 金田仁 企画立案実施

同 事務局 電子機械科 宮漂和彦 企画立案実施

同 委員 総務企画主任 星野操

同 委員 教務主任 竹内悟司

同 委員 進路指導主事 利根川武郎

同 委員 電気科主任 北川善己

同 委員 情報技術科主任 望月裕

同 委員 環境化学科主任 小沢久

同 委員 理数工学科主任 三浦昌秀

同 委員 1学年主任 菊島圭一

同 委員 ２学年主任 中桐俊明



◎甲府工業高校推匿進体制

|i弓
◎谷村工業高校推

3６

同 委員 ３学年主任 金井洋

ｸﾗﾌﾄﾏﾝ２１推進 委員長 校長 戸田泰明 総括責任者

同 畠ﾘ委員長 教頭 手塚芳一 指導助言

同 畠Ｉ委員長 教頭 浅川秀哉 指導助言

同（定時） 副委員長 教頭 小田切静男 指導助言

同 副委員長 事務長 三枝和政 指導助言

同 事務局長 機械科前主任 長田字 企画立案実施

同 畠Ｉ事務局長 電気科主任 時田透 企画立案実施

同 副事務局長 進路指導主任 山西保久 企画立案実施

同 委員 教務主任 飯島清二

同 委員 機械科主任 若月天政

同（定時） 委員 機械科主任 長田英治

同 委員 電子科主任 大野政彦

同 委員 建築科主任 浅川俊夫

同 委員 土木科主任 小野寿之

同 委員 1学年主任 伊東雅人

同 委員 2学年主任 瀧田修

同 委員 3学年主任 河野公昭

ｸﾗﾌﾄﾏﾝ２１推進 委員長 校長 数野均 総括責任者

同 副委員長 教頭 沓間正 指導助言

同 事務局長 機械システム科主任 内藤貴弘 企画立案実施

同 副事務局長 進路指導主事 宮田悟 企画立案実施

同 委員 教務主任 高野修

同 委員 環境化学＝－ス主任 芦澤孝彦 化学ﾃ・ｻ・ｲﾝ科

同 委員 デザインコース主任 中山登 化学ﾃ・ｻｲﾝ科

同 委員 建設科主任 西島浩史

同 委員 電子情報科主任 金澤哲

同 委員 1学年主任 小林敬治

同 委員 ２学年主任 篠原基

同 委員 ３学年主任 五位塚,層

同 委員 広報・教蕃羊任 小俣真理子

同 委員 機械システム科 山ロ和重 記録



（６）産業界

①産業支援機関

②協力企業等

-３７－

９企業名： llijWzzWl号測:蝉l囹礎麺A1ﾋﾞViqVIl----」

1機関名：

協力内容：

山梨県工業技術センター・山梨県富士工業技術センター

最先端技術の習得支援や生徒・教員への実技指導

2機関名：

協力内容：

山梨県産業技術短期大学校

最先端技術の習得支援や生徒・教員への実技指導

3機関名：

協力内容：

山梨県職業能力開発協会
--－■－■■Ⅱ■■■「可■･■、￣￣■●●●●●■｡●●●●ＣＣＣ●ロロロ■■■￣￣￣￣￣●￣ロ●●●●●●●●ＣＣＣｃＣＣ◆ＣＣＣＣＣ￣‐￣￣￣ＣｃＣＣＣＣＣＣＣＣ－￣￣￣--￣■

高度熟練技能士の派遣

4機関名：

協力内容：

山梨県技術士会
＝－丘ヨ⑤｡■■■￣￣￣￣￣Ⅱ■￣￣￣￣￣￣●●ｃｃ●●●●●●｡｡￣■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■￣1■￣￣￣U■■ロロロ●ロロロＤＣ●、●｡￣￣ＣＣＣ￣￣---￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣･ＣＣＣＣＣＣ￣■

技術士の派遣

5機関名：

協力内容：

(社）山梨県機械電子工業会
Ｐ－－司■■■■U■Ⅱ■■￣￣●●●●ＣＣＣＣＣ■■■■■■■■■■ロロロロロ●●ＣＣＣ￣￣￣●｡￣ＣＣＣ｡■■■■■￣￣￣Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■１■■￣百一一一一一一一一一一一一一一一一■’￣￣■■

企業の協力体制の構築

6機関名：

協力内容：

山梨青年工業会
■■■■■ロロロロロ■BＣＥ。ｃｃＣＥ＝＝■b○￣■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■U■U■U■－￣‐ＤＣＣ｡●｡｡●●￣￣￣￣■d■￣'■■￣■￣■■'■'■■■●U■U■U■U■U■ＤｃｃＣＣ￣ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ●￣●｡●ｃｑ

企業の協力体制の栂築

1企業名：

協力内容：

(株)峰岸商会（甲府市）
－■＿二二●＝二＝＝●●●ロー■￣－U■U■Ⅱ■U■￣●ＣＣＣＣＣＣ●●●●￣⑤￣￣'■■￣￣U■U■U■￣－－－－－－ＣＣＣ￣￣--￣'■■￣￣■■■■￣￣U■￣U■■U■U■■U■凸一■■Ⅱ■U■■－－￣￣｡

企業実習（機械加エ・材料）

2企業名：

協力内容：

(株)東日製作所甲府工場（甲府市）
Ⅱ■■匹二二ａ＝＝＝=ｑ=汀一一■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■U■U■U■●ＣＣＣＣＣＣＰ⑤Ⅱ■￣■￣￣￣￣￣ＣＣＣ●●●●ロ■ロ｡⑤□■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■￣￣Ⅱ■￣￣￣￣￣￣￣￣－－■l￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣●

企業実習・教員研修（機械ｶﾛｴ・組立）

3企業名：

協力内容：

(株)アイメック（甲府市）
ＣＱ－－■■Ⅱ■白=征=ＣＣＣ●●Ｃ－ｄ■■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■Ⅱ■Ⅱ■■●●●●●●●｡｡￣Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■￣■■■■●●●■ＰＣ●●ＣＣＣ□■■￣■￣￣￣U■U■U■Ⅱ■■￣￣￣￣－￣－－百￣－￣ウロロロU■■

校内実技指導（二足歩行ロボット）、企業実習（シーケンス回路）

4企業名：

協力内容：

三井農林（株）須玉工場（北杜市）
⑤■－■■■■■■ユニ●■-勺－■■－－－■－Ⅱ■■口U■●･●ＣＣＣ●｡d■牢■U■Ⅱ■U■－■－－－－－Ｃ－ＣＣ￣￣■d■￣￣￣￣￣￣■■■■■U■Ⅱ■Ⅱ■U■U■U■U■U■U■U■U■U■U■ｐＨ■－￣つつ■

企業実習（組立・加工）

5企業名：

協力内容：

(株）浅｣１１製作所（昭和町）
'■■｡Ⅲ仁二=江=●■_□し■■■●●ｃＣｃ－ＣＣｐ■■■■.Ｕ■■Ｕ■由＝●｡●●●の●■■■■■■￣■－－－U■ロロ■■ロロ●ＤｃＣ●●●●･ＣＣＣ●･ＣＣＣ●●■■■■

企業実習（機械加工）

6企業名：

協力内容：

浅川熱処理（株）（昭和町）
￣■U-lU■■0'こニニ[~!⑤■■'0■■■ＣｃＣＣＣ●■￣■■■■■■￣■■･＝－－－Ｃ－ＣＣ￣￣￣￣￣d■￣￣￣－－－－－■－－－－－－－－－Ｃ牛｡■￣－▲■－－－－■

技能識習（熱処理）

7企業名：

協力内容：

富士工器（株）山梨工場（北杜市）
｡●￣￣■d■d■－■■■■■P■●●●●｡■■■■■￣－｡●●●●●｡●■￣￣￣￣■.■.￣－'■■■■の｡■■－●●●●－｡｡｡■－－－－－－－U■■u■－－－－つ￣◆●ＣＣＣＣ－■■■■■

企業実習（機械加工・組立・溶接）

8企業名：

協力内容：

電溶工業(株）（昭和町）
P■ｐｃＬ-1ＤＣＣ伝＝￣■■■ＣＣＣＣＣ●●●⑤｡■■■■P￣◆●ＣＣＣ■￣￣'■￣■￣■■P￣■■'￣￣￣■￣￣￣￣￣￣Ｃ￣｡▲￣￣￣￣￣￣￣■■■'■■■■1■1■＝＝＝￣￣－－￣￣■

企業実習（機械加工・組立）
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協力内容： 企業実習・校内実技指導・教員研修（機械加工）

１０企業名：

協力内容：

(株)渡辺精機（市川三郷町）

企業実習（機械ｶﾛｴ）

１１企業名：

協力内容：

イイノオートライフ（韮崎市）

企業実習（自動車部品取り付け）

１２企業名：

協力内容：

(株）樫本鉄工（南アルプス市）

企業実習（アーク溶接、検査）

１３企業名：

協力内容：

精進湖計算機（韮崎市）

校内実技指導（二足歩行ロボット）、企業実習（シーケンス回路）

１４企業名：

協力内容：

ＮＥＣコンピュータテクノ（株）（甲府市）

企業見学

１５企業名：

協力内容：

(株)茂呂製作所（甲斐市）

校内講義（制御・センサー）、企業実習（機械加工・組立）

１６企業名：

協力内容：

(有)丸眞熱処理工業（甲斐市）

企業実習（熱処理・測定）

１７企業名：

協力内容：

サンシン精工(株）（甲斐市）

企業実習（機械加工）

１８企業名：

協力内容：

ＴＨＫ（株）甲府工場（中央市）

企業見学・校内講義

１９企業名：

協力内容：

(株）中家製作所（昭和町）
ひｐＰＤｃｃＣ｡｡￣｡●●■P■P■■■U■￣U■U■￣■U■￣■■￣■￣■■■■■牢⑤⑤ロロ●●●□●のＣＣＤＣＣＣＤＤＣＣＣ●－￣￣1■－－－－－'■－■■■一宇ロ｡●●｡｡●●■■二=●●■

企業実習（社内見学・社内講義）

20企業名：

協力内容：

藤晃産業（株）（都留市）
ｓＣ－ＣＣ－－－■■－■■－－－－－－－－－.■￣￣￣￣■■■￣■￣￣－－｡￣￣－１■－－－－－－－－－－－－－－Ｔ－－ご￣￣￣￣￣－－－｡￣｡￣－－－■■■－■Ⅱ■Ⅱ■－－－０､￣￣■

企業実習（測定・検査）

21企業名：

協力内容：

(株）アスカインデックス（都留市）
￣■■Ⅱ■Ⅱ■■■■■￣｡□□｡●ＣｃｃｃＣＤＤ●ｃｃの□￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣■■⑤牢⑤■●｡●｡●●●●●ＣＤ￣￣■■■－－－－Ⅱ■■－－－－Ｅ己●●◆仁＝=二ＣＬ_ＩＣ●－口q

企業実習（シーケンサ分類）

22企業名：

協力内容：

丸勝産業（株）（富士吉田市）
●ｃｃ●●■凸■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■･￣■■￣￣￣●●ＣＣ－￣●ＣＣＣ●●●■■■●■白白し■■■Ⅱ■￣Ⅱ■Ⅱ■■￣￣￣Ｃ－－Ｃ－Ｃ－￣ＣＣ－Ｃ－－－■■'■■－□'一■￣丁-,￣￣￣q_,｡。◆●■

企業実習（組立・検査）

２３企業名：

協力内容：

山梨旭ダイヤモンド工業（株）（韮崎市）
￣￣Ｃ－－－－－－－－－ｄ■.■■■■￣￣￣－－￣￣ＣＣ－－－－－￣－－－￣｡￣ＣＣＣ￣￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣ＣＣｃＣ－－－－－Ｕ■Ⅱ■－U■□'■Ⅱ■牢6'｡●●汀一'｡●●[=にﾆニ二弓

企業実習（機械加工・組立）

24企業名：

協力内容：

(株）光富士（忍野村）
●●●□●ｐＨ■U■U■■－－U■－U■U■－－Ⅱ■■￣牢一一●ＣｃＣＣＣｃ■PウゥーＵ■－■･●｡●■￣￣●ロロロ■Ｕ■Ｕ■Ｕ■■牢■。■い●ＣｃＣｃＣウーロ■Ⅱ■Ⅱ■－Ｔ－Ｆ奇●可三こつＣｕ_ニョＣｑ－ｃ■

企業実習（加工・検査）



朱）中村製作所都留工場（都留
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25企業名： (有）小俣製作所（都留市）

協力内容： 企業実習（機械加工）

26企業名：

協力内容：

(株）はくばく（増穂町）
l■Ⅱ■U■－－－■－－－－－－－－－－U■￣●●⑥●￣●･ＣＣＣ'■P■■■●●●￣￣－－￣￣'■ＰＣ■●■●□●ＣｃＣＣ－－－－口U■■U■U■■U■U■U■■■■■■U■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■■－．－■，U■U■Ⅱ■■ロー｢－，■

企業実習（電気回路・電気制御）

27企業名：

協力内容：

(株)池田精機製作所（韮崎市）

企業実習（機械加工）

28企業名：

協力内容：

(有）プチ精工（都留市）

企業実習（機械ｶﾛｴ）

29企業名：

協力内容：

藤精機（株）（昭和町）

企業実習（精密機械板金加工・溶接）

30企業名：

協力内容：

(有）小穴鋳造所（甲府市）

企業実習（鋳物ｶﾛｴ・材料）

31企業名：

協力内容：

長田電材工業所（株）（都留市）

企業実習（ＣＡＤ／ＣＡＭ、機械ｶﾛｴ）

32企業名：

協力内容：

(株）牧野フライス製作所（富士河ロ湖町）

企業実習（機械加工、測定）、企業見学

33企業名：

協力内容：

シチズン電子（株）（富士吉田市）
●●●｡●●Ｔ－－－－■■－－■■－■Ⅱ■■■U■U■ロロ－ｃＣＣＣＣ｡⑤ｃｃ●●●●￣￣￣d■￣■■￣Ⅱ■U■U■U■U■■･￣￣￣●￣●●●●｡●￣￣●￣￣￣■‐ロローロロロー｡｡￣口■－－U■U■U■■

企業実習（機械ｶﾛｴ、測定）

34企業名：

協力内容：

ホリメカニック（上野原市）
ロ■□ＣＣＣＣ－Ｃ－－－－－－■■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■U■U■■U■■⑰￣ＣＣ－Ｃ￣￣￣の－－－－－￣￣￣￣■■■Ⅱ■Ⅱ■U■Ⅱ■■￣■U■U■U■￣￣---------￣－－￣￣－￣●￣￣－－－－－－－U■U■U■■

企業実習（機械加工）

35企業名：

協力内容：

(株）協和富士（上野原市）
'■■１－二ｃ－－Ｃ－●￣●●●●■■■■■■■Ⅱ■U■Ⅱ■－－－－－－■●●｡｡‐●●●●●￣■■■■■■■■■■■Ⅱ■U■￣￣￣￣￣￣U■■■U■U■■■－－－－－－－－－－１■－－･■■■■■

企業実習（電気組立、検査）

36企業名：

協力内容：

(株）サワ（上野原市）
Ⅱ■■－－■＿ヨーロロロ●●こ＝コローー￣d■■■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■－－－U■②ロロロロロロ■●●つつ￣￣￣￣■■■■■■■■￣■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■U■U■U■Ⅱ■U■U■U■U■■－－￣■－■凸Ⅱ■Ⅱ■U■Ⅱ■Ⅱ■■■■－１■■

企業実習（機械ｶﾛｴ、測定）

37企業名：

協力内容：

ＮＧＫセラミックデバイス（株）（都留市）

企業見学

38企業名：

協力内容：

(株）プログレス（都留市）
==ロ⑤■■■■■■■－－■■■－－－￣●◆ｃＣＣｃ－￣￣d■■■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■－－－－－－■￣●ｃｃ｡●￣｡￣●￣－－字●￣￣￣￣￣￣■￣￣■￣￣■￣￣￣■￣。■￣￣￣￣￣￣。■l■■￣■■

企業実習（機械加工、検査）

39企業名：

協力内容：

(有）坂本鉄工（上野原市）
￣~■Ｕ■■■--Ｌ__I=＝=￣■■Ⅱ■Ⅱ■￣■■U■■’￣￣￣￣←￣￣｡■￣■■￣■■Ⅱ■■Ⅱ■■￣￣￣￣■■■U■■■￣￣■U■■－－－－－￣－－－－－－￣－－Ｃ－－－‐一一ロ■字Ｃ￣￣－日

企業実習（機械ｶﾛｴ）

40企業名：

協力内容：

(有）ミクニ（上野原市）
■■■■■■巴=_Ｌ二,●Ⅲ=￣■d■－－－●ＣＣＣロ■●●■￣￣￣￣'■■U■■■●｡｡￣ＣＣＣＣ－－ＣＣＣＣｃＣ◆￣ＣＣ－￣●￣￣￣￣ＣＣＣ●｡￣￣￣---￣｡￣￣￣■■■￣■

企業実習（機械加工）

41企業名： (株）中村製作所都留工場（都留市）
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協力内容： 教員研修（トルクレンチ技術講習）

42企業名：

協力内容：

(株)大月精工（大月市）

企業見学・企業実習・校内講義・校内指導（機械加工・組立）

43企業名：

協力内容：

ジャノメダイカスト(株）（都留市）

企業実習（機械加工）

44企業名：

協力内容：

シチズンセイミツ（株）（富士河ロ湖町）

企業実習（機械加工・組立・検査）

45企業名：

協力内容：

岩間農機(株）（甲府市）

共同研究

46企業名：

協力内容：

横河マニュファクチャリング(株）（甲府市）

企業見学・構内講義（機械加工・組立・検査）

47企業名：

協力内容：

内外電機(株)山梨工場（南アルプス市）

企業実習（設計・機械加工・検査）

48企業名：

協力内容：

飯田鉄工(株）（笛吹市）

企業見学（機械加工）

49企業名：

協力内容：

ＴＨＫ(株)甲府工場（中央市）

企業見学（機械ｶﾛｴ・組立・検査）

50企業名：

協力内容：

(株)オギハラ（甲斐市）

企業実習（機械加工・組立）

51企業名：

協力内容：

(株)メイコー（甲斐市）

課題研究（電気自動車）

52企業名：

協力内容：

ジット(株）（南アルプス市）

企業見学（設計・組立）

５３企業名：

協力内容：

東京エレクトロンＡＴ(株）（韮崎市）
■￣￣￣￣■■Ｃ－－Ｃ－●●●Ｃ●●ＤＣのロロロロウロ●ロロ￣￣1■￣￣■・ﾛ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■￣￣￣￣⑤●●●●□の●●Ｐ●■･●ＣＣＣＣＣＣＣ●■●■■U■U■U■■■－－－￣■⑤￣⑤■￣￣正＝⑤■

企業見学（半導体）

54企業名：

協力内容：

山陽精工(株）（大月市）
■■￣￣■■ロロ●●ＣＣｃＤＣ●●●●の■Ｐロロロ●■●●￣ロー＝￣￣￣1■1■■￣■￣'■￣￣■￣￣￣●●●●●つつＣｏＣ－－ＣＣＣＣＣ－■■■－■Ⅱ■Ⅱ■－■■■■■■■句■■■■■■■

校内識義（機械加工）

55企業名：

協力内容：

ヤマト科学（株）南アルプス工場（南アルプス市）
｡●●●■＝－U■U■U■U■Ⅱ■Ⅱ■■.■■■■d■d■￣●￣￣￣￣￣■■■いいロロ■｡●●ＣＣＣ●●●●ロー■■■■■■牢■ｐｐｐＰｐｐ●●●●の●●●●ＣＣＣ■■Ｕ■Ｕ■Ｕ■■■￣Ⅱ■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■

企業実習（ｶﾛｴ・組立・検査）

５６企業名：

協力内容：

(株)キトー（昭和町）
■■￣■●｡●●●●●●●●￣■U■￣￣■■■●●●■P■ＤＤＣＣＣ●●□■U■U■U■■￣￣￣￣￣■￣￣⑤□⑤｡●●●ＣＣＣ●●●l■由■■■.――｡●｡●←＝＝￣●Ｅ二一＝ウーニ､Ｃ●￣－■

企業見学（機械加工、生産管理）



３．まとめ

（１）委託事業の成果

①定性目標（※評価。特に良い○良い一普通△やや悪いｘ悪い）

②定量目標【※増加率（％）＝（（Ｘ２－Ｘ１）／ｌＸ１１）xlOO】

－４１－

項目 評価 Ｈ２１年度結果 Ｈ２１年度目標値 Ｈ２０年度結果

①工業高校の教

負、生徒、保

護者の本事業

への満足度

。 ９２％

(内訳：教員９１％、

生徒９５％、

保護者９１％〉

９０％ ８９％

②地元中小企業

への本教育プ

ログラムの習

得人材に対す

る満足度

◎ １００％ ９０％ １００％

③地元中小企業

の本教育プロ

グラムの人材

の受け入れ可

能状況

◎ ７４％

<２２年度受入可能）

６３％

(２１年度受入可能）

項目 評価 Ｈ２１年度結果 Ｈ２１年度目標値 Ｈ２０年度結果

①企業実習参ｶロ

生徒数

｡ 延べ１０２５名 延べ９００名 ７１８名

②高度技術習得

の参加教員数

○ 延べ６１名 延べ６０名 ３０名

③本事業への

参画企業数

△ ６５社 １００社 ９５社

④３工高生普通

旋盤技能検定

合格者数

◎ １３名

(Ｈ１８年度比

３３３％増）

Ｈ１８年度（３名）

比２０％増

8名

(Ｈ１８年度比

１６６％増）

⑤３工高生の

就職内定率

｡ １００％ １００％ １００％

⑥３工高生の県

内企業への就

職率（県内製

造業）

◎ ９２％（６０％）

２５９／２８５

(８５／１４１）

９５％（８５％） ８８％（７９％）



③アンケート結果

以上の結果から企業と工業高校の連携が昨年度以上に進み、技術系人材の育成に協働で取り組む

意識の向上が見られた。生徒は自己の将来や興味関心に基づき、知職や見聞を深めながら、地域産

業や経済社会に直接触れ、大人の働く姿を見ることで勤労観や職業観を醗成できた。

学校では実施できない企業現場実習や技術者による授業を通して技術や技能の習得と学校で学ぶ

－４２－

●生徒アンケート（※トップ３）

Ａ企業等実習プログラムの効果

①社会人としての礼儀・作法の大切さを感じた

②今後の進路を考える上で参考になった

③学ぶ目的・目標が明確となり、知識や技術を学ぶ意欲が向上

Ｂ企業技術者等による実践的指導プログラムの効果

①職業や仕事内容への理解は深まった

②今後の進路を考える上で参考になった

③地域の企業で働くことに興味・関心を持つようになった

Ｃ共同研究プログラムの効果

①今後の進路を考える上で参考になった

②社会人・職業人として働く意欲や情熱は向上した

③就職して役に立つ技術・技能は身に付いた

●先生アンケート（※トップ３）

Ａ企業等実習プログラムの効果

①生徒の職業観（職業・職務内容に対する理解）が向上した

②生徒の職業観（仕事に対する意欲・情熱）が向上した

③生徒の地域産業に対する理解は深まった

Ｂ企業技術者等による実践的指導プログラムの効果

①生徒の職業観（職業・業務内容に対する理解）が向上した

②生徒の職業観（仕事に対する意欲・情熱）が向上した

③生徒に実践力ある高度な技術・技能は身に付いた

Ｃ教員の企業等での技術研修による高度技術習得

①実習していない教員と比較して教員の技術・技能が向上した

Ｄ共同研究プログラムの効果

①生徒の職業観（仕事に対する意欲・情熱）が向上した

②生徒の職業観（職業・職務内容に対する理解）が向上した

●保護者アンケート（※本県独自アンケートのトップ３）

①企業実習に参加することで子供の進路実現のために重要だと考えている

②企業実習が、子供の進路の実現に貢献している

③授業の中に位歴づけて、毎週企業実習を実施することは、よい取組みである



工業教育の重要性を再確認する機会となり、学ぶ目的・目標が明確となり、知識や技術を学ぶ意欲

が向上した。

○成果の総括

①事業３年目は、対象生徒・教員・保護者・企業技術者等より事業に対する満足度が９割以上を

得られた

②１００年に１度の不況下で、有効求人倍率が過去最低の中、就職内定率は１００％となった

③技能向上に関しては事業前と比較して国家技能検定普通旋盤合格者が３倍増になった

④ものづくり人材育成に関する産学官のコンソーシアムの構築ができた

（２）事業実施に係わる課題

①アンケート結果

－４３－

●生徒アンケート

Ａ企業等実習プログラムの効果

｢実習先の企業に就職したいとは思わない」に２８％の回答

Ｂ企業技術者等による実践的指導プログラムの効果

｢指導を受けた講師が在籍する企業に就職したいとは思わない」に２４％の回答

Ｃ共同研究プログラムの効果

｢共同研究した企業に就職したいとは思わない」に２４％の回答

●先生アンケート（※本県独自アンケート）

Ａ企業等実習プログラムの効果

①企業との連絡調整や実施に当たっての事前指導、さらに実施中および実施後の生徒の指

導などがあり、工業高校の校務分蟻の工夫など人的配極の検討が必要

②各社の実習内容を整理統一することが難しい

③企業情報交換会を定期開催するための担当か校務分掌が必要

Ｂ企業技術者等による実践的指導プログラムの効果

①科目内容と指導内容をすりあわせることが難しい

②一部授業の進度に影響あり

ｃ資格取得の課題

①技能の向上には多くの時間が必要となり、指導時間を確保することが難しい

②使用できる設備・機器が少なく指導効率が悪い

③材料、工具、計測機器等の経費がかかる

④生徒の受験料の負担も大きい

Ｇものづくり出前教室の課題

①やりがいはあるが、準備に苦労

②準備や当日の為の時間を確保することが大変



この事業を効果的に機能させ、地域に定着させるためには、学校だけでなく多くの企業や行政と

の継続的な連携が不可欠である。地域産業を担う専門的職業人を育成するシステムが概ね構築でき

たが、さらに学校・行政・企業の連携を促進して課題点をさらに煮詰めていきながら、生徒自身が

自己のキャリアビジョンをしっかり描けるよう指導しながら、地域産業の活性化を目指すことが大

切と考えている。

実施内容の高度化及び教員の高度技術習得のための研修など、日常の学校業務に加え、事業の実

施は現場教員の多忙化を一段と進めている。今後、学校における事業実施体制の強化や企業と学校

の橋渡し役である行政の支援、協力のさらなる充実などが望まれる。

-４４－

●保護者アンケート（※本県独自アンケート）

①企業の方に何か迷惑をかけることがないか

②実習内容をしっかりとこなせるか

③挨拶や礼儀などきちんとできるか

●企業アンケート（※含む本県独自アンケート）

Ａ本事業への参ｶﾛにより負担に感じた点

最も多いのが指導者の確保、次いでプログラム作成、設備・装極の使用となっている。指

導する人材の確保や装置・設備の使用は、ともに受注量と密接に関わってくる問題であり、

企業側の対応に任せることとなる。一方、プログラムの作成に関しては、実施マニュアルや

参考資料を提供する零､本事業に参加する企業側の負担を軽減できる方向で､進めて行く事

が重要。

Ｂ今後も企業実習等を継続・発展には、どのような改善が必要か

学校との連絡方法が大きな数を示している。企業と学校との関係で発生している「連絡」

に関する問題は、定期企業情報交換会の有り方を工夫する事で､改善が図れる問題と考えて

取り組んで行きたい。

Ｃ企業側から見た学校との連携

①学校と企業の摺り寄せが不足

②工業高校の実習設備をもう少し近代設備にしたほうが良い

③地域産業連携なので、事前に企業・学校・行政で話し合いをすると良い

④実習時間が短いのでもう少し長くしたほうが良い

⑤生徒の感想をフィードバックして頂きたい

⑥実習前のテーマや取り組み方、生徒の知識などへの連携不足

Ｄ工業高校の魅力とは、卒業後の進路の魅力とは

①専門技能の習得のアピールにより、専門性をアナウンスする

Ｅ人材育成における企業、学校、行政の連携の在り方について

①意見交換会をもっと多く持つ

②学校の意見をもっと出して欲しい



○課題の総括

①事業展開の回数の増加と協力企業の開拓

②電気系、環境系の企業実習の開発

③実習設備の老朽化と台数の不足への対応

④地元に密着した共同研究の実践

（３）課題を踏まえた次年度以降の取組方針

1．「地域連携ものづくり産業人材育成事業（案）」の必要性

（１）成果から、地域産業を支えるものづくり人材育成について引き続き強い要望がある。

（２）本県には、電気系、環境系の特色ある地場産業や独自の技術を持った企業も多数立地して

おり、電気系､環境系の本県産業を担う資質の高いものづくり人材の育成が求められている。

（３）これまでの成果を生かし、課題に対応した形で新規事業を立ち上げる産学官の体制が整っ

ている。

２．後継事業の組み立て

（１）事業規模・期間

①県立工業系６高校（韮工、甲工、甲府城西、峡南、谷工、富士北稜）の全学科

②平成２２～２４年度（３年間）

（２）趣旨

委託事業の成果を工業系６高校全学科（機械・電気・環境系）で図り、本県製造業の機械

系をはじめ、電気・環境系を継続的に発展できる産業人材育成を促進し、地域産業全体への

貢献を促進する。

（３）内容

地元山梨に密着した中小企業での現場実習、１級技能士などの高度熟練工の実技指導、大

学や企業との共同研究の実践を行う。

①この３年間で構築したスキームを改善して継承する。

②対象校を拡大する。（韮工、甲工、甲府城西、峡南、谷工、富士北稜）

③対象学科を拡大する。

（電気系：電気・電子・情報、環境系：化学・建築・土木・デザイン）

④各教育プログラムの内容の改善と実習時間の増加。

⑤資格取得では、数値目標を掲げ、合格者の増加を目指す。

⑥各校での企業情報交換会を定期開催して、情報共有や事業評価を行う。

⑦企業との共同研究では「燃料電池」「植物工場」「ソーラーパネル」「電気自動車」など

をテーマに行う。

（４）地域における自立化に向けた検討状況

①クラフトマン２１における取り組み

教育、行政、経済界の各代表者等で構成する人材育成連携推進委員会を２回にわた

り開催し、教育界と産業界が連携した工業高校生の人材育成事業の内容等について協

議するとともに、成果の検証と翌年度以降の取り組み内容の検討を行った。

また、本事業の実務レベルでの推進組織であるクラフトマン２１推進委員会を全１

-４５－



１回にわたり開催し、事業の具体的な実施方法の検討や、事業実施段階で発生した諸

問題への対応方策の検討、アンケート調査等による成果の検証と問題点の洗い出し及

びその結果をふまえた次年度以降の後継事業計画の策定等を行った。

併せて､平成２２年度以降の本事業の県内における定着と拡大を推進していくため、

各校の企業実習等が概ね終了した時点で、各工業高校単位で実習協力企業との意見交

換会を開催し、企業実習等に係る問題点の抽出や改善方策を協議した。

さらに、本事業の実施内容とその成果を幅広くＰＲするため、ＰＴＡ、県内中学生、

実習協力企業、行政関係者、報道関係者等を集め、事業内容や成果をわかりやすく脱

明する成果発表会を各校単位で開催したほか、１１月１９日には３年間の事業の成果

の普及を目的とした「山梨県ものづくり人材育成事業成果普及発表会」を開催した。

②地域産業の担い手育成プロジェクト推進委員会における取り組み

山梨県高等学校教育研究会工業教育部会の内部委員会として－昨年度に設極した

「地域産業の担い手育成プロジェクト推進委員会」では、本県工業系高校生のものづ

くり人材育成事業をより実践的かつ充実した取り組みとしていくため、翌年度以降の

人材育成事業で各校が企業と連携して取り組むことが可能な実習テーマ等のリストア

ップを行った。

今後はこれらの成果を元に、各校における実習テーマの標準化や共通化等について

検討を行っていくこととしている。また、新卒採用者に関するアンケート調査を県内

企業を対象に実施し、工業系高校生に関する企業のニーズや評価等の分析を行った。

さらに、同委員会の中に３つのワーキンググループを設極して、各グループが「企

業実習評価標準モデル作成｣、「企業実習コンテンツ及び企業実習マニュアルの作成｣、

「研究・広報推進・産学官共同研究の推進」の各テーマについて検討を進めていくこ

ととした。

③自立化に向けて取り組むべき項目

クラフトマン２１推進委員会や工業教育部会にて、自立化に向けて洗い出した課題

を解決し、後継事業の立ち上げ準備を行う。以下項目を示し、現状の達成度を示す。

－４６－

●教育界と産業界の連携強化 平成２０年度達成度

･現状達成項目など

平成２１年度達成度

･現状達成項目など

①県内企業と工業高校との企業

情報交換会の定期開催の推進

４０％

･交換会は開催済み

６６％

･２校は定期開催

②（社）山梨県機械電子工業会と

の連携推進

２０％

･定期交換会を持つ

２０％

･人材育成委員会での対応

③県立産業技術短期大学校との

技能検定を中心とした工業系

高校との連携支援

４０％

･旋盤技能検定での連携は

実施

６６％

・２校が検定指導連携



Ｏさいごに

地元企業（半導体製造装置、産業用ロボットに係わる企業７割）等で、設計、図面化、製作、

検収までの一連の機械加工、アーク溶接等の実習を行い、作業工程の改善に関わる試作品等の製

作実習を行い、ものづくりのＰＤＣＡサイクルによる問題解決型の教科「企業実習」等を３年間

にわたり実践研究した。

事業３年目のアンケートでは、対象生徒・教員・保護者・企業技術者より、本事業に対する満

足度が９２％となり、１００年に１度の不況下で、有効求人倍率が過去最低の中、就職内定率は

１００％となり、国家技能検定普通旋盤合格者が事業前と比較して３倍増になった。

これら３年間の事業の成果の普及を目的に、平成２１年１１月１９日に「山梨県ものづくり人

材育成事業成果普及発表会」をアイメッセ山梨において開催した。特に「実践的ものづくり技術

のＰＤＣＡサイクル（調査一設計一製作一改善一改良）」に基づく問題解決を常に意識できる人

材育成の教育プログラム等について、詳細な研究発表を行った。

発表後のアンケートで「この辮業は、ものづくりに関する地域産業の担い手育成ができる教育

プログラムになっていると思うか？」の問いに、９１％の参加者より「思う」と回答を得た。他、

地域産業を支えるものづくり人材育成について、引き続き強い要望があることもわかった。

成果普及発表会の結果や関連する多くの調査、各校の情報交換会の議事録等を含めて、事業を

総括すると、この取り組みが、山梨県のものづくり人材育成に関する課題解決を先導する教育プ

ログラムになってきたと考える。

－４７－

④高校教育研究会工業教育部会

との強力な接続

８０％

･部会理事長がクラフトマ

ン２１推進メンバー

９０％

･部会内での組み立て進展

●自立化へ向けた取組の促進 平成２０年度達成度

･現状達成項目など

平成２１年度達成度

･現状達成項目など

①県商工労働部企画のやまなし

ものづくり教育ネットワーク

との連携を検討

２０％

･定期交換会を持つ

７５％

･ものづくり教育ネットワ

－クが設置された

②やまなしものづくり教育のモ

デル榊築

５０％

･人材育成マップ作成済

６０％

･学科でのマップ作成済

③県商工労働部と連携を図り工

業高校を中心としたものづく

り人材育成事業原案を２２年

度県予算に計上の準備を行う

５０％

･部会にて原案検討中、旗

盤の利活用の促進

９５％

･後継事業の組み立てと子

算要求が進展

④地元企業の地域支援が活発､本

事業と強力に接続

３０％

･来年度教員研修を行う

３０％

･変化なし

⑤企業間遊休設備流通システム

を学校企業間遊休設備流通シ

ステムとして再構築

２０％

･情報の提供を行う

４０％

･行政側、学校側に情報提

供が進んだ



今後は、得られた成果を工業系６高等学校の全学科で普及を図り、本県製造業の機械系をはじ

め電気系、環境系に拡大して、産業人材育成を促進し、地域産業全体へ更なる貢献ができれば幸

いと考える。

○山梨県版「企業実習」の検証

①委託事業の３年間の実績では、

「企業実習（１単位３５Ｈ）」＝「企業現場実習（１７Ｈ）＋企業見学（８Ｈ）＋技術者

派遣授業（５Ｈ）＋事前事後指導（５Ｈ）」

により、県内製造業就職率１２％向上、技能検定合格率が向上した。しかし、国家技能検

定の合格水準の技術力の習得には、「企業実習」１単位３５Ｈでは、「職業理解は深まる

が、技術力は期待できない」との企業アンケートの回答結果がある。

②工業高校生の技術力を技能検定合格水準に向上させるには、事業の成果と課題から、年間

７０Ｈ程度の取組が必要であると結果が得られている。このことから「企業実習」２単位

７０Ｈの組み立てにより、技能検定合格水準や企業ニーズをクリアできる技能レベルに向

上できると考える。

「企業実習（２単位７０Ｈ）」＝「企業現場実習（３４Ｈ）＋企業見学（８Ｈ）＋技術者

派遣授業（１８Ｈ）＋事前事後指導（１０Ｈ）」

○本事業に係わる用語の整理

▼「キャリア教育」

①児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成してい

くために必要な意欲・態度や能力を育てる教育

②端的には、児童生徒の一人一人の勤労観、職業観を育てる教育

【キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書（文部科学省、Ｈ16年１月）
より】

▼「インターンシップ」

①在学中に自らの学習内容や将来の進路等に関連した就業体験を行うこと。（生徒が直接働

く人と接することにより、実際的な知識や技術・技能に触れることを通して、「学ぶこと」

や「働くこと」の意義を理解し、「生きること」の尊さを実感させること篝に大きな効果
が期待できる、とされている。）

【高等学校学習指導要領（H11年12月）より】

▼「日本版デュアルシステム」

①若年者向けの実践的な教育・職業能力開発の仕組みとしての、企業での実習と学校での講

義等の教育を組合せて実施することにより若者を一人前の職業人に育てる仕組み

【文部科学省ホームページ「日本版デュアルシステム」より】

②山梨県版デュアルシステムでは、「学んだ専門知繊が生かせる進路実現」「地域産業の担

い手育成」を基調とし、勤労観、職業観を育成し、専門的技術・技能の習得を目的として
いる。

-４８－



※例：

「デュアルシステム（６単位）」＝「企業現場実習（２０日）＋事前事後指導（６日）等」

【小中高における体系的なキャリア教育推進の手引き（山梨県教育委員会H22年３月）より】

【平成２１年度・地域産業の担い手育成プロジェクト（食とくらし）成果報告書（山梨県

教育委員会等H22年３月）より】

▼山梨県版・科目「企業実習」

①地域産業や経済社会に直接触れ、学校における学びと企業との連携をとおして、企業ニ

ーズや高度資格取得を踏まえた実践的技術・技能に対応できるものづくり人材を育む。

※例：

「企業実習（２単位７０Ｈ）」＝「企業現場実習（３４Ｈ）＋企業見学（８Ｈ）＋技術者派

遺授業（１８Ｈ）＋事前事後指導（１０Ｈ）」

【平成２１年度・地域産業の担い手育成プロジェクト（ものづくり）成果報告轡（山梨県

教育委員会等H22年３月）より】

－４９－



４．その他関連データ 資料、新聞！ 実施記録写真弩

平成21年度地域産業の担い手育成プロジェクト実施内容一覧…５１

地域産業の担い手育成プロジェクト実施状況実施年度比較表…５４

事業アンケート（学校編）………５６

事業アンケート（企業編）………６７

企業実習マニュアル（学校編）………７０

企業実習マニュアル（企業編）………７５

成果普及発表会プログラム………８９

県教委・プレゼンーンテンツ………９１

韮崎工業高校・プレゼンコンテンツ……１０ｏ

甲府工業高校．プレゼンコンテンツ……１２０

谷村工業高校．プレゼンコンテンツ……１２４

山梨県クラプトマンＷＥＢとＶＯＤ（※抜粋）……１３１

山梨県工業系高校ガイド（※抜粋）……１３４

教育やまなし地域産業の担い手育成プロジェクト掲戯記事……１３６

関連する新聞記事……１３８
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１

６
企
業
研
修



翌

実
習
８
月
４
日
８
月
６
日

谷
村
エ
案
高
校
に
唾
ﾝ
ｽ
ﾃ
ﾑ
1
8
1
3
年
１
１
特
別
活
動

１
１
月
１
９
日

エ
案
技
術
セ
ン

タ
ー
･
テ
ク
ノ
フ
ェ

エ
案
技
術
基
礎

内
菌
製
作
所
･
ジ
ッ
ト

鰯
･
桔
梗
屋
･
内
外

電
機
･
丸
茂
電
機

㈱
牧
野
フ
ラ
イ
ス

作
所
･
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
。

６
月
４
日

(
株
)
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
．

N
G
K
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
(
株
）

特
別
活
動

切画

旋
盤
ｶ
ﾛ
ｴ
指
２
０
日
７
Ｂ
日
１
５
Ｌ
Ｉ
Ｊ
~
F
ロ
･
B
m
J
T
-
亜
子
ｌ
Ｌ
Ｊ
ｂ
Ｆ
ｈ

Ｅ
Ｉ
ｚ
１
７
Ｚ
汀
Z
１
２
ｺ
｢
函
2
,
ﾆ
ﾖ
ﾋ
ﾞ
高
校
厩
子
檀
械
科
３
年

壷
日
．
１
１
月
４
日
１
２
９
日
１
２
学
校
９
限
函
研

生
産
シ
ス
テ
ム
技

術
･
ロ
ポ
ッ
ト
エ
学

旋
盤
2
級
■
■
■
■
￣
￣
￣
－
，
Ｆ
一
匹
＝
￣
￣

旋
盤
3
級
■
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
。
－
Ｉ
Ｔ
Ｆ
一
廃
ヨ
ー
￣

■
■
■
■
－
－
－
＝
￣
－
，
盃
－
座
＝
￣
￣

￣
￣
￣
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
【
丁
劉
■
■
厩
＝
￣
￣

＝
￣
￣
￣
ア
メ
。
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
L
T
T
z
U
■
■
圧
ﾖ
■
￣
￣

￣
￣
￣
ア
メ
－
ｕ
Ｆ
ｒ
Ｕ
■
■
厩
－
－
Ｔ
ｍ
■
■

-
－
－
ｺ
メ
-
,
-
亜
】
■
■
匪
＝

１
２
月
１
８
日

驚
科
凸

工
粟
技
術
基
硬

餌
竃
Ⅱ
■
■
■
■
１
－
－
ｍ
目
面
【
￣
庁
E
B
ｴ
ｮ
函
匡
＝
￣
－

－
Ⅱ
■
■
■
■
１
￣
￣
ｎ
ｎ
Ｊ
Ｊ
Ｙ
Ｆ
１
Ｆ
】
了
￣
圷
団
＝
ｦ
汀
ヨ
ー
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

￣
二
３
－
■
■
■
■
■
■
￣
、
可
囚
＝
汀
司
匪
＝
￣
￣

￣
３
￣
￣
■
弔
囚
区
Ｚ
￣
ｎ
Ｔ
Ｂ
竃
云
司
匪
＝
￣
￣

■
■
■
■
■
■
■
■
U
■
■
■
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
U
■
■
＝
＝
Ｆ
ｎ
【
己
《
３
￣
、
ﾏ
ﾖ
ｰ
ｺ
宜
可
F
F
＝
￣
￣

■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■

企
塾
実
習

７
月
２
７
日

７
月
2
9
日

３
２
１
企
業

顧
晃
産
粟
(
株
)
、
（
株
)
ア
ス
カ
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
､
(
株
)
光
富
士
､
(
有
）

小
俣
輔
エ
、
(
有
)
プ
チ
輯
エ
.
丸

爵
産
案
(
株
)
.
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ﾐ
ツ

(
株
)
.
ジ
ヤ
ノ
メ
ダ
イ
カ
ス
ト
(
株
）

谷
村
エ
案
高
校

樋
械
シ
ス
テ
ム
科
2
年

1
４
丘
皇
②
1
国
E
■
ｈ

企
業
実
習

８
月
４
日

８
月
６
日

３
２
１
企
業

シ
チ
ズ
ン
露
子
(
株
）

答
申
エ
案
高
校
Ｉ

楓
穣
シ
ス
テ
ム
羽
3
年

Ｉ
特
矧
活
動

企
業
実
習

1
1
月
４
日

1
1
月
６
日

３
2
１
企
業

(
株
)
協
和
高
士
．
（
株
)
サ
ワ
、
ﾎ

ﾘ
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
(
株
)
、
(
株
)
プ
ロ
グ

レ
ス
.
大
月
糖
エ
(
株
)
､
ジ
ャ
ノ
メ

ダ
イ
カ
ス
ト
(
株
)
、
(
有
)
坂
本
鉄

エ
.
(
有
)
ﾐ
ｸ
ﾆ
､
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ

ツ
(
株
)
．

谷
村
エ
業
窩
枝

樫
唾
シ
ス
テ
ム
弱
1
年

1
９
特
別
活
動

合
醗

3
0
7

王
踵
の
塊
項
翼
官
(
見
宇
の
み
）

企
業
見
学

1
1
月
１
９
日

１
６

エ
栞
技
術
セ
ン

タ
ー
･
テ
ク
ノ
フ
ェ

エ
某
技
術
セ
ン
タ
ー
･
テ
ク
ノ
フ
ェ

ア
ー

甲
府
エ
案
高
校

機
械
科

1
年

8
０
エ
集
技
術
基
礎

企
業
見
学

２
月
９
日

１
６

内
藤
製
作
所
･
ジ
ッ
ト

㈱
･
桔
梗
屋
･
内
外

冠
?
塊
8
．
カ
ー
倉
#
且
P
釦

内
藤
製
作
所
･
ジ
ッ
ト
㈱
･
桔
梗
屋
。

内
外
躍
機
･
丸
茂
W
R
機

甲
府
エ
業
高
校

機
械
科
･
醒

気
科

2
年

1
５
７
実
習

企
業
見
学

２
月
１
５
日

１
６

㈱
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製

作
所
･
N
E
C
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
.

㈱
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
･
N
E
C
．

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
･
Ｔ
Ｈ
Ｋ
㈱

甲
府
エ
業
高
校

機
械
科

1
年

8
０
エ
案
技
術
基
礎

企
業
見
学

６
月
４
日

１
６
企
業

(
株
)
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
、

N
G
K
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
(
株
）

谷
村
エ
蕊
高
校

機
械
シ
ス
テ
ム
科
3
年

2
９
特
別
活
動

合
甘

3
4
6

技
術
者
等
に
よ
る
学
校
で
の
実
践
的
指
導

旋
盤
加
エ
実
技
指
導

５
月
2
0
日

7
涙
８
日

５
1
５
学
校

Ⅱ
Ｈ
毎
日
憤
力
n
n
5
H
1
囲
當
増

亜
崎
エ
業
高
校

電
子
機
械
科
３
年

７
Ｒ
ｕ
Ｈ
Ｈ
田
I
沼
Ｐ

磯
械
検
査
実
技
指
導

1
1
月
４
日

1
2
涙
９
日

４
1
２
学
校

趣
案
能
力
開
発
協
会

韮
崎
エ
案
高
校

電
子
機
械
科
3
年

９
謀
題
研
究

鱗
穣

７
月
1
7
日

２
月
１
日

３
６
学
校

(
株
)
茂
呂
製
作
所
､
山
梨
県
鉄
構

藩
捜
瞳
全

韮
崎
エ
桑
高
校

電
子
機
械

科
･
シ
ス
テ
ム

エ
学
科

2
年

6
９

生
産
シ
ス
テ
ム
技

術
･
ロ
ポ
ッ
ト
エ
学

鯵
鱒
２
錨

1
1
涙

９
ヨ

１
３
学
校

パ
ナ
！
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｳ
ﾌ
ｧ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾂ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｽ
ﾞ

甲
府
エ
業
高
校

機
械
準

3
年

1
０
蝶
題
研
究

旋
盤
３
級

1
2
偶

６
ヨ

１
３
学
校

パ
ナ
１
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｧ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｽ
ﾞ

甲
府
エ
藁
高
校

機
櫨
瀦

２
年

1
２
磯
櫨
実
習

機
櫨
検
査
3
級

1
２

｜』【■』Ｐ－

２
ヨ

１
３
学
校

囿
囲
熟
練
技
能
者

甲
府
エ
集
高
校

機
械
準

3
年

10
1
哩
日
回
[
再
璽

金
属
熱
処
理
3
級

7
偶

２
ヨ

7
月

７
日

４
1
６
学
校

湊
Ｊ
１
闘
鮒
匹
理

甲
府
エ
粟
高
校

機
披
準

３
年

17
1
腺
題
研
究

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

４
月
Ｉ

1０
ヨ

1
2
偶
４
日

1
６

4
８
学
校

ア
イ
メ
ッ
ク

甲
府
エ
梨
高
校

篭
気
霜

３
年

1
２
n
m
ﾛ
百
届
再
ﾛ
⑫

譲
線
制
御

1
1
月
2
６
ヨ

1
１
月

日
２

６
学
校

ア
イ
メ
ッ
ケ

甲
府
エ
乗
高
校

電
気
鴉

３
年

1
２
四
目
月
田
寡
2
匹

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

６
月
1
５

ヨ
1
１
月
7
日

８
2
４
学
校

ア
イ
メ
ッ
ク

甲
府
エ
垂
高
控

機
械
準

3
年

7
９
短
竺
巴
宝
q
四
９

購
鐘

1
2
月
１
８
日

１
３
学
校

オ
リ
ン
パ
２
K
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
デ
ザ
イ
ン
Q
田
甲
府
エ
業
高
校

樋
披
科
･
竃

気
科

1
年

1
５
８
〒
鐘
2
.
F
鋲
垂
型
ａ

甑
義

5
偶
１
８
日

１
１
学
E
［

Ｔ
Ｈ
Ｋ
(
株
）

谷
中
'
エ
乗
高
校

檀
は
シ
ス
テ
ム
科
2
年

-2
91

型
巳
j
g
P
2
q
L
＆
＋

溶
接
実
技

5
偶
１
９
日

１
５
学
宅
［

山
恕
皿
牲
櫨
。
■
屡
鰹
会

谷
＊
,
エ
案
高
校

橿
械
シ
ス
テ
ム
科
２
～
３

4１
実
習

筒
伝
ﾛ
ｶ
ﾞ
ｎ
ｆ
Ｂ

5
偶
2
9
日

7
Ｆ
3
日

３
1
２
学
校

ﾊ
ﾞ
ﾅ
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｱ
ｳ
ﾄ
！
=
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｽ

凸

谷
牢
'
エ
案
高
校

樋
械
シ
ス
テ
ム
科
3
年

２
実
習

普
彌
漉
醸

1
０
E
１
５
日

2
Ｆ
8
日

３
９
学
校

ﾊ
ﾞ
ﾅ
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｱ
ｳ
ﾄ
！
-
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｽ

答
申
工
業
高
校

橿
械
シ
ス
テ
ム
科
2
年

2
９
実
習

餌
轟

１
０
傷
２
６
日

１
１
学
校

大
月
輯
エ
(
妹
）

谷
準
'
エ
薬
高
校

巴
虹
シ
ス
テ
ム
科
1
年

2
９
起
鍾
士
作

合
計

4
8
8

教
員
の
高
度
技
術
習
榴

ア
ー
ク
溶
接
技
能
購
習

８
月
１
１
日

１
８
瓜
用
能
力
開
発
祖
構

瞳
用
能
力
開
発
機
梢

H
h
m
I
エ
兵
高
校

凪
用
能
力
閲
尭
槌
梢
山
望
セ
ン
タ
ー

Ｉ
Ｈ
Ｉ
子
機
抵

科
･
シ
ス
テ
ム

エ
学
科

教
員

３



シ
ス
テ
ム
エ

学
科

３
月
１
２
日

機
械
検
査
技
能
餌
習

H
R
I
0
,
カ
冊
兜
餌
硝
山

望
セ
ン
タ
ー

８
月
１
２
日

二
千
・

中
小
企
兵
人
材
剛
児
セ

ン
タ
ー

旋
盤
･
フ
ラ
イ
ス
盤
･
楓

械
検
査

孟
子
機
器
組
立

７
月
2
7
日

や
ま
な
し
技
能
塾
３
月
１
１
日
■
■
■
■

や
ナ
し
３
１
２
日
■
■
■
■
￣
￣
＝
￣
￣
■
■
■
￣
￣

支
５
，
叩
一
一
一
一
一
一
■
■
■
￣
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■

８
月
,
2
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
－
￣
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■

瓢
１
２
４
日
■
Ⅱ
■
■
■
－
－
￣
￣
￣
■
■
■
￣
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■

や
罰
し
塾
３
月
,
１
日
■
■
■
■
－
－
二
■
■
￣
■
■
■
￣
■
■
I
■
■
■
■
■

や
罫
し
聖
３
１
２
日
■
■
■
U
■
■
■
ﾛ
■
■
■
■
■
■
￣
＝
￣
■
■
■
￣
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■

客
接
実
技
ア
ル
ミ
忍
８
７
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
￣
＝
■
■
■
I
■
■
■
■
Ⅲ
I
■
■
■
■
■
■
■

７
月
2
7
日

電
子
機
墨
哩
ウ
技
能

餌
晋

１ｍ単

同
一
■
■
■
■
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
７
９

の
の

出
弧
も
の
く
り
Ｂ
３
日
■
■
ﾛ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
■
■

親
子
の
〈
Ｕ
室
８
８
日
ロ
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
■
■

￥
学
支
教
室
８
９
日
U
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
■
■

出
張
も
の
づ
く
L
敏
室
８
１
２
日
ロ
－
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
■
■

出
張
も
の
づ
く
り
教
室
，
２
３
日
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
u
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
生
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
■
■

甲
エ
■
■
同
T
｢
Ｉ
エ
ー
■
■
■

共
同
研
究
Ｈ
２
Ｉ
４
Ｈ
2
2
2
２
０
０
１
I
J
-
E
F
H
ﾖ
正
、

二
足
・
ロ
ホ
ワ
ト
n
ｺ
４
１
６
日
２
１
７
日
８
３
甲
工
＝
ア
メ
ー
甲
エ
案
一
五
Ｉ
ｒ
ｒ
五
一

意
見
交
換
会
２
１
０
日
１
３
甲
エ
■
■
「
五
毛
呈
汀
石
五
Ｊ
甲
府
エ
案
高
校
２
コ

谷
村
エ
粟
高
校

Ｂ
月
2
2
日

親
子
も
の
つ
く
り
教
室

意
見
交
換
会
７
月
２
１
日

二
足
歩
行
ﾛ
ホ
ヮ
ト
６
国
：
谷
村
エ
案
高
校
＝
－
画

禺
生
験
入
Ⅱ
■
■
■
■
田
：
【
Ｊ
＿
谷
村
エ
－
■
■
■
－

－
Ｂ
＝
､
囮
E
ｍ
ｍ
－
巴
~
＝
正
■
冠
･
可
工
Ｌ
３
エ
＝
■
■
■
－
ｍ

■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
、

機
械
加
エ
技
能
購
習

３
月
１
１
日

１
８
職
典
ﾛ
ﾋ
ﾞ
ｶ
開
墨
糎
舎

産
業
技
術
短
期
大
学
校

亜
崎
エ
嬢
高
校

山
繋
県
立
産
纂
技
術
短
期
大
学
枝

電
子
機
樺

科
･
シ
ス
テ
ム

エ
学
科

教
員

３

機
械
検
査
技
能
鱗
習

３
月
０
２
日

１
８
I
H
典
飽
カ
ロ
､
甸
惣
全

■
■
￣
■
△
▲
＝
■
ニ
ー
‐

遮
崎
工
璽
窩
按

シ
ス
テ
ム
エ

学
科

教
員

１

や
ま
な
し
技
能
狸

３
月
１
０
日

１
８
壷
ユ
技
街
餌
期
大
学
校

県
橿
械
眠
子
5
M
t
気
技
能
士
会

韮
崎
エ
菜
高
校

電
子
機
機

科
･
シ
ス
テ
ム

エ
学
科

４

や
志
な
し
技
能
塾

３
月
１
２
日

１
８
砲
菓
飽
力
閃
健
廻
全

県
楓
櫨
麗
子
願
気
技
能
士
会

韮
崎
エ
案
高
校

電
子
機
橡

科
･
シ
ス
テ
ム

エ
学
科

４

溶
接
研
修

８
月
１
２
日

１
８
Ｅ
馬
臨
力
､
U
完
靱
痢
山

翼
セ
ン
タ
ー

瞳
圃
睦
子

甲
府
エ
案
高
校

２

旋
盤
･
フ
ラ
イ
ス
盤
･
機

被
検
査

３
月
１
１
日

３
月
１
２
日

２
1
６

産
某
技
術
短
期
大
学
笹
｡

中
小
企
案
人
材
閲
弗
七

ン
タ
ー

瓜
．
ｊ
･
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｧ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾂ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｽ
ﾞ
。

霞
子
技
能
士
会

甲
府
エ
案
高
校

４

電
子
機
羅
塑
支

７
月
2
7
日

１
８
R
H
兵
能
力
､
､
壁
壇
会

ﾊ
ﾟ
ﾅ
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｧ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾂ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｽ
ﾞ
。

東
京
ｴ
的
ﾄ
ﾛ
ﾝ
A
Ｔ

甲
府
エ
案
高
校

３

や
空
左
Ｌ
枯
躯

３
月
１
１
日

１
Ｂ
産
兵
技
術
姐
期
大
学
校

県
機
械
１
Ｍ
l
子
電
虹
技
鑓
士
会

甲
府
エ
案
高
校
Ｉ
Ｉ
機
械
鵜

４

や
ま
な
し
技
鵬

３
月
１
２
日

１
８
庫
裏
能
力
、
艶
哩
会

県
機
械
T
Ｉ
上
手
露
気
技
睡
士
金
甲
府
エ
業
高
校
Ｉ

機
械
鴉

４

溶
接
実
技

５
月
１
９
日

１
５
学
校

山
梨
U
R
筋
i
楢
溶
接
協
会

谷
村
エ
業
高
校

椣
械
シ
ス
テ
ム
科

３

露
樒
室
桧

８
月
１
２
日

１
８
胚
用
能
力
閲
発
梗
概
Ｉ
山
梨
県
、
細
落
捜
健
全

谷
村
エ
巣
高
校

槌
械
シ
ス
テ
ム
科

３

計
測

1
2
月
４
日

１
３
企
藁

(
株
)
中
中
型
作
所

谷
村
エ
業
高
校
一

担
械
シ
ス
テ
ム
科

６

や
ま
な
し
技
憶
塾

３
月
１
１
日

１
８
産
集
技
術
魑
期
大
学
挟
Ｉ
県
機
械
圏
【
子
電
気
技
能
士
会

谷
村
エ
案
高
校

樋
I
H
I
シ
ス
テ
ム
科

２

』
占
字
ヂ
Ｆ
１
土
宕
殖
塾

３
月
１
２
日

１
８
■
■
p
H
力
U
､
壁
惣
会
Ｉ
県
機
械
ロ
【
子
睡
気
技
能
士
会
谷
村
エ
菜
高
校
Ｉ
’

櫨
械
シ
ス
テ
ム
科

２

薊
鼬
空
軍
｣
右
･
ア
ル
ニ
麺

８
月
７
日

１
８
､
■
乗
p
H
刀
1
N
壁
瞳
会

国
用
能
力
冊
発
M
n
楢
山
梨
セ
ン
タ
ー
エ
案
系
高
校
Ｉ
’
機
械
系

1
１

電
子
機
器
組
立
技
能

臓
智

７
月
2
7
日

１
８
塵
■
飽
力
U
､
竪
鰹
会

駈
藁
能
力
開
鐸
f
酩
舎

エ
案
系
高
校

憲
気
系

2
０

合
計

7
９

子
０
，
側
h
U
n
諾
■
、

出
狙
も
の
づ
く
り
教
室

B
偶
３
日

１
生
徒
.
教
員

韮
エ
･
亜
崎
市
上
可
児
蜜
セ
ン
タ
ー

4
０

親
子
も
の
づ
く
り
教
室

8
損
8
日

１
生
徒
.
教
員

韮
崎
エ
案
高
校

1
２

科
学
技
術
教
室

8
損
9
日

１
生
徒
・
教
員

韮
エ
･
韮
崎
市
藩
哲
公
屋
鐘

4
０

出
張
も
の
づ
く
り
教
室

8
月

'
２
日

１
生
徒
一
教
且

韮
エ
･
亜
崎
市
中
田
公
民
瞳

4
０

出
張
も
の
づ
く
り
教
室

１
月
」

日
１

生
徒
.
教
員

菰
エ
･
塾
坂
町
展
村
田
u
u
改
善
セ
ン
タ
ー

4
０

教
育
実
墜
公
明
発
表
会

２
月
１
２
日

１
４
韮
崎
エ
案
高
校

産
官
学
有
鹿
者
､
委
員
､
生
徒
、

教
員
.
中
学
生
､
中
学
生
保
護

者
.
中
学
数
日

韮
崎
エ
案
高
校

全
学
科

5
2
2

共
’
司
研
究

Ｈ
2
0
4

Ｈ
2
2
.
2

2
0
0

甲
府
エ
集
高
校

岩
､
H
里
担

甲
時
エ
案
高
校

機
械
準

1
５
課
題
研
究
部
活
動

己
歩
行
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
製
作

4
原
１
６
日

２
月
１
７
日

８
３
甲
府
エ
案
高
校

ア
イ
メ
ッ
ケ

甲
時
エ
案
高
校

機
械
率

3
年

7
８
機
械
実
習

意
‘
鼠
交
換
金

2
Ｆ
１
０
日

１
３
甲
府
エ
薬
高
校

産
官
学
有
砿
者
､
蚤
貝

甲
時
エ
案
高
校

2
３

敦
両
実
践
公
間
発
盛
会

２
月
１
１
日

１
４
甲
府
エ
案
高
校

産
官
学
有
鰹
者
､
蚤
貝
､
生
徒
、

敏
貝
､
中
学
生
.
中
学
生
保
瞳

者
.
中
学
敏
貝

甲
府
エ
巣
高
校

全
学
科

1
１
２
９

親
子
も
の
つ
く
り
教
室

８
月
2
2
日

１
６
谷
村
エ
菓
商
枝

生
徒
･
教
員

谷
村
エ
案
高
校

樋
械
シ
ス
テ
ム
科

3
年

､

教
且

1
０

董
貝
杢
椣
会

2
1
日

１
３
谷
村
エ
案
高
校

産
官
学
有
嘩
譜
,
､
委
員

谷
村
エ
集
高
校

４
１

教
育
実
躍
公
開
発
表
雷

１
月
2
5
日

１
４
都
包
市
立
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

産
官
学
有
繊
者
､
婁
貝
､
生
徒
．

教
貝
､
中
学
生
､
中
学
生
保
瞳

看
､
中
学
教
員

谷
村
エ
業
高
校

4
4
0

￣ ￣
■
己
歩
行
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
製
作

4
Ｆ
３
０
日
1
1
月
１
２
日

６
６
学
校

教
日

塁
Ｅ
'
エ
巣
高
校

佃
櫨
シ
ス
テ
ム
科
3
年

2
９
実
習

｜申

掌
生
体
験
入
学

8
腰
３
０
日

１
４
学
校

教
員

利
牙
干
､
エ
案
高
校

６

会
１
１
旗
１
９
日

１
３
ア
イ
メ
ッ
セ
山
型

牛
d
症
避
け
目
ｆ
〒
H
町
イ
昏
鍾
包
区

３
エ
唾
亘
写
字

全
学
科

1
7
6

合
計

2
6
4
1



付属資料②地域産業の担い手育成プログラム実施状況実施年度比較表
(平成21年度エ案高校等実践教育導入事案） 実施地域山梨県

-５４－

実習内容
平成19年度

(突紐）

平成20年度

(実伍）

平成21年度

(実組）

生徒の現俎実習
(旦孚以外）

睡回エ然室杖
(●加牛機)坦柾システム系１－３年生２３名
(俎力金宜竝）７杜
(－人当たり平均典百日蚊)４口間
(-人凶たり平均実日時間)24時､、
(－人出たり平均史日企疸蛍)1杜

TOT▼￣…￣￣

(●、生後)担伍科電且科１－３年生７２名
(12力企亡砥）Ｂは
(－人出たり早均奥回Bqh)Ｚ日朋

(－人目たり平山氏日時閲)８，m
(－人当たり平田ﾛ■□企立吐)1杜

(●泊り箏些)担伍システム科１年生１１名
(協力金正数）Ｂ社
(－人目たり平均皮日日敏)３日閲
(一人回たり平均HKB時閲)BUOBq
(－人団たり平田U史官企立亜)1杜

ユ回丁年＝砂
(●、生管)檀伍システム系１－３年生フ1名
(巴力企立數）１６杜
(－人出たり平均実習日Ｈ２)４．３日間
(_人自たり平均寅召69問)１９．６８９四
(一人白たり平均典留金亡敏)1杜

〒ｎ勺－ぬ￣＝

(●油佳些)但伍科電気科１－３年生１Ｂ0名
(■力士氏畝）１Ｂ社
(一人日たり平均実日日政)４日間
(－人目たり平均皮ロ00囚)１４８９田
(－人■たり平均典巴企左ご)１．３杜

(●扣竺②)■種システム料１－３年生３７名
(箆力企丘蛍）１フ社

(一人口たり平均史召日蚊)４日間

(一人日たり平均典冒時閥)2550間
(－人出1Ｗ平均HK己公宣凸)1杜

、 日丁工＝唾

参加生棒)槙竺システム系１～3年生フ1名
協力企正■）１１杜
￣人当たり平均実曹ロ蛍)３８日間
－人当たり平均実習時IHI)24.2時間

-人当たり平均空理企宰飲)1杜

埒 宵了宜＝錘

ｐｍ生捜)祖は科電気科１～3年生１６７名
迫力企丘撞）１２杜
-人目たり平均史官日数)５日間

一人国たり平均史日時閥)2069m
一人当たり平均宙智企亡pDDつせ

署村エーー鞍

(●加年蜂)色はシステム科１～3年生４３名
(笹力企定置）１９杜
(－人当たり平均実習日数)４日田
(－人当たり平均実冒６９岡)23時閥
(一人臼たり平均実智金企宜)1杜
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生徒の現俎実間
(見学のみ）

皿■エエー蜜

(＄加俸qも)砠邑システム系１－３年生Ｂ6名
(恒力企立■）４杜

(－人当たり平均実日日政）４日間
(－人出たり平均奥日８０m）８時間
(一人劃たり平均典日企黛Ｈ２）４杜

甲府エ狂届筏

(参、生徒)但柾科電気科１～3年生１５９名
(12力金宜敷）３杜
(－人出たり平均実習日蚊)１日間
(－人出たり平均寓目時田)BOO間
(－人目たり平均典智企、､)勿戟

四円丁＝＝空

(●加年⑫)坦世システム系１－３年生フ0名
(協力介垈曲）ＢｔＬ

(－人目たり平均実百日敏）４日間
(－人白たり平均史官Don）フ時間
(－人当たり平均実習企宜蛍）４杜

中腰Ｔ三三空

(●、牛銭〕餌竺興雪気料１－３年生240名
(■力金主曲）６杜

(－人過たり平均奥百日目k)４日間
(－人凶たり平均実習時間)909ｍ
(－人当たり平均寅暫｡P泣蛍)4杜

(●狐生伎)担抵システム科１～３年生ＢＢ名
(笛力企泣蛍）Ｂ社

(－人当たり平均実百日故)１日間

(－人出たり平均実日叫､､)4時間
(一人燭たり平均実日企史敗)２杜

■P榊エーニ壁

(●和牛雀)楓械科電伍科１～3年生室40名
(協力全軍数）Ｂ社

(－人当たり平均実胃日数)６日間
(－人自たり平均実召８４間)BBO間
(－人出たり平均奥密企丞數)3杜

(●和生堕)担械システム科１－３年生２９名
(協力金色数）１杜

(-人当たり平均実習日数)１ＢＭＩ
(－人当たり平均実習時間)６時間
(－人当たり平均実習企室０１)1杜
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技街宕専による学校での実践的
扣導

■■再一宗函四足

(谷h､牛ub)担鰹システム系１－３年生１３６名
(協力金宜蛍）B社

(－人当たり平均皮竪目蝕）３．５日間
(－人当たり平均実BBO間）２．７時間
(－人臼たり平山寅直進、h）３．５杜

ＴｎＵ－￣瓜空

(｡h､生０，)哩械卿電風科１～3年生０６名
(凹力企■ﾛ?）１杜
(－人目たり平均実回日依)１日間
(－人当たり平均突日8968)２．３時間
(－人当たり平均実留金＝pb)2杜

谷F1工■宜捜

(phD垈巳)■槌システム科２年生３０名
(俎力企五色）２杜

(－人■たり平均招導日蚊)２回回

(一人回たり平均招導阿問)1時間
(－人目たり早均InUD介定命)２tｔ

嚢閂Ｔ＝再唾

(参加牛樫)規械システム系１－３年生１０９名
(協力pP左數）巳社
(－人当たり平均実習日政）３日間

(－人当たり平均実百時間）６時間
(一人国たり平均実密命■9k）１．７杜

中座〒＝＝咳

(●狐生後)但拭科色気料Ｔ－３年生２８２名
(樫力企立色）３杜

(－人当たり平均実留日政)３日間
(－人当たり平均呉智時田)4.7時間
(－人当たり平均実冒企集歓)2杜

谷村ゴー＝稜

(＄１m生垈)■槌システム渦１－３年生５９名
(邑力企左動）３杜

(－人且たり平均扣導日数)２日田
(一人口たり平均招導蹄間)＄時田
(一人凶たり平均祇導企■動)？杜

■ ■可ｕ＝己邑巴ｒ

参加生徒)伍械システム系１－３年生Ｂ4名
恒力企戎敗）１社

一人園たり平均翼日日欲）２．９日間
一人閏たり平均実BBO間）７１時閃
－人当たり平均典召企父歓）３杜

ｑ 村ユニニヱ

｡、生徒)■低科電気科１－３年生308名
也力企虫蚊）５杜

一人凶たり平均実冒日畝)ｅ､３日田
－人当たり平均実冒時田)１９．１時間
－人当たり平均実冒企兵散)１杜

(参加生後)但伍システムt１１－３年生６０名
(■力か■軍）２杜

(－人出たり平均扣卑BBR)１日間
(一人凶たり平均１５噂時間)389個
(－人且たり平均拘皿企宜■)２粒
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收貝｡､宜皮技街日得

埣甸￣卒戸西邑

(●加俸瞳)担粧システムＨＩ１～３年生４名
(■力企亡■）２杜

(－人当たり平均典冒日敗）１．２５日間
(－人圏たり平均実習BOmI）１０時､Ⅱ
(－人当たり平均白回金＝壁）１杜

！ 評〒＝＝壇

●加位且)６名
⑭力全氏畝）２杜
－人当たり平均皮留日蚊)１．５日､Ｉ
一人日たり平均寅日円佃)１２時間
－人当たり早凹､皮目企黛敗)1杜

名 Ｒ丁立＝壇

●加位且)３名
世力企＝位）２杜
－人当たり平均実Ｆロ⑭)１日間
一人目たり平均実冒時因)1359m
一人目たり平均実習企戊歓)1社

エ四丁＝＝蜜

(●、生睦)担盤システム系１～3年生１Ｂ名
(協力企＝ab）s社

(－人当たり平均実召日数）１．１日､】
(－人当たり平均実習時間）１０時閥
(－人当たり平均実習企正敷〕１杜

ｑＴＪｍ－堀■私氏

(●加敏且)５名

(■力企定勧）３杜
(－人当たり平均実日日Bk)3.6日間
(－人出たり平均,E日59旧)1う゛３時､、
(-人過たり平均史習企案故)1杜

(タカ､紋日)７名
(恒力企工■）Ｂ社
(－人当たり平均突冒日蚊)ｑＢｍＵ
(-人当たり平均実習時田)24時間
(－人当たり平均実習金匹凸)3杜

皿■エ来逼砥

(●ｍ生徒)但械システム系１－３年生１５名
(協力企案政）４杜
(－人当たり平均実習日数）５日、
(一人塁たり平均突智時間）２４時､！
(－人昌たり平均実習企乗数）a社

甲府エエー狸

(●ね敏且)１７名
(協力企＝蛍）Ｂ社

(－人出たり平均典日日は)7.Ｂ日田

(－人目たり平均史日時囚)３３．３８１間
《－人当たり平均史回企宝蛍)4杜

谷村正Ｐ官墜

(●加敏且)５名

(笛力企＝蛍）３杜

(－人当たり平均実習日敏)３日､！

(一人閏たり平均実習時間)１６関悶
(一人鼬たり平､､実冒企npb)３杜
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ｎ千に哀松生がものづくりの窮しさや互要性などものづ
くり啓見を行ったり､中学校lﾆものづくりの投衷を.皿蝿
〒栄由I干拓Ｔ■￣

四千に＝竺生lMtJのづくりの虫しさや■反性などものづ
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その他の活助

亜崎工、甲府エ､谷村エにて.ものつくりにU回して字疵
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具とZR皿を示した
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針
結
果
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1
/
１
２
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

学
校
名

(
2
)
社
会
人
･
職
察
人
と
し
て
働
く
涯
欲
や
情
磯
は
向
上
し
ま
し
た
か
。

学
科
名

、③

(
3
)
就
腿
し
て
役
に
立
つ
技
術
･
技
能
は
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

学
年

(
4
)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
鰹
鯛
性
は
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

A
・
企
案
等
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
職
業
や
仕
印
内
容
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

(
5
)
今
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
。
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||
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た
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項
目

人数

比
串

亜
崎
エ
案
高

枝
8
３
-
1
0
%
）

甲
府
エ
案
高

枝
6
1
4
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
7
鰯
）

谷
村
エ
粟
寓

枝
7
０
－
９
%
）

項
目

人数

比
申

①
著
し
く
向

上
し
た

7
３
-
1
5
%
）

②
向
上
し

た
4
0
0
■
－
－
－
￣
:
-
2
%
）

③
変
化
な

し
1
０
砥
2
鋤

④
下
が
っ

た
３

K
O
知

項
目

人数

比
率

韮
エ
･
シ
ス
テ

ム
エ
学
科

２
【
鰯
）

韮
エ
･
電
子
樋

櫨
科

8
１
－
１
暁
）

甲
エ
･
樋
械
科

6
０
１
￣
-
7
8
9
b
）

甲
エ
･
電
気
科

1
３

ﾛ(
I､
）

谷
エ
･
機
械
シ

ス
テ
ム
科

７
１
￣
9
%
）

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
身
に
付
い
た

6
３
■
■
■
■
ご
]
脇
）

②
身
に
付
い
た

1
8
0
￣
￣
￣
5
9
%
）

③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た

5
６
￣
￣
１
８
鋤

④
身
に
付
か
な
か
っ
た

５
Ⅸ
1
%
）

項
目

人
数

比
率

1
年

3
３

■
■
(
4
%
）

2
年

1
0
0
-
1
3
%
）

3
年

6
3
5
￣
￣
B
2
帥

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
身
に
付
い
た

6
３
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
2
4
9
1
）

②
身
に
付
い
た

1
4
6
￣
5
6
%
）

③
あ
る
程
度
身
'
二
付
い
た

4
４
■
■
■
【
1
7
%
）

④
身
に
付
か
な
か
っ
た

５
Ⅸ
1
%
）

②
深

た

ま
つ

6
,
4
U
■
■
－
－
￣
￣
－
－
－
８
２
%
）

1
７

■
2
H
）

④
変
化
な

し
４

【
砿
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果
計
霜
果
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２
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3
/
１
２
ペ
ー
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ア
ン
ケ
ー
ト
築
叶
精
巣

竺亘国【

の
と
て
も
鞍
君

(
１
０
)
地
填
の
企
業
で
働
く
こ
と
に
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

(
6
)
学
ぶ
目
的
･
目
視
が
明
確
と
な
り
､
知
擁
や
技
衡
を
学
ぶ
意
欲
が
向
上
し
ま
し
た
か
。

(
１
１
)
－
企
案
当
た
り
の
実
習
期
間
は
何
日
(
－
日
６
時
間
と
し
て
計
算
)
が
最
適
だ
と
思
い
ま
す
か
。

(
7
)
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
･
作
法
(
挨
拶
､
言
葉
通
い
.
感
期
.
モ
ラ
ル
.
ル
ー
ル
の
遵
守
等
)
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
か
。

⑪『

(
B
)
実
習
先
の
企
集
に
就
職
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

(
１
２
)
実
習
先
企
業
数
は
幾
つ
が
最
適
だ
と
思
い
ま
す
か
。

(
9
)
地
域
産
粟
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

①
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目
比
率
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１
１
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I
１
１

項
目

人数

比
率

①
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
'
二
な
っ
た

7
８
■
■
■
ご
〕
鰯
）

②
少
し
は
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た

1
0
0
■
■
■
■
￣
￣
（
5
暁
）

③
元
々
興
味
･
関
心
を
持
っ
て
い
る

１
０
￣
錨
）

④
興
味
･
関
心
は
な
い

Ｕ
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￣
5
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項
目

人
数

比
率

、
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し
く
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上
し
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向
上
し
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0
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■
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■
■
■
■
■
－
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(
5
3
%
）

③
麗
化
な
し

1
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－
９
%
）

④
下
が
っ
た

３
B
(
I
劫

項
目

人
数

比
率

①
６
０
日
程
度
も
し
く
は
そ
れ
以
上

2
３

U
■
■
■
■
(
1
1
%
）

②
４
０
日
程
度

1
３

■
■
6
9
6
）

③
８
０
日
程
度

2
５

■
■
■
■
■
(
1
2
%
）

④
2
0
日
程
度

1
５
■
■
■
(
7
鋤

⑤
１
５
日
程
度

1
４
￣
6
%
）

⑥
１
０
日
程
度

3
１
－
－
(
1
5
%
）

⑦
5
日
程
度

4
８
印
画
■
￣
2
3
%
）

⑧
5
日
未
満

3
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￣
-
1
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%
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大
変
感
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２
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6
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感
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た

6
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や
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じ
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1
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￣
5
%
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④
感
じ
な
か
っ
た

３
Ⅸ
1
%
）

項
目

人
数

比
率

①
就
職
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

4
７
■
■
■
■
2
3
%
）

②
興
味
は
あ
る
が
迷
っ
て
い
る

8
８
U
■
■
■
■
■
、
，
，

③
元
々
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

Ｂ
■
3
%
）

④
醜
職
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

5
Ｂ
■
■
■
■
ｒ
,
R
9
b
）

項
目

人
数

比
率

①
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社
以
上

4
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2
2
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）

②
7
杜

1
８
￣
鴎
）

③
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社

1
０

■
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ｌ
ｂ
）

④
s
社

2
５
￣
￣
1
狭
）

⑤
4
社

2
２
－
１
㈱
）

⑥
3
社

3
８
－
１
鰯
）

⑦
Ｚ
社

2
６
■
■
■
■
■
1
鰯
）

⑧
1
社

1
６
￣
漉
）

④
変
化
な
し

９
■
4
%
）

①
と
て
も
参
考
に
な
っ
た

1
0
3
■
－
－
－
－
:
4
7
%
）

②
捗
考
I
ﾆ
駆
っ
た

8
１
￣
3
蹄
）

③
あ
る
程
度
参
考
に
な
っ
た

3
０
-
1
識
）

④
U
は
ら
な
い

２
【
慨
）

項
目

人
数

比
率

①
十
分
深
ま
っ
た

5
７
■
Ⅱ
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■
■
■
－
．
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③

②
深
ま
っ
た

８
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■
■
■
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=
-
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%
）
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ト
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計
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B
､
企
纂
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
魔
集
や
仕
車
内
容
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

(
6
)
指
導
を
受
け
た
旗
師
が
在
範
す
る
企
藁
'
二
就
職
し
た
い
で
す
か
。

(
2
)
社
会
人
･
職
菓
人
と
し
て
働
く
竃
欲
や
情
熱
は
向
上
し
ま
し
た
か
。

(
7
)
地
域
産
嚢
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

(
3
)
就
輯
し
て
役
に
立
つ
技
術
･
技
能
は
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

⑫酌

(
8
)
地
埴
の
企
業
で
働
く
こ
と
に
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

(
4
)
今
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
参
竃
に
な
り
ま
し
た
か
。

(
9
)
実
践
的
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
時
間
が
最
適
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
か
｡
テ
ー
マ
が
祖
散
あ
る
鳩
合
は
－
テ

ー
マ
当
た
り
の
時
間
に
つ
い
て
お
答
え
<
鎧
さ
い
。

(
5
)
学
ぶ
目
的
･
目
視
が
明
砿
と
な
り
.
知
嘩
や
技
術
を
学
ぷ
童
欲
が
向
上
L
ま
し
た
か
。

ＤＯＤ
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暗
し
<
向
上
し
た
’
１
釦
I
ロ
ロ
ロ
ー
ロ
■
■
■
(
2
鴎
）

｜’

Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

u
ロ
Ｉ
ｕ
ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｕ

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
深
ま
っ
た

8
６
￣
3
8
%
）

②
霊
ま
っ
た

1
０
６
￣
￣
-
7
%
）

③
｣
V
b
や
深
ま
っ
た

2
８
-
1
錨
）

④
変
化
な
し

４
Ⅸ
1
%
）

項
目

人
数

比
率

⑩
就
屠
K
し
た
い
と
思
う
よ
う
1
二
な
っ
た

4
３
－
－
１
既
）

②
興
味
は
あ
る
が
迷
っ
て
い
る

1
1
4
■
■
■
■
■
－
百
－
５
１
%
）

③
元
々
鋺
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

1
０
■
4
%
）

④
就
職
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

5
５
￣
2
4
%
）

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

5
６
￣
￣
2
5
%
）

②
向
上
し
た

０
４
６
－
－
￣
6
5
%
）

③
変
化
な
し

2
１
－
９
%
）

④
下
が
っ
た

１
⑩
H
）

項
目

人
数

比
率

､
十
分
深
ま
っ
た

5
９
￣
2
6
%
）

②
深
ま
っ
た

9
７
￣
4
3
%
）

③
や
や
深
ま
っ
た

5
５
■
■
■
■
■
■
Ｘ
2
4
%
）

④
変
化
な
し

1
２
￣
見
蝉

項
目

人
数

比
率

①
十
分
月
'
二
付
い
た

6
２
￣
2
7
%
）

②
身
に
付
い
た

1
0
4
￣
￣
4
6
鋤

③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た

５
１
￣
型
品
）

④
身
'
二
付
か
な
か
っ
た

６
■
2
%
）

項
目

人数

比
率

①
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

つ
た

6
７
■
■
：
-
0
%
）

②
少
し
は
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た

1
２
５
■
u
■
■
■
（
5
6
0
6
）

③
元
々
興
味
･
M
I
I
心
を
持
っ
て
い

る
1
４
￣
6
鋤

④
興
味
･
関
心
は
な
し
、

1
６
－
７
%
）

項
目

人
数

比
率

①
と
て
も
参
考
'
二
な
っ
た

6
９
￣
3
晩
）

②
畠
S
考
'
二
な
っ
た

1
0
8
￣
４
８
%
）

③
あ
る
程
度
参
考
'
二
な
っ
た

4
０
■
■
■
￣
：
０
発
）

④
な
ら
な
い

４
Ⅸ
1
%
）

②
向
上
L
た

1
３
２
■
■
■
■
■
■
（
5
8
も
）

③
喪
化
な
し

3
２
-
-
1
4
%
）

④
下
が
っ
た

０
(､
b）

項
目

人
数

比
率

①
1
2
0
時
間
も
し
く
は
そ
れ
以
上

1
６

■
■
■
(
7
%
）

項
目

人
敗

比
率



7
/
１
２
ペ
ー
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8
/
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ア
ン
ケ
ー
ト
泉
針
箱
巣

ア
ン
ケ
ー
ト
凝
計
箱
果

(
4
)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
鰹
1
1
1
性
は
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

2
)
、
⑥
、
田

(
5
)
今
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
。

c
・
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
職
案
や
仕
事
内
容
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

(
6
)
学
ぶ
目
的
･
目
楓
が
明
確
と
な
り
.
知
職
や
技
術
を
学
ぶ
怠
欲
が
向
上
し
ま
し
た
か
。

軌や

(
2
)
社
会
人
･
職
案
人
と
し
て
働
く
意
欲
や
情
鶴
は
向
上
し
ま
し
た
か
。

(
7
)
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
･
作
法
(
挨
拶
.
言
葉
退
い
感
1
M
.
モ
ラ
ル
.
ル
ー
ル
の
遵
守
等
)
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
か
。

(
3
)
就
職
し
て
役
に
立
つ
技
術
･
技
能
は
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

(
B
)
共
同
研
究
し
た
企
菜
に
就
職
し
た
い
で
す
か
。
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②’

0
0
時
I
H
I

'１
１６
１１
-
7
%
）

'
１
’
’
１
１
１
１

項
目

人
数

比
率

、
＋
分
身
に
付
い
た

2
２
－
－
－
－
３
４
%
）

②
身
に
付
い
た

2
９

ニ
ラ
田
）

③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た

0
０

二
]
錦
）

④
身
に
付
か
な
か
っ
た

３
＝
4
9
6
）

項
目

人
数

比
率

①
と
て
も
参
考
に
な
っ
た

2
４
■
■
■
■
－
－
＿
￣
3
6
%
）

②
参
考
に
な
っ
た

3
１
￣
4
5
9
6
）

③
あ
る
種
皮
参
考
に
な
っ
た

９
-
1
頭
）

④
な
ら
な
い

２
■
3
鋤

項
目

人
数

比
率

⑩
＋
分
譲
ま
っ
た

2
３
■
■
■
■
f
石
１
%
）

②
深
ま
っ
た

3
０
￣
4
4
%
）

③
や
や
深
ま
っ
た

1
１
￣
1
6
男
）

④
変
化
な
し

４
￣
5
%
）

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

２
１
￣
3
2
%
）

②
向
上
し
た

3
２
￣
5
0
$
）

③
変
化
な
し

９
＝
￣
1
4
%
）

④
下
が
っ
た

２
■
3
%
）

項
目

人
数

比
率

、
著
し
く
向
上
し
た

2
１
■
■
■
K
3
1
q
i
）

②
向
上
し
た

3
８
■
5
5
7
句

③
蜜
化
な
し

５
￣
パ
）

④
下
が
っ
た

２
■
3
%
）

項
目

人
数

比
率

①
大
鹿
感
じ
た

2
４
￣
3
6
%
）

②
感
じ
た

2
９
－
－
－
４
４
%
）

③
や
や
感
じ
た

９
-
1
識
）

④
感
じ
な
か
っ
た

３
ロ
4
%
）

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
身
'
二
付
い
た

2
３
■
■
■
■
■
：
3
5
%
）

②
身
に
付
い
た

3
４
■
■
■
■
■
■
Ｆ
(
5
2
%
）

③
あ
る
程
度
身
'
二
付
い
た

６
再
■
9
%
）

④
身
'
二
付
か
な
か
っ
た

２
田
3
%
）

③
８
０
時
間

1
４
￣
6
%
）

④
６
０
時
間

2
４
■
￣
1
脇
）

⑤
u
I
O
時
1
1
M

２
１
－
９
%
）

⑥
３
０
時
間

3
９

（
1
7
知

⑤
2
0
時
間

２
１
－
９
%
）

⑥
１
０
時
間

３
７
■
■
X
1
6
q
D

⑦
6
時
間

2
０
－
８
%
）

⑧
3
時
間
索
溝

1
６
－
７
%
）

項
目

人
数

比
率

①
就
､
u
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

1
６
-
-
-
2
5
%
）



ア
ン
ケ
ー
ト
集
針
箱
巣

1
0
/
１
２
ペ
ー
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Ｗ
１
２
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

Ｉ
工

の
企
菜
実
習

③
就
麗

(
9
)
地
域
度
案
へ
の
理
鯛
は
深
ま
り
ま
し
た
か
。

③
共
同
研
爵

(
2
)
社
会
人
･
職
案
人
と
し
て
働
く
窓
欲
や
憤
熟
が
最
も
向
上
し
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

(
1
ｏ
)
地
域
の
企
巣
で
働
く
こ
と
に
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

(
3
)
就
職
し
て
役
に
立
つ
技
術
･
技
能
の
習
得
に
最
も
効
果
が
あ
っ
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

毎つ

(
１
１
)
共
同
研
究
従
事
期
間
は
何
日
(
－
日
6
時
間
と
し
て
換
算
)
が
最
適
で
す
か
。

(
4
)
今
後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
最
も
参
考
と
な
っ
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

､
､
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
比
較

(
1
)
臓
業
や
仕
事
内
容
へ
の
理
解
が
最
も
深
ま
っ
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

(
5
)
知
僅
や
技
術
を
学
ぶ
意
欲
が
最
も
向
上
し
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。
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②
興
味
は
あ
る
が
迷
っ
て
い
る
１
３
，
|
’
￣
4
8
鋤

|
｜
寵
｜
|
A
l
l
“
事

項
目

人
数

比
率

､
＋
分
深
ま
っ
た

1
Ｂ
￣
-
2
鴎
）

②
深
ま
っ
た

3
３
￣
￣
5
1
鋤

｡
や
や
深
ま
っ
た

1
０
￣
1
5
%
）

④
変
化
な
し

３
■
4
%
）

項
目

人数

比
率

①
企
案
実
習

1
０
１
－
－
￣
5
3
%
）

鑑
鍵
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的

5
６
￣
2
9
%
）

③
共
同
研
究

1
９

２１
０%

）

④
分
か
ら
な
い

1
２
￣
6
%
）

項
目

人
数

比
率

①
興
味
･
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

2
３
￣
3
5
%
）

②
2
1
ル
は
興
妹
･
閥
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

2
８
￣
4
3
%
）

③
元
々
興
味
･
聞
心
を
持
っ
て
い
る

1
０
￣
1
5
%
）

④
興
味
･
関
心
は
な
い

４
￣
6
■
）

項
目

人
数

比
率

､
企
案
実
習

8
７
￣
4
6
%
）

②
企
纂
技
術
者
等
に
よ
る
実
躍
的
指
導

7
４
￣
3
鴎
）

③
共
同
研
究

1
７
－
８
%
）

④
分
か
ら
な
い

１
１
￣
5
%
）

項
目

人
数

比
率

①
q
０
日
程
度
も
し
く
は
そ
れ
以
上

1
５
I
■
■
■
■
■
￣
￣
【
麹
L
）

②
3
0
日
程
度

９
￣
￣
1
3
%
）

③
2
0
日
程
度

７
－
０
雌
）

④
１
５
日
程
度

1
１
￣
I
鴎
）

⑤
１
０
日
程
度

７
－
１
噸
）

⑥
5
日
程
度

1
０
■
■
■
Ｋ
１
錦
）

⑦
3
日
程
度

５
－
－
季
､
）

⑧
2
日
未
満

１
H
I
H
）

項
目

人数

比
率

①
企
案
実
習

9
９
￣
5
識
）

②
企
案
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的
描

導
4
8
■
■
■
■
■
－
:
二
5
%
）

③
共
同
研
究

2
４
-
1
瀦
）

④
分
か
ら
な
い

1
７
－
９
薊

③
元
々
就
職
し
た
L
､
と
思
っ
て
い
る

２
■
錦
）

④
就
増
a
し
た
い
と
は
思
わ
な
し
、

０
５
￣
2
鋼
）

①
企
粟
実
習

1
1
4

②
企
桑
技
衡
者
等
に
よ
る
実

践
的
指
導

5
１
￣
2
6
%
）

③
共
同
研
究

1
６
￣
8
%
）

④
分
か
ら
な
い

８
＝
4
%
）
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ア
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ケ
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ト
集
計
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
鰯
叶
に
も
ど
る

し
」
案
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的
指
導
G
Ｂ

(
6
)
地
域
塵
案
へ
の
理
解
が
最
も
深
ま
っ
た
の
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

(
7
)
地
域
の
企
菜
で
働
く
二
と
へ
の
興
味
･
関
心
が
最
も
向
上
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
で
す
か
。

●
、
￣

E
･
そ
の
他
.
ご
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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m
a
n
2
1
-
w
e
b
-
a
n
k
-
s
⑨
i
t
o
-
r
函
-
2
0
1
0
/
0
3
ﾉ
ﾘ
８

h
t
t
p
:
ﾉ
ﾉ
k
e
n
S
y
u
k
a
i
⑥
d
j
p
/
h
i
u
s
e
/
c
r
a
f
t
s
m
a
n
2
1
/
s
B
i
t
c
/
c
r
a
f
t
B
m
a
n
2
1
-
w
c
b
-
n
n
k
-
B
⑥
i
t
c
-
r
e
u
-
2
0
1
0
'
0
3
/
1
８

｜|
人数

|｜
項
目
比
率

項
目

人数

比
率

①
企
秦
実
習

9
９
￣
5
2
冊
）

②
企

導

菜
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的
指

5
８
￣
-
3
0
%
）

③
共
同
研
究

1
６
－
８
､
）

④
分
力
､
ら
な
い

1
５
￣
7
9
6
）

項
目

人数

比
率

①
企
案
実
習

1
0
1
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
（
5
3
%
）

②
企
案
技
術
者
等
に
よ
る
実
践
的

指
導

5
６
‐
＝
－
－
２
９
%
）

③
共
同
研
究

1
３
㈲
■
6
%
）

④
分
か
ら
な
い

1
９
－
１
醜
）

番
号

意
見
・
要
望

１

制
御
の
事
だ
I
ﾅ
で
な
く
､
色
々
な
事
を
学
び
ま
し
た
｡
自
分
は
検
定
試
験
も
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
し
.
こ
れ
か
ら
就
職
し
て
も
制
御
技
術
を
使
う
こ
と
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
､
ご

指
導
頂
い
た
技
術
者
(
㈱
ｱ
ｲ
ﾒ
ｯ
ｸ
石
l
I
l
社
長
さ
ん
)
力
､
ら
､
制
御
技
術
以
外
の
車
も
沢

山
教
え
て
い
た
だ
き
.
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
る
自
分
に
と
っ
て
､
と
て
も
い
い
学
習
の
鳩

と
な
り
ま
し
た
｡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
1
年
間
､
技
術
の
こ
と
だ
I
ﾅ
で
な
く
､
社
会
の
こ
と
も
学
べ
て
良
か
っ
た
。

３
仕
事
が
ん
ば
り
ま
す
。

４
ど
ん
な
企
業
に
行
く
の
か
.
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
て
は
？

５
少
し
企
案
実
習
の
時
間
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た

①
企
纂
実
習

B
５
￣
4
5
%
）

②
企
薬
技
術
者
等
'
二
よ
る
実
践
的
指
導

6
8
￣
3
6
%
）

③
共
同
研
究

1
８
￣
鴎
）

④
分
か
ら
な
い

1
５
￣
B
鋤



ア
ン
ケ
ー
ト
無
叶
轄
果

1
/
６
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
錆
果

2
/
６
ペ
ー
ジ

先
生
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

学
校
名

(
3
)
生
徒
に
実
践
力
あ
る
高
度
な
技
術
･
技
能
は
身
に
付
い
た
か
。

学
科
名

(
4
)
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
鰹
鯛
性
は
向
上
し
た
か
。

②唖

(
5
)
与
轆
で
学
ぶ
目
的
･
目
標
が
明
確
に
な
り
.
生
徒
の
学
ぶ
猛
欲
が
向
上
し
た
か
。

A
・
企
兵
等
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
生
徒
の
職
某
観
(
職
業
･
職
務
内
容
に
対
す
る
理
解
)
は
向
上
し
た
か
。

(
2
)
生
徒
の
勤
労
観
(
仕
事
に
対
す
る
恵
欲
･
愉
熟
)
は
向
上
し
た
か
。

(
6
)
生
徒
の
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
･
作
淺
(
挨
拶
､
曾
葉
追
い
.
態
酎
､
モ
ラ
ル
､
ル
ー
ル
の
遵
守
等
)
は
向
上

し
た
か
。

項
目
人
政

①
著
し
く
向
上
し
た
L
＿

②
向
上
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

h
t
t
p
:
ﾉ
ﾉ
k
e
n
s
y
u
k
a
i
､
e
d
j
p
/
h
i
u
B
0
/
c
r
a
n
s
m
a
n
2
1
/
s
e
n
s
B
i
/
c
r
a
f
t
s
m
a
n
2
1
-
w
e
b
-
a
n
k
-
s
e
n
s
B
i
エ
．
2
0
1
0
/
0
3
/
1
Ｂ

ht
tp
wk
en
$y
u・
ka
i・
od
jp
/h
iu
so
/c
ra
It
sm
an
2I
/s
Bn
B⑥
i/
cm
lt
Em
an
2I
-w
eb
-a
nk
-s
⑥n
se
Lに
-2
01
0/
03
/1
８

|
’
’
１
１
１

l
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

項
目

人
数

比
率

並
崎
エ
業
高
校

1
２
￣
4
1
9
b
）

甲
府
エ
乗
高
校

1
０
￣
3
4
%
）

谷
村
エ
東
南
技

７
-
2
4
%
）

そ
の
他

0
(
脇
）

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
身
'
二
付
い
た

５
￣
1
邪
）

②
身
に
付
い
た

Ｉ
Ｄ
￣
3
4
%
）

③
あ
る
程
度
身
'
二
付
い
た

1
３
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
【
4
4
%
）

④
身
に
付
か
な
か
っ
た

Ｉ
■
3
%
）

項
目

人
数

比
率

亜
エ
･
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

0
(
脇
）

西
エ
･
冠
子
機
械
科

1
２
￣
4
1
%
）

甲
エ
･
纏
械
科

８
￣
2
7
鋤

甲
エ
･
通
気
科

２
-
6
%
）

谷
エ
･
樋
械
シ
ス
テ
ム
科

７
￣
2
4
鋤

そ
の
他

0
(
鴎
）

項
目

人数

比
率

①
着

た

し
<
向
上
し

３
-
1
0
%
）

②
向
上
し
た

2
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
：
7
5
%
）

③
変
化
な
し

４
￣
1
4
%
）

④
下
が
っ
た

0
(O

II
）

項
目

人数

比
率

①
著
し
く
向

上
し
た

２
￣
鰯
）

②
同
上
し

た
2
４
￣
￣
￣
8
2
%
）

③
変
化
な

し
３
－
１
鰯
）

③
下
が
っ

た
０

(0
%）

項
目

人
数

比
率

⑩
著
し
く
向
上
し
た

1
０
￣
3
4
%
）

②
向
上
し
た

1
５
￣
￣
5
1
⑲

③
や
や
向
上
し
た

３
-
1
0
%
）

④
変
化
な
し

１
■
3
0
i
）

項
目

人
数

比
率

①
１
H
i
L
<
向
上
し
た

６
■
■
■
■
■
■
■
■
(
2
0
%
）

②
向
上
し
た

2
１
￣
７
２
%
）

③
喪
化
な
し

２
￣
6
%
）

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

５
￣
1
7
%
）

②
向
上
し
た

2
1
￣
￣
7
2
%
）



3
/
６
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
針
結
果

4
/
６
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
築
肘
箱
果

(
4
)
学
校
で
学
ぶ
目
的
･
目
標
が
明
確
に
な
り
､
生
徒
の
学
ぶ
蓮
欲
が
向
上
し
た
か
。

④
下
が
っ
た
Ⅱ

(
7
)
生
徒
の
地
轤
塵
栞
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
っ
た
か
。

(
5
)
生
徒
の
地
域
産
纂
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
っ
た
か
。

B
・
企
泉
技
術
者
等
に
よ
る
実
鴎
的
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
生
徒
の
職
菓
観
(
職
粟
･
職
務
内
容
に
対
す
る
理
癖
)
は
向
上
し
た
か
。

C
,
敬
貝
の
企
某
等
で
の
技
術
研
I
崖
に
よ
る
高
度
技
術
習
得

(
1
)
事
業
開
始
前
と
比
較
し
て
.
教
員
の
技
術
･
技
能
は
向
上
し
た
か
。

②単

(
2
)
生
徒
の
勤
労
観
(
仕
廟
に
対
す
る
意
欲
･
情
熟
)
は
向
上
し
た
か
。

(
2
)
実
習
し
て
い
な
い
教
員
と
比
較
し
て
教
員
の
技
術
･
技
能
は
向
上
し
た
か
。

(
3
)
生
徒
に
実
践
力
あ
る
海
度
な
技
術
･
技
能
は
身
に
付
い
た
か
。

③
あ
る
程
度
蟹

､
､
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

(
1
)
生
徒
の
職
案
観
(
職
菓
･
職
務
内
容
に
対
す
る
理
解
)
は
向
上
し
た
か
。

ht
tp
ｿﾞ
ﾉk
en
ちy
uk
ai
ed
jp
/h
iu
筋e
/“
ｎf
t鰯
ma
n2
I/
So
ns
⑥i
/c
mf
ts
ma
n2
1-
wo
b-
En
k-
$B
ns
ci
-r
-2
01
0′
03
（８

h
t
t
p
ﾉ
ﾉ
k
e
n
B
y
u
｣
q
a
i
⑥
｡
ル
ノ
h
h
｣
巧
巴
/
c
r
a
f
t
s
m
a
n
2
1
/
石
⑥
n
5
e
i
/
⑨
F
a
f
t
s
n
m
n
2
1
-
w
⑤
b
-
a
n
k
-
&
e
n
s
e
i
胚
-
2
0
1
0
/
D
Ｗ
１
８

－

|
|
③
変
化
な
し
’
’
3
1
1
-
,
鴎
）

項
目

人
数

比
率

、
ﾆ
ｿ
ﾞ
ｰ
ｰ
、
b
■
泗
凸
■
￣
Ｐ
－

４
■
印
■
1
3
%
）

②
向
上
し
た

2
０
￣
6
8
%
）

③
変
化
な
し

５
￣
１
７
%
）

④
下
が
っ
た

、
(O

､）

項
目

人
数

比
率

､
＋
分
深
ま
っ
た

６
I
■
■
■
：
2
0
%
）

②
霊
ま
っ
た

1
５
￣
引
外
）

③
や
や
深
ま
っ
た

７
＿
二
$
%
）

④
蜜
化
な
し

１
■
蝿
）

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
深
ま
っ
た

２
画
■
6
%
）

②
深
ま
っ
た

1
４
￣
￣
4
8
%
）

③
や
や
深
ま
っ
た

I
Ｄ
－
－
３
４
%
）

④
麗
化
な
し

３
■
■
■
■
(
1
0
%
）

項
目

人
数

比
率

①
竃
i
し
<
向
上
し
た

７
￣
2
4
%
）

②
向
上
し
た

1
５
■
■
■
■
■
：
5
1
%
）

③
や
や
向
上
し
た

６
￣
2
鰯
）

④
皮
化
な
し

１
■
3
%
）

項
目

人
数

比
率

､
顕
著
に
向
上

９
￣
3
1
%
）

②
向
上

1
３
■
■
■
■
■
■
■
（
4
4
%
）

③
や
や
向
上

６
－
２
酷
）

④
変
化
な
し

１
■
3
%
）

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

７
￣
2
4
%
）

②
向
上
し
た

1
６
、
－
－
＿
ご
~
5
%
）

③
変
化
な
し

６
■
■
■
■
■
■
■
■
2
ｍ
、

④
下
が
っ
た

0
(
砿
）

項
目

人
数

比
率

|
①
顕
著
に
向
上

1
２
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
(
4
1
%
）

|
②
向
上

1
１
'
－
－
３
(
）

|
③
や
や
向
上

４
￣
1
3
%
）

|
④
変
化
な
し

２
￣
6
%
）

項
目

人
数

比
率

①
＋
分
身
に
付
い
た

５
-
1
浦
）

②
身
に
付
い
た

1
４
■
＿
￣
そ
8
%
）

③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た

９
■
■
■
■
￣
￣
K
3
1
1
b
）

④
身
に
付
か
な
か
っ
た

１
■
3
9
i
）

巴
)
「
刀
１
つ
に

0
(
鱗
）



ア
ン
ケ
ー
ト
狐
計
轄
果

6
/
６
ペ
ー
ジ

5
/
６
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

④
下
が
っ
た

(
6
)
生
徒
の
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
･
作
法
(
挨
拶
､
宮
葉
追
い
､
感
謝
.
モ
ラ
ル
､
ル
ー
ル
の
遵
守
等
)
は
向
上

し
た
か
。

(
2
)
生
徒
の
勤
労
観
(
仕
事
に
対
す
る
意
欲
･
情
熱
)
は
向
上
し
た
か
。

(
7
)
生
徒
の
地
域
産
菜
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
っ
た
か
。

(
3
)
生
徒
に
実
践
力
あ
る
高
度
な
技
術
･
技
能
は
身
'
二
付
い
た
か
。

望

巳
そ
の
ほ
か
.
ご
遼
見
等
が
あ
れ
ば
教
え
て
(
鱈
さ
い
。

(
4
)
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
脇
鯛
性
は
向
上
し
た
か
。

(
5
)
学
校
で
学
ぶ
目
的
･
目
標
が
明
確
に
な
り
､
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
が
向
上
し
た
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
に
も
ど
る

②
向
上
し
た
'
'
１
２

ht
tp

ｿﾞ
ﾉk

en
sy

u､
ka

ie
dj

p/
hi

u5
e/

cr
af

ts
ma

n2
I/

se
ns

ei
/p

ra
ft

sm
an

2I
-w

⑥b
-a

nk
-s

en
se

i-
L、

20
10

/0
3（

８
h
t
t
p
:
/
/
k
B
n
s
y
処
k
a
i
･
e
d
ル
ノ
h
i
u
s
a
/
②
r
a
f
t
s
m
a
n
2
I
/
s
e
n
s
a
i
/
c
泊
椚
上
忠
､
画
n
2
1
-
w
B
b
-
臼
n
k
-
s
e
n
＆
B
i
呪
２
０
１
０
/
､
3
/
1
８

||
③変
化
な
し

|ｌ
１ｌ
ｌ
￣
6
知

■
□
ロ
■
Ｕ
Ｆ
ｎ
Ｏ

項
目

人
数

比
率

①
薯
し
<
向
上
し
た

３
￣
2
m
b
）

②
向
上
し
た

７
￣
4
6
%
）

③
:
I
》
し
向
上
し
た

４
￣
2
鰯
）

④
変
化
な
し

Ｉ
￣
6
粉

項
目

人
数

比
率

⑩
著
し
く
向
上
し
た

２
-
1
3
%
）

②
向
上
し
た

1
1
I
■
■
■
■
■
二
Ⅸ
7
3
%
）

③
変
化
な
し

２
-
1
3
%
）

④
下
が
っ
た

０
(
砿
）

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

４
￣
-
2
6
%
）

②
向
上
し
た

1
０
－
－
￣
6
鴎
）

1
由
ツ
ー
Ｂ
Ｏ
ｕ
…
し

１
￣
６
１
）

④
下
が
っ
た

0
(
鴎
）

項
目

人
数

比
率

､
十
分
深
ま
っ
た

２
-
1
3
%
）

②
深
ま
っ
た

Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
己
5
3
%
）

③
や
や
深
ま
っ
た

４
■
■
■
■
■
ご
T
6
%
）

④
変
化
な
し

１
￣
6
%
）

項
目

人
数

比
率

①
十
分
身
に
付
い
た

２
-
1
3
%
）

②
身
に
付
い
た

９
￣
￣
R
鴫
）

③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た

３
￣
2
0
⑲

|
④
身
に
付
か
な
か
っ
た
’

１
￣
6
%
）

番
号

意
見
・
要
望

１
大
変
､
効
果
の
高
い
事
業
で
し
た
｡
来
年
以
降
､
鍵
鏡
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
□

２

共
同
研
究
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
､
回
答
は
控
え
ま
し
た
｡
生
徒
の
進
路
や
興
味
･
関

心
度
に
よ
っ
て
.
技
術
的
な
知
職
'
二
お
い
て
.
多
少
差
が
で
て
き
ま
し
た
が
.
墜
菜
観
や

勤
労
観
は
I
正
と
ん
ど
の
生
徒
は
､
受
購
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
｡
(
生

徒
自
身
は
､
そ
の
変
化
に
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
)
専
門
高
校
(
特

に
エ
巣
系
)
は
､
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
､
企
粟
(
企
典
技
術
者
)
と
蓮
捜
し
た
教
育
が
不

可
欠
で
あ
り
､
教
育
過
程
'
二
L
つ
か
り
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３
生
徒
が
自
主
的
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
I
ﾅ
た
ら
ペ
ス
ト
で
す
が
､
志
渥
ま
だ
教
員
が
動

い
て
道
筋
を
た
て
な
い
と
で
き
な
い
の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。

４
お
疲
れ
様
で
し
た
。

項
目

人
数

比
率

①
著
し
く
向
上
し
た

１
-
6
9
1
）

②
向
上
し
た

1
１
￣
7
3
%
）

③
凌
化
な
し

３
￣
2
鰯
）

④
下
が
っ
た

０
(0

%）

④
下
が
っ
た

０
(0

%）

項
目

人数

比
率

①
薯
し
<
向

上
し
た

２
-
1
3
%
）

②
向
上
し
た

1
２



ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

ﾘ
ﾉ
４
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

辺
４
ペ
ー
ジ

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

学
校
名

４
企
菜
肪
問
を
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
｡
(
複
数
回
答
）

１
企
纂
等
実
習
に
参
加
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
1
ﾆ
お
考
え
で
し
た
か
。

③⑭

２
企
菓
等
実
習
に
参
加
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
不
安
が
あ
り
ま
し
た
か
｡
(
複
数
回
答
）

５
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(
臓
菜
体
験
)
か
ら
－
歩
進
ん
だ
､
技
術
志
向
の
企
案
等
翼
習
を
実
施
す
る
こ
と
を
ど
う
思

い
ま
す
か
。

６
企
案
等
実
習
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
(
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
蕊
見
学
を
踏
ま
え
て
進

路
決
定
前
に
実
施
）

３
今
回
.
企
菓
等
実
習
に
保
趙
者
の
肪
問
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

h
t
t
p
W
k
e
n
s
y
u
k
a
i
・
e
d
j
p
/
h
i
u
s
e
/
c
r
a
鱈
m
a
n
2
I
/
h
o
g
p
5
y
a
/
c
｢
a
I
t
s
m
a
n
2
1
-
w
e
b
-
a
n
k
-
h
o
g
o
&
-
2
0
1
0
/
０
３
/
1
６

h
t
I
p
ゾ
ノ
k
e
n
s
y
u
k
a
i
.
⑥
d
j
p
/
h
i
u
s
e
/
c
r
a
f
t
E
m
a
n
2
1
/
h
o
g
o
s
y
a
/
c
m
f
t
s
m
a
n
2
1
-
w
e
b
-
a
n
k
-
h
o
R
o
g
-
2
0
1
,
/
0
3
/
1
６

Ｍ
■
Ｕ
ｐ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

項
目

人
散

比
率

１
大
喪
よ
か
っ
た

２
￣
2
鴎
）

２
よ
か
っ
た

３
￣
3
7
%
）

３
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

１
■
］
2
鋤

４
あ
ま
り
懲
味
は
な
い

２
－
￣
2
5
%
）

項
目

人
敗

比
率

並
崎
エ
案
高
校

3
９
￣
5
6
%
）

甲
府
エ
栗
高
校

2
０
－
２
８
%
）

谷
村
エ
集
高
校

1
０

■
■
■
■
■
■
(
1
4
9
6
）

項
目

人数

比
率

１
真
剣
'
二
取
り
組
ん

で
い
る
子
供
の
様
子

が
見
ら
れ
た
。

２
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
〔
ﾜ
n
%
）

２
普
段
見
ら
れ
な
い

エ
塙
内
の
樵
子
を
具

ら
れ
た
゜

２
￣
…
冊
）

３
ど
の
よ
う
な
作
薬

が
お
こ
な
わ
れ
､
ど
の

よ
う
に
製
品
を
作
っ
て

い
る
の
か
が
よ
く
わ
か

つ
た
゜

２
￣
2
8
鋤

４
企
案
の
方
と
直
接

鱈
が
で
き
た
。

２
￣
2
8
%
）

５
そ
の
他

５
￣
7
1
%
）

項
目

人散

比
率

１
生
徒
の
進
路
実
現
の

た
め
に
は
重
要
な
取
組

み
だ
と
考
え
て
参
加
さ
せ

た

4
７

２
特
に
強
い
気
持
ち
は

な
い
が
.
学
校
か
ら
勧
め

ら
れ
た
か
ら
参
加
さ
せ
た

1
８
-
-
2
㈱
）

３
生
徒
が
希
望
し
た
の

で
参
加
さ
せ
た

３
ロ
4
%
）

４
輪
に
は
な
い

Ｉ
U(
IC
O）

５
そ
の
他

0
(
鴎
）

項
目

人
数

比
率

１
大
い
i
二
意
穣
が
あ
る

３
１
￣
4
,
6
）

２
怠
穣
が
あ
る

３
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
：
６
６
%
）

３
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４
￣
6
鋤

４
あ
ま
り
意
穣
は
な
い

、
(0

冊）

項
目

人数

比
率

１
実
習
内
容
を
し
っ
か
り
と
こ
な
せ
る
か

3
Ｄ
■
■
二
4
3
出
）

２
仕
事
や
作
菓
が
き
ち
ん
と
で
き
る
か

2
６
■
■
■
K
3
7
9
b
）

３
挨
拶
や
礼
儀
な
ど
き
ち
ん
と
で
き
る
か

2
８
￣
4
鰯
）

４
企
某
の
方
'
二
何
か
迷
纏
を
か
け
る
こ
と

が
な
い
か

3
３

－
－
ご
~
7
%
）

５
こ
の
実
習
で
子
供
が
ど
の
よ
う
鞍
ﾛ
平
価

を
受
け
る
か

2
２
■
－
－
Ｎ
■
3
1
%
）

６
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た

４
￣
5
%
）

７
全
く
感
じ
な
か
っ
た

５
■
、
7
%
）

項
目

人
数

比
率

１
適
当
で
あ
る

２
１
￣
￣
6
0
%
）

'２
時
期
が
早
い

２
￣
5
%
）



ア
ン
ケ
ー
ト
旗
針
箱
染

ｺ
ﾉ
４
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

4
/
４
ペ
ー
ジ

Ｄ
ｎ
ｉ
Ｈ

几
■

４
わ
か
ら
な
い

５
そ
の
他

う
こ
の
企
集
等
実
習
が
､
生
徒
の
進
路
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

Ｂ
企
藁
等
実
習
の
期
間
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
(
進
路
決
定
前
の
４
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
の
約
1
0
回
）

句⑤

ｇ
授
纂
の
中
に
位
置
づ
け
て
.
こ
の
よ
う
に
毎
週
企
菓
等
実
習
を
実
寵
す
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
力
､
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
H
f
に
も
ど
る

１
０
そ
の
ほ
か
.
ご
恵
見
等
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
ｿ
ﾞ
ﾉ
k
e
n
s
W
k
a
i
・
c
d
j
p
/
h
i
u
5
配
色
T
m
鰭
m
a
n
2
I
/
h
o
g
o
B
y
a
/
c
m
R
s
m
n
n
2
1
-
w
c
b
-
a
n
k
-
h
o
g
o
s
-
2
0
1
0
/
0
3
/
1
６

h
t
t
p
ｿ
ﾞ
ﾉ
k
C
n
S
W
k
a
i
.
⑥
d
J
p
/
h
i
u
巴
⑥
/
函
､
軍
何
凹
m
2
0
/
h
o
g
o
s
y
a
/
關
f
t
s
n
画
n
2
h
v
e
b
-
a
n
k
-
h
D
g
c
s
-
2
0
1
0
/
０
３
/
1
６

３
時
期
が
遅
い

6
1
1
-
-
1
7
%
）

||
,’

様
た
ち
か
ら
.
給
料
を
頂
く
.
会
社
の
決
ま
り
を
守
る
な
ど
､
大
人
と
し
て
の
当
た
り
前
を

学
ん
で
帰
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
｡
そ
し
て
.
あ
ら
ゆ
る
資
格
取
得
簿
に
も
興
味
が
湧
い

た
よ
う
'
二
恩
い
ま
す
。

'
’
１
･
社
会
人
と
し
て
の
厳
し
さ
を
企
菜
実
習
に
お
い
て
.
そ
こ
で
働
く
職
場
の
先
輩
方
の
皆

項
目

人
数

比
率

１
大
い
に
貫
献
し
て
い
る

4
０
￣
￣
5
7
%
）

２
や
や
貢
献
し
て
い
る

2
３
￣
-
3
3
%
）

a
あ
ま
り
貫
献
し
て
い
な
い

２
瓜
2
9
1
）

４
わ
か
ら
な
い

４
■
■
(
5
%
）

項
目

人
数

比
串

１
適
当
で
あ
る

3
４
￣
￣
5
4
%
）

２
短
い

1
４
￣
型
H
）

３
良
す
ぎ
る

２
■
3
粉

４
わ
か
ら
な
い

1
１
￣
1
7
ｌ
ｂ
）

５
そ
の
他

１
Ｈ
１
鋤

項
目

人
数

比
率

１
大
蜜
よ
い
取
組
み
で
あ
る

3
４
￣
5
4
%
）

２
よ
い
取
組
み
で
あ
る

2
３
￣
3
7
%
）

３
あ
ま
り
秤
価
で
き
な
い

１
Ⅸ
1
%
）

４
脾
伍
で
き
な
い

0
(
鰯
）

５
わ
か
ら
な
い

４
￣
6
%
）

６
そ
の
他

0
(0
%）

４
わ
か
ら
な
い

６
■
■
■
■
■
■
■
(
1
7
%
）

５
そ
の
他

、
(O
9i
）

３
･
仕
事
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
少
し
理
解
で
き
た
と
思
う
。

４

･
４
日
間
の
短
い
実
習
で
し
た
力
《
､
仕
事
に
つ
い
て
や
っ
て
い
I
ﾅ
る
自
悟
が
つ
い
た
よ
う

で
す
｡
親
と
し
て
も
心
配
で
す
が
.
本
人
に
自
身
が
つ
い
た
こ
と
で
少
し
は
安
心
が
で
き

そ
う
で
す
｡
と
て
も
良
い
経
験
鱈
っ
た
よ
う
で
す
。

５
･
仕
事
と
い
う
も
の
を
実
感
で
き
た
こ
と
が
､
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
､
現
場

の
人
の
お
鯖
を
き
い
て
.
現
実
が
よ
く
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。

６

･
部
活
が
あ
る
の
で
ま
だ
バ
イ
ト
も
し
た
こ
と
の
な
い
息
子
が
､
実
習
で
周
り
に
迷
惑
を
か

け
な
い
で
仕
事
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
.
会
社
に
は
大
人
が
多
く
､
回
範
も
違
う
人

連
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
働
く
と
言
う
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
う
で
す
｡
そ
れ

が
今
の
友
達
関
係
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

７
･
冨
葉
追
い
が
よ
く
な
り
､
気
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

８
資
格
を
取
得
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。

９
子
供
が
.
仕
率
の
厳
し
さ
を
し
っ
た
よ
う
で
す
。

I
Ｄ
実
習
内
容
が
.
子
供
の
進
路
決
定
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

1
１
技
能
検
定
賦
験
に
合
格
し
そ
う
で
す
。

就
職
先
の
仕
事
に
役
立
つ
と
の
こ
と
で
す
。

1
２
進
路
は
第
２
希
望
と
な
っ
た
が
､
そ
の
会
社
で
も
こ
の
実
習
で
勉
強
し
た
こ
と
が
役
に
た

つ
と
.
子
供
が
言
っ
て
い
ま
す
。

番
号

窓
見
・
要
望

１
･
仕
事
'
二
対
し
て
の
遼
臘
が
変
わ
り
ま
し
た
。



企
案
実
習
の
時
期
､
日
敷
に
つ
い
て
.
適
当
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。

（
イ
）
実
習
を
受
け
入
れ
や
す
い
時
期

①
４
月
～
6
月
②
７
月
～
８
月
(
夏
休
み
）
③
９
月
～
１
２
月
④
１
月
～
３
月
⑤
い
つ
で
も

⑥
そ
の
他
（
）

回
答
が
あ
っ
た
2
1
社
の
う
ち
.
実
習
を
受
け
入
れ
る
時
期
と
し
て
は
.
い
つ
で
も
と
回
答
し
た
企
業
が
7
社
、

7
-
8
月
7
社
.
９
－
１
２
月
７
杜
と
な
っ
て
い
る
。

い
つ
で
も
と
回
答
し
た
企
案
は
､
鯖
に
実
習
を
受
け
入
れ
た
い
と
の
前
向
き
な
姿
勢
が
あ
る
-
方
で
､
時
期

が
近
く
な
ら
な
い
と
事
前
に
計
画
の
特
定
が
で
き
な
い
事
情
の
企
某
も
伺
え
る
。

ｒ
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
文
部
科
学
雀
ル

エ
巣
高
校
等
実
践
教
育
導
入
事
業
(
経
済
産
業
省
)
」
闘
査
報
告

『
エ
案
高
校
等
実
観
教
育
導
入
事
栞
｣
に
､
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
案
の
方
に
､
本
事
菜
に
つ
い
て
の
ご
窓

見
や
事
纂
の
実
態
を
鯛
査
し
た
。

鯛
査
結
果
は
､
企
藁
と
教
育
機
関
が
地
域
で
密
着
し
て
人
材
育
成
を
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
検
対
す
る

資
料
と
し
て
役
立
た
せ
て
い
き
た
い
。

概
要
は
､
以
下
の
通
り
。

U
N
I
査
日
：
平
成
2
2
年
２
月
１
０
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

畑
査
対
象
：
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
鰯
力
企
案
4
2
社

回
答
社
敗
：
有
効
回
答
企
纂
數
2
0
社
(
回
答
率
４
８
髄
）

（
ロ
）
企
乗
実
習
に
適
当
な
日
数

①
３
日
間
②
５
日
間
(
1
週
､
､
）
③
１
０
日
間
(
2
週
間
）
④
２
０
日
間
(
4
週
間
）

⑤
１
０
日
間
(
週
１
回
の
実
習
を
1
0
週
）
⑥
２
０
日
間
(
週
１
回
の
実
習
を
2
0
週
）

⑦
そ
の
他
（
）

回
答
が
あ
っ
た
2
4
杜
の
う
ち
.
３
Ｂ
Ｈ
Ｉ
が
Ｂ
社
､
５
日
間
が
Ｂ
社
で
併
せ
て
１
６
社
と
な
り
全
体
の
６
０
蝿
以

上
と
な
っ
て
い
る
。

企
案
側
で
考
え
る
企
纂
実
習
に
適
当
な
日
数
は
､
３
日
～
５
日
と
な
っ
て
い
る
。

御
社
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
ヘ
ー
ー
ー
ー
ニ
ー
ー
ミ
’

(
1
)
菜
種
：
建
殴
菜
か
ら
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
ま
で
２
０
菜
種
に
分
類

回
答
が
あ
っ
た
､
２
０
社
の
纂
租
を
見
る
と
.
金
属
製
品
５
杜
､
精
密
４
社
.
電
機
3
社
.
槌
披
4
社
､
非
鉄
･
デ
バ
イ
ス
・

輸
送
が
各
1
社
で
機
械
金
属
系
が
１
９
杜
で
9
5
％
を
占
め
て
い
る
。

(
G
)
実
習
等
の
事
前
事
後
で
生
徒
は
実
践
力
あ
る
高
度
な
技
衙
･
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

①
＋
分
身
に
付
い
た
②
身
に
付
い
た
③
あ
る
程
度
身
に
付
い
た
④
身
に
付
か
な
か
っ
た

回
答
が
あ
っ
た
１
９
杜
の
う
ち
､
＋
分
身
に
付
い
た
.
あ
る
程
度
身
に
付
い
た
が
.
併
せ
て
5
7
蝿
で
過
半
数

を
超
え
た
｡
－
方
で
､
身
に
付
か
な
い
が
4
2
％
と
拮
抗
し
た
数
位
と
な
っ
た
。

質
問
に
あ
る
実
践
力
や
高
度
な
技
栴
･
技
能
の
水
準
の
と
ら
え
方
に
明
確
な
基
準
は
な
い
が
.
現
役
社
員
と

比
較
し
た
実
務
上
の
技
術
水
準
と
比
較
し
て
､
期
待
値
が
茜
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
2
)
資
本
金
：
①
1
千
万
円
以
下
②
～
5
千
万
円
以
下
③
～
1
億
円
以
下
④
～
3
徳
円
以
下
⑤
０
億
円
超

回
答
が
あ
っ
た
､
２
０
杜
の
資
本
金
区
分
を
見
る
と
､
８
５
船
が
資
本
金
3
億
円
以
下
の
中
小
企
案
の
範
囲
で
あ
り
、

協
力
企
乗
の
多
く
が
中
小
企
乗
で
あ
る
。

③『

(
7
)
実
習
等
の
事
前
事
後
で
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
慥
飼
性
に
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
か
。

①
著
し
く
向
上
し
た
②
向
上
し
た
③
変
化
な
し
④
下
が
っ
た

回
答
が
あ
っ
た
１
８
社
の
う
ち
､
向
上
し
た
が
７
８
蝿
で
.
麗
化
な
し
の
１
７
船
を
大
き
く
上
回
り
顕
著
な
差
が
見

ら
れ
た
。

(
3
)
従
象
員
数
:
①
O
～
2
0
人
以
下
②
～
5
0
人
以
下
③
～
0
0
0
人
以
下
④
～
3
0
0
人
以
下
⑤
3
0
1
人
以
上

回
答
が
あ
っ
た
.
２
０
社
の
従
案
且
区
分
を
見
る
と
､
ｇ
ｏ
蝿
が
3
0
0
人
以
下
の
中
小
企
業
で
．
そ
の
う
ち
1
0
0
人
以

下
の
企
纂
が
6
5
9
6
を
占
め
て
い
る
。

(
8
)
実
習
等
を
通
じ
て
.
生
徒
の
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
･
作
法
(
挨
拶
､
言
葉
遣
い
.
感
聞
.
モ
ラ
ル
.
ル
ー
ル

の
遵
守
等
)
に
向
上
は
見
ら
れ
ま
し
た
か
。

①
著
し
く
向
上
し
た
②
向
上
し
た
③
変
化
な
し
④
下
が
っ
た

回
答
が
あ
っ
た
1
9
杜
の
う
ち
.
向
上
し
た
.
著
し
く
向
上
し
た
が
遥
も
多
く
７
３
船
､
変
化
濡
し
が
2
6
9
6
､
下
が

っ
た
が
O
艶
と
な
っ
て
い
る
｡
昨
年
の
回
答
で
変
化
な
し
.
下
が
っ
た
７
５
％
に
封
し
､
向
上
し
た
､
著
し
く
向
上
し

た
が
7
3
粥
で
逆
転
し
て
お
り
､
生
徒
の
モ
ラ
ル
が
向
上
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
結
果
、
本
事
纂
の
回
答
企
藁
は
､
機
披
金
属
系
が
多
く
.
ま
た
資
本
金
･
従
業
員
の
何
れ
か
ら
見
て
も
.
中
小

企
業
の
範
囲
に
属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
事
菜
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
…
…
…
－
－
＜
＝
蕊
騨
４

(
4
)
本
率
菓
で
=
極
力
し
て
い
た
だ
い
た
印
粟
は
何
で
す
か
｡
(
複
数
回
答
可
）

①
生
徒
の
長
期
企
粟
実
習
(
１
０
日
以
上
）
②
生
徒
へ
の
企
案
実
習
(
１
日
～
１
０
日
未
満
）

③
企
纂
見
学
④
学
校
へ
の
餌
師
派
遣
･
出
前
授
藁
⑤
教
員
へ
の
企
業
実
習
･
技
術
指
導

⑥
そ
の
他
（
）

回
答
が
あ
っ
た
2
4
杜
の
う
ち
､
企
案
実
習
l
土
1
フ
社
で
.
企
黛
見
学
は
3
社
で
受
け
入
れ
て
い
た
捲
い
た
｡
－

方
.
頗
師
派
遭
に
つ
い
て
は
2
社
.
長
期
実
習
は
1
社
と
少
な
く
､
受
け
入
れ
先
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
中
小
企
業

で
は
.
鱗
節
と
し
て
､
I
鱗
を
担
当
す
る
こ
と
や
､
長
期
実
習
で
時
間
を
多
く
振
り
向
け
る
こ
と
は
対
応
が
難
し
い
と

甘
え
る
。

知
ｒ
Ｔ
－
Ｊ

(
9
)
本
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
御
社
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
し
た
か
｡
験
当
す
る
項
目
に
。
を
付

け
て
<
鱈
さ
い
｡
(
複
数
回
答
可
）

①
優
秀
な
人
材
の
採
用
･
確
保
に
繋
が
っ
た
②
社
貝
の
教
育
に
役
立
っ
た
③
杜
貝
の
士
気
の
向

上
な
ど
職
場
が
活
性
化
し
た
④
自
社
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
繋
が
っ
た
⑤
生
徒
の
自
由
な
発
想
に
よ

り
商
品
開
発
が
実
現
し
た
⑥
自
社
の
襲
務
の
再
確
腿
に
繋
が
っ
た
⑦
エ
業
高
校
と
の
間
で
関
係
が

築
け
た
③
エ
巣
商
校
生
を
採
用
す
る
参
考
と
な
っ
た
⑧
そ
の
他

(
５
）
崖
の
長
期
企
栗
実
習
や
生
の
企
に
ご

軽
D
J
力
1
－



が
目
的
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡
し
か
し
､
２
～
３
日
間
の
実
習
で
は
技
術
習
得
は
あ
り
得
な
い
。

･
実
習
前
に
､
エ
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
し
て
ほ
し
い
。

①
学
校
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
が
逓
要

幸
い
な
こ
と
に
受
入
を
行
っ
た
学
校
と
の
連
絡
は
密
に
取
れ
て
い
た
｡
事
前
の
連
絡
､
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
つ

い
て
は
.
学
校
側
と
協
駈
を
行
い
な
が
ら
決
定
し
て
い
た
の
で
､
企
菜
か
ら
の
一
方
通
行
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
と

考
え
て
い
る
。

学
年
単
位
で
.
2
0
0
名
粗
の
生
徒
が
い
る
学
校
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
.
全
て
の
生
徒
を
今
牢
案
｡
D
よ
う
に

受
入
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
.
終
了
後
も
他
の
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
､
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
､
相
互
に
進

捗
状
況
が
確
鹿
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡
ま
た
.
事
纂
に
受
け
入
れ
た
生
徒
の
感
想
や
事
案
報
告

は
､
実
施
す
る
度
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
｡
受
入
企
粟
と
し
て
は
.
そ
の
後
に
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ

た
力
､
､
将
来
の
選
択
肢
の
遭
視
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
気
に
な
る
も
の
で
あ
る
｡
報
告
が
あ
れ
ば
､
企
業

間
で
の
事
案
に
対
す
る
主
旨
や
考
え
方
の
違
い
も
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

実
例
で
す
が
､
事
前
に
先
生
が
実
習
に
来
る
生
徒
を
挨
拶
に
伺
わ
せ
､
企
菜
の
考
え
方
､
社
会
人
と
は
何
か
、

と
い
う
話
を
し
た
上
で
実
習
に
取
り
掛
か
っ
て
も
ら
っ
た
｡
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
､
短
時
Ｉ
Ｈ
Ｉ
で
も
意
欲
や
技
能
向
上
の

橋
渡
し
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

電
括
で
の
連
絡
方
途
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
､
⑥
メ
ー
ル
を
活
用
す
る
の
が
よ
い
｡
暇
賭
で
は
､
思
い
描
い
て

い
る
こ
と
に
相
違
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
が
.
文
書
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
確
実
に
残
り
､
互
い

の
打
ち
合
わ
せ
時
の
サ
ン
プ
ル
に
も
な
る
。

②
生
徒
が
､
一
触
的
な
礼
儀
･
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

学
校
と
は
異
な
り
周
囲
を
取
り
巻
く
人
た
ち
は
、
１
９
～
6
5
虚
と
租
広
L
､
年
齢
層
で
.
当
然
な
が
ら
世
代
毎
に
考

え
方
に
追
い
が
あ
る
た
め
.
一
般
N
i
樋
は
事
前
に
身
に
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
｡
学
校
で
の
事
前
学
習
は
済

ん
で
い
る
た
め
.
細
か
い
部
分
で
注
窓
す
る
点
も
あ
る
が
.
生
徒
に
何
故
駄
目
な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
い
.
実

習
終
了
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

性
格
的
な
部
分
の
改
善
策
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
が
.
大
人
蚊
で
の
実
習
受
入
で
は
周
囲
に
惑
わ
さ
れ
、

中
途
半
端
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
｡
多
く
て
も
3
名
､
少
な
く
て
も
2
名
の
受
け
入
れ
態
勢
に
し
た
方
が
良
い
。

互
い
に
産
嘩
し
あ
い
良
い
結
果
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

回
答
が
あ
っ
た
4
0
社
の
う
ち
.
エ
案
高
校
と
の
関
係
構
築
を
上
げ
る
も
の
が
最
も
多
く
.
次
い
で
.
社
内
の

活
性
化
.
エ
案
高
校
生
を
採
用
す
る
参
考
に
な
っ
た
と
続
い
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
回
答
は
.
社
貝
の
士
気
向
上
や
職
墹
の
活
性
化
を
上
げ
た
企
業
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
鱈
。

高
校
性
が
社
内
に
入
っ
て
実
習
す
る
効
果
は
.
周
り
で
働
く
社
員
を
刺
激
し
て
良
い
効
果
を
社
内
に
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
が
企
巣
側
の
利
点
(
メ
リ
ッ
ト
)
と
し
て
多
く
回
答
さ
れ
た
こ
と
は
､
注
目
で
き
る
。

(
１
０
)
本
駆
案
へ
の
参
加
に
よ
り
ご
負
担
に
感
じ
た
点
は
あ
り
ま
し
た
か
｡
酸
当
す
る
項
目
に
Ｏ
を
付
け
て
く
だ
さ

い
(
祖
散
回
答
可
）

①
実
習
指
導
者
の
確
保
②
実
習
材
料
の
確
保
､
提
供
③
設
備
･
装
置
の
使
用
④
実
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
⑤
実
習
の
実
施
に
関
す
る
打
合
せ
⑥
そ
の
他

回
答
が
あ
っ
た
2
4
社
の
う
ち
､
量
も
多
い
の
が
指
導
者
の
確
保
.
次
い
で
実
習
材
料
の
確
保
､
提
供
と
な

っ
て
い
る
｡
指
導
す
る
人
材
の
確
保
や
材
料
の
確
保
提
供
は
.
と
も
に
受
注
量
と
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題

で
あ
り
.
企
纂
側
の
対
応
に
任
せ
る
こ
と
と
な
る
｡
一
方
､
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
威
に
関
し
て
は
､
実
胞
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
参
考
資
料
を
提
供
す
る
等
.
本
事
案
に
参
加
す
る
企
菜
側
の
負
担
を
軽
議
で
き
る
方
向
で
､
進
め
て
行

く
＄
が
、
要
で
あ
ろ
う
。

(
１
１
)
今
後
も
企
薬
実
習
等
を
纏
纏
･
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
.
ど
の
よ
う
な
改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

肢
当
す
る
項
目
に
Ｏ
を
付
け
て
<
鱈
さ
い
(
複
数
回
答
可
）

①
学
校
と
の
連
絡
方
法
を
密
接
に
行
う
こ
と
が
必
要

②
実
習
経
費
の
負
担
方
法
の
改
善
が
必
要

③
学
校
設
備
の
整
備
･
修
繕
等
の
＋
分
な
管
理
が
必
要

④
生
徒
が
一
般
的
な
礼
儀
･
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

⑤
実
習
前
に
生
徒
が
基
礎
的
な
技
能
の
習
得
を
行
う
こ
と
が
必
要

⑥
そ
の
他

句的

回
答
が
あ
っ
た
２
７
社
の
う
ち
､
学
校
と
の
連
絡
方
法
.
生
徒
の
基
礎
的
技
能
の
習
得
.
生
徒
の
礼
儀
作
法
、

が
大
き
な
数
を
示
し
て
い
る
｡
企
栗
と
学
校
と
の
関
係
で
発
生
し
て
い
る
｢
連
絡
｣
に
関
す
る
問
題
は
､
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
有
り
方
を
エ
夫
す
る
事
で
.
改
善
が
因
れ
る
問
皿
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
｡
ま
た
､
生
徒
に

閲
す
る
問
題
は
.
学
校
側
に
伯
報
と
し
て
提
供
し
て
行
き
た
い
。

(
１
３
)
実
習
等
'
二
必
要
な
経
費
の
ご
負
担
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

①
学
校
ま
た
は
行
政
が
全
部
負
担
な
ら
鰹
力
す
る
②
一
部
自
社
負
担
な
ら
協
力
す
る

③
全
て
自
社
負
担
で
も
協
力
す
る
④
そ
の
他
（
）

回
答
が
あ
っ
た
1
9
社
の
う
ち
.
－
部
ま
た
は
全
部
の
経
費
を
自
社
負
担
し
て
も
協
力
す
る
と
回
答
し
た
企
業

が
7
4
船
を
占
め
て
お
り
､
参
加
企
象
の
積
極
的
な
協
力
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。

(
１
２
)
(
１
１
)
で
。
を
付
け
た
項
目
に
つ
い
て
､
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
改
善
策
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
教
示
<
鱈

さ
い
。

･
毎
年
､
学
卒
者
を
定
期
採
用
し
て
い
る
が
.
挨
拶
の
で
き
な
い
生
徒
が
多
く
.
礼
儀
か
ら
教
え
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

･
修
学
中
に
､
当
た
り
前
に
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
し
て
い
た
鱈
き
た
い
。

･
機
械
実
習
は
､
エ
案
技
術
セ
ン
タ
ー
の
機
械
等
を
利
用
す
る
こ
と
。

･
学
校
に
予
算
が
な
け
れ
ば
､
県
の
施
設
を
多
く
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

･
基
礎
知
繊
を
授
纂
で
敬
え
る
こ
と
。

･
技
術
を
磨
く
の
か
､
社
会
人
と
し
て
の
心
得
を
学
ぶ
の
か
､
企
業
実
習
の
重
点
を
ど
こ
に
置
く
の
か
目
的
を
定
め

て
い
た
鐺
き
た
い
。

･
ど
の
よ
う
な
生
徒
が
研
修
に
来
る
の
か
､
何
を
目
指
し
て
実
習
に
来
る
の
か
､
学
校
及
び
生
徒
側
か
ら
目
標
と

(
１
４
)
本
率
菓
終
了
後
も
生
徒
の
企
菜
実
習
等
の
受
入
に
ご
泌
力
い
た
鱈
け
ま
す
か
。

①
樋
力
し
た
い
②
日
程
が
合
え
ば
協
力
し
た
い
③
協
力
で
き
な
い

回
答
が
あ
っ
た
１
９
社
の
う
ち
､
鰹
力
し
た
い
.
日
租
が
合
え
ば
樋
力
し
た
い
が
１
０
０
９
６
と
な
っ
て
い
る
。

本
事
菜
に
参
加
し
て
い
る
企
菓
は
.
積
極
的
な
協
力
姿
勢
が
伺
え
.
特
に
全
て
の
参
加
企
菜
が
鰹
力
姿
勢
を

表
明
し
た
こ
と
は
､
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
一
定
の
評
価
を
さ
れ
た
ど
も
⑩
と
考
え
ら
れ
る
。

(
１
５
)
そ
の
ほ
か
.
ご
愈
見
等
が
あ
れ
ば
教
え
て
<
鱈
さ
い

･
先
生
方
の
意
気
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

､
大
局
に
立
ち
､
長
期
の
毒
え
が
本
当
に
不
安
で
す
｡
（
１
０
年
-
2
0
年
）

･
他
県
に
エ
専
が
あ
っ
て
山
梨
に
な
い
と
い
う
こ
と
。



･
歴
史
を
腿
胆
し
て
道
を
膜
ら
な
い
方
向
に
し
て
い
く
こ
と
が
､
今
の
産
･
学
で
す
。

･
実
習
を
受
け
た
生
徒
の
懸
想
が
､
企
案
ま
で
届
い
て
い
な
い
｡
(
良
か
っ
た
の
か
､
悪
か
っ
た
の
か
｡
ま
た
､
こ
の

よ
う
な
経
験
を
し
た
か
っ
た
な
ど
）

･
企
業
実
習
に
適
当
な
日
数
の
質
問
が
あ
っ
た
が
､
ど
の
レ
ペ
ル
ま
で
の
成
熟
度
を
求
め
る
の
か
に
よ
っ
て
日
数

が
決
ま
っ
て
く
る
と
思
う
｡
今
回
の
実
習
は
､
１
日
約
3
時
間
で
あ
っ
た
た
め
.
熱
処
理
を
経
験
し
た
だ
け
の
状
況

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

･
今
後
も
全
社
を
あ
げ
て
､
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

･
仕
事
の
内
容
を
.
よ
り
辞
し
<
知
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
.
生
徒
の
や
り
た
い
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

･
今
回
の
事
纂
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、
非
常
に
患
期
し
て
い
ま
す
｡
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
受
入
と
は

主
旨
が
異
な
り
､
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
実
社
会
で
の
技
能
や
技
術
の
伝
承
､
も
の
づ
く
り
に
対
す
る

興
味
や
意
職
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
､
企
繋
と
し
て
は
生
徒
達
が
効
率
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
理
域

と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
が
遍
も
苦
匝
し
た
部
分
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

牢
案
に
参
加
し
た
生
徒
連
は
､
実
習
初
日
と
最
終
日
で
は
顔
つ
き
､
言
動
.
進
路
の
選
択
と
様
々
な
面
で
心
持

ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

企
案
と
し
て
は
.
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
り
若
年
層
へ
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
り
､
今
後
地
域
や
社
会
を
背
負

う
若
者
連
の
教
育
の
構
築
の
－
，
日
と
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

３
年
間
に
及
ん
だ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
も
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
.
エ
藁
高
校
か
ら
就
職
を
目
指
す
生
徒
運
に
と
っ

て
今
回
の
事
乗
へ
参
加
し
た
こ
と
は
.
必
ず
将
来
へ
の
大
き
な
要
纂
に
な
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
.
こ
の
よ
う
な
事
纂
の
暗
に
は
慥
力
さ
せ
て
頂
き
.
受
入
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤垣
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Ｑ
、
１
企
業
実
習
っ
て
な
ん
で
す
か
？

山
票
鰯
ｹ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ﾝ
2
1
推
批
暑
回
舎
轌

2
0
1
0
年
３
月
０
２
日
厳

学
校
で
の
学
習
内
容
や
進
路
希
望
な
ど
に
合
わ
せ
て
.
企
顔
や
事
薬
所
な
ど
で
.
そ
こ
で
働
く
人
々
と

一
緒
に
.
実
際
の
作
集
(
仕
事
)
を
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

は
じ
め
に

２
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
違
い
は
な
ん
で
す
か
？

こ
の
囲
子
は
.
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
.
･
企
案
実
習
と
は
.
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
.
と
い

っ
た
素
朴
な
疑
問
か
ら
.
具
体
的
な
企
粟
実
習
の
内
容
ま
で
.
初
め
て
の
企
粟
実
習
を
前
に
.
不
安
に
思

う
事
柄
に
き
っ
と
応
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
｡
そ
れ
と
い
う
の
も
.
多
く
の
先
輩
た
ち
が
.
こ
れ
ま
で
に
企
戎

実
習
を
経
験
し
て
.
そ
こ
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
､
不
安
に
感
じ
た
こ
と
を
も
と
に
.
心
構
え
.
社
会
人
と
し

て
最
低
限
の
必
要
マ
ナ
ー
な
ど
.
後
践
の
皆
さ
ん
に
是
非
伝
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
要
点

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
て
.
企
業
実
習
に
参
加
し
て
､
実
際
の
駆
菓
現
堪
に
触
れ
る
こ
と
で
.
皆
さ
ん
が
.
こ
れ
ま
で
抱
い
て
い

た
仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
.
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
.
｢
つ
ら
い
｣
｢
し
ん
ど
い
｣
鱈
け
が
.
や
は

り
残
る
の
で
し
ょ
う
か
｡
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
先
輩
た
ち
の
感
超
は
､
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。 企
案
実
習
で
は
､
企
乗
が
も
の
づ
く
り
現
培
の
経
営
実
憩
と
そ
の
技
術
と
を
H
N
示
し
､
生
徒
に
(
一
郎
散

節
に
も
)
実
製
品
が
流
れ
る
も
の
づ
く
り
の
企
纂
現
俎
を
見
せ
.
そ
の
中
で
－
部
の
裏
作
集
を
経
験
さ
せ
て
、

社
会
経
醸
.
就
業
体
験
を
積
ま
せ
る
と
同
時
に
.
学
校
で
は
扱
い
縄
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
も
の
づ
く
り

の
プ
ロ
セ
ス
と
先
端
技
術
や
高
度
股
働
に
触
れ
る
技
術
的
な
実
践
を
積
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
､
学
校
知
Ｍ
１

の
応
用
と
と
も
に
高
度
技
術
の
現
喝
廟
境
で
の
技
術
者
と
し
て
の
駆
乗
奴
を
醜
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。 ま
た
.
企
案
実
習
を
し
た
生
徒
か
ら
.
学
校
や
友
人
､
保
頤
者
な
ど
の
凹
係
者
に
そ
の
企
案
の
存
在
と

企
案
活
動
の
内
容
を
発
憤
す
る
こ
と
に
な
り
､
近
隣
や
地
域
へ
の
企
案
Ｐ
Ｒ
を
行
い
つ
つ
地
域
の
-
回
と

し
て
の
立
塩
を
広
め
地
域
産
栞
活
性
化
の
た
め
'
二
大
切
な
こ
と
で
す
．

皆
さ
ん
も
.
企
案
実
習
を
通
し
て
.
上
妃
の
よ
う
な
成
果
と
あ
わ
せ
.
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る

｢
パ
ワ
ー
｣
｢
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
(
活
力
)
｣
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
鞘
神
｣
を
も
培
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
．

お
わ
り
に
､
企
案
実
習
を
す
る
前
に
は
､
必
ず
こ
の
冊
子
に
目
を
通
し
.
少
な
く
と
も
､
こ
こ
に
配
砿
さ
れ
て

い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
.
十
分
理
解
し
､
心
得
た
上
で
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
.
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
.
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
結
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ア
ル
バ
イ
ト
は
ア
ル
バ
イ
ト
料
と
い
う
.
労
u
b
に
た
い
し
て
の
見
返
り
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
が
.
企

粟
実
習
は
基
本
的
に
.
学
校
⑨
学
習
活
動
で
あ
っ
て
将
来
の
庫
案
選
択
に
向
I
ﾅ
て
の
仕
事
の
理
解
、

自
分
の
通
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
開
発
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

３
何
の
た
め
に
企
業
実
習
を
す
る
の
で
す
か
？

学
校
の
学
習
だ
I
ﾅ
で
は
十
分
会
得
で
き
な
い
事
柄
や
、
日
常
生
活
'
二
お
い
て
身
に
付
き
に
く
い
こ
と
を

企
某
実
習
を
通
し
て
学
び
､
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。

●
学
校
で
学
習
し
て
い
る
こ
と
と
､
実
社
会
で
の
作
集
(
仕
事
)
と
の
閃
係
を
知
る
。

●
実
社
会
で
の
実
際
的
な
知
阻
や
技
術
を
学
ぶ
。

●
仕
事
(
作
案
)
す
る
こ
と
の
戯
し
き
､
喜
び
な
ど
を
.
体
験
を
通
し
て
感
じ
取
り
．
助
労
皿
･
堕
粟
観
を

培
う
。

●
自
分
の
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
､
謝
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
。

●
具
世
代
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
.
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
。

へ
、
￣

Ｑ
４
企
業
実
習
の
具
体
例
を
知
り
た
い
の
で
す
が
？

企
某
や
事
粟
所
に
よ
っ
て
作
粟
(
仕
事
)
の
内
容
や
就
集
形
H
u
I
求
異
な
り
ま
す
｡
こ
こ
で
は
､
一
般
的
な

企
藁
実
習
の
１
日
を
例
示
し
て
お
き
ま
す
。

（
助
■
時
岡
8
0
9
3
0
分
－
1
フ
、
加
分
の
泪
合
）

ク
ラ
ス
Ｎ
Ｃ
､
氏
名

１
２
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鍵
鴬
Zi

I1

●
日
時
”
分
ま
で
に
出
社
し
､
必
甘
え
.
脚
q
b
■
の
押
印
を
済
ま
▼
．

●
■
の
技
切
.
期
の
訂
旧
.
Ｏ
Ｌ
伯
干
.
樋
Ｎ
な
ど
の
■
■

●
企
戎
d
D
拓
導
担
目
石
か
ら
け
案
(
仕
卒
)
の
内
⑥
､
日
、
な
ど
０
，
旗
明
･
価
j
i
t
E
受
I
↑
5
と
と
も
'
二
ｆ
Ｆ
頭
(
仕
事
）

上
の
注
丘
を
受
け
る
．

●
作
武
(
仕
事
)
を
始
り
b
ろ
｡
午
U
I
d
D
作
魚
(
仕
卒
)
‐
昼
食
一
午
伍
の
⑤
■
(
仕
事
）

●
f
F
戎
(
仕
卒
)
民
Ｔ
ｍ
の
■
■

･
笹
材
.
伍
節
な
ど
の
片
付
け
.
聾
■
.
〔
､
、

･
作
■
(
仕
卒
､
■
の
期
把

･
相
卑
屈
且
宮
へ
作
虫
(
仕
事
)
侭
了
の
■
巴

●
伍
専
担
己
石
か
ら
今
日
１
日
の
作
束
(
仕
卒
)
な
ど
に
つ
い
て
９
９
日
や
ア
ド
バ
イ
ス
そ
し
て
い
f
呂
鰹
(
．
又
.
明
日

の
作
黛
(
仕
卒
､
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
.
柑
湿
Ｅ
い
た
H
g
(
．

｡
±
魚
寅
■
日
は
(
作
武
日
■
)
血
已
凹
堅
宙
の
睡
入

●
佃
専
'
二
回
た
っ
て
8
,
上
耀
い
た
方
々
へ
の
お
礼
の
■
瓦
と
.
■
宅
の
換
ゆ

●
作
哀
(
仕
事
)
■
Ｔ
に
つ
い
て
.
宇
伍
へ
の
館
巴



５
企
業
実
習
先
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

１
０
企
業
実
習
期
M
n
中
は
、
ど
ん
な
心
構
え
や
注
意
が
必
要
で
す
か
？

企
纂
や
率
菓
所
に
と
っ
て
､
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
｡
だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

厳
し
い
規
則
や
作
菜
(
仕
事
)
の
や
り
方
が
あ
り
ま
す
｡
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
腿
嘩
し
.
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
.
学
校
の
よ
う
に
.
5
0
分
間
ご
と
に
休
憩
を
股
け
て
い
る
と
こ
ろ
I
ま
あ
り
ま
せ
ん
。

製
適
裏
を
主
と
し
た
纂
租
の
企
乗
や
事
繋
所
(
駐
機
･
橿
櫨
､
建
築
･
建
股
､
情
報
､
公
営
企
襲
…

等
々
)
で
す
。

Ｑ
、
６
企
業
実
習
先
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
？

●
企
魚
や
$
■
府
の
把
囚
担
臼
■
の
仁
尿
を
し
づ
か
り
唾
■
て
.
そ
｡
､
獅
瀦
ﾆ
従
う
二
と
.
ユ
肛
月
蛙
伍
宛
二
守
る
こ
‐

●
作
■
【
壮
ｍ
中
の
弘
院
印
&
匙
や
縄
り
ば
母
無
冠
す
．

●
麺
･
皿
里
印
②
白
鰹
｣
は
み
を
■
え
.
9
t
色
Ａ
Ｊ
Ｌ
て
U
､
ﾏ
ﾅ
ｰ
(
快
冊
U
､
仕
方
.
■
■
館
L
､
な
ど
)
Ｅ
い
が
蝿
る
こ
と
．

も
う
釦
■
J
I
q
u
u
二
■
詮
.
蝿
邑
■
五
四
餌
ｇ
お
L
､
ロ
土
.
呂
必
よ
■
聾
弓
■
を
込
勤
､
a
ﾆ
ﾘ
､
｢
鞍
f
と
の
、
■
鄙
伴
う
の
で
旺
蛙
で
す
．

総
合
学
習
の
時
間
等
を
利
用
し
て
職
典
に
つ
い
て
餌
ぺ
ま
す
.
次
に
学
校
が
い
ろ
い
ろ
な
企
案
や
事

纂
所
'
二
お
願
い
を
し
て
.
高
校
生
の
企
粟
実
習
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
を
探
し
ま
す
.
そ
③
中

か
ら
.
学
校
で
の
学
習
の
内
容
や
各
自
の
希
望
､
住
所
､
進
路
希
望
と
の
関
係
な
ど
も
考
慮
し
て
決
め

ら
れ
ま
す
.
生
徒
の
希
望
鐙
け
で
行
き
先
を
決
め
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

Ｑ
、
７
企
業
実
習
は
何
日
ぐ
ら
い
企
業
や
事
業
所
へ
行
く
の
で
す
か
？
！

一
般
的
に
I
ま
企
繋
の
受
入
体
制
や
学
校
の
年
間
計
画
で
左
右
さ
れ
ま
す
が
３
日
か
ら
1
週
間
程
度
で

す
．

〃
】
［
●

基
本
的
に
数
人
で
す
．

ユ
９
企
業
実
習
に
塵
む
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
必
要
で
す
か
？

企
纂
実
習
を
効
果
の
あ
る
も
の
I
ﾆ
す
る
に
は
事
前
の
学
習
や
準
備
.
そ
し
て
心
構
え
が
非
常
に
大
切
で

す
.
次
の
よ
う
な
事
柄
を
し
っ
か
り
学
習
し
て
企
案
実
習
に
臨
ん
で
下
さ
い
。

●
企
戊
や
＄
戊
鷹
な
ど
に
.
何
の
目
的
で
.
日
を
ｕ
二
行
《
の
か
を
し
づ
か
り
口
冗
し
て
お
く
こ
と
．

●
企
■
頁
■
期
間
中
.
正
し
い
■
室
遇
い
(
正
碗
･
項
■
．
Ｔ
＊
岬
で
き
る
よ
引
こ
し
て
お
く
こ
と
．

●
■
分
が
行
く
企
戊
や
＄
虫
厨
の
桾
導
担
当
の
方
と
企
哀
史
■
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
は
戎
体
砠
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
甘
い
表
す
.
企
及
兵

日
斯
田
中
の
生
後
舘
己
の
行
■
や
作
岱
(
仕
事
)
内
己
守
の
，
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
Ｌ
)
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
丑
し
て
.
自

分
が
ど
の
よ
う
な
作
風
(
仕
事
)
芒
す
る
｡
が
.
随
皿
し
て
お
く
こ
と
.
併
せ
て
作
盆
(
仕
事
)
す
る
上
で
の
注
丘
事
項
E
守
L
1
.
そ
の

桁
示
に
供
う
こ
と
．

●
n
分
の
行
く
企
藁
･
卒
戎
厨
に
つ
い
て
閉
在
地
.
＄
戎
内
⑪
導
き
十
分
'
二
■
ぺ
て
お
く
こ
と
.
例
え
ば
.
イ
ン
タ
ー
ネ
ブ
ト
な
ど
壱

活
用
し
て
各
白
が
旧
ぺ
る
．

参
考
例

仕
事
上
.
知
り
得
た
1
1
1
報
は
－
切
濁
ら
し
て
は
(
ロ
外
し
て
は
)
い
け
ま
せ
ん
.
特
'
二
､
企
薬
や
事
象
所
な
ど
に
お

い
て
は
.
あ
ら
ゆ
る
柏
報
(
組
鰹
技
術
､
国
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
､
U
わ
る
も
の
す
べ
て
)
の
や
り
と
り
を
行
っ
て

い
る
の
で
､
そ
の
取
り
蝉
､
は
U
X
m
に
.
そ
し
て
I
色
対
に
外
部
へ
演
ら
し
て
は
(
ロ
外
し
て
は
)
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
.
ま
た
直
接
ロ
外
す
る
措
け
で
な
く
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
な
ど
を
使
っ
て
.
特
定
の
企
繋
や

個
人
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
事
柄
を
褐
H
2
す
る
こ
と
も
除
き
れ
窪
せ
ん
.
こ
れ
ら
は
､
企
繋
実
習
期
間
中
も
期
間
後

も
当
然
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

３
４

囚
賎

彼
我
の
－
■
で
す
か
ら
.
、
色
伍
り
ば
制
、
(
■
牟
団
昏
射
円
す
る
こ
と
.
作
黛
I
l
t
卒
)
■
て
は
作
疽
に

■
し
た
Ⅱ
、
■
(
良
■
皿
又
は
企
■
が
H
I
n
さ
れ
た
作
室
囚
を
君
田
)
そ
す
る
こ
と
.
あ
く
ま
で
高
佼
生
'
二
ふ
さ
わ

咄
､
■
u
■
･
白
f
鋤
は
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
．

投
拶

出
社
同
一
大
官
Q
E
戸
で
『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
Ｉ

週
ｕ
■
－
大
Ｐ
な
戸
で
『
(
お
鋼
二
)
失
礼
し
ま
す
)
」

凸
■
重
い

扣
乎
に
矢
引
4
､
こ
し
､
よ
剖
二
Ｔ
車
で
.
園
■
な
■
■
迎
い
【
甘
い
方
)
を
す
る
二
と
．

四
m
■

あ
く
ま
で
■
卒
を
■
わ
る
と
い
う
気
持
ち
を
寧
札
G
B
い
こ
と
｡
－
万
で
.
館
ら
な
い
＄
は
四
伍
的
に
■
凹
寸

6
な
ど
｡
■
分
の
匂
え
を
捕
手
'
二
伝
え
る
こ
と
が
凸
艮
で
す
.
又
.
ロ
分
か
ら
近
ん
で
作
戊
(
仕
事
)
そ
し
よ
う
と

す
る
■
丘
が
大
切
で
す

●

色
会
■

企
氏
や
＄
民
厨
で
ば
Ｑ
２
且
｡
､
安
全
伯
白
が
■
座
さ
れ
て
L
U
表
す
．
□
分
凪
甲
な
行
■
や
塑
圃
を
守
ら
宅

Ⅲ
こ
と
で
事
故
が
生
じ
.
大
ケ
ヌ
､
二
つ
な
ｂ
ｔ
５
こ
ど
も
あ
り
ま
す
.
□
分
自
身
置
け
で
な
く
.
企
痘
や
＄
戎
鯖
l
：

し
亜
■
壱
か
l
f
ら
二
国
二
な
り
衷
寸
．

対
人
凹
伍

企
武
や
＄
皮
研
で
■
《
方
々
と
十
分
に
。
E
ユ
ニ
ケ
ー
シ
且
ン
ぞ
と
り
.
多
く
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
Z
B
卒
皀
宇

[
錫
と
い
う
[
ﾛ
■
的
な
妄
碑
が
必
■
で
す
､
采
肋
Ｂ
に
，
ｵ
す
ら
＄
労
に
も
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
▼
．

、
蚕
蛋

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
鋒
式
会
社

坦
櫨
P
q
旦
回
室

所
在
地

軽
岱
方
6
9

毎
ロ
市
上
谷

何
卒
も
チ
ャ
レ
ン
骸

岨｣
1１

史
迅
手
脳

五
十
⑤
些
芽
村
町
取
下
広

E
t
我
0
0
冊

ﾛ
ロ
麺
分
-
1
7
円
釦
分

速
腫
谷
丹
等

０
５
５
４
－
４
３
－
２
１
０
１



Ｉ
Ｑ
１
２
企
業
実
習
期
間
中
､
作
業
(
仕
事
)
以
外
に
何
か
し
な
け
れ

'
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

企
菓
実
習
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
事
柄
b
《
考
え
ら
れ
ま
す
．

●
日
々
の
作
兵
(
仕
印
の
内
容
や
■
回
を
■
､
企
企
黛
兵
召
曰
幽
鰹
創
日
U
)
を
什
窟
Ｔ
魯

●
日
々
の
作
侭
(
仕
印
や
Ｉ
Ｆ
■
の
ﾛ
■
悪
立
て
.
そ
の
岳
鍾
度
を
迫
T
自
己
肝
已
&
[
塞
現
笛
勤
を
f
鰯
す
る
ｂ

●
そ
の
日
の
偽
わ
馴
三
、
,
）
が
冊
屯
か
た
1
ｍ
【
(
仕
功
P
癖
.
迅
行
の
睡
匹
Ｂ
■
の
I
田
唾
底
異
E
H
r
鹸
但
睡
伍
乱
.
招
可
鰹
ヨ

石
の
方
b
b
ら
柘
刃
や
ｱ
ﾄ
ﾞ
F
D
“
え
を
＄
ﾅ
＆

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１

企
案
実
習
の
成
果
を
冊
回
剰
二
自
分
ﾛ
D
も
の
に
す
る
た
め
に
！
』
【
T
O
D
事
I
蘭
を
割
E
施
し
ま
す
。

●
企
民
兵
囚
印
劇
斑
鋼
凹
)
.
ロ
已
和
率
(
蕊
B
臼
田
2
)
U
§
よ
映
史
塞
乎
航
制
←
卜
(
謹
月
蜜
｡
)
を
，
E
城
L
､
q
吋
魅
津
ぴ
企
串
や

＄
＝
醗
皇
曲
皿
P
法
す
．

企
業
実
習

●
体
触
発
■
由
E
0
0
伍
し
､
企
■
実
ﾛ
の
曲
H
P
P
屋
古
色
Ｅ
ｍ
Ｅ
Ｌ
ｎ
宙
二
生
か
し
罰
｢
．

Ｑ
、
１
４
企
業
実
習
実
施
中
の
始
業
時
間
､
終
業
時
間
､
就
業
時
間
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

す
べ
て
企
象
や
事
典
所
の
就
藁
規
則
に
従
い
ま
す
。

Ｑ
１
５
病
気
な
ど
、
ど
う
し
て
も
出
社
（
出
勤
）
で
き
な
い
場
合
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
？

『唖

出
社
碗
で
あ
れ
ば
.
会
社
に
そ
の
旨
を
穂
膳
連
絡
し
､
欠
席
す
る
こ
と
を
了
承
し
て
も
ら
い
ま
す
.
同
時

に
.
学
校
(
担
任
.
企
集
実
習
担
当
の
先
生
)
に
も
そ
の
旨
連
絡
を
し
て
お
き
ま
す
｡
戯
集
中
に
気
分
が

悪
く
な
っ
た
場
合
は
､
指
導
担
当
者
に
そ
の
旨
状
況
を
鯉
明
Ｌ
・
指
示
を
仰
い
で
下
さ
い
。

Ｉ
Ｑ
１
６
企
業
実
習
実
施
中
に
機
械
を
故
障
さ
せ
た
場
合
な
ど
．
損
害

|
に
対
し
て
の
責
任
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

企
案
実
習
実
施
中
の
不
慮
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
.
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
学
校
と

企
墨
と
の
間
で
対
応
を
検
肘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
.
基
本
的
に
は
､
企
粟
実
習
賠
償
宜
任
保
険
に

よ
り
弁
償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
し
か
し
.
企
案
の
方
の
指
示
を
無
視
し
た
り
､
お
る
い
ば
故
意
や
い
た

ず
ら
で
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
当
然
そ
の
当
人
が
弁
償
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

山
梨
県
立
○
○
高
等
学
校

ｌ
Ｑ
１
７
企
業
実
習
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
企
業
や
事
業
所
に
お
金
を
払

|
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

企
案
実
習
は
.
企
襲
や
願
栗
所
の
瞳
力
の
も
と
に
.
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
う
授
案
の
１

溺
曲
と
し
て
の
歎
宙
活
助
で
す
｡
従
っ
て
､
企
乗
や
事
案
所
に
お
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
も
ち

ろ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
い
の
で
賃
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
｡
又
､
原
則
と
し
て
交
通
費
や
保
険
料
な
ど
は

生
徒
個
人
が
支
払
う
べ
き
も
の
で
す
。

年
審
氏
名

５
０
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企
業
実
習
日
誌

自
己
評
価
表

別
妖
Ⅱ

別
岻
孟

平
成
年
月
日
（
）

氏
名

６６０ＤＣＰ

『⑬

嚇
案
所
検
印

字
佼
検
印

７
８

山
梨
県
立
Ｏ
･
高
等
学
校
年
科
呑
氏
懇

企
業
・
事
藁
所
鍋

日
付
平
戚
年
月
日
（
）

指
導
者
毛

目
標
畷
幽

１
日
の
流
れ

作
業
（
仕
事
）
等
の
内
容

指
示
の
内
容

本
日
の
感
想
・
反
省
・
学
習
し
た
こ
と
（
知
麟
や
技
龍
、
技
帯
）

細
郷
担
当
者
の
ご
意
j
Ｌ

自
己
解
価
項
目

良
o
、

普
通

露E
I,

、

曾葉適い

出
勤
・
退
社
時
に
し
っ
か
り
、
切
る
<
挨
拶
で
き
た
か
．

適
切
鞍
敬
砺
を
使
っ
て
麓
す
こ
と
が
で
き
た
か
．

指
示
や
質
問
に
、
は
っ
き
り
躍
答
で
き
た
か
．

感
鮒
の
気
持
ち
を
変
す
こ
と
が
で
き
た
か
．

勤務中の仕事・掴度等

積
極
的
に
作
業
（
仕
事
）
が
で
き
た
か
．

招
示
を
十
分
理
解
し
て
作
業
（
仕
事
）
に
向
か
っ
た
か
．

招
示
、
連
絡
事
項
を
的
碗
に
メ
モ
し
た
か
．

招
示
さ
れ
た
と
お
ワ
的
飽
に
作
業
（
仕
事
）
で
き
た
か
．

作
案
（
仕
事
）
終
了
時
点
で
、
た
だ
ち
に
担
当
者
に
連
絡
し
た
か
．

作
業
（
仕
事
）
中
．
軽
鰭
整
衡
芯
こ
と
が
で
き
た
か
．

愈
欲
的
．
積
纏
的
に
作
突
（
仕
郡
）
で
き
た
か
．

壁
理
、
整
頓
、
澗
締
ば
で
き
た
か
．

作
典
（
仕
甜
）
暑
の
方
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た

か
．

安
全
作
業
力
K
徹
底
で
き
た
か
．

凪装等

出
勤
、
退
社
時
の
H
U
l
装
は
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
．

勤
務
中
、
正
し
く
作
粟
鵜
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
等
璃
＃
』
で
き
た
か
．

梢
潔
鞍
身
鷺
し
な
み
で
い
た
か
．

｜
事
蕊
所
検

印
学
校
」
闇
印



実
践
学
習
ﾚ
ポ
ー
ト

別
便
３

ク
ラ
ス
ー
ー
鍔
氏
名

『←

９
1
０

事
業
所
名
と
業
務
内
容

企
業
や
事
業
所
に
お
け
る
自
分
ｵ
$
行
っ
た
作
業
内
容

職
摺
の
人
た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
I
土
何
で
す
か
。

錨
く
こ
と
o
B
u
劇
ｉ
Ｌ
さ
．
や
り
が
い
を
ど
こ
五
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
｡
＿

将
来
．
企
業
や
事
業
所
で
偽
<
_
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
』
T
l
三
f
寸
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
力
､
．
ま
た
、
ど
ん
な
点
で
す
か

璽
凍
や
関
心
鞍
持
っ
た
こ
と
は
何
で
士
迩
甦

の
と
が
：
し
て
い
こ
し
て
い
る
こ
ほ
ど
ん
二
で
か

将
表
の
自
分
の
逸
路
や
職
業
遡
択
'
二
参
考
I
こ
な
っ
た
点
は
ど
ん
な
と
ニ
ろ
で
す
力
､
．

働
く
こ
と
の
意
韓
や
伍
値
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

ど
の
蟻
な
知
戯
や
技
能
・
技
術
雀
学
唾
塞
し
た
か
。



目
次

１
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
業
実
習
の
受
入
れ
に
あ
た
っ
て

（
１
）
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
２
１
と
は
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

（
２
）
企
粟
爽
習
が
必
要
と
さ
れ
る
荷
受
・
・
・
・
・
・
・
・
．
.
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

（
３
）
企
藁
実
習
に
期
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４

（
４
）
企
蕊
（
事
繋
所
）
に
と
っ
て
の
尊
入
効
果
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５

２
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
z
1
U
F
粟
の
企
業
実
習
鞍
ス
ム
ー
ズ
な
受
入
れ
を
進
め
る
た
め
に

（
１
）
企
藁
（
事
粟
所
）
内
で
の
鰹
H
h
づ
く
り
〔
受
入
事
務
周
等
の
鼓
置
〕
・
・
・
・
－
．
．
．
６

（
２
）
愛
人
亭
駒
周
等
で
の
検
射
事
項
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７

３
．
学
佼
及
び
生
徒
と
の
対
』
&
;
に
つ
い
て

（
Ⅱ
）
砧
i
D
か
ら
終
Ｔ
ま
で
の
U
[
｣
L
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
１

（
２
）
事
I
M
U
の
対
解
・
・
・
・
・
・
・
・
.
。
・
・
・
・
・
・
・
－
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
１
２

（
３
）
受
入
期
間
中
の
対
応
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
５

（
４
）
終
了
後
の
対
応
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
.
・
・
・
１
７

４
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
中
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

（
１
）
問
題
（
事
故
）
発
生
時
の
対
応
・
・
・
・
・
・
－
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
１
Ｂ

（
２
）
企
栗
（
事
業
所
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
守
秘
轄
務
等
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
８

（
３
）
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
－
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
１
９

５
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
業
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
日
程
表
）

の
作
成
蛎
例

（
１
）
生
徒
に
ｂ
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
製
造
の
魅
力
を
伝
え
る
実
習
内
容
の
作
成
・
・
・
・
－
２
０

（
２
）
翼
百
日
観
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
戚
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
．
・
・
・
２
１

（
３
）
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
業
実
習
の
主
な
内
容
と
日
程
例
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
１

＜
長
期
ロ
魁
例
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞
★
Ｂ
日
間
概
械
加
工
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・
・
・
・
２
２

＜
棲
金
加
工
内
野
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞
★
榎
金
溶
接
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
３

＜
Ｐ
Ｄ
Ｃ
▲
壁
実
習
＞
☆
俳
鼬
ダ
ク
ト
の
股
■
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・
・
・
２
４

＜
切
耐
麺
エ
プ
■
グ
ラ
ム
＞
☆
措
J
L
プ
ラ
イ
ス
但
・
ポ
ー
ル
盤
加
工
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｚ
５

＜
１
寧
生
を
対
象
と
し
た
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞
★
樋
組
I
加
工
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
６

＜
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞
★
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・
・
・
・
２
７

資
料
編
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
２
８

（
頁
は
右
下
の
錠
苧
を
表
示
）

（
案
）

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１

０００００

企
業
実
習
の
受
入
れ
に
あ
た
っ
て

－
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受
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向
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マ
ニ
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ル
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集

山
梨
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委
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１
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１
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
業
実
習
の
受
入
ｵ
↓
に
あ
た
っ
て

（
Ⅱ
）
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
と
は

工
粟
高
校
は
も
の
づ
く
り
現
摺
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
、
企
業
の
商
い
技
栴
力
の
維
持
強
化

に
賃
百
t
ア
リ
~
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
産
業
及
び
わ
が
国
の
選
済
発
展
を
支
え
て
お
り
ま
す
．
近
年
、

産
業
界
に
お
け
る
価
ま
る
こ
と
厳
い
技
術
の
趣
歩
調
度
化
と
短
サ
イ
ク
ル
化
、
生
産
瓠
掲
の
海
外

展
開
に
伴
う
業
容
の
変
化
鱒
に
よ
り
、
工
粟
高
校
に
お
け
る
教
育
内
癖
を
、
地
域
竃
霊
界
の
今
日

的
＝
－
ズ
を
適
切
に
踏
ま
え
た
、
よ
り
一
層
爽
躍
的
厳
し
の
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
ワ
ま

ず
。 一
方
で
、
県
内
の
経
済
発
展
を
支
え
地
域
損
興
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
県
内
中
小
企
蜜
に
捲
い

て
は
、
近
年
の
若
年
用
の
も
の
づ
く
り
離
れ
や
、
技
術
着
の
高
齢
化
．
団
塊
世
代
技
帯
者
の
大
量

退
職
、
な
ど
の
環
境
下
で
、
技
術
、
技
鰭
の
継
承
と
若
手
技
術
春
の
可
成
、
確
保
が
喫
緊
の
謀
囲

と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
工
婁
高
校
と
埴
壊
産
粟
界
と
行
政
が
連
携
堪
働
し
て
．
若
手
「
も
の
づ

く
り
人
材
」
を
育
成
す
る
た
め
の
地
域
ぐ
る
み
訂
藁
を
．
「
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
」
と
呼
挿
し
．

平
成
１
９
年
度
か
ら
平
成
２
１
年
度
室
で
の
３
年
間
に
わ
た
る
国
の
婆
能
事
案
下
で
の
試
行
を
軽

て
．
工
業
教
育
の
充
実
と
地
域
企
蕊
の
擾
興
及
び
人
材
砿
保
に
瓦
敵
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内

事
業
と
し
て
蟻
統
的
に
鰻
閲
す
る
も
の
で
す
．

る
技
術
的
な
体
U
h
を
積
ま
せ
る
二
と
に
よ
り
．
学
校
勉
鼠
の
態
用
と
と
も
に
茜
度
技
術
の
現
場

融
境
で
の
技
術
者
と
し
て
の
塵
藁
観
を
随
成
す
る
こ
と
を
目
綱
し
ま
す
．

ま
た
、
企
業
実
習
を
し
た
生
徒
か
ら
、
学
校
や
友
人
、
保
座
春
な
ど
の
関
係
宥
に
そ
の
企
蕊

の
存
在
と
企
業
活
動
の
内
専
藍
発
伯
す
る
こ
と
に
送
り
、
近
碑
や
地
域
へ
の
企
業
Ｐ
Ｒ
を
行
い

つ
つ
地
壌
の
一
員
と
し
て
の
立
場
を
広
め
埴
域
亜
粟
活
健
化
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
．

（
３
）
企
栗
実
習
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

企
業
の
求
め
る
人
材
像
か
ら
見
る
と
、
葡
艸
史
敬
育
だ
け
で
は
闇
1
0
し
が
た
い
事
項
（
知
鼠
、
技

構
．
龍
力
、
観
念
な
ど
）
鍼
多
々
あ
り
ま
す
．
こ
れ
ら
を
短
期
間
の
企
嚢
実
習
で
体
柵
さ
せ
る
の

は
犀
し
い
こ
と
で
す
が
、
企
婁
と
学
校
と
の
緊
密
雄
連
携
と
事
前
の
翻
整
に
よ
り
、
企
栗
翼
習
を

通
し
て
生
徒
に
そ
れ
ら
の
技
備
、
龍
力
、
琴
え
方
厳
ど
の
皿
圏
住
を
餌
駆
さ
せ
、
自
ら
引
き
鏡
含

学
ぶ
意
欲
を
持
た
せ
、
社
会
人
、
職
栗
人
と
し
て
の
河
成
を
促
進
す
る
と
い
う
効
果
が
期
持
で
き

ま
す
．
こ
れ
は
地
域
社
会
か
ら
の
期
将
で
あ
る
と
同
時
に
生
徒
の
親
た
ち
か
ら
の
期
待
で
も
あ
り

ま
す
．
企
業
実
習
を
通
し
て
腎
将
さ
せ
た
い
の
は
次
の
よ
う
趣
事
柄
で
す
．

①
実
ｲ
ﾋ
会
の
も
の
づ
く
り
現
場
で
翼
賎
さ
れ
て
い
る
（
学
I
斑
に
は
な
い
）
技
術
に
B
歯
ｵ
し
る
．

（
先
蝿
技
術
、
先
j
圃
股
傭
、
基
盤
技
術
の
応
用
と
製
品
化
技
術
、
生
産
シ
ス
テ
ム
や
品
質

に
閲
す
る
総
合
技
術
）

②
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
実
用
製
品
の
特
性
、
鮫
し
さ
に
触
れ
る
．
（
品
質
、
原
便
、
納
期
、

営
業
／
受
注
、
田
客
と
の
か
か
わ
り
、
な
ど
）

③
進
路
週
択
龍
力
の
河
鹿
自
己
の
輯
薬
適
性
や
将
来
政
叶
に
つ
い
て
考
え
る
槻
会
を
与
え

る
と
同
時
に
、
主
体
的
な
遡
路
週
択
龍
力
を
高
め
る
．
特
に
ｂ
の
づ
く
り
製
造
業
へ
の
縄

職
を
齋
め
ざ
せ
、
将
来
過
麟
の
避
択
肢
の
主
要
傘
部
分
を
占
め
う
る
よ
う
に
導
く
．

③
学
I
史
（
授
業
）
で
将
た
技
Ｉ
Ｆ
知
1
9
1
ｶ
t
現
租
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
聾
繊
す

る
．
（
基
礎
知
織
の
重
要
性
の
腿
賦
と
そ
の
実
賎
と
応
用
を
灘
え
る
。
）

⑤
勤
労
観
、
職
業
観
の
育
成
。
労
働
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
と
完
翼
し
た
喜
び
を
感
じ
取
り
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
を
義
う
゜

⑥
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
ロ
薬
近
I
'
､
戦
ど
の
習
郷
．
企
業
で
の
緬
広
い
人
間
関
係
の
中

で
社
会
人
と
し
て
の
立
場
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
下
関
係
や
マ
ナ
ー
、
正
し
い

曾
葉
遣
い
を
智
柵
す
る
．

⑦
社
会
人
と
し
て
の
＝
ミ
ニ
ニ
ケ
ー
シ
卸
ン
能
力
の
育
成
．
自
分
の
灘
え
を
簡
潔
に
確
実
に

伝
連
す
る
必
要
性
を
経
映
す
る
こ
と
に
よ
り
．
正
し
い
＝
ミ
ュ
ー
ケ
ー
シ
コ
ン
の
仕
方
、

異
世
代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ロ
ン
の
あ
り
方
を
学
ぶ
．

③
地
壌
社
会
の
－
貝
と
し
て
の
餌
餓
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
学
習
．
地
域
の
概
々
な
産

業
の
翼
魍
に
触
れ
､
地
戦
仕
会
を
担
う
社
会
人
と
し
て
の
自
党
と
麗
顧
を
育
む
と
と
も
に
、

地
壌
社
会
と
の
か
か
わ
ワ
の
鼬
要
性
惣
学
ぶ
．

『③

（
２
）
企
業
実
習
が
必
要
と
さ
れ
る
蒋
簸

近
年
、
県
内
中
小
企
業
製
造
業
は
価
格
、
品
質
、
納
期
左
ど
の
図
醗
的
な
館
争
激
化
に
対
摩

し
て
材
料
の
参
観
化
、
加
工
技
術
の
崩
度
化
、
生
囲
性
の
向
上
厳
ど
が
求
め
ら
れ
て
譜
ワ
、
そ

れ
を
担
う
技
術
者
の
育
成
、
砿
保
が
緊
急
の
眼
閣
と
な
っ
て
0
､
震
す
．

一
方
で
、
団
塊
世
代
の
熟
練
技
術
春
の
大
赴
退
職
や
若
者
の
都
会
大
企
業
志
向
と
亜
遭
窒
躍

れ
な
ど
の
要
因
に
よ
り
技
術
番
人
材
の
砿
保
が
離
し
い
と
す
る
中
小
企
栗
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
工
業
窃
佼
の
敏
育
鰹
樫
に
鑓
い
て
、
基
礎
学
力
に
加
え
て
商
度
な
先
鏑
技
術
に

も
対
応
で
き
る
実
践
的
技
術
力
を
鍵
い
、
同
時
に
地
域
企
業
の
実
態
醤
駆
蛾
し
つ
つ
地
域
産
業

界
の
＝
－
ズ
に
応
じ
る
こ
と
の
出
来
る
職
藁
人
の
育
成
を
図
る
こ
と
力
t
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

現
在
、
工
業
高
校
内
で
I
土
そ
の
敦
科
内
騨
や
翼
智
契
U
食
膳
段
段
鯆
然
ど
に
お
い
て
必
ず
し
も

産
業
界
の
蛾
先
端
技
術
に
対
応
す
る
も
の
が
盤
っ
て
い
る
駅
で
I
ま
鞍
<
、
む
し
ろ
不
十
分
さ
や

陳
腐
感
や
企
業
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
畷
R
u
を
解
決
す
る
た
め
に
、
工
襲
高
校
と
遼
窮
界
（
企
業
）
、
行
政
と
の
連
携
を

深
め
て
、
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
補
完
的
な
教
趨
の
形
で
企
業
実
習
の
場
を
作
る
こ
と
が
有

効
で
す
｡
企
業
実
習
で
は
.
企
業
郡
も
の
づ
く
り
魏
坦
の
経
営
実
胆
と
そ
の
技
術
と
を
閲
示
し
、

生
徒
に
（
－
部
教
師
に
⑪
典
製
品
が
流
れ
る
も
の
づ
く
り
の
企
業
現
場
を
見
せ
、
そ
の
中
で

－
部
の
実
作
業
を
体
験
さ
せ
て
、
社
会
経
験
、
耽
粟
体
験
芒
積
ま
せ
る
と
同
時
に
、
２
灘
史
で
は

扱
い
得
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
と
先
鱈
技
術
や
高
座
設
傭
に
触
れ

４



（
４
）
企
案
（
薊
蕊
､
f
）
に
と
っ
て
の
導
入
効
果

工
粟
商
校
生
の
企
案
実
習
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
企
業
（
事
業
所
）
に
と
っ
て
も
相
応
の
負
担
を

か
け
る
二
と
に
む
り
輩
す
が
．
吹
の
よ
う
な
導
入
効
果
（
メ
リ
ッ
ト
）
も
期
待
で
き
ま
す
．

③
磁
場
の
活
性
化
と
社
員
育
成
敏
育
へ
の
活
用
．
社
貝
が
実
習
生
を
樹
灘
し
て
い
く
遥
種
に

お
い
て
、
谷
段
と
興
な
っ
た
視
点
で
自
ら
の
仕
事
を
見
直
す
機
会
鋲
生
じ
ま
炎
ま
た
社
員

が
実
習
生
の
プ
レ
ッ
シ
ニ
な
餌
度
に
触
れ
て
.
新
た
な
緊
裂
感
や
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
よ

ワ
社
内
全
体
の
雰
囲
気
を
活
性
化
し
仕
躯
へ
の
意
欲
や
管
理
龍
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
可
腿
で
す
．
さ
ら
に
企
粟
翼
習
生
受
入
れ
を
新
入
社
員
受
J
u
L
へ
の
模
擬
体
験
と
し
て

捕
ら
え
、
新
入
社
風
敏
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
職
場
儘
理
や
安
全
笹
理
の
見
直
し
な
ど
の
契
槻
と

も
な
り
衷
寸
．

②
企
業
（
事
藁
所
）
の
Ｐ
Ｒ
効
果
と
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
．
企
業
実
習
受
入
企
業
と
し
て
受
け
入

れ
た
生
徒
、
保
鰻
考
、
及
び
学
校
を
通
じ
て
企
業
の
露
知
度
を
高
め
る
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ヲ
フ
ト
マ
ン
２
１
へ
の
協
力
企
業
で
地
域
人
材
育
成
に
鵠
心
な
企
業
と

し
て
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
．

③
産
学
官
連
携
。
企
業
実
習
を
通
じ
て
工
業
禰
佼
､
行
政
と
の
連
携
を
固
る
機
会
が
増
え
、

時
代
蛮
化
に
即
応
し
た
竃
粟
界
の
ニ
ー
ズ
を
敏
育
の
巍
摺
に
伝
え
、
学
佼
教
育
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
可
鯛
に
な
ワ
ま
ず
。
な
た
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
の
教
育
効
果
に
よ
ワ

産
粟
界
に
寄
与
で
遣
る
有
龍
な
人
材
が
育
つ
と
と
も
に
、
工
業
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
が

地
域
の
企
粟
や
職
場
達
知
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
企
業
（
事
業
所
）
存
白
圓
感
の
見
直
し
や

離
職
輸
毘
者
の
墹
加
、
ひ
い
て
は
地
域
産
擢
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
企
裏
実
習
を
受
け
入
れ
て
き
た
企
業
の
導
入
効
果
を
見
る
と
、
下
図

の
よ
う
に
「
工
栗
海
校
と
の
関
係
の
構
築
」
や
「
採
用
の
参
考
」
と
1
,
,
つ
た
、
戯
瞳
面
で

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
企
乗
力
8
多
く
見
ら
れ
ま
す
．
ま
た
、
自
社
の
社
員
教
育
・
社
内
活

性
化
・
業
務
の
見
直
し
な
ど
に
効
果
、
と
力
社
内
に
工
業
高
校
生
を
受
け
j
u
L
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
業
貝
に
瞬
激
と
な
り
社
内
活
性
化
等
の
効
果
、
な
ど
な
ど
上
述
し
た
よ
う
な

導
入
効
果
が
各
社
か
ら
難
げ
ら
れ
て
い
ま
す
．

２
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
Z
n
班
業
の
企
業
実
習
を
ス
ム
ー
ズ
な
受
入
れ
を
辿
め
る
た
め
に

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
「
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
プ
プ
推
逸
連
絡
協
麟
会
」
が
作
成
し
た
「
闘
校
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
プ
プ
の
手
引
き
」
企
業
網
を
基
本
に
し
て
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
事
業
の
企
粟
翼
習
に
値
閲

し
易
く
輯
築
・
作
成
し
た
も
の
で
す
．

企
案
実
習
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
プ
プ
は
、
高
校
性
が
企
案
で
学
ぶ
郎
分
は
同
じ
で
す
が
、
学
ぶ
内
癬
や
方

法
に
は
差
が
あ
り
ま
す
の
で
岡
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

会
社
は
、
受
入
事
務
局
・
担
当
者
等
を
政
匠
し
．
体
制
，
人
貝
専
に
つ
い
て
適
切
趣
社
内
体
制
の
砿
立

因
り
ま
す
．
こ
れ
は
，
企
業
（
事
乗
所
）
の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
考
え
て
構
い
ま
せ
ん
．

（
１
）
企
業
（
事
業
、
内
で
の
極
N
牌
づ
く
り
〔
受
入
甑
霧
岡
騨
の
殴
國

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
，
企
案
（
事
粟
所
）
内
に
，
そ
の
騨
纈
を
検
醐
司
r
る
受

入
事
蘭
同
等
の
組
織
を
股
匠
し
，
受
入
準
偲
を
進
め
ま
す
b
こ
の
受
入
事
碕
同
等
ｶ
ﾋ
ﾞ
中
心
と
な
っ
て
，
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
受
入
可
能
時
期
，
期
間
．
人
数
，
役
割
分
担
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
槙
肘
及
び
学
校
や
行
政
と
の
j
I
l
J
t
;
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
．

そ
の
戯
注
意
す
べ
き
点
は
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
目
的
と
受
入
内
容
を
社
内
全
体
に
周
知
し
，
従

業
員
に
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
意
銭
を
踏
ま
え
た
指
灘
や
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
．
例

え
ば
．
受
入
事
務
局
等
は
総
務
部
や
人
亭
部
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う

が
，
そ
の
中
に
各
部
の
部
畏
，
課
長
，
係
長
な
ど
，
社
内
全
体
や
各
部
暑
・
職
鰯
の
愉
祝
が
十
分
に
把
擾

で
き
る
管
理
職
等
（
－
定
の
キ
ャ
リ
ア
を
趣
て
い
る
人
）
を
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
ク
ヲ
ブ
ト
マ
ン
２
１

実
習
生
へ
の
指
導
や
社
内
（
事
業
訴
内
）
・
学
校
や
行
政
と
の
ス
ム
ー
ズ
雄
連
携
が
と
り
や
す
く
な
り
震

ず
．

＜
受
入
事
務
鰯
尋
に
設
匠
す
る
主
な
担
当
＞

①
受
入
寅
任
者
（
企
業
（
事
業
所
）
の
代
表
者
）

総
括
買
任
者
と
し
て
，
受
入
れ
に
当
た
り
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
．

②
受
入
窓
口

総
務
師
な
ど
．
今
割
引
［
閥
と
企
業
（
事
粟
所
）
と
の
連
絡
窓
口
を
股
回
し
，
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
受
入

方
法
の
検
討
（
配
属
部
署
の
検
討
）
等
を
行
う
．

③
受
入
担
当
責
任
者
（
同
日
田
部
署
の
貝
任
者
等
組
と
の
鮫
務
可
）

学
校
と
の
連
絡
飼
整
を
行
い
。
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
,
眈
寵
内
容
の
検
肘
等
を
行
う
．

④
柑
導
担
当
者

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
意
鍵
を
踏
ま
え
，
安
全
に
作
業
で
き
る
環
興
を
作
り
，
匝
接
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２

１
実
習
生
の
指
導
を
す
る
．

『『

》
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蝉

－
．
＿
妊
二

企
婁
翼
召
を
受
け
入
れ
て
き
た
企
纂
の
導
入
効
果
（
上
図
）
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６



さ
せ
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
に
唯
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
，
あ
れ
こ
れ
と
体
験
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
あ

ま
ワ
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
生
自
身
が
何
を
や
っ
た
の
力
紛
か
ら
濯
ぐ
左
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
は
逆
効

果
で
す
ｂ
じ
っ
く
り
と
，
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
時
の
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
も
敏
育
的
に
は

重
要
で
す
．

な
お
，
窯
萄
内
野
に
つ
い
て
は
．
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
が
安
全
に
作
業
で
き
る
内
容
を
検
討
し
，

比
較
的
容
鼻
に
で
き
る
，
責
任
負
担
の
少
な
い
内
容
に
し
ま
す
．

ウ
連
絡
担
当
帝
の
決
定

連
絡
担
当
瀞
は
､
学
校
や
行
政
と
の
事
１
１
ｶ
打
合
せ
や
情
報
交
換
の
窓
ロ
と
し
て
，
必
ず
決
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
．
学
校
側
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
鯛
合
に
，
ど
の
「
部
署
」
の
「
鯉
」
に
連
絡
を
と
れ
ば
よ

い
の
か
明
砿
に
し
，
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
を
可
龍
に
す
る
た
め
で
す
．
＜
例
：
総
務
磯
０
０
畷
長
＞

当
然
，
学
校
側
で
も
連
絡
担
当
春
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
＜
例
：
進
路
指
導
主
事
．
学
年
主
任
，

ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
担
当
者
等
＞

エ
揃
導
担
当
巻
の
決
定

期
圃
中
に
ク
ヲ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
に
作
業
を
直
接
指
導
す
る
担
当
者
で
す
。
企
蕊
（
事
蕊
所
）
の
事

情
や
目
的
に
よ
っ
て
，
ベ
テ
ラ
ン
の
仕
貝
を
あ
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
，
入
社
後
閥
も
潅
い
t
t
j
q
に
担
当
さ

せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
．
ど
ち
ら
の
租
合
も
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
，
捕
導
担
当
者
が
入
社
後
間
も
趣

0
､
社
員
の
場
合
は
０
上
司
ま
た
は
軽
瞳
豊
か
な
先
輩
社
員
が
サ
ブ
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
遥
宜
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．

招
導
担
当
瀞
の
人
歓
は
，
－
脇
躬
に
つ
き
最
低
1
名
は
必
要
で
す
．
複
数
の
師
署
を
体
験
さ
せ
る
謁
合

は
．
各
郎
屠
で
の
仕
事
内
容
の
関
係
で
部
署
ご
と
に
指
導
担
当
者
を
決
め
て
お
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
，
櫨
数
の
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
を
受
入
れ
，
内
容
の
異
な
る
作
業
麓
ロ
ー
テ
ー
シ
ロ
ン
を
組

ん
で
行
わ
せ
る
場
合
は
．
柑
導
担
当
者
を
棋
敷
決
め
て
お
き
，
各
パ
ー
ト
の
作
業
担
当
と
し
て
配
匠
す
る

方
が
効
率
も
よ
く
躍
り
ま
す
．
な
お
，
複
数
の
掬
導
担
当
者
を
■
<
場
合
に
は
，
そ
の
中
の
１
人
を
寅
任

者
と
し
て
･
全
体
を
ま
と
め
る
役
目
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

＜
l
n
H
h
づ
く
り
例
＞

企
襲
（
本
月
Q
D
f
）

工
蕊
商
鱒
学
校

入
質
任
轡
（
代
幾
審
）

１

総
務
卸
（
窓
口
）

文
書
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の

検
討
．
巡
回
指
導
上
の
連
絡

↑
↓

連
絡
担
当
者

「
↓

受
入
担
当
宜
任
者

(
塵
風
師
恩
寅
任
者
）

↑
↓

掬
導
担
当
者

（
２
）
受
入
本
鋳
同
等
で
の
検
討
事
項

以
下
に
示
す
事
項
が
，
受
入
事
務
局
等
で
の
基
本
的
な
検
討
事
項
に
な
り
ま
す
．

ア
受
入
可
能
人
数
の
餌
駐

ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
】
実
習
生
を
粥
尋
す
る
た
め
の
指
導
担
当
者
を
ど
の
よ
う
な
形
で
，
何
名
砧
保
す
る
こ

と
が
可
鰭
か
．
配
属
部
署
は
ど
こ
に
す
る
か
．
な
ど
を
横
射
し
た
上
で
．
受
入
人
数
を
決
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
．
海
佼
生
の
掛
合
は
，
－
企
粟
（
事
粟
所
）
あ
た
り
の
受
入
人
数
は
１
～
３
名
が
適
し
て
い
る
よ

う
で
す
．

多
人
数
の
受
入
体
制
が
壁
え
ら
れ
る
企
業
(
事
業
所
)
の
培
合
は
，
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
，

こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
考
え
る
と
，
上
限
は
５
名
程
度
と
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
．

イ
ロ
E
｣
瓜
脇
屠
の
検
討

、
2
』
且
部
軒
は
，
受
入
期
１
１
０
，
人
数
，
作
業
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
．
慎
薗
に
決
め
る
べ
き
で
す
．

特
に
，
同
一
繍
珊
に
複
数
毛
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
藺
生
を
同
時
配
置
す
る
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
．
企
業
（
窃
業
所
）
側
と
し
て
ば
，
で
き
る
だ
け
人
手
を
省
い
て
効
率
よ
く
一
度
に
禎
敷
名
へ
の
脱
明

や
ｉ
ｎ
灘
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
，
同
一
部
署
に
複
数
名
を
配
置
す
る
と
ク
ヲ
フ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
生
の

緊
磯
感
が
i
W
れ
，
せ
っ
か
く
時
間
を
か
け
て
練
り
上
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
も
上
郡
ら
鞍
い
鰭
呆
と
鞍

り
ま
す
．
万
一
．
同
一
部
暑
で
複
数
名
を
配
礎
す
る
場
合
は
，
個
々
の
作
粟
内
容
は
半
日
あ
る
い
は
１
日

ず
ら
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
雄
ど
，
複
数
名
が
同
一
廻
所
で
並
ん
で
，
同
じ
作
案
を
す
る
と
い
っ

た
こ
と
は
避
け
る
工
夫
が
必
要
で
す
．

ま
た
，
鐘
期
岡
の
受
入
れ
で
は
隊
一
般
的
に
は
一
郎
署
の
み
の
体
験
と
な
り
ま
す
．
櫨
敵
鰯
悪
を
体
B
ｉ

『碗

生
徒
に
と
っ
て
指
弊
担
当
瀞
は
。
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
期
間
中
に
直
接
指
騨
を
受
け
る
人
で
あ
り
，

も
っ
と
も
身
近
鞍
相
麟
春
で
す
．
日
々
の
作
業
の
鰯
か
な
指
示
は
，
指
導
担
当
瀞
を
通
じ
て
全
て
行
い
，

責
任
を
持
た
せ
て
任
せ
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
て
お
く
こ
と
で
，

社
員
敏
宵
と
し
て
の
効
果
も
高
め
ら
れ
ま
す
．

７
８



ク
モ
の
他
検
醐
申
項
惇

①
「
安
全
対
策
，
緊
愈
時
の
対
処
方
法

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
対
応
し
ま
す
．
「
４
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
中

の
危
機
藤
理
に
つ
い
て
」
及
び
「
６
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
に
係
わ
る
保
鱗
等
に
つ
い
て
」
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
，
各
企
粟
（
享
楽
所
）
の
危
楓
倍
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
，
学
校
側
と
醐
整
し
て
作
成

し
ま
す
．

②
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
描
導
（
作
栗
）
内
野
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
１
日
の
ロ
麹

後
半
の
受
入
事
例
を
参
閲
し
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
．

③
「
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
呼
街
方
法

学
校
例
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
す
．
膵
借
方
法
や
槻
式
も
号
灘
支
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
，
事
前

の
打
合
せ
時
に
砿
鱒
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

｡
受
入
れ
に
関
す
る
学
校
と
の
対
応
及
び
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
Z
I
実
習
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
方
法

「
２
ス
ム
ー
ズ
な
受
入
れ
を
通
め
る
た
め
に
』
及
び
「
３
学
校
及
び
生
徒
と
の
対
応
」
を
参
鯛
し
て
対

応
し
て
く
だ
さ
い
．

⑤
企
粟
（
事
業
所
）
の
函
要
唯
技
n
F
や
Y
H
類
等
の
守
秘
事
項
に
関
わ
る
問
題
に
対
す
る
対
処
方
法
等

⑥
軽
費
等

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
は
経
費
を
か
け
雄
I
'
､
こ
と
が
原
則
で
す
力
８
，
財
団
法
人
や
ま
な
し
竃
蕊
支
観

楓
構
か
ら
少
額
で
す
が
趨
礼
を
瑠
怠
し
ま
し
た
．
竣
轄
，
通
勤
の
た
め
の
交
通
民
や
保
賎
科
，
墨
食
な

ど
は
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
個
人
負
担
ま
た
は
、
学
校
の
負
担
と
な
り
ま
す
．

オ
棺
導
体
9
,
の
例
（
擬
念
図
）

企
業
律
務
郎
（
受
入
窓
ロ
）

連
絡
担
当
者

や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構

商
等
学
校

連
絡
責
任
者

(
学
科
主
任
等
）

受
入
す
る
配
属
郁
暑
一

(
受
入
担
当
責
任
者
・
配
厩
錦
署
責
任
者
）

掬
導
担
当
春
・
学
校
側
学
科
主
任
尋

力
受
入
可
鑓
時
期
の
検
討

企
粟
（
事
婁
研
）
に
は
，
中
間
決
算
期
，
期
末
決
算
鯛
，
年
末
・
年
始
な
ど
，
ど
う
し
て
も
受
J
u
L
を

避
け
た
い
爵
期
が
あ
り
ま
す
｡
学
校
も
，
年
度
勧
め
，
年
度
末
な
ど
学
校
行
事
等
が
密
蕊
し
て
描
導
体
制

が
壁
え
に
く
い
辮
鯛
は
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
．
さ
ら
に
，
学

校
は
全
学
年
の
年
団
授
業
叶
面
を
ペ
ー
ス
に
実
繕
時
期
を
決
め
企
業
(
事
業
所
)
側
に
依
頼
し
ま
す
の
で
．

学
校
と
の
間
で
連
絡
鯛
整
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

ま
た
，
高
校
生
の
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
は
，
－
学
年
全
員
を
同
一
日
狸
で
実
麓
す
る
学
校
，
別
日
程

で
実
麓
す
る
学
校
，
希
圃
者
の
み
で
実
魔
す
る
学
校
と
蟻
々
で
す
．
そ
の
岡
，
実
施
し
な
い
学
年
や
希
望

し
な
い
生
徒
は
普
段
ど
鐙
ワ
の
授
藁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
ガ
ニ
の
よ
う
な
対
象
外
の
生
捷
の
こ

と
も
勢
慮
に
入
れ
て
，
爽
施
希
望
時
期
を
決
定
し
て
お
り
，
ま
た
，
多
数
の
企
業
（
事
業
所
）
に
鱈
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
・
企
案
（
事
業
所
）
ご
と
の
調
整
は
さ
ら
に
姪
し
<
戦
っ
て
き
ま
す
．

そ
の
結
果
，
学
校
と
し
て
は
企
業
（
事
業
所
）
の
理
解
と
鰭
力
が
必
要
と
鞍
ワ
，
柔
軟
な
対
応
を
期
待

し
て
い
ま
す
，
、

キ
受
入
ロ
敏
の
換
肘

学
校
は
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
授
繋
計
画
）
の
中
で
受
入
日
数
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
，
実
麓
学
年

以
外
の
授
婁
や
希
盟
し
左
い
生
徒
等
の
授
藁
も
並
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
雄
ら
な
い
の
で
，
日
数
決
定
に

豚
し
て
の
制
約
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
，
高
校
生
の
鍋
合
は
，
現
段
階
で
は
３
日
～
５
日
の
実
施

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
全
員
が
同
じ
日
数
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
，
大
学
生
の
場
合
の
よ
う

に
長
期
に
わ
た
り
本
人
が
希
麺
す
る
日
数
で
自
由
に
股
定
す
る
こ
と
は
醸
し
<
鞍
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点

で
も
，
学
校
側
の
1
W
、
日
数
と
企
業
（
事
業
所
）
側
の
受
入
可
龍
日
数
の
銅
整
は
必
要
で
，
学
校
と
し
て

は
企
業
（
車
婁
所
）
の
理
解
と
撰
力
，
柔
軟
な
対
応
を
期
待
し
て
い
ま
す
．

『②

$

９
1
０

」
￣
Ｌ

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生



（
２
）
事
前
の
対
解

ア
受
入
れ
の
受
膳

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
受
入
企
業
（
事
窺
所
）
に
つ
い
て
は
，
（
H
1
)
や
ま
な
し
麗
栗
支
援
機
構
が
受
け

入
れ
依
頼
に
伺
う
か
、
各
高
等
学
校
が
独
自
に
受
け
入
れ
依
餌
を
行
い
ま
す
．

い
ず
れ
の
$
田
舎
も
，
高
等
学
校
の
方
か
ら
目
的
０
時
期
。
受
入
紬
田
圃
人
数
輔
を
示
し
て
の
打
診
が
あ
ワ

ま
す
． 二
の
と
き
．
学
校
か
ら
「
企
藁
内
研
修
の
た
め
の
学
習
掬
導
案
」
の
犠
な
資
料
力
8
鍵
示
さ
れ
た
拐
合
は
．

自
社
内
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
社
内
の
破
陶
や
人
員
を
活
用
し
、
実
習
の
受
入
が
可
龍
か
の
判
断
が
冠

戻
に
な
り
ま
す
．

罰
割
安
か
ら
の
実
習
依
頼
案
の
例
を
示
し
ま
す
．

３
学
校
及
び
生
徒
と
の
対
鷹
に
つ
い
て

（
１
）
鮪
ﾛ
ﾖ
ｶ
､
ら
終
Ｔ
ま
で
の
淀
ｵ
し
（
●
写
例
.
学
校
と
連
絡
魯
田
に
し
て
毎
瓦
の
毘
解
の
も
と
に
実
忘
し
て
《
だ
さ
し
､
）

企
業
と
学
校
の
仲
介

学
r
§
坊
校

や
ま
厳
し
産
業
支
援
機
構

企
業
（
事
撰
所
）

仁。

《
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
実
箪
前
、

推
進
委
員
会
の
設
匝

受
入
企
塞
週
津

事
前
依
頼
（
実
習
内
容
案
の
提
示
）

受
入
企
案
（
事
業
所
）
の
３
m
約
と
頂
整

参
加
希
望
寓
査
。
実
習
先
の
決
定

函
企
案
内
研
修
の
た
め
の
翼
習
依
餌
案
（
迩
崎
エ
粟
砺
等
学
校
秋
山
教
諭
作
成
資
料
か
ら
砿
團

笥
灘
史
山
梨
県
立
迩
埼
工
粟
高
等
学
綾
電
子
蝋
械
科
・
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

企
案
（
擁
)
茂
呂
製
作
所

１
本
時
の
学
習

（
１
）
日
時
平
成
２
０
年
１
２
月
１
６
日
（
火
）
9
時
０
０
分
～
１
５
時
3
0
分
５
時
間
３
０
分

平
成
２
０
年
１
２
月
１
７
日
（
水
）
９
時
０
０
分
～
１
５
時
3
0
分
５
時
間
3
0
分

平
醸
２
０
年
１
２
月
１
８
日
（
木
）
９
時
０
０
分
～
１
５
時
３
０
分
５
時
間
３
０
分

平
成
２
０
年
１
２
月
１
９
日
（
金
）
９
時
0
0
分
～
１
５
時
3
0
分
５
時
間
3
0
分

時
間
数
合
計
麺
時
岡

（
２
）
場
所
（
株
)
茂
呂
製
作
所

（
３
）
指
灘
巻
（
嫁
)
茂
呂
製
作
所
社
員
蟻

（
４
）
実
蜷
生
徒
愈
子
樋
披
系
列
・
シ
ス
テ
ム
工
学
系
列
第
２
学
年
（
男
子
Ｚ
名
）

（
５
）
生
徒
の
実
態
．
】
年
汰
の
系
列
過
択
に
お
い
て
近
子
機
械
系
列
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
工
学
系

列
琶
軸
翅
し
た
生
捷
で
あ
る
．

・
生
徒
の
手
先
の
鴫
用
さ
、
舶
練
度
雄
ど
は
、
捕
導
者
に
と
っ
て
は
未
知
数

で
あ
る
．

（
６
）
使
用
敬
材
社
内
個
品
・
槻
材

（
７
）
研
修
の
目
標
・
生
捲
が
意
欲
的
に
概
々
趣
腿
R
u
に
取
ワ
組
み
．
趣
成
し
た
喜
び
を
柵
る
こ

と
に
よ
り
、
腺
題
の
解
決
に
対
す
る
自
個
を
掴
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
．

（
８
）
本
時
の
目
楓
・
安
全
に
対
す
る
意
轍
を
高
め
る
．

・
基
本
的
な
工
具
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
る
。

．
熟
疎
審
の
技
腿
を
見
学
し
て
、
龍
動
的
に
学
ぶ
意
繊
を
身
に
つ
け
る
．

・
図
面
を
醜
t
'
こ
と
が
で
き
る
．

・
製
品
に
対
す
る
美
的
感
党
を
饗
う
事
に
よ
り
製
品
の
品
質
向
上
に
努
め

る
笹
理
技
術
藍
饗
う
．

回
受
入
承
鯖
聾
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
受
八
郎
署
，

担
当
者
の
決
定
・
計
画
書
の
作
成

Ｒ
７
恵
三
;
惠
司

⑬つ

１
～
２

<=
〉

生
徒
に
よ
る
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
，

事
前
訪
問
の
実
施

事
前
打
合
せ
日
騒

、
M
1
打
合
せ

《
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
期
間
、

夕
ラ
ブ
ト
マ
ン
２
１
奥
習
の
実
施

敏
貝
等
の
巡
回
指
導

実
習
指
導
・
酵
侭

《
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
実
施
後
，

礼
状
発
送

事
後
指
導
・
成
果
の
取
り
ま
と
め

報
告
会
・
反
省
会
等
へ
の
出
席
依
頼

<=
〉

肝
箇
粟
・
ア
ン
ケ
ー
ト
配
入

報
告
会
・
反
省
会
の
実
施

<=
〉

成
果
の
Ｈ
Ｐ
等
へ
の
掲
載

反
省
と
改
善
点
の
検
討

反
省
と
改
讐
点
の
検
肘

1
１

1
２



（
９
）
作
業
内
容
と
目
的
等

＜
会
社
案
内
と
塑
全
敏
青
＞

会
社
見
学
藍
行
い
雄
が
ら
．
事
故
や
災
害
事
例
達
口
頭
で
税
明
す
る
．
そ
れ
に
よ
っ
て
安
全
に

対
す
る
意
鰯
を
高
め
て
今
後
の
実
習
に
役
立
て
る
．

＜
メ
カ
組
立
＞

製
品
の
簡
単
な
組
立
作
案
を
お
こ
な
う
。
そ
れ
に
よ
り
組
立
時
に
使
う
エ
兵
の
名
称
、
使
い
方

を
習
梛
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
．

＜
溶
接
と
溶
断
＞

酸
纂
ア
セ
チ
レ
ン
溶
接
と
ア
ー
ク
溶
接
の
実
習
を
行
う
．
熟
練
者
が
実
顕
の
製
品
を
製
作
す
る

濁
趨
を
見
学
し
て
．
そ
の
後
．
自
ら
実
習
を
行
う
．

＜
図
面
の
見
方
と
計
測
品
質
笹
理
生
藤
健
理
＞

社
内
で
用
い
て
い
る
図
面
を
基
に
し
て
、
三
角
法
な
ど
の
図
面
の
基
礎
を
学
畢
．
ま
た
社
内
で

製
遺
し
た
製
品
を
潤
定
す
る
竃
に
よ
っ
て
、
樹
定
に
対
す
る
技
赴
を
身
に
つ
け
る
．
ま
た
も
の

づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
製
品
に
対
す
る
美
的
感
覚
を
養
う
事
に
よ
り
製
品
の
品
質
向
上
に

努
め
る
符
理
技
禰
を
養
う
．

＜
楽
太
郎
の
組
立
＞

椎
五
の
菌
を
木
内
に
注
入
す
る
植
菌
器
で
あ
る
楽
太
鰯
の
製
作
、
組
立
、
梱
包
作
業
を
お
こ
な

ｂ フ
．

＜
塵
２
９
Ｎ
Ｃ
鍵
盤
＞

熟
練
者
の
円
筒
切
削
に
対
す
る
銭
鰭
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
感
性
を
鴎
く
こ
と
老

目
的
と
す
る
．

＜
プ
ラ
イ
ス
Ｍ
Ｃ
加
工
＞

熟
練
毒
の
平
面
加
工
に
対
す
る
技
飽
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
．
生
徒
の
感
性
を
磨
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
．

＜
文
鎮
づ
く
ワ
＞

鍵
盤
に
よ
る
円
筒
切
則
と
フ
ラ
イ
ス
盤
に
よ
る
平
面
切
削
に
よ
り
．
文
鎮
を
製
作
す
る
．

こ
れ
は
．
学
校
が
企
業
（
事
業
j
ﾗ
f
）
に
出
向
い
て
提
示
し
て
実
習
依
閣
I
す
る
の
が
理
想
的
で
す
．
こ
の

内
専
を
見
て
、
受
入
れ
が
可
龍
な
企
粟
（
事
業
所
）
Ｉ
±
，
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
に
移
ｲ
ﾃ
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
委
嘱

企
粟
（
晦
藁
所
）
ポ
ピ
i
t
佼
に
承
醗
啓
を
送
付
す
る
と
，
学
校
か
ら
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
名
簿

を
付
し
た
委
繭
状
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
ｂ

ウ
学
校
と
の
事
飾
打
合
せ

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
翼
薗
に
あ
た
っ
て
は
，
事
前
に
．
学
佼
煽
の
担
当
者
（
進
路
指
導
主
事
，
学

年
主
任
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
担
当
者
等
）
と
，
細
部
の
打
合
せ
,
微
聰
整
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
肋
打
合
せ
が
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
成
否
を
左
右
し
ま
す
の
で
，
多
忙
な
中
で
は
あ
っ
て
も
，

で
き
る
だ
け
直
接
面
麟
で
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

企
業
と
学
校
の
打
ち
合
わ
吐
例

鰯
慨
随
八
審
鍋

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１

会
社

０
．
￣

０，００００

Ⅱ
４

1
３

学
校
名

工
業
高
佼

担
当
敏
且

科
先
生

住
蔵
『

竝
醸
番
号

ｅ
メ
ー
ル

携
帯
番
号

実
習
日

月
日
～
月
日

日
数

日
間

希
、
時
岡

生
徒
数

斜
学
年
名

受
け
入
ｉ
Ｌ

可
鰭
時
岡

爽
智
の
具

体
的
内
窃

名
1
M
Ｉ

初
日

集
合
謁
所

双
方
の
回
已
鞄
介
。
巴
■
田
好
の
宜
任
宕
坤
と
の
瓜
合
わ
せ
を
行
う
拐
所

邇
唖
錘
鴎

沮
勘
の
道
､
l
・
厨
艮
時
回
輔
仰
絢
に

通
励
方
法

(
控
歩
Ｄ
ｐ
転
工
．
バ
イ
ク
）
・
旺
伯
拐
博
の
位
■

出
仕
時
劇
初
日
（
田
B
ｉ
）

Ｚ
日
日
以
降
（
■
所
）

過
栓
時
刻

初
日

２
ｐ
Ｈ
以
降

昼
食

(
瓜
【
I
H
I
持
参
．
自
己
負
担
．
弁
当
．
吐
貝
食
堂
の
有
価
牡
ど
）

腫
銭

(
学
校
の
作
史
E
ﾛ
．
金
仕
の
作
負
曽
．
田
的
．
函
良
埠
）

仕
事

(
作
典
）
の
内
専
．
戌
宜
■
F
ｆ

そ
の
他

眈
猶
l
H
I
I
Ⅱ
等
の
提
示
、
杜
史
規
1
,
1
Ｗ
の
仕
事
上
の
ル
ー
ル
．
鱈
⑬
時
の
連
H
1
方
法
と
対
処
方
法
（
学
校
か

ら
の
連
H
1
砧
D
B
）

通
、
蚤
路
鱒



j
h
e
お
，
打
合
せ
の
内
騨
は
．
次
の
よ
う
な
も
の
が
一
般
的
で
す
が
，
学
校
や
企
業
（
事
業
所
）
に
よ
っ

て
状
況
が
違
い
ま
す
の
で
．
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
･
ｃ
－
ｍ
ｎ
ｉ
Ｉ
等
も
使
っ
て
連
絡
を
密
に
取
り
手
落
ち

の
厳
い
よ
う
に
し
ま
す
．

①
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
２
１
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
壁
提
示
し
て
の
，
実
施
時
期
・
期
間
お
よ

び
実
鱈
内
容
な
ど
細
郎
の
､
H
E
B
と
頂
駐

②
対
象
轡
の
氏
名
・
学
年
・
性
別
・
住
所
・
緊
急
町
連
絡
先
・
疾
患
等
配
慮
事
項
等
の
砧
鶴

③
襲
鱈
期
間
中
の
企
蕊
（
事
業
所
）
側
．
学
校
側
相
互
の
連
絡
忠
ロ
の
確
露

③
学
校
側
の
事
前
撹
魂
，
事
後
指
導
の
内
容
お
よ
び
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
位
匠
づ
け
（
単
位
浬
潭

等
）
辱
の
確
麗

⑤
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
生
の
艀
侭
方
法
・
騨
衝
基
準
の
砿
麗
と
す
り
合
わ
せ

⑤
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
賦
藁
規
則
等
の
縫
示

⑦
事
故
・
鍋
害
騨
の
対
応
方
法
の
砿
鴎
及
び
保
険
鱒
へ
の
加
入
の
有
舞
の
砿
駆

③
企
業
（
事
栗
所
）
か
ら
学
校
へ
．
学
校
か
ら
企
藁
（
事
業
所
）
へ
の
要
璽
亭
項
の
爾
壁

⑨
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
】
実
習
生
と
の
事
前
打
合
せ
日
の
必
要
性
の
碗
騨

な
譜
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
生
は
受
入
企
業
（
噸
業
所
）
に
つ
い
て
研
究
し
、
概
略
の
内
容
は
一
定

の
基
魯
知
塵
を
持
っ
て
爽
習
に
齪
み
ま
す
．

（
３
）
受
入
j
n
I
m
中
の
対
応

ア
学
佼
と
の
対
応

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
は
，
学
校
の
藤
理
下
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
活
動
で
，
学
校
の
主
体
的
歌
組

み
を
粕
に
行
わ
れ
る
の
が
基
本
で
す
が
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
中
は
，
通
勤
時
間
鐙
含
め
，
す
べ
て
企

粟
（
事
粟
所
）
の
監
督
下
に
あ
り
ま
す
．
こ
の
た
め
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
状
況
に
つ
い
て
常
に

学
校
と
迎
携
を
保
ち
．
締
に
欠
勤
や
事
故
に
つ
い
て
I
ま
速
や
か
に
連
絡
・
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

①
学
校
瞳
貝
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
係
硬
考
）
の
防
間
へ
の
対
応

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
奥
１
W
生
の
状
況
を
繭
麗
に
来
る
の
が
目
的
雄
の
で
，
取
り
立
て
て
対
応
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
．
醜
業
し
て
い
る
概
子
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
．

②
緊
急
時
辱
の
連
絡

ａ
祷
断
欠
勤

通
勤
途
上
で
の
巾
故
，
勤
務
の
醒
し
さ
か
ら
の
逃
避
等
が
瀞
え
ら
れ
ま
す
．
大
き
な
事
故
J
や
間
h
m
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
，
麹
や
か
に
学
校
と
連
絡
を
と
っ
て
対
処
し
ま
す
．

ｂ
＄
故

不
測
の
事
H
H
が
発
生
し
た
と
き
は
，
で
き
る
だ
け
早
く
，
適
切
に
対
処
し
、
連
や
力
､
に
学
校
に
連
絡
を

と
り
ま
す
．
寵
た
，
状
況
に
よ
っ
て
は
議
庭
に
も
連
絡
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
灘
し
<
は
，
「
４
ク

ヲ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
中
の
危
機
笹
理
に
つ
い
て
」
．
及
び
「
６
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
に
係
わ
る
保
険
等

に
つ
い
て
」
等
を
穆
零
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ｃ
そ
の
他
，
ク
ヲ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
行
動
,
勘
務
状
況
で
気
に
な
る
点
等
気
に
趣
る
点
が
あ
っ
た
ら
，

学
校
の
担
当
者
と
随
時
連
絡
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
．
小
さ
な
こ
と
で
も
連
絡
を
と
り
合
っ
て
．
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

イ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
と
の
対
磨

原
則
と
し
て
，
ク
ヲ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
突
飽
し
ま
す
．
Ｉ
A
I
窓
の
詳
細
に
つ
い
て

受
入
事
例
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
．
こ
こ
で
は
，
全
体
の
概
略
と
。
実
鱈
中
の
高
校
生
の
心
理
状
魍
や
曾

勲
へ
の
対
応
，
企
業
（
事
粟
所
）
個
の
睡
蓮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
硯
明
し
ま
す
．

①
全
体
の
露
略

已
初
日
の
行
事

午
前
中
に
受
入
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ロ
ン
を
実
魔
し
ま
す
．
こ
れ
は
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
必
須
事
項

で
割
愛
す
る
こ
と
ば
で
含
ま
せ
ん
．

ｂ
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
襲
習
中
の
業
務

基
本
的
に
は
,
朝
礼
か
ら
作
粟
の
翼
鰯
,
終
礼
及
び
翌
日
の
噸
傭
と
い
う
一
連
の
業
務
と
日
時
の
肥
入
．

反
省
，
担
当
者
か
ら
の
招
導
・
助
甘
か
ら
槽
成
さ
れ
ま
炎

ｃ
最
笹
日
の
行
事

作
業
終
了
後
，
反
槽
会
，
日
麓
・
自
己
６
７
画
票
の
肥
入
と
点
検
，
企
業
（
享
楽
所
）
例
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
鱈
，
各
部
恩
へ
の
挨
拶
等
避
行
い
ま
す
．

②
高
校
生
の
心
理
状
怨
や
回
動
に
対
す
る
対
応

■
高
校
生
の
現
状
へ
の
対
応

巍
代
の
高
校
生
は
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
ー
ン
。
携
締
麺
鰭
な
ど
か
ら
多
く
の
愉
報
を
柵
て
い
る
反
面
。
実
際

に
苧
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
竣
<
、
繊
々
な
年
代
の
人
た
ち
と
活
動
を
共
に
す
る
中
で
郷
ら
れ
ろ
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
知
麟
に
乏
し
い
と
首
わ
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
的
随
な
判
断
力
や
主
体
性
が
鞍
<
，
協

餌
f
生
に
も
欠
け
る
傾
向
が
あ
る
と
し
ば
し
ば
揃
摘
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
れ
ら
は
，
ひ
と
つ
に
は
高
校
生
郡
大
人
社
会
と
の
関
わ
ワ
や
実
体
験
が
輸
瀞
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し

ま
す
が
，
こ
の
た
め
現
翼
の
仕
車
に
戯
い
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
戸
惑
う
租
面
，
具

体
的
に
は
，
挨
拶
や
曾
葉
適
い
を
知
ら
雄
か
つ
た
り
，
仕
事
中
に
騎
手
に
持
ち
鍋
遼
醸
れ
た
り
．
私
語
を

し
た
り
し
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
ワ
ま
ず
。
こ
の
と
き
の
弼
佼
生
の
概
子
は
「
鴬
愛
想
」
に
見
え

た
り
，
「
ふ
て
く
さ
れ
」
た
り
「
怒
っ
て
い
る
」
よ
う
に
見
え
る
掛
合
が
あ
り
ま
す
が
，
そ
れ
ら
は
本
人

の
未
熟
さ
か
ら
く
る
も
の
で
，
ほ
と
ん
ど
の
弼
校
生
は
露
嵐
で
爽
薗
目
で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
を
理
解
し

な
が
ら
，
大
人
と
し
て
の
寛
容
な
心
と
社
会
人
と
し
て
の
敏
し
い
日
の
両
方
か
ら
．
し
っ
か
り
と
術
灘
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ｂ
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
初
日
の
心
理
状
魍
へ
の
対
應

褒
情
が
硬
か
っ
た
り
｡
無
愛
想
に
j
L
え
た
り
．
大
倉
潅
戸
で
受
け
答
え
が
で
き
な
い
の
は
，
鴎
饗
し
た

り
，
人
見
知
り
鞍
し
て
い
る
か
ら
で
す
．
大
人
で
も
，
航
し
い
風
塊
に
入
る
と
順
応
す
る
の
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
｡
ま
し
て
，
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
翼
習
の
掛
合
は
，
遜
験
の
浅
い
高
校
生
1
0
K
，
全
く
の
新
し
い

環
塊
に
自
分
ひ
と
り
で
入
っ
て
い
く
の
で
す
．
索
狼
す
る
の
が
当
た
り
肋
で
，
そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上

で
の
指
導
・
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
．
揃
導
担
当
者
の
思
い
や
り
あ
る
－
酋
が
大
切
で
す
．
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
気
分
が
I
エ
ぐ
れ
る
と
本
樂
の
明
る
さ
が
戻
り
ま
す
．

⑭酌

1
５

1
6



③
企
藁
（
事
業
所
）
側
の
注
意
す
べ
き
事
項

＆
間
違
い
や
ミ
ス
へ
の
対
応

作
業
等
で
失
敗
し
た
場
合
．
企
業
（
事
業
所
）
に
鋼
失
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
や
事
故
1
こ
つ
強

が
る
こ
と
も
少
雄
<
あ
り
ま
せ
ん
．
間
違
い
等
に
つ
い
て
は
厳
然
と
し
た
対
鮮
が
必
要
で
す
．

し
か
し
，
個
人
の
龍
力
を
否
定
す
る
よ
う
な
叱
り
方
，
人
格
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
首
助
．
照
ご
な
し
の
注

意
で
は
何
も
良
い
結
果
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
画
動
に
対
し
改
曹
を
求
め
る
時

は
．
ま
ず
自
ら
気
づ
か
せ
，
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
．
厳
し
さ
の
中
に
も
人
遭
育
て
る
と
い
う
廻

か
み
，
愛
情
の
二
も
っ
た
き
め
箱
か
い
摺
導
が
必
要
で
す
．

ｂ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
目
的
に
拾
っ
た
対
応

受
ﾉ
ｕ
Ｌ
た
生
徒
は
「
お
客
さ
ん
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
ク
ヲ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
を
通
し
て
，
燭
く
こ
と

の
意
義
，
職
溺
の
人
間
関
係
．
社
会
の
厳
し
さ
簿
を
学
び
．
社
会
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め
の
－
遇
覇
し

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
商
校
生
に
は
担
当
さ
せ
ら
れ
戦
い
業
務
も
あ
り
ま
す
が
，
特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
は

極
力
避
け
．
各
企
案
（
事
業
所
）
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る
仕
事
の
－
蛸
を
体
Ｕ
２
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
．

受
入
期
間
中
は
．
企
業
（
事
業
所
）
の
一
員
と
し
て
扱
っ
て
く
だ
さ
い
．

（
４
）
終
了
後
の
対
応

学
技
で
は
．
受
入
れ
終
了
後
に
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
襲
釣
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
ワ
ま
ず
、
企

業
（
事
案
所
）
も
，
吹
回
以
降
の
取
り
組
み
と
改
普
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
狐
約
を
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
．
こ
の
た
め
終
了
後
に
，
次
の
よ
う
鞍
業
務
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
．

ア
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
日
誌
等
の
整
理

後
日
行
わ
れ
る
報
告
会
等
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
資
料
，
生
徒
評
価
票
・
学
校
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
鱒
の
資

料
，
次
年
度
に
行
わ
れ
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
の
資
料
に
な
り
ま
す
６
な
譜
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
翼
留

日
賎
は
学
校
・
生
徒
と
も
使
用
し
ま
す
の
で
，
整
理
後
に
学
校
に
送
付
し
ま
す
．

イ
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
に
対
す
る
評
価
瓢
の
記
入

学
校
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
場
合
、
生
徒
評
価
蕊
に
,
勘
務
実
績
や
ク
ヲ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
日
睦
を
も
と

に
，
評
僑
を
記
入
し
，
学
校
に
返
送
し
ま
す
．

ウ
実
魔
結
果
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

や
輩
な
し
産
業
支
援
機
構
や
学
校
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
掛
合
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
巷
し
て
返
送
し
ま
す
．

エ
各
校
で
行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
報
告
会
・
反
省
会
へ
の
参
加

企
業
（
事
業
所
）
の
代
表
者
又
は
担
当
響
は
，
輿
施
方
法
や
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
，
問
題
点
や
改
善
策
等
の
意
見
交
換
の
た
め
に
参
加
要
餉
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．
日
時
や
内
容

に
つ
い
て
は
，
事
前
打
合
せ
等
で
鱒
藍
し
て
お
き
ま
す
。

オ
今
後
の
受
入
れ
に
対
す
る
問
題
点
や
対
策
の
鰻
離

必
要
に
応
じ
て
，
次
年
度
の
計
画
立
案
等
の
参
考
の
た
め
に
．
学
校
側
と
鰹
麟
を
行
い
ま
す
．

４
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
中
の
危
襖
管
理
に
つ
い
て

（
１
）
岡
題
（
事
故
）
発
生
時
の
対
応

問
題
（
事
釦
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
ま
す
６

・
企
業
（
事
業
所
）
侭
の
過
失
等
I
こ
よ
る
生
徒
の
不
利
益

・
生
徒
の
過
失
等
に
よ
る
企
業
（
事
j
臆
所
）
の
不
利
益

・
遥
量
途
上
の
事
故
及
び
生
徒
の
過
失
等
に
よ
る
生
徒
自
身
の
怪
我
等

す
べ
て
に
つ
い
て
，
受
入
企
業
（
事
藁
所
）
の
危
機
笹
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
．
迅
遼
な
対
応
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
．
ま
た
，
必
ず
凪
母
を
と
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．

ア
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
と
の
対
応

高
校
生
の
摺
合
，
事
故
鱒
の
函
要
性
達
鱒
蔵
で
き
鞍
か
つ
た
り
、
軽
く
毒
え
て
し
ま
う
俎
合
が
あ
ワ
ま

ず
、
商
校
生
の
判
断
は
あ
く
ま
で
も
「
素
人
判
断
」
で
す
の
で
，
掘
導
担
当
者
は
そ
の
点
に
留
意
し
て

対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
．

①
.
け
が
等
の
事
故
の
u
l
合
は
速
や
か
に
本
人
を
安
全
雄
場
所
に
移
し
．
応
急
処
置
鱒
を
行
う
．

・
生
徒
側
の
過
失
に
よ
る
事
故
の
椙
合
は
，
直
ち
に
本
人
を
担
当
師
署
か
ら
外
し
，
掴
導
担
当
考
等
が
事

後
処
理
を
行
う
。

（
邇
蜀
譲
上
の
事
故
の
場
合
は
，
生
徒
ば
学
校
の
担
当
肴
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
）

②
直
ち
に
部
署
の
責
任
者
に
状
況
を
穂
告
す
る
．
（
各
企
案
（
事
粟
所
）
の
緊
鰯
L
連
絡
体
制
等
に
従
う
）

③
文
佳
肴
か
ら
校
長
に
連
絡
す
る
．
必
要
に
応
じ
て
家
庭
に
連
絡
す
る
．

イ
学
校
と
の
対
応

学
校
に
は
窓
ロ
に
な
る
連
絡
責
任
者
が
い
ま
す
。
ま
ず
，
そ
の
敏
貝
に
連
絡
し
ま
す
．
第
一
粗
で
は
，

「
い
つ
，
ど
こ
で
！
だ
れ
が
．
な
に
を
，
ど
の
よ
う
に
」
瀞
を
明
砿
に
連
絡
し
ま
す
．
そ
の
後
，
学
校

か
ら
担
当
者
が
出
向
い
て
き
ま
す
の
で
，
状
況
脱
明
及
び
そ
の
後
の
対
解
を
相
鱗
し
て
く
だ
さ
い
．

ウ
ク
ラ
ブ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
の
保
護
瀞
と
の
対
応

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
は
，
原
則
と
し
て
後
述
の
保
険
尊
．
学
校
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
，
十
分
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
ま
す
．

エ
Ｂ
２
録 ど
の
よ
う
な
問
題
（
事
故
）
で
あ
っ
て
も
，
ま
た
，
間
皿
（
事
故
）
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
，
そ
の

状
況
に
つ
い
て
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
及
び
周
囲
の
社
員
か
ら
事
愉
を
聴
取
し
，
発
生
日
時
．
発
生

謁
所
，
事
後
処
理
の
状
況
等
6
こ
つ
0
､
て
必
ず
配
蝋
を
と
っ
て
お
き
ま
す
．
鞍
鈴
，
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実

習
生
は
未
成
年
で
す
の
で
．
事
情
を
聞
く
鯛
合
は
．
保
麟
者
の
承
鮪
を
1
9
る
と
と
も
に
．
学
校
の
担
当

春
の
立
ち
会
い
を
求
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｚ
）
企
業
（
事
業
所
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
守
秘
艇
筋
鱒

ア
企
業
（
事
業
所
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
を
重
要
な
ポ
ス
ト
に
配
風
す
る
こ
と
は
鞍
い
の
で
，
企
纂
（
事
藁
所
）
秘

密
が
外
鶴
に
濁
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
．
今
後
も
竣
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．
し
か

し
，
万
一
の
掛
合
を
考
え
て
，
企
蕊
（
事
粟
所
）
秘
密
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
橿
理
は
常
々
十
分

｡
。
｡
、

1
７

1
８



に
H
g
息
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．

イ
守
秘
残
務
に
つ
い
て

学
校
生
活
の
中
で
生
捷
の
立
圏
で
は
，
守
秘
麓
筋
と
い
っ
た
こ
と
は
－
織
的
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
．

ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
翼
魔
に
隠
し
．
学
ﾋ
ﾞ
ﾋ
ﾞ
で
も
事
前
の
柑
導
を
行
い
ま
す
が
，
企
業
（
事
業
所
）
に

お
い
て
.
そ
れ
ぞ
れ
の
立
掴
で
.
具
体
的
竣
例
を
示
し
な
が
ら
鋼
灘
す
る
こ
と
で
意
戯
は
高
ま
り
ま
れ

ウ
個
人
情
鰍
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

個
人
情
O
i
I
の
流
失
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
．
こ
の
た
め
，
山
梨
県
に
お
い
て
は
．
「
山

梨
県
個
人
愉
偲
保
硬
条
例
」
に
よ
り
０
事
案
瀞
の
責
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
．
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習

生
の
住
所
導
の
備
粗
に
つ
い
て
は
．
慎
矼
な
取
り
扱
い
を
し
て
く
だ
さ
い
．

（
３
）
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
掬
導
は
学
1
9
【
で
は
，
事
Ｉ
Ｍ
Ｉ
掻
導
に
お
い
て
，
加
害
者
・

被
害
者
双
方
の
立
榴
に
つ
い
て
の
掴
導
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
，
短
い
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
実
習
期
間
中
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
．

し
か
し
．
高
校
生
活
で
は
関
心
の
薄
い
間
皿
な
の
で
，
企
粟
（
事
業
所
〕
に
お
け
る
対
応
藍
し
っ
か

り
示
し
，
寅
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
掬
導
し
ま
す
．
掘
導
は
．
ど
の
よ
う
強
ﾆ

ﾋ
ｶ
$
セ
ク
ハ
ラ
に
麟
当
す
る
か
を
知
ら
せ
．
被
害
者
，
加
害
者
の
双
方
の
塔
合
に
つ
い
て
行
い
主
我

ア
銭
哲
考
の
場
合

自
分
又
は
他
の
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
2
1
実
習
生
が
セ
ク
ハ
ヲ
を
受
け
た
栂
合
は
．
次
の
対
応
を
と
る
よ
う

掬
導
し
ま
す
．

・
企
案
（
事
業
所
）
の
柵
導
担
当
者
又
は
セ
ク
ハ
ラ
相
瞳
貝
に
相
銭
す
る

・
学
校
へ
連
絡
し
相
鱗
す
る

イ
加
轡
考
の
掛
合

加
害
者
に
鞍
ら
な
い
た
め
，
ど
う
い
う
行
為
が
セ
ク
ハ
ラ
に
あ
た
る
の
か
を
知
ら
せ
，
セ
ク
ハ
ラ
を

し
た
掛
合
の
企
業
（
卒
業
所
）
内
で
の
処
皿
や
学
校
へ
の
O
i
l
告
輯
務
等
に
つ
い
て
注
意
･
播
導
し
ま
す
．

５
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
業
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
日
樫
表
）
の

作
成
郡
例

企
業
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
配
入
揮
式
椴
式
例

と
い
っ
た
形
で
、
日
租
琶
作
成
し
ま
す
．

・
魏
鍋
で
実
習
を
担
当
す
る
杜
興
は
、
よ
り
具
体
的
な
翼
習
計
画
を
谷
脇
円
の
内
部
で
検
討
し
て
、
作

業
手
順
や
使
用
楓
械
、
使
用
工
具
、
材
料
、
加
工
の
内
容
を
決
め
て
い
き
ま
れ

.
－
度
、
自
社
独
自
の
翼
留
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
を
作
成
す
る
と
、
そ
れ
を
基
本
と
し
て

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
内
奪
を
F
M
め
て
い
く
こ
と
が
可
龍
で
す
．

・
胆
入
概
式
と
過
去
の
実
習
事
例
醤
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
活
躍
で
き
る
蟻
に
、
い
く
つ
か
の
実
習
例
を

紹
介
し
ま
す
．

（
１
）
生
後
に
も
の
づ
く
D
の
楽
し
さ
と
製
適
の
■
ヒ
カ
を
伝
え
る
実
習
内
容
の
f
1
噸
l
：

・
参
加
す
る
学
牢
、
学
科
に
よ
っ
て
期
符
す
る
襲
習
内
容
は
、
変
わ
っ
て
き
ま
す
．

・
１
年
生
の
実
習
で
は
、
基
本
的
な
事
柄
の
学
校
で
の
学
習
が
ま
だ
、
緒
に
耽
い
た
ば
か
り
で

細
部
の
ｶ
ﾛ
ｴ
技
術
・
技
鮨
よ
り
大
き
戦
視
点
で
の
も
の
づ
く
り
の
魅
力
力
8
分
か
る
観
竣
実
習
が

Ｅ
ｕ
ま
し
で
し
ょ
う
．

・
２
年
生
の
実
習
で
は
、
最
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
学
年
で
、
鍵
盤
３
級
や
熱
処

理
、
駐
筑
組
み
立
て
な
ど
の
技
能
検
定
に
取
り
組
む
愈
欲
を
H
2
鱗
す
る
年
次
と
曾
え
る
で
し
よ

■ ５）
。

・
３
年
生
の
襲
習
で
は
、
将
来
の
方
向
性
を
見
据
え
た
J
i
i
粟
と
し
て
の
製
造
業
や
製
造
業
と
し
て

の
企
業
の
魅
力
、
社
会
人
と
し
て
の
瓦
剣
な
震
碑
竣
ど
が
理
j
W
で
き
る
等
翼
翻
が
考
え
ら
れ
ま

す
．

韓凸

1
９

2
０

日
付

時
間

内
容

担
当
者

鰯
弱

細
部
の
内
容

第
１
日

1
0
:
０
０
～
１
１
:
0
0

金
甦
優
良
睨
明

安
全
較
洵

仕
憂
鶴

縄
務
郎

律
務
係

鴎
民

資
料
会
t
t
案
内
パ
ン
フ

社
内
敬
育
安
科

第
２
日

１
０
:
0
0
-
1
2
:
0
0

1
2
:
0
0
-
1
5
:
0
0

製
摺
睨
明

プ
ラ
イ
ス
実
習

製
逓
眼

製
遼
限

Ａ
課
長

Ａ
限
長

楓
蛾
嗅
明

面
取
り
加
工

第
３
日

１
０
:
O
O
-
1
2
2
O
O

１
２
:
0
0
-
1
5
:
0
０

鍵
盤
作
乗
実
習

爽
葡
輯
告
作
成

製
造
畷

Ｂ
係
長

製
造
眼

Ｂ
係
奨

嫡
而
加
示

Ｂ
組
の
混
入

第
４
日

１
０
:
0
0
-
1
2
:
0
0

1
2
:
O
鵬
1
4
:
３
０

１
４
:
3
0
-
1
5
:
0
0

祷
按
作
案

実
習
紹
告

ま
と
め

邇
立
哩

掴
古
H
ロ

座
B
務
願

Ｃ
主
任

Ｃ
主
任

隈
長

ア
ー
ク
溶
接
硯
明

ア
ー
ク
鱈
接
実
習



（
２
）
実
習
日
穆
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
f
臘
成

実
習
日
毯
は
、
對
餅
輿
側
か
ら
の
要
餉
に
添
っ
て
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
．
学
校
側
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示
の
特
徴
は
、
授
業
時
間
田
分
や
各
種
行
事
等
の
関

係
で
、
以
下
の
l
制
約
が
あ
り
ま
す
．

①
『
実
施
予
定
と
し
て
示
さ
れ
る
期
1
1
U
が
限
定
さ
れ
て
い
る
(
選
択
肢
が
少
な
い
）
こ
と
．

②
隼
岡
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
カ
8
早
め
に
決
定
し
て
い
る
こ
と
．

③
受
け
入
れ
を
決
め
た
ら
、
変
更
（
前
後
の
日
に
秒
E
b
す
る
雄
ど
）
が
難
し
い
こ
と
．

し
た
が
っ
て
、
仕
事
の
方
は
い
つ
状
況
が
蜜
化
す
る
か
、
そ
の
変
化
に
い
か
に
対
応
し
て
す
る

か
が
企
業
に
と
っ
て
最
優
先
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
納
期
は
短
納
期
や
納
期
喪
更
が
あ
る
こ
と
、

数
週
間
先
の
繁
閑
の
予
測
が
立
て
に
く
い
こ
と
等
を
想
定
し
て
生
産
叶
回
を
組
ん
で
い
る
＄
に
加

え
て
「
受
け
入
れ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
組
み
込
ん
だ
生
函
叶
面
轌
作
砿
す
る
こ
と
と
左
ワ
ま
ず
、

巽
習
受
け
入
ｵ
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
（
橡
）
三
工
社
、
実
習
期
間
B
日
岡
．
学
年
3
年
生
、
人
数
1
名

日
付
｜
時
間

担
当
者
|
部
署

（
３
）
ク
ラ
プ
ト
マ
ン
２
１
に
お
け
る
企
粟
翼
留
の
主
な
内
容
と
日
秘

平
成
２
ｏ
年
度
の
実
施
状
況
の
中
か
ら
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
．
参
薮
に
し
て
自
社
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．

例 ク
ラ
プ
ト
マ
ン
Ｚ
１
に
お
け
る
企
翼
翼
智
の
事
例

＜
長
期
日
凝
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

★
Ｂ
日
閲
樋
鎮
加
工
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
（
株
）
ニ
エ
吐

く
棋
金
加
工
内
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

☆
榎
金
溶
接
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
藤
輔
観
（
株
）

＜
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
型
翼
習
＞

☆
排
気
ダ
ク
ト
の
股
固
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
富
士
工
鶏
(
棟
)
山
梨
工
場

＜
切
l
l
l
2
H
l
工
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

★
治
具
フ
ラ
イ
ス
盤
・
ポ
ー
ル
廷
加
工
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
（
布
）
山
本
製
作
所

＜
１
年
生
を
対
象
と
し
た
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

☆
楓
搦
Ｍ
ｎ
工
・
・
・
サ
ワ
（
株
）

＜
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

☆
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
（
椋
）
長
田
愈
材
エ
乗

函切

'７
月，
日

■．」》一一一一Ｆ「．「Ｅ｝一一一一「「「「「「「「「「「「「「「「「「「。

２
１

2
２

日
付

時
間

内
容

担
当
者

部
署

細
部
の
内
容

６
月
４
日

１
３
:
0
0
-
1
7
8
2
0

休
憩

１
５
:
0
0
-
1
5
:
1
０

実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
脱
朋

及
び
会
社
案
内
Ｄ
Ｖ
Ｄ
匿

武
．
加
エ
職
拐
、
Ｉ
U
l
立
磁

3
D
の
腿
開
．
楓
用
旋
盤
作

鋼
実
習
、
レ
ポ
ー
ト
ま
と

め

総
務
限

巍
四

担
当
者

眼
適駆

饒 製一

仕
事
を
す
る
と
き
の
心
構

え
●

工
場
の
受
注
内
容
と
実
醸

の
製
品
加
工
工
趨
の
理
解
．

実
習
般
伯
の
概
要
の
理
解
．

６
月
n
日

１
３
;
0
0
-
1
7
:
2
０

休
卿

１
５
:
0
0
-
1
5
:
1
０

汎
用
鍵
鐘
作
東
実
習
、
し

ポ
ー
ト
ま
と
め

現
｡
’

担
貰
者

製
通

一
願

実
習
内
容

･
慶
盤
i
こ
よ
る
面
取
り
の
仕

方 ･
旋
關
時
の
送
り
込
み
且
の

実
習
・
穴
あ
け

６
月
】
8
日

１
３
:
0
卜
1
7
3
2
0

休
憩

１
５
:
O
＋
１
５
:
1
0

､
L
周
塵
盤
作
纂
翼
習
、
し

ポ
ー
ト
ま
と
め

奥
掛

担
当
瀞

製
造

一
I
Ｈ

実
習
内
容

･
外
径
精
度
出
し

･
セ
ン
タ
ー
穴
も
み
つ
け

･
全
長
出
し

･
バ
イ
ト
研
磨
見
学

６
月
霞
日

１
３
:
0
0
-
1
7
:
2
０

休
憩

1
5
8
0
＋
１
５
:
1
０

Ｎ
Ｃ
鍵
盤
作
業
実
習
．
し

ボ
ー
ト
ま
と
め

現
場

担
当
者

製
適

一
瞬

実
習
内
容

・
Ｎ
Ｃ
崖
竺
の
鋭
明

･
加
工
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
切

７
月
９
日

１
３
:
0
0
-
1
7
:
2
０

休
憩

１
５
:
0
0
-
1
5
:
1
0

祝
用
プ
ラ
イ
ス
作
業
．
実

葡
レ
ポ
ー
ト
ま
と
め

現
場

担
当
者

製
適

_
孫

実
習
内
容

・
フ
ラ
イ
ス
盤
の
鋭
用

･
パ
イ
ス
の
取
り
付
け
作
藁

･
全
長
出
し
麺
工

７
月
1
6
日

１
３
:
0
小
１
７
:
2
０

休
憩

１
５
:
0
0
-
1
5
:
1
０

Ｕ
Ｗ
フ
ラ
イ
ス
作
案
、
実

百
レ
ポ
ー
ト
ま
と
め

魂
揖

担
当
者

製
造

一
鶴

実
習
内
容

･
パ
リ
敏
ワ

･
芯
出
し

･
長
穴
加
工

谷
デ
ー
パ
ー
ｍ
工

７
月
麺
ロ

１
３
:
0
0
-
1
7
:
2
０

休
圃

１
５
:
0
0
-
1
5
:
1
０

Ｍ
Ｃ
プ
ラ
イ
ス
作
蕊
、
実

召
レ
ポ
ー
ト
ま
と
め

製
拐

担
当
瀞

製
造

一
頚

実
習
内
容

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎

･
座
標
の
出
し
方
な
ど

７
月
3
0
日

１
３
:
0
0
-
1
7
:
2
０

体
感

１
５
:
0
0
-
1
5
:
１
０

Ｍ
Ｃ
フ
ラ
イ
共
作
案
、
実

召
レ
ポ
ー
ト
ま
と
め

現
担

担
当
瀞

製
造

一
謀

実
習
内
容

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成



実
習
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
（
株
）
藤
精
機
、
実
習
時
間
2
時
間
．
３
年
生
4
名

輔
密
榎
金
加
工
の
工
穏
（
切
断
・
曲
げ
・
溶
接
）
を
最
新
麟
葡
を
使
用
し
、
銘
板
の
作
成
で
学
ぶ
。

翼
習
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
a
官
土
工
鴨
(
株
)
山
梨
工
場
２
年
生
３
名
（
４
日
1
m
）

１
．
日
租
喪
生
徒
の
②
③

日
付
｜
晦
肌

ｇ
:
0
0
～
Ｉ
Ｄ
:
０
０

Ｍ
:
３
０
～
１
５
:
０
０

|可｜ ，’
１
４
:
3
0
～
１
５
:
0
0

｢爵’
１
４
:
３
０
～
１
５
:
0
0

ｇ
:
０
０
～
１
４
:
３
Ｄ

“②

１
４
:
３
０
－
】
５
:
0
０

上
腿
の
日
租
斑
の
、
場
奥
習
脇
分
と
同
時
遡
行
で
．
「
作
案
変
更
に
伴
う
排
気
装
匝
（
試
作
品
）
の

作
成
」
選
別
途
眼
皿
と
し
て
実
鰭
し
た
．

2
．
戯
作
品
作
成
翼
百
の
目
的

賦
叶
､
図
面
化
､
作
成
､
検
収
を
行
い
､
駄
作
品
を
作
成
す
る
こ
と
で
モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
を
養
う
。

爽
聰
の
実
習
で
は
．
製
造
す
る
黙
作
品
（
排
気
蕊
団
）
の
使
遥
・
目
的
の
把
握
→
簡
易
図
面
の
作
成

_
材
料
砿
鴎
（
支
給
材
料
）
-
材
料
の
避
定
_
材
料
の
加
工
一
組
み
付
け
-
仕
上
げ
-
組
み
付
け
－
稼

働
テ
ス
ト
→
風
趣
テ
ス
ト
→
検
収
→
検
収
解
侭
ま
で
行
い
.
鹸
終
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
奥
抜
る
改
善
案
が

あ
れ
ば
後
日
提
案
を
“
瓜
す
る
爽
暫
を
行
っ
た
。

肢
l
I
f
P
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
団
而
化
）
、
作
顛
、
（
、
｡
）
．
検
収
Ｃ
（
チ
ー
ッ
ク
）
を
行
い
さ
ら
に
、
社

内
反
省
会
を
経
て
、
葡
黙
史
に
鰯
っ
た
後
で
生
徒
力
【
更
な
る
改
野
案
Ａ
（
ア
ク
シ
■
ン
）
を
提
案
す
る
．

も
の
づ
く
り
を
－
趣
の
潮
え
方
で
行
う
平
に
よ
っ
て
、
Ｐ
－
Ｄ
－
Ｃ
－
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
を
実
践
・
理

解
し
、
職
業
意
麟
と
モ
ノ
づ
く
り
の
本
質
を
身
に
つ
け
る
爽
翻
と
な
っ
て
い
る
．

完
旗
し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
加
工
内
容

2
３

2
４

日
付

時l
UI

内
容

担
当
者

6
／
1
０

(2
k）

９
:
0
0
～
１
０
:
0
0

１
０
:
1
0
～
１
４
:
3
０

Ｍ
:
3
0
～
１
５
:
0
0

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
他

概
盟
餌
職
掛
翼
圏
（
生
縫
①
）

技
擶
頤
腹
掲
実
習
（
生
擬
②
）

容
靭
眼
職
鱈
爽
圏
（
生
健
③
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
他

総
勝
担
当

樋
鴎
鍾
長

鐘
縮
眼
長

容
留
腹
長

総
務
担
当

5
／
1
1

(
水
）

９
:
C
O
～
１
４
:
釦

１
４
:
3
0
～
l
5
g
O
O

概
鰯
願
職
場
翼
召
（
生
徒
②
）

技
鯖
距
腫
掛
実
習
（
生
徒
③
）

専
麗
騏
輯
巴
実
否
【
生
徒
①
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
他

概
鴎
餌
長

技
撫
限
長

容
圏
瞑
長

総
務
担
当

6
／
1
２

(
木
）

ｇ
:
0
0
～
1
4
8
3
0

１
４
:
3
0
～
１
５
:
０
０

樋
翻
籾
唾
掲
実
習
（
生
徒
③
）

技
術
皿
頓
椙
実
習
（
生
徒
①
）

恵
理
限
輯
拐
翼
弼
（
生
徒
②
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
他

樋
麗
凪
長

技
術
眼
長

霧
懸
凪
長

総
濁
部
長

6
／
1
３

(
金
）

９
:
0
0
～
１
４
:
3
０

１
４
:
3
0
～
１
５
:
０
０

技
術
願
顧
Ｎ
ｉ
実
習
（
生
徒
①
.
②
､
③
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
他

技
術
皿
長

緯
鰯
担
当

日
付

時
間

内
容

担
当
者

類
部
の
内
容

５
月
l
３
Ｂ

９
:
3
0
-
1
0
:
0
０

1
0
2
0
0
-
1
0
:
3
０

１
０
:
3
0
-
1
1
:
0
0

1
1
:
0
0
-
1
1
:
3
０

会
社
嗅
明
、
自
己
綱
介

精
密
梹
金
加
工
の
翼
百

事
前
に
材
料
等
を
準
侭

し
て
下
の
写
真
に
あ
る

よ
う
な
名
札
を
作
虜
し

た
●

本
人
が
､
学
校
で
I
土
使
用

す
る
こ
と
の
で
き
な
い

各
種
樋
械
を
面
接
塾
作

し
て
．
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
材
を

使
っ
た
自
分
の
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
聴
工
し
た
．

感
想
発
狂

総
務
眼

・
レ
ー
ザ

－
加
工

郎
円
長

｡
曲
げ
加

工
繍
門

長 鱈
H
H
掴

工
蹄
円

長 縄
務
限

･
会
社
案
内
を
パ
ワ
ー
ボ
イ
ン
ト
で
作

成
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

硯
明

・
レ
ー
ザ
ー
加
エ
侭
に
よ
る
抜
き
加
工

･
プ
レ
ス
プ
レ
ー
キ
に
よ
る
曲
I
f
加
工

･
溶
接
鰯
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
癬
接
と
Ｙ

Ａ
Ｃ
溶
接
の
実
習

．
完
虚
し
た
銘
極
を
持
ち
縄
っ
た
゜



実
習
受
け
Ｊ
ｕ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
４
（
有
)
山
本
製
作
所
２
年
生
２
名
（
４
日
間
）

代
表
者
自
身
が
実
演
し
､
生
徒
に
加
工
さ
せ
て
楓
械
加
工
の
具
体
的
な
手
願
･
工
租
を
身
に
付
け
さ
せ
る
．

実
習
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
５
（
株
）
サ
ワ
１
年
生
２
名
３
日
間

１
．
会
社
名
（
株
）
サ
ワ

２
．
乗
菰
越
子
概
械
器
具
部
品
製
造
案

３
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
実
珪
墾
塵
型

４
．
受
入
学
生
学
科
谷
村
工
業
高
校
樋
械
シ
ス
テ
ム
科
２
名

５
゜
受
J
u
f
l
当
部
署
製
造
B
B
6
R
I
錘
田
エ
、
仕
上
げ
、
検
衰
、
梱
包

６
．
研
修
Ｉ
Ａ
ｌ
容
何
の
た
め
に
働
く
の
か
、
豚
残
・
目
的
の
館
Ｈ
ｇ

（
機
械
郁
品
の
加
工
・
仕
上
げ
作
渠
な
ど
を
通
り
、
物
づ
く
り
の
蕊
し
さ

を
知
り
、
自
分
に
あ
っ
た
輯
探
し
の
参
考
に
．
）

担
当
肴

l…’

l
2
H
O
D
～
１
２
:
６
５

鈎剴

１
０
．
１
０
～
l
２
ｇ
Ｏ
Ｏ

l
2
H
O
O
～
l
２
ｇ
０
５

材
料
は
、
ア
ル
ミ
材
で
事
前
に
用
産
し
て
置
く
。

;
議
議
二
二
菫

１
０
：
１
０
～
１
２
:
、
0

ｌ
２
Ｈ
４
５
～
Ｍ
:
Ｄ
Ｏ

り
う
，
D
D
J
ﾜ
ｺ
ｰ
ﾘ
ﾁ
Ｊ

Ｆ
Ｃ
ｎ
句
G
J
F
J
い
い
陸
辺
ぴ
，

刃
監
Ｆ
ｍ
ｕ
句
ｚ
Ａ
Ｄ
Ｅ
坂
ル
ロ
ニ
⑰
ｐ

Ｕ
Ｊ
Ｐ
ｏ
Ｐ
７
エ
…
Ｚ
こ
こ
可
４
１
ガ

ー
イ
Ｐ
畷
Ｌ
８
Ｌ
Ｒ
Ｏ
ａ
Ｊ
Ｆ
‐
■

■
Ⅱ
田
町
④

P
”
Ｂ
８
リ
マ
巴
〃
凸
呵
■
■

,
日
疋
Ｒ
８
【
■
叩
'
■
■
￣
丙
■
■
■
岸
一
ご
－
一
一
一
一

弓
一
目
＝
Ｌ
ロ
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
Ｕ
－
‐
希
▽
￣
￣

参
考
資
料
：
課
顧
園
蔚
Ａ
の
図
面
（
穴
あ
け
、
タ
ッ
プ
加
工
用
）

2
５

2
６

日
付

時
間

内
容

担
当
者

縄
郎
の
内
容

６
月
１
０
日

B
g
3
0
～
１
５
:
3
０

図
面
の
J
L
方

機
械
の
実
操
作

観
題
図
面
Ａ
の
翼
践

社
長

Ｉ
Ｄ
の
づ
く
り
の
、
製
作
の
仕
組
み
に
つ

い
て
睨
馴
．
図
面
の
几
方
に
つ
い
て
、

エ
f
脚
､
蚊
の
仕
組
み
．
投
作
凪
明
（
守

キ
ノ
K
S
T
P
）
ボ
ー
ル
盤

６
月
１
１
日

Ｂ
:
3
0
～
１
５
:
3
０
観
四
図
面
Ａ
、
Ｂ
の
翼
賎

汎
用
フ
ラ
イ
ス
盤

ボ
ー
ル
盤

タ
ッ
プ
盤
の
如
工

杜
長

刃
物
・
工
具
の
睨
関
（
Ｉ
Ｆ
リ
ル
．
ニ
ン

ド
ミ
ル
．
タ
ッ
プ
）

加
工
は
l
工
租
ご
と
生
徒
l
名
が
実
習
､
１

名
が
見
学
を
親
ワ
遜
十

５
月
1
2
日

８
:
３
０
～
１
５
:
３
０

腰
囮
図
面
Ｃ

(
灰
皿
製
作
）

フ
ラ
イ
ス
盤

社
長

ブ
ラ
ン
ク
加
工
作
乗

加
工
は
l
工
租
ご
と
生
徒
1
名
が
実
習
､
Ｉ

名
が
見
学
を
１
，
ワ
返
す

６
月
１
３
日

８
:
３
０
～
１
５
:
3
０
眼
題
田
面
Ｃ

(
灰
皿
製
作
）

仕
上
げ

社
長

仕
上
I
f
作
繋

加
工
は
1
工
秘
ご
と
生
徒
1
名
が
翼
召
､
１

堵
が
j
U
孚
缶
繰
り
返
す

表
面
処
理
工
租
の
1
,
明
（
ア
ル
マ
イ
ト

と
は
何
か
）

日
付

実
習
内
容

担
当
者

1
1
月
５
日

(
水
）

1
0
8
0
0
～
１
０
:
3
０

１
０
:
3
0
～
１
２
:
C
Ｏ

１
２
:
０
０
～
l
2
g
4
5

1
2
8
4
5
～
１
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山梨県ものづくり人材育成事業

平成１９～２１年度成果普及発表会プログラム

趣旨

平成１９年度より実施している山梨県ものづくり人材育成事業の３年間の成果と課

題の情報発信と検証を行い、委託事業終了後の自立化を見据え、成果普及発表会を実

施する。周知対象は、協力企業、各中高校、保護者、関係機関、他地域の同事業実施

事業者等である。

Ｉ

概要

１．日時：平成２１年１１月１９日（木）午後１時３０分～午後４時３０分

２．会場：アイメツセＣホール（甲府市大津町２１９２－８TEL(055）243-1888）

３．主催：山梨県、山梨県教育委員会、（財)やまなし産業支援機構

４．参加者：１７６名

Ⅱ

Ⅲ構成 成果普及発表会（13:30～16:3０

1．開会（13:30）

２．挨拶山梨県知事

山梨県教育委員会教育長

文部科学省初等中等教育局教科調査官

横内正明

松±溝

池守滋

成果発表（14:00～16:00）

学校及び企業から事例紹介

①実践の趣旨（１５分）

題目：「事業の成果と課題」

発表者：山梨県教育委員会高校教育課指導主事手塚幸樹

山梨県商エ労働部産業人材課課長補佐倉田洋和

発表要旨：

文部科学省の「地域産業の担い手育成プロジェクト｣、経済産業省（関東経

済産業局）の「中小企業ものづくり人材育成事業（エ業高校実践教育導入事

業)」の指定（通称：クラフトマン２１事業）を受け、県立３エ案高校（韮崎

エ業高校・甲府エ業高校・谷村エ業高校）で、生徒の企業現場実習、企業技

術者による学校での実習、高度技術取得をねらいとする教員企業研修、生徒

と企業の共同研究を行い、機械系学科を中心に県内製造業への就職率の向上

などの成果をあげた。これら事業の成果と課題を報告する。

３．

②企業実習（１５分）

題目：「企業研修の取り組み」

発表者：富士エ器株式会社山梨エ場課長補佐杉谷亮平

韮崎エ業高校電子機械科主任中村一馬

電子機械科３年齊藤真吾、中込慎吾

発表要旨：

企業側発表：実習受入に係わる企業側の取り組み方針・指導体制等につい

て説明する。

生徒発表：この３年間、自分達が取り組んだことを発表する。

１年学習内容に係わる企業見学、事前講義の様子

２年①技術者の議義、②企業での実習の様子

３年企業研修の様子、感想

－８９－



③技術者派遣（１５分）

題目：「シーケンス制御技術教育プログラムの開発」

発表者：株式会社アイメック代表取締役石川勝秀

甲府エ業高校電気科主任時田透

電気科３年野澤潤、河西新

早川智彦、深澤雅基

金丸大也、両角大樹

上野友裕

発表要旨：

課題研究授業の－テーマとして、研究題目に「シーケンス制御技術」を設

定し、企業技術者と教員とのティームティーチング授業を実施した。その「企

業技術者派遣による教育プログラム開発」の様子を紹介する。また、生徒た

ちが実際に研究開発した実用制御機器（ＰＬＣ＆タッチパネル）を用いた「ペ

ット自動世護樫」や「チャーハン自動調理器」システムを操作実演する。

休憩一（１０分）

④教員研修（１５分）

題目：「教員研修への取り組み」

発表者：山梨県鉄構溶接協会事務局長古巖電彦

谷村エ案高校機械システム科主任内藤貴弘

発表要旨：

エ業高校の生徒だけでなく、技術教育を担う教員においても技術スキルや

指導力の向上及び企業理解を目的とし、積極的に実践的技術研修を実施した。

企業技術者による学校での出躯購習会、教員が企業や公的研究機関へ行くな

ど活発な交流が行われた。毎年実施された溶接指導員養成研修会は、各校の

溶接実習授業の質を高め、本年度関東地区では他県に先駆け「第１回山梨県

高校生溶接競技会」を一般社会人大会と同時開催するまでに至った。

⑤共同研究（１５分）

題目：「農巣用トラクターの遠隔操作」

発表者：岩間農機株式会社代表取締役社長

甲府エ案高校機械科教諭

機械科（機械技術部）

岩間英雄

長谷川琢也

原雄二、三井志樹

村松純一郎

発表要旨：

山梨県でいくつかある主要な産業をエ業高校の技術力と設備を生かし、支

援できるものを探す中で農業用トラクター等の整備・修理、そして－歩進ん

で遠隔操作の可能性を考えた。遠隔操作ではメカニカルな部分だけでなく、

電気や電子の分野まで学習するなど、興味深い研究内容になっている。

４．意見交換会（質疑応答）（16:00～16:10）

５．講評文部科学省初等中等教育局教科調査官池守滋（16:10）

６．閉会（１６:30）
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術
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
Ｐ
D
C
A
サ
イ
ク
ル
型
問
題
解
決
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
～

実
施
機
関
山
梨
県
教
育
委
員
会

（
財
)
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構

実
施
枝
韮
崎
工
高
､
甲
府
工
高
､
谷
村
工
高

１
２

￣ ￣
￣
￣
□
￣
￣
●
￣
Ｉ
■
￣
Ｉ
■
□
●
￣
●
■
１
￣
□
￣
Ｉ
■
￣
￣
－
－
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
＝
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣
－
Ｃ
￣
￣
￣
￣
⑥
￣
￣
■
。
■
●
￣
￣
●
￣
￣
￣
￣
Ｉ
■
￣
￣
■
■
■
■
￣
■
■
￣
￣
￣
￣
■
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
｡
￣
￣
￣
￣
￣
￣
－
－
－
ニ
ー
ー
ー
ー
ー
－
－
－
￣
￣
￣
￣
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
■
￣
￣
■
￣
￣
￣
￣
■
￣
￣
￣
-
-
￣
－
－
－
－
＝
-
-
-
-
-
-
－
'
－
－
－
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
。
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
⑰
■
■
■
￣
￣
■
■
■
。
■
－
－
－
－
－

山
梨
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
イ
メ
ー
ジ

事
業
の
目
的

｢
も
の
づ
く
り
産
業
を
担
う
人
材
育
成
｣
と
は

①
図
面
を
読
み
取
り
､
加
工
､
計
測
が
で
き
る
実
践
的
な
も

の
づ
く
り
技
術
を
有
し
た
人
材
育
成

②
機
械
加
工
技
術
､
計
測
技
術
､
金
属
材
料
の
知
識
を
習

得
し
た
人
材

③
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
問
題
解
決
を
意
識
し
た
人

地
域
産
難
の
担
い
手
育
成

生
徒
･
教
員
の
技
術
｡
技
能
向
上
､
意
鐡
改
革

云
遁
業
調
農
瞳
３
工
業
高
校
雫
関
係
機
関
一

＝
ず
ぶ
か
バ
ー
‐
守
鷺
＝
＝
自
室
簿
昌
一
…
＿

｣N
ｂ

△
＋
￣
卍
－
－
■
午
O
ﾛ

･
～
－
－
鞆
■
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
４
－
甲
■
午
片
洵
や
閂
■
鞆
丙
一
一
一
一
一
⑬
－
－
４
ヶ
･
P

洋
一
△
や
-
勢
一
や
｣
l
砧
!
Ｓ
一
七
十
マ
ー
■
－
勺
■
ﾛ
沽
凸
一
“
■
～
T
■
■
￣
￣
蚫
苗
凸
〒
U
四
～
古
ご
ぶ
出
可
一
一
申
一
因
■
目
白
士
勺
+
－
－
．

推逸聾貝会・マネ沙洪ン卜

教員
Ｚチユ 震

材
育
成

÷
－

企
業
見
学
：

㈱
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

侭
缶
駈
U
｢
｡
`
･
･
、

Ｌ
＝
‐
．
Ｆ
司
臣

凧
教
妥
・
■
－
．
．

三
諏
ﾆ
ｰ
ｰ
蝿
境
画
襲
．
‐
一
二
-
二
一
．
鰯
一

３



県
立
s
工
業
高
校

【
Ｈ
２
1
年
度
定
性
目
標
】
→
(
結
果
）

・
韮
崎
工
業
高
校
:
校
訓
｢
和
」

－
多
彩
な
企
業
現
場
実
習
で
実
践
的
な
技
能
を
習
得

･
工
業
高
校
の
教
員
､
生
徒
､
保
護
者
の

満
足
度
9
割
→
(
９
２
％
）

･
地
元
中
小
企
業
の
人
材
に
対
す
る

・
甲
府
工
業
高
校
:
校
訓
｢
質
実
剛
健
」

－
共
同
研
究
で
機
械
･
電
気
制
御
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成

満
足
度
9
割
→
(
1
0
0
％
）

･
谷
村
工
業
高
校
:
校
訓
｢
敬
愛
」

－
産
官
学
の
連
携
充
実
で
職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
環
境
整
備

別
紙

５
高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る
機
械
加
エ
実
技
指
導
餌
習
会
６

や唖

￣
￣
￣
￣
⑤
￣
｡
●
￣
■
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
－
－
－
￣
－
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
■
￣
￣
￣
￣
■
￣
■
□
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
■
■
■
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
■
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
中
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
－
■
■
■
①
■
■
■
＝
■
■
■
■
－
■
－
－
－
－
－
－
－
■
、
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｐ
■
－
■
■
－
－
－
－
･
■
－
■
■
－
－
－
－
－
■
■
－
－
－
－
＝
ニ
ニ
ー
ー
ー
ー
■
■
■
■
－
■
■
■
■
■
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
■
‐
＝
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
土

【
Ｈ
２
1
年
度
定
量
目
標
】
→
(
結
果
）

H
２
１
年
度
の
事
業
実
績
(
昨
年
比
）

①
企
業
実
習
参
加
生
徒
数
＞
延
べ
9
0
0
名
→
(
1
0
2
5
名
)
◎

②
高
度
技
術
教
員
研
修
＞
延
べ
ｓ
ｏ
名
→
(
５
１
名
)
△

③
参
画
企
業
数
＞
1
0
0
社
→
(
6
5
社
)
△

④
工
高
生
技
能
検
定
合
格
者
＞
四
％
増
→
(
Ｓ
Ｓ
Ｓ
％
)
◎

⑤
就
職
内
定
率
＞
1
0
0
％
→
(
1
0
0
％
)
◎

⑥
工
高
生
県
内
企
業
就
職
率
＞
9
5
9
6
→
(
9
2
％
)
○

②

7
８

［
企
業
実
習

企
業
見
学

技
術
者

指
導

教
員
研
修

(
教
員
数
）

生
徒
数

2
8
1
名

○

2
6
9
名

△

4
5
4
名

○

(
５
１
名
）

◎

協
力

企
業
数

4
1
社

△

5
社

△

１
０
社
￣

g
社

△

平
均

日
数

５
日 ０

５
日 ０

５
日 ｡

２
日 ○



参
加
生
徒
と
教
員
数

協
力
企
業
数

０

鶴讓
１１

１

－'
㈹

年
度
(
裏
餓

度
(
実
伍
）

(
実
組
）

～
ぴ

９

③露

・
－
－
－
－
－
－
口
＝
－
－
寺
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｓ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
－
－
■
■
－
－
■
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
■
可
■
■
－
■
■
－
－
■
■
■
■
■
■
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｐ
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
＝
－
－
＝
－
－
－
－
－
－
－
－
＝
＝
＝
＝
－
＝
＝
＝
－
－
＝
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
．

平
均
実
習
日
数

平
均
実
習
時
間

眉
平
観
i
9
年
度
(
史
o
H
j
i

1
:
;
竃
l
:
爵
劉

年
皮
（
史
餌
）

■
（
典
伍
）

(
突
紐
）

1
１

1
２



①
生
徒
の
企
業
現
場
実
習

２
年
生
企
業
実
習
(
韮
工
＋
(
株
)
天
鳥
）

①
生
徒
の
企
業
現
場
実
習

２
年
生
企
業
実
習
(
韮
工
＋
(
株
)
天
鳥
）

①
生
徒
の
現
塙
実
習

1
年
生
企
業
実
習
(
谷
エ
＋
市
村
製
作
所
）

生
徒
感
想

Ｏ
今
勉
強
し
て
い
る
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ｽ
ﾄ
加
工
が

見
る
こ
と
が
で
き
て
､
良
か
っ
た
。

Ｏ
旋
盤
作
柔
が
弓
勢
交
の
実
習
と
同
じ
で
、

こ
れ
か
ら
の
実
習
授
粟
に
役
立
つ
と
思
う
。

Ｏ
社
会
人
と
接
し
た
り
.
社
貝
の
作
柔
へ
の
取

り
組
む
姿
を
見
る
こ
と
が
勉
強
と
な
っ
た
。

Ｏ
作
粟
が
終
わ
っ
た
と
き
に
速
成
盛
が
感
じ
ら

れ
た
。

企
案
感
想

･
指
導
者
の
指
示
.
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
事
故

も
な
く
安
全
に
作
集
が
で
き
た
。

Ｏ
当
社
従
業
員
に
と
っ
て
も
､
良
い
刺
激
と
な

っ
た
。

０
－
人
の
受
け
入
れ
で
し
た
が
良
か
っ
た
｡
多

い
と
指
示
を
し
き
れ
な
く
な
る
と
思
う
。

Ｏ
今
か
ら
の
若
い
世
代
の
子
供
た
ち
に
､
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
進
出
し
て
欲
し
い
。

M
C
の
基
本
操
作
の
説
明
を

実
際
に
ワ
ー
ク
の
取
り
付
け

を
し
ま
す
。

受
け
て
か
ら
、

､
加
エ
､
交
換

'
三
次
元

｝
烈
定
櫓

=
と
蕊

夢
薑
璽
臺
動

Ｍ
Ｃ
ｶ
ﾛ
ｴ
後
の
面
取
り
作
案
で
す
｡
製
品
を
扱
う
の
で
傷

を
つ
け
て
は
大
変
で
す
。

〒』■・卍一

鐸鑿》一』

癖
ｒ』■

ｆＰ。Ｆ■■ｒ
三
次
元
測
定
檀
で
.
製
品
の
加
エ
精
度
を

砿
腿
し
ま
す
｡
品
質
を
保
証
す
る
大
切
な
作

巣
で
す
。

｡
■
￣
中
～
乏
~
■
￣

H
2
1
年
度
実
績
平
均
日
数
:
５
日
間
３
６
ｍ
実
数
:
二
5
1
名
受
入
全
集
数
9
4
1
社

H
2
1
年
度
実
績
平
均
日
数
:
５
日
間
３
６
ｍ
実
数
:
二
5
1
名
受
入
全
集
数
9
4
1
社

0
-
句

③』

!
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
■
￣
￣
■
、
■
■
￣
￣
＝
。
■
￣
￣
＋
￣
－
－
｡
■
－
－
－
￣
￣
-
-
-
￣
-
-
￣
￣
￣
￣
￣
-
-
￣
￣
￣
ご
￣
￣
Ｕ
■
￣
￣
Ⅱ
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
-
-
■
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
ｊ
-
-
￣
■
■
■
ロ
■
ロ
■
￣
￣
■
■
■
￣
■
＝
＝
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
ロ
■
ロ
■
￣
ロ
■
ロ
■
ロ
■
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
■
－
－
￣
■
－
－
￣
￣
￣
￣
■
￣
－
－
－
￣
－
－
￣
－
－
－
－
－
－
￣
－
－
－
￣
￣
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣

②
技
術
者
の
学
校
で
の
実
践
的
指
導
(
甲
工
）

②
技
術
者
の
学
校
で
の
実
践
的
指
導
(
甲
工
）

③
教
員
の
高
度
技
術
習
得

会
場
：
甲
府
エ
高
機
械
加
エ
実
習
室
：
普
蜀
捧
鱒

対
象
者
：
機
械
科
２
年
２
組
（
１
０
名
）

機
械
科
２
年
１
組
（
３
名
）

内
客
：
高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る
３
級
技
睦
撞
壼
樫
鐘
油
示

繭
師
：
高
度
熟
練
技
能
者
（
旋
盤
）

９６０６，

_
Ｊ
ｑ
４
ｆ
Ｕ
Ｏ
－
－
．
－
－
－
缶
凸
一
範
－
－
￣
－
－
■
￣
ｄ
勺
■
.
■
凸
F
P
L
対
.

lj
J1
嚢l
ii
jn
魂輔

ニ
キ
ェ
■
百
一
、

萱i
ii

i蕊
ii

ii
1D

露嚢
譲

襲
蛸
瞳

旋
盤
･
フ
ラ
イ
ス
盤
技
術
研
修
(
も
の
づ
く
り
技
能
塾
）

会
場
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
枚

Ｈ
2
1
年
度
実
績
平
均
日
数
:
５
日
間
参
加
実
数
:
4
5
4
名
企
乗
数
1
0
社

H
堂
1
年
度
実
績
平
均
日
数
:
３
日
間
参
加
実
数
:
５
１
名
企
案
数
g
社

０



日
体
的
な
取
砠
内
寺

Ｈ
１
９
年
度
成
果
(
醸
成
）

④
企
業
と
の
共
同
研
究
(
甲
工
） ￣
￣
Ｈ
、
■
,
Ｗ
１
Ｐ
－
。
.
~
'
…
･
‐

企
業
と
の
共
同
研
究
遠
隔
操
作
ト
ラ

･
機
械
技
術
部
の
生
徒
～
『

･
連
盤
企
雲
:
岩
間
農
機

･
研
究
内
容
:
農
業
機
械

(
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ
)
の
遠
隔
操
作
技
術
を
習
得

①
学
校
と
企
業
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た

②
生
徒
の
取
り
組
み
が
変
わ
り
､
資
格
取
得
が
増
加

③
人
材
育
成
に
つ
い
て
､
教
員
や
企
業
の
意
識
が
向
上

④
旋
盤
レ
ン
タ
ル
に
よ
り
､
資
格
取
得
の
指
導
が
充
実

⑤
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
的
な
技
術
が
習
得

⑥
働
く
こ
と
に
意
義
､
勤
労
観
の
育
成
に
繋
が
っ
た

⑦
中
小
企
業
の
技
術
力
の
高
さ
を
身
近
に
感
じ
､
中
小
企

業
の
正
し
い
理
解

研
究
期
間
は
通
年

ト
ラ
ク
タ
ー
の
遠
隔
操
作
が
可
能
と
な
っ
た

1
Ｂ

０ｓ■

芭切

H
2
0
年
度
成
果
(
実
践
）

Ｈ
１
９
年
度
課
題
(
模
索
）

①
県
内
製
造
業
就
職
率
が
事
業
前
と
比
較
し
１
２
％
向
上

②
協
力
企
業
､
参
加
生
徒
数
が
倍
増
(
Ｈ
１
ｇ
比
）

③
資
格
や
顕
彰
よ
り
工
業
高
校
生
の
取
り
組
み
が
変
容

④
人
材
育
成
マ
ッ
プ
や
目
標
の
数
値
化
で
意
識
向
上

⑤
旋
盤
の
レ
ン
タ
ル
に
よ
り
資
格
合
格
率
が
倍
増

⑥
教
育
課
程
上
に
学
校
設
定
科
目
｢
企
業
実
習
｣
が
設
定

⑦
企
業
､
学
校
､
行
政
の
意
見
交
換
会
が
定
期
開
催

⑧
企
業
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
､
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
､
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
各
種
コ
ン
テ
ン
ッ
が
充
実

①
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
と
学
校
設
定
科
目
の
検
討

（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
等
の
研
究
）

②
事
業
展
開
の
回
数
の
増
加
と
協
力
企
業
の
開
拓

③
学
校
と
企
業
と
の
役
割
分
担
の
検
討

④
企
業
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
評
価
方
法
の
検
討

⑤
生
徒
の
技
術
レ
ベ
ル
と
実
習
内
容
の
検
討

⑥
企
業
の
工
業
高
校
に
対
す
る
認
識
不
足

1
９

2
０



H
２
１
年
度
成
果
(
向
上
）

H
２
０
年
度
課
題
(
j
情
報
共
有
）

①
事
業
展
開
の
回
数
の
増
加
と
協
力
企
業
の
開
拓

②
学
校
や
企
業
､
行
政
の
連
携
不
足

③
企
業
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
評
価
方
法
の
検
討

④
生
徒
の
技
術
レ
ベ
ル
と
実
習
内
容
の
検
討

⑤
企
業
と
工
業
高
校
の
相
互
の
認
識
不
足

①
対
象
生
徒
･
教
員
･
保
護
者
｡
企
業
技
術
者
等
よ
り
事
業

満
足
度
が
9
割
を
越
え
た

②
1
0
0
年
に
1
度
の
不
況
の
中
､
就
職
内
定
率
は
1
0
0
％

③
技
能
検
定
普
通
旋
盤
合
格
者
が
s
倍
増
(
事
業
前
比
）

④
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
の
産
学
官
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

構
築

⑤
教
育
課
程
上
に
学
校
設
定
科
目
｢
企
業
実
習
｣
が
定
着

2
里

2
１

q
Ｃ
Ｏ

Ｃ
、
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･
・
・
・
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￣
・
・
・
・
｡
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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「
平
成
１
９
～
2
1
年
度
山
梨
県
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
案
」

Z
5
玉
二
詩
碑
蓋

~
￣
￣
1
.
1
上
．
’
－

．
O
P
□

企
業
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
(
企
業
＋
学
校
編
）

■
~
~
■
l

成
果
普
及
発
表
会
■
二
:
Ｉ

山１２

キ
ロ
ピ

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１

食
い
■
ロ
ワ
リ
促
几
O
E
I
二
▲
に
句
冤

３４５ｏ成。良◎潮

昼
げ
人
品
企
■
白
帥
で
ニ
ュ
ア
ニ
・
友
“
■

、
千
ﾛ
ﾋ
ﾟ

凸
■
●
■
■
●
Ｂ
●

￣
角
■
1
Ａ
や
Ｆ
Ｕ
Ｌ
■
■
■
好
■
⑪

2
４



H
２
１
年
度
課
題
(
展
開
）

学
習
体
系

エ
熱
高
校
樋
拭
系
主
健
の
学
西
体
系
〔
０
９
/
１
１
/
０
９
） 山
別
瓜
立
正
典
二
＄
写
堕
聖
些
■

茨
の
喪
は
．
エ
■
昼
懐
旧
頬
斜
Ｓ
ｍ
回
で
の
主
な
、
1
1
挺
町
と
優
、
す
る
エ
作
孤
幅
・
工
旦
H
2
ひ
間
亜
す
る
科
目
や
ｍ
Ｎ
Ｄ
で
空

、

①
電
気
系
､
環
境
系
の
企
業
実
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

②
企
業
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
評
価
方
法
の
深
化

③
生
徒
の
技
術
レ
ベ
ル
と
実
習
内
容
の
検
討

④
実
習
設
備
の
老
朽
化
と
台
数
の
不
足
へ
の
対
応

⑤
地
元
に
密
着
し
た
共
同
研
究
の
実
践

2
６

ＢＧＰ

》『

企
業
実
習
検
証
①

企
業
実
習
検
証
②

・
工
高
生
の
技
術
力
を
技
能
検
定
合
格
水
準
に
向
上
さ
せ

る
に
は
､
各
校
の
実
績
か
ら
､
年
間
７
０
Ｈ
程
度
の
取
組

が
必
要
で
あ
る
と
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
こ
の
こ
と
か
ら
｢
企
業
実
習
｣
２
単
位
７
０
Ｈ
の
組
み
立
て

に
よ
り
､
技
能
検
定
合
格
水
準
や
企
業
ニ
ー
ズ
を
ク
リ
ア

で
き
る
技
能
レ
ベ
ル
に
向
上
で
き
る
と
考
え
る
。

・
委
託
事
業
の
之
年
間
の
実
績
で
は
、

。
「
企
業
実
習
(
1
単
位
s
s
H
)
｣
＝
｢
企
業
現
場
実
習
(
１
７

Ｈ
)
＋
企
業
見
学
(
Ｂ
Ｈ
)
＋
技
術
者
派
遣
授
業
(
Ｓ
Ｈ
)
＋

事
前
事
後
指
導
(
５
Ｈ
)
」

・
に
よ
り
、
県
内
製
造
業
就
職
率
１
２
％
向
上
､
技
能
検
定

合
格
率
が
倍
増
し
た
。

．
し
か
し
､
国
家
技
能
検
定
の
合
格
水
準
の
技
術
力
の
習

得
に
は
､
｢
企
業
実
習
｣
1
単
位
ｓ
ｓ
Ｈ
で
は
､
｢
職
業
理
解

は
深
ま
る
が
､
技
術
力
は
期
待
で
き
な
い
｣
と
の
企
業
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
が
あ
る
。

.[
i字
ii
憲蝋
甑I
ql
二'
錦譽
崇i
彗鱈
蒲ｊ
４

＋
事
前
事
後
指
導
(
１
０
Ｈ
)
」

2
７

2
5

ろ
■
櫓
・
嘘
定
昼
尻
す
＿
浦
に
ア
ツ
ダ
ー
曰
イ
ツ
は
企
函
衷
盟
に
函
す
る
科
目
一

１庇次

⑥
の
づ
く
り
作
、
６

[
１
１
四
面
力

の
⑪
、
■
f
Ｕ

|菫
囚
風
バ
リ
コ
ン
缶
作
（
雷
8
0
■
）

蓬
砠
璽
２
ｍ
、

シ
ャ
コ
マ
ン

ハ
ン
ド
ル
巾

掎
頭
碑
践
片

取
付
■

テ
ス
タ
ー

エ
ｆ
Ｆ
概
織
・
工
具

肛
旦
・
ポ
ー
ル
■

汀
又
■
ﾋ
ﾛ
■

印
田
別
・
ワ
ラ
イ
ソ
タ
ー

シ
エ
ル
モ
ー
ル
ド
｡
■
■

ダ
イ
カ
ス
ト
■
･
幻
１
８
炉

’
年
又
．
ハ
イ
ト
ゲ
ー
ツ

マ
イ
ク
ロ
異
一
夕
－

科
目

藷
雛
型

:
:
窯
ご
国

イ
ソ
タ
ー
ン
ツ

畠
星

頁
橿
・
検
定
．

■
■ 込
日
■
■
検
定

■
旬
怯
■
９
６
屯

２町宝

｢
１
１
盟
刀
力

の
■
呂
国
作

邪
Ｒ
、

■
⑨
■

Ｎ
Ｃ
慶
垈
（
テ
ー
パ
・
円
■
》

I
副
飼
典
匝
（
引
差
賦
函
時
〕

フ
ラ
イ
ス
曲
作
盛
（
Ｖ
フ
ロ
ッ
ク
）

Ｃ
Ａ
Ｄ

鰹
九
騨
虹
｣
Ｌ

B
△
且

３
決
兄
、
竃
■

ア
ー
ク
凹
趙
■

Ｃ
Ｃ
Ｇ
四
曲
■

■
■
ロ
■
■
．
■
■

;
蕊

:
:
謡
う
｡

丘
巨
亘
呈

匝
回
検
匝
（
中
囚
）

慧
妻
：

３町女

|､
慨|

蝿|
’n

ｍ
■
口
ホ
ッ
ト

ロ
ポ
コ
ン
●
＄
こ
し

二
足
歩
行
ロ
ポ
ブ

聖
已
ﾆ
ヨ
ロ
コ

砥
、
■

■
毎
頭
■

完
成
マ
ツ
ニ
ン
グ
ゼ
ン
タ
ー
（
B
H
C
〕
ね
ｒ

回
■
1
．
ボ
ー
ル
■

立
て
フ
ラ
イ
ス
■

■
フ
ラ
イ
ス
■

圧
■
ロ
ー
ラ

B
U
■
■
、

囮
■
、
爲
浄
■

マ
ツ
ニ
ソ
プ
ゼ
ン
ダ
ー

3
-
宝
完
Ｃ
Ａ
Ｄ

霞
壼

白
■
■
エ
寺

工
良
■
■
任
官

宝
＆
シ
ス
テ
ム

句
■
砲
、

■
■
■

由
■
■
■
化
学

H
f
■
、
■

■
独
僅
百
ｓ
■

鰯
:
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ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

具
体
的
な
各
校
の
取
組
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

ま
と
め

・
発
表
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
｢
こ
の
事
業
は
､
も
の
づ
く
り
に
関

す
る
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
か
？
｣
の
問
い
に
､
９
１
％
が
｢
思
う
」

。
Ｓ
年
間
の
取
り
組
み
が
､
山
梨
県
の
も
の
づ
く
り
人
材
育
成

に
関
す
る
課
題
解
決
を
先
導
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
考
え
る

・
調
査
か
ら
地
域
産
業
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
に
強
い
要
望

・
得
ら
れ
た
成
果
を
工
業
系
e
高
校
全
学
科
で
普
及
を
図
1
J
、

本
県
製
造
業
の
機
械
､
電
気
､
環
境
系
に
拡
大
､
地
域
産
業

へ
更
な
る
貢
献

２
９

3
０

０４■

②⑬

山
梨
県
の
高
校
で
展
開
さ
れ
て
い
る
工
業
教
育

謂
府
城
売
盾
i
錘
飼
鑿
1
;
1
雁

来
年
度
計
画

忌
，
．
ｒ
．
,

3
１

｡
Ｚ



教
材
要
素
図

～
工
業
高
校
実
践
教
育
導
入
事
業
～

寧醇

■》一口》・
》

山
梨
県
立
Ｔ
嚢
高
等
学
校

願
n
h
.
化
学

関
連
h
肘
筒

ロ
ボ
ッ
ト
製
造
術

…
体
警

ﾕ
ニ

関
連
技
術

墓
苣
鼻
菖

耳
驚
二

ざ
i
霧
彰

姉
ス
麹
呂

■
佑
凹
肋

皿
風
－
．

組
立

環境全国一の魅力ある山梨Ｉ・

若者が定着し幸せになるふるさと山梨！

鈴
沼
授

ものづくり産業の担い手宵

▲

白
■
随
四
膳

杠
渭
研
削

■
n
打

鐘
埜
些
霊

戸
U
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工
弓

q
E
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ま
な
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蕊
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産
業
支
援
機
構

エ
案
技
術
セ
ン
タ
ー

楢
披
電
子
エ
無
会

塾
亜
璽
埋
会
豈
竃
Ｔ
全

中
小
企
粟
団
体
中
央
会

争
椥

后
ｩ
I
編
、
＝

エ
案
教
育
部
会

韮
崎
エ
霊
寓
枝

甲
府
エ
桑
高
校

甲
府
櫨
西
高
校

峡
南
寓
校

谷
村
エ
案
高
校

富
士
北
穣
高
校

は
墨
系
e
t
E
全
学
科
）

ご
腰
亜

産
業
支
援
機
構

エ
案
技
術
セ
ン
タ
ー

楢
披
電
子
エ
無
会

塾
亜
璽
埋
会
豈
竃
Ｔ
全

中
小
企
粟
団
体
中
央
会
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デ
ィ
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七
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宝
飾
･
研
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、
連
h
励
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艤
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電
子
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・
連
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コ
ニ
ノ
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コ
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ダ
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デ
バ
ね
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■
遷
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ﾖ
旦
由
睡
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資
料
説
明

Ｏ
予
算
要
求
概
要

Ｏ
各
要
項

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

具
体
的
な
計
画
ご
確
認
く
だ
さ
い

3
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3
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山
梨
県
商
エ
労
働
部



文
部
科
学
省
指
定
事
業
(
H
1
9
～
Ｈ
２
１
）

｢
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
)
取
り
組
み
の
概
要

｢
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
(
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ﾝ
2
1
)
と
は 饒
卸
･
踵
＞
・

…
、

.
（
…
’

［
~
玩
痘
下
蒻
亘
i
~
〕

F
一
顧
函
i
i
琴
－
０

@隻
雲雲

譲臺
蓋臺

､
卍

印
且

｣
弓
1

山
国
記
■
丘
"
■
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山
梨
県
立
韮
崎
工
業
高
等
学
校

電
子
機
械
科
･
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

１ ．
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ｉ

ｊｙ
鰯
R
職
6
K
:
蝿
R
鑓
:
鰄
冨
予
己
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取
り
組
み
の
概
要

本
校
の
取
り
組
み
概
要

1
)
学
校
と
企
業
､
行
政
が
運
捜
し
､
有
意
な
人
材
育
成
の
た
め
の
企
業
に
よ
る

学
校
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2
)
本
県
エ
業
界
を
牽
引
す
る
半
導
体
製
造
や
ロ
ボ
ッ
ト
製
造
に
関
わ
る
技
能
・

技
術
の
向
上
の
た
め
､
技
術
者
に
よ
る
講
義
･
企
業
見
学
･
企
業
実
習
･
企
業
研

修
な
ど
の
教
育
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
を
開
発
す
る
。

資格取得

霞
》

企
業
研
修

蕊
；

Ｕ

蕊
；

函
底
校
の
Ｐ
Ｒ
－
Ｈ
ｈ
ｊ
寵
へ
の
官
献
一
キ
ロ
６

_
露
､
＿

３

蕊'１ 熱

1
)
文
部
科
学
者
並
び
に
経
済
産
業
省
の
指
定
事
業
で
あ
る
｡
(
Ｈ
１
ｇ
～
Ｈ
2
1
）

4
)
｢
も
の
づ
く
り
教
室
｣
を
通
し
て
.
地
域
へ
の
啓
発
I
鍛
極
的
I
轍
組
む
6
1
1
i
鞠
’



1
学
年
企
業
技
術
者
に
よ
る
事
前
学
習

＆
工
場
見
学
の
概
要
(
系
列
決
定
後
後
期
よ
り
実
施
）

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習

機
械
工
作
(
射
出
成
型
）

ト
ッ
ク
ベ
ア
リ
ン
グ
(
株
）

Ｉ
＝
四

ｎ
日
刀
､

｣
=
白
＝
■

’
二
、
『

q
ザ

。
■
．

。
.
左
中
［

■
ｐ
Ｈ
目

原
料
に
な
る
ペ
レ
ッ
ト
と
出
来

上
が
っ
た
製
品
と
を
見
比
べ
る
。
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￣
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￣
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．
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＿
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－
－
－
＿
＿
＿
＿
＿
＿
－
－
－
－
－
．
－
－
－
‐
．
．
、
－
．
．
－
．

￣
、

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習

機
械
工
作
(
プ
レ
ス
カ
ロ
エ
）

（
株
)
内
藤
製
作
所

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習

機
械
工
作
〔
粉
末
冶
金
）

（
株
)
タ
ン
ガ
ロ
イ
韮
崎
事
業
所

‐
Ｐ
勺
、
乱

Ｌ

■
0
m
甲
.
｡
-
p
H
■

焼
結
前
の
チ
ッ
プ
を
手
に
取
っ
て
見
る
｡
Ｙ

：
、
」

「

■
Ｐ
、
】
ニ
ロ
ロ
臣

Ｕ

企
業
担
当
者
に
よ
る
学
校
で
の

事
前
学
習
(
焼
結
金
属
と
は
）

順
送
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
ｶ
ﾛ
ｴ
機
に
よ
る
製

造
工
程
の
説
明
を
受
け
る
。

－
１ j

Ｊ
－

打
（
.
□
，
高
見
朋
弄
ヱ
Ｉ
ｆ
筍
Ｉ

5
｡
駄
菊
蕊

」
。

目
的

学
習
領
域
に
関
る
企
業
か
ら
実
践
的
技
術
者
を
講
師
に
招
き
､
も
の
づ
く

り
に
関
わ
る
知
織
や
技
術
が
ど
の
よ
う
に
生
産
現
場
で
活
用
さ
れ
､
ど
の
よ

う
に
製
品
が
製
造
さ
れ
る
の
か
を
学
び
､
そ
の
後
､
実
際
に
そ
の
企
業
を
見

学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
実
際
に
製
品
が
製
造
さ
れ
る
エ
程
を
見
な
が
ら
、

実
践
的
な
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
､
学
習
へ
の

興
味
･
関
心
･
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

協
力
企
業

鋳
造
:
韮
崎
興
産
(
株
）

鍛
造
:
(
株
)
内
藤
製
作
所

射
出
成
形
:
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ｱ
ﾙ
ｸ
ﾞ
(
株
）

粉
末
冶
金
:
(
株
)
ﾀ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾛ
ｲ
韮
崎
工
場
）

教
育
課
程
上
の
位
置
付
け

Ｏ
機
械
エ
作
(
1
単
位
）

･
分
野
(
造
形
ｶ
ﾛ
ｴ
）

･
領
域
(
鋳
造
･
鍛
造
･
射
出
成

形
･
粉
末
冶
金
）



1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習
生
徒
感
想
(
－
部
）

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習

機
械
エ
作
(
ダ
イ
カ
ス
ト
）

韮
崎
興
産
(
株
）

･
企
繋
の
方
々
が
餌
戟
や
企
案
見
学
で
い
ろ
い
ろ
脱
明
し
て
く
れ
て
.
製
造
粟
へ
の
囲
む
が
U
I
よ
り
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
.
見
学
で
は
緊
租
し
ま
し
た
が
.
自
分
も
そ
の
緊
張
の
な
か
で
仕
醸
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
｡
将
来
の
進

路
の
決
定
に
す
ご
く
役
立
ち
ま
し
た
.
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

･
見
学
前
に
事
前
餌
撞
を
し
て
く
れ
た
の
で
.
実
露
に
見
学
し
た
と
き
に
参
考
に
な
っ
た
.
こ
の
企
案
見
学
は
.
将
来

自
分
I
土
こ
う
い
う
頤
黛
に
醜
<
の
鱈
な
と
.
将
来
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
よ
う
と
思
う
見
学
に
な
っ
た
。

･
量
の
授
柔
で
企
象
見
学
を
し
て
.
自
分
自
身
の
も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
餌
心
が
為
ま
っ
た
.
見
学
を
す
る
と
､
昔
通

の
摂
纂
で
は
体
峡
で
き
な
い
.
音
の
で
か
さ
､
担
械
の
で
か
さ
.
実
障
に
仕
事
を
経
験
し
て
い
る
人
か
ら
の
膳
が
H
H

I
ﾅ
た
り
と
.
と
て
も
イ
ン
パ
ケ
ト
が
あ
り
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
る
．

奎
,
い
ろ
い
ろ
な
企
案
を
見
学
し
て
み
て
.
様
々
な
仕
駆
を
知
る
こ
と
が
で
嘗
て
す
ご
く
よ
か
っ
た
｡
部
品
を
作
る
方
法
を

い
っ
ぱ
い
知
る
こ
と
が
で
ぎ
て
､
自
分
の
た
め
に
も
よ
力
､
っ
た
゜
興
学
に
行
っ
た
企
繋
の
中
に
は
将
来
就
職
し
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
．

O
こ
の
企
案
見
学
は
と
て
も
Ｉ
Ｄ
に
残
っ
て
い
ま
す
｡
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
.
自
分
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
.
自
分
の
目
の
前
で
み
ら
れ
た
の
で
､
と
て
も
こ
れ
j
b
n
ら
の
将
来
に
参
考
に
な
り
寵
し
た
｡
こ
の
企
菜
見
学
と

い
う
授
纂
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
麓
と
思
い
ま
す
。
～

･
企
案
見
学
で
学
A
,
麓
こ
と
ば
.
ま
ず
見
る
こ
と
が
大
事
慥
と
い
う
こ
と
で
す
｡
見
て
ど
ん
な
作
繋
を
す
る
の
か
.
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
と
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
｡
今
後
と
も
た
く
さ
ん
の
企
案
壱
見
学
し
て
み
た
ノ

い
て
ず
．

･
企
案
見
学
や
餌
絃
を
と
お
し
て
､
い
ろ
い
ろ
な
楢
櫨
や
エ
具
.
製
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。

通
子
制
御
さ
れ
て
い
る
櫨
櫨
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
－
蛆
を
見
る
こ
と
が
で
き
､
技
術
向
上
へ
の
通
１

舞
込
み
を
再
度
砥
麗
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
｡
ま
た
こ
の
よ
う
な
担
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

目
Ｐ
Ｂ
Ｈ
曙

ダ
イ
カ
ス
ト
と
は
､
特
徴
、

加
工
工
程
､
製
品
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

・Ｂａ６▲

］ｃ唖

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

1
年
生
企
業
見
学
･
事
前
学
習
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

⑧
)
あ
な
た
は
将
来
ど
の
よ
う
ね
■
E
粟
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

b
)
こ
の
授
栗
は
.
あ
な
た
が
こ
れ
か
ら
進
路

を
決
め
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
。

■蕊
｜

鑿
騨

a
)
今
回
実
施
し
た
よ
う
な
授
案
を

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

９１０００６８００■６００■１１■Ｉ０００８ｉ００■■０１００日００１０００１０００はＢＰ６Ｂ０■００００

－
－
－
－
プ

ロ
わ
か
ら
な
い

ｐ
あ
ま
り
且
韓
は
な
い
ｉ

■
よ
い
=
と
趙

口
大
民
に
■
妹
が
あ
り
よ
い
こ
と
鐺

1
0
0
％

５
０
％

0
％

1
0
0
％

５
０
％

0
％

｣ま
よっ
てい

網
1
0
0
％

ｌ
卜

P
r
n
U
仁
Ｐ

蕊 11
..
･ｲ
ﾁ

塾;
ｻﾞ

ま
催
考
え
て
L
噂

l
、

8
鯛

Ｈ
1
９
Ｈ
２
０
回
ｘ
正
に
Ｈ
ｇ
駒
､
田
v
ふ
い
巴
と
雁

c
)
こ
の
授
粟
に
よ
っ
て
.
あ
な
た
の
も
の
づ
く
り

へ
の
興
味
･
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
し
た
か
。

IT
I’

6
0
%

扇
機
概
技
輔

ｎ
つ
Ｚ
否
ロ
】

4
鰯

'1
00
％

’
５
０
， ０
％

エ
兵
関
係

□
わ
が
５
屯
L
ｂ

|
;
冊
；

2
0
％

l］
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ま
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R
E

か
つ
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づ
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９
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２
年
生
実
践
技
術
者
に
よ
る
講
義
の
概
要

実
践
技
術
者
に
よ
る
講
義
の
感
想
(
一
部
)
･
ア
ン
ケ
ー
ト

7
'
1
7
,
Ｍ
実
施

働
邑
の
内
⑥

Ｂ
１
よ
く
H
８
円
U
で
き
た

■
Ｚ
腿
い
た
い
Ⅲ
2
5
で
き
た

ロ
コ
あ
旗
U
m
解
で
き
な
か
っ
た

鰯
ｉ
ｉ
蕊
蕊

｢
失
敗
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
｡
｜

慧鶴
;霊

I臆
ｊｉ

上i
〈:

;鍵
’

ん
の
曾
葉
を
聞
い
て
`
償
も
も
っ
と
い
Ｉ

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
た
。

･
勘
助
と
は
こ
ん
な
に
も
苦
労
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
溶
接
掴
穂
な
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
｡
溶
接
に
興
味
が
わ
き

、
将
来
そ
う
い
う
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
；

い
な
と
思
い
ま
し
た
｡
溶
接
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
が

こ
こ
ま
で
す
ご
い
物
だ
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
｡
山
梨
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

(
た
と
思
っ
た
。

毯 密

目
的
冒

。
企
業
技
術
者
に
必
要
な
ﾁ
ｬ
ﾚ
ﾝ

ｼ
ﾞ
精
神
や
自
己
P
R
の
重
要
性
な

ど
､
企
業
実
践
に
必
要
な
意
識
向

上
と
感
性
を
身
に
つ
け
る
。

○
山
梨
県
エ
案
技
術
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
が
企

業
･
大
学
と
連
携
し
た
溶
接
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ

の
設
計
開
発
か
ら
､
発
想
力
､
ﾁ
ｰ

ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
､
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
｡
ま
た
8
V
溶
接
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｽ
･

ﾑ
を
知
り
、
良
好
な
溶
接
結
果
を
し

得
る
た
め
の
諸
条
件
な
ど
実
践
～

的
な
知
識
を
学
ぶ
。

□
１
回
ま
づ
上

■
z
少
し
風
庄
=
た

ロ
コ
あ
ま
り
露
宏
ら
な
か
づ
ｌ
Ｅ

ｐ
４
わ
か
ら
辱
い

Ｏ０Ｄ０Ｂ０００

□
１
多
い
に
正
味
が
あ
っ
た

■
２
谷
ヨ

鯛

□
$
あ
ま
り
■
唾
は
缶

□
４
わ
か
ら
な
し
､

＜
考
察
＞
職
菜
指
導
的
餌
賭
や
技

撫
開
発
に
係
わ
る
餌
酷
は
具
体
的
で

分
か
り
や
す
い
内
容
で
.
生
徒
に

と
っ
て
大
い
に
興
味
を
引
く
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

１
４

､Ｉ

…
…
日
繍

H1
マ

鯛

６ＩｏＢ

］。』

Ⅲ
9
年
度
協
力
企
業
一
覧

Ｚ
年
生
企
業
実
習
の
概
要

従
来
の
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾝ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ
か
ら
－
歩
進
ん
だ

も
の
づ
く
り
の
実
践
的
技
能
･
技
術
を
身
に
付
け
る
取
組
み

|＝ 、－－－－」
①
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
、
喜
び
と
満
足

そ
し
て
自
信
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
臣
と
。

１
１
１ １．３
１

■■
ＰＴ
Ｐ甲
Ｌ,

ご
録
~
{
~
､
t
為
。
ｂ

７
ふ
ざ
融

ヤ
ノ

ト
′
蕊
～
“

ヴ

.
、

②
取
り
組
ん
だ
結
果
が
具
体
的
に
見
え
､
Y
生
徒
の

進
路
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

`’
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

：
Ⅱ
目
Ⅱ

ZＩ ．
、 iJ
J

母

１３
蕊鬮

灘j
鐸

Ｎ⑥

企
栗
毛

製
品
鱒

■
と
｡
＄
｡
■

〒
･
所
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ﾂ
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ﾉ
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ﾞ
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ﾏ
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ｸ
ﾛ
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ﾛ
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)
韮
崎
輿
産

初
日
は
会
社
､
業
務
の
概
要

説
明
､
工
場
見
学
､
働
く
心
構

え
に
つ
い
て
讃
義
を
受
け
る
。

午
後
か
ら
は
､
製
品
製
作
に

係
わ
る
加
工
実
習
．
レ
ジ
ン

カ
ッ
タ
成
形
後
の
バ
リ
取
り
、

レ
ジ
ン
ホ
イ
ー
ル
合
金
手
配
、

旋
盤
･
万
力
を
使
っ
た
脱
石

作
業
な
ど
､
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾓ
ﾝ
ｴ
具
製

造
に
は
様
々
な
作
業
工
程
が

あ
る
。

ダ
イ
カ
ス
ト
と
は
､
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品

の
製
造
工
程
､
製
図
の
基
礎
､
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
基
本
操
作
､
図
面
ト
レ
ー
ス
．

金
型
構
造
説
明
､
信
頼
性
試
験

(
恒
温
･
恒
温
､
S
S
T
､
キ
ャ
ス
、

フ
ェ
ー
ド
メ
ー
タ
､
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ウ

エ
ザ
ー
)
、
耐
久
性
試
験
､
エ
具
顕

微
鏡
､
ノ
ギ
ス
･
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
.
ネ
ジ

ゲ
ー
ジ
で
の
寸
法
測
定
.
Ｑ
Ｃ
な
ど

に
つ
い
て
実
習
す
る
。

野

g
ｌ
ｌ
ｎ
ｎ
Ｃ

灘



(
株
)
樫
本
鉄
工

lllll1l
l111露ii
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２
年
生
企
業
実
習

２
年
生
企
業
実
習

初
日
午
前
中
は

社
長
自
ら
の
鯖

麹
(
企
業
概
要
説

明
･
安
全
教
育
・

ｱ
ｰ
ｸ
溶
接
と
は
.

溶
接
技
法
･
棒
材

の
稲
類
･
検
査

他
)
。

茂
呂
製
作
所
(
株
）

勺
電

」
】

朝
礼
で
自
己
紹
介
を
す
る
。

半
自
動
溶
接

樋
の
取
扱
い

に
つ
い
て
脱
明

を
受
け
る
。

学
校
の
機
械
よ
り
も
高
度
で
大

型
の
Ｍ
Ｃ
に
よ
る
加
エ
実
習
。

妾
競
技
会
の
裸
題
懲

第
１
回
高
校
生
溶

】つ『
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－
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￣
－
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－
－
－
－
－
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－
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￣
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■
⑤
凸
一
一
一
一
一
一
一
ｃ
￣
の
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
■
■
■
■
￣
■

ヤ
マ
ト
科
学
㈱
南
ア
ﾙ
ﾌ
ﾞ
ｽ
ｴ
場

２
年
生
企
,
業
実
習

２
年
生
企
業
実
習

㈱
浅
川
製
作
所
･
浅
川
熱
処
理
㈱

浅
川
製
作
所
で
２
日
、
浅
川
熱

処
理
で
１
日
の
実
習
を
し
た
。

実類の方取扱の方験学

霧
Ｊ
】

誘
震
Ⅶ

熱
１
－
■
Ｉ

打
ち
抜
き
加
工
(
実

際
の
製
品
を
加
工
す

る
｡
）

完
成
し
た
製
品
を
検

査
す
る
。

企
業
概
要
説
明
.
安
全
教
育
､
実
習

日
程
･
内
容
説
明
を
受
け
る
。



２
年
生
｢
企
業
実
習
｣
実
施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
感
想
(
－
部
）

２
年
生
｢
企
業
実
習
｣
実
施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
(
－
部
）

△
日

国
１
大
変
良
か
っ
た

■
２
良
か
つ
た

ｐ
３
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

□
４
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た

■
５
よ
く
な
か
っ
た

こ
の
企
業
実
習
に
参
加
し
て

鐙
ｕ
Ｊ
Ｆ

腱

Ｐ口熱

」
■

＄
Ⅱ
Ｉ

く生会習のや意

ｺﾞ
ロ

田川『】卍．

」
」

■
｣
、

■
」
’
二
千

］つ、

。
■
■
■
a
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■
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■
－
－
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－
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■
‐
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－
勺
一
一
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'
■
｢
や
－
■
■
ヰ
ヰ
ー
－
－
.
■
'
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
一
←
－
魚
十
一
一
一
一
一
一
一
一
■
－
ロ
■
■
－
－
１
．
．
，
－
－
口
，
■
P
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｑ
－
－
－
－
■
■
－
■
，
ロ
－
－
■
＿
‐
‐
Ｕ
Ｆ
－
。
，
ｄ
ｒ
－
■
－
－
－
←
ヨ
■

２
年
生
高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る

「
旋
盤
3
級
技
能
検
定
｣
受
験
指
導
の
概
要

宮
｡
、
６
年
８
千
■
Ｚ
○
年
ォ
O
p
n
U
U
3
p
■
■

莇
趨
工
房
の
枝
田
正
栓
`
`
.
■
n
坪
J
$
｡
△

教
員
研
修
(
Ⅵ
G
溶
接
）

i
l
1
盤
爬
駅
J
’
汗

感
想
b
考
察

見
学
時
に
３
月
ま
で
担
任
を
し
て
い
た
生
徒
と
謡

を
す
る
事
が
出
来
た
｡
大
き
な
エ
作
機
械
を
任
さ

れ
《
や
り
甲
斐
の
あ
る
職
塙
で
あ
る
と
盛
'
二
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。

現
塙
実
習
で
は
担
当
者
か
ら
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の

使
い
方
の
説
明
と
､
T
I
G
溶
接
の
方
法
に
つ
い
て

鵜１
Ｍ灘

j識
i鰹

ii
｝雫

ｌｉ
ｉＥ
蘆鰯
麟l
i;
i菫
灘|
室

り
3
実
践
的
な
ｴ
業
技
術
者
を
育
成
■
ｲ
.
|
）

２
年
生
で
県
内
初
の
快
挙 １１１

の
醗
明
が
2
0
分
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
後
生
徒

||i》 Ⅱ

壼
篁
認
;
；
霊
獣
'
１
鱗
i
1
騨
壗

」■ｊ■■

来
て
く
れ
た
｡
担
当
者
は
3
0
歳
代
半
ば
に
見
員

が
社
内
で
も
溶
接
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
､
年
配

方
も
｢
溶
接
の
こ
と
な
ら
彼
に
聞
い
て
く
れ
｣
と
＃

鋳
塞
雛
:
鰯
騨
灘
Ｉ
蕊

篭
i
鰯
i
霧
灘
琴
轤

ロ
■

譲
繍
！

研
修
企
案
中
屋
エ
案
株
式
会
社

堀
所
甲
斐
市
宇
津
谷
s
3
5
e

B
時
2
0
0
8
年
1
Z
月
1
8
日

現
渦
実
習
T
T
G
溶
接
実
習
Ⅱ

餌馳北一

蕊H
k‘

塗
ｂ

3
５

， ノ ；

0
4
日
間
の
実
習
で
&
f
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
か
。

，．
÷,
,,
,i
:.
.,
■~
:･
ナ

ー
d
L
C
ヤ
ユ
ー
と

．
￣
:
と
゛
.
ｈ
Ｌ
ｐ
．
．
咄

'

ﾛ
ﾛ
ﾛ
■
1
1
1
■
1
1
■
!
■
!
■
-
4

衝
に
と
の
き
び
し
さ
と
会
社
の
大
切
さ
を
す
ご
く
獺
感
し
た
○
仕
事
の
え
ら
さ
を
実
感
し
た
｡
．

技
術
と
か
経
済
的
な
こ
と
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
膣
｡
鋳
造
か
ら
検
査
ま
で
＝
還
り
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
｡
学
校
の
授
業
だ
Ｉ
ﾅ
で
は
教
わ
る
=
と
の
で
き
な
い
這
と
や
３
機

器
の
特
徴
や
動
か
し
方
に
つ
い
て
､
丁
寧
に
教
え
て
い
た
鎧
き
ま
し
た
6
漕
接
J
V
D
Ｘ
線
検
査
i
:
i
t
！

:
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
⑤
た
が
い
い
経
験
と
な
っ
た
｡
１
つ
の
製
品
ば
多
く
の
人
の
手
に
よ
つ
T
:
i
ｻ
ﾞ
（

二
i
雷
轆
１
重
望
;
琴
鯉
t
望
』
蝿
鱒
藤
あ
い
釣
な
ど
の
菱
蝉
溌
か
つ
た
ｩ
自
分
1
熱

は
､
ま
だ
甘
葉
遭
い
鞭
あ
し
､
吉
つ
が
足
り
な
艸
蕊
[
:
）

Ｏ
今
後
の
学
校
生
講
で
も
ど
(
`
な
こ
と
を
目
標
と
１
，
て
過
ご
し
た
い
竃
:
す
か
ロ

1
1

１
:
γ
箪
阿
:
？
…
・
に
…
鞭
騨
騨
熟
燭
:
.
－
、

学
校
を
休
ま
な
い
.
資
格
取
得
を
取
る
｡
エ
案
技
術
を
学
ぶ
｡
成
紙
を
よ
く
す
る
｡
学
校
生
活

や
実
習
の
中
で
学
ぶ
：
技
術
や
マ
ナ
ー
な
ど
で
き
る
限
り
の
事
は
学
び
i
M
W
豪
就
く
職
業
'
二
１
１
：

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
`
勉
強
に
取
組
み
赤
点
を
取
ら
な
い
｡
ｶ
ﾛ
ｴ
の
技
術
を
し
っ
か
り
)
ｉ
ｆ

学
ぶ
｡
い
ろ
い
ろ
な
作
業
に
挑
戦
し
た
い
｡
体
力
と
集
中
力
を
つ
け
て
､
使
い
分
け
を
う
ま
く
:
{
;
γ

し
た
い
｡
き
ち
ん
と
自
分
②
目
標
と
す
る
企
業
に
入
る
た
め
に
､
き
ち
ん
と
勉
強
を
し
重
い
劃

｡
□
■
.
＝
己
一
」
■
Ⅱ
■
ﾆ
ﾛ
ﾛ

た
い
と
思
っ
た
｡
技
術
向
圭
を
目
指
し
て
も
就
職
先
で
は
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
し
た
い
の
で
;
」

実
習
や
色
々
な
検
定
を
よ
り
－
厨
ま
じ
め
に
う
(
燗
よ
う
に
し
た
い
で
す
む
い
ﾌ
ﾞ
ｰ
ﾊ
費
:
豊
か
ｗ
:
「



3
年
生
高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る

「
旋
盤
３
級
技
能
検
定
｣
受
験
指
導
の
概
要

県
｡
産
業
技
術
短
期
大
学
枝
･
生
産
技

術
科
の
大
型
汎
用
旋
盤
を
借
用
し
て

実
技
指
導
を
し
た
｡
(
初
日
の
開
始

式
･
実
技
指
導
の
様
子
）
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検
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課
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図
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製
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｢
資
格
取
得
｣
に
取
り
組
ん
で
の
感
想

3
級
技
能
検
定
の
合
格
者
数

２
年
生
:
技
能
検
定
を
受
け
る
ま
で
の
4
ヶ
月

間
の
練
習
は
つ
ら
く
も
､
:
楽
し
い
時
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
３
級
技
能
検
定
で
使
用
す

る
旋
盤
は
､
１
６
２
年
次
に
使
用
し
た
旋
盤
と

は
大
き
さ
も
回
転
数
も
違
い
､
と
ま
ど
う
ば
か

1
り
で
し
た
が
､
少
し
ず
つ
扱
え
る
よ
う
に
な
り
、

|
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
｡
製
品
自
体
/
ｉ

は
単
純
な
つ
く
り
で
し
た
が
､
作
業
エ
程
を
■

|
|
覚
え
る
の
は
少
し
大
変
で
､
試
験
会
塙
に
新

穂
直
前
ま
竃
ｴ
程
表
を
見
な
が
ら
勉
強
し
ま

し
た
l
j
検
定
で
は
少
し
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
、

寸
法
精
度
に
も
自
慣
力
《
な
か
っ
た
の
で
､
合

i
i
i
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
､
合
格
と
聞
雌
時
i
ま
と
て
も
う
れ
し
く
、

蒲
弧
っ
て
遅
く
輩
で
練
習
を
し
て
良
か
つ
お

と
思
い
ま
し
た
｡
こ
０
，
取
組
を
通
し
て
技
術

を
身
に
付
l
ﾅ
た
と
思
い
ま
す
が
も
同
時
に
i
＃
い

■
罰
i
i
i
;
I
i
1
蝋
鰡
i
劉
鐵

○
機
械
加
エ
(
普
通
旋
盤
加
工
）

Ｈ
２
０
２
年
生
2
名
、
３
年
生
2
名

◎
金
属
熱
処
理
(
一
般
熱
処
理
）

○
機
械
検
査
(
後
期
日
程
）

Ｈ
２
１
３
年
生
3
名

H
２
０
２
名
Ｈ
２
１
１
名
／

H
２
０
１
名
Ｈ
２
１
郡
1
6
発
表

邑
寧
〆

こ
の
取
組
を
.
本
校
写
真
部
が

県
高
写
運
春
季
競
写
会
に
出

品
し
､
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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『
2
級
旋
盤
検
定
｣
へ
の
取
組

３
年
生
｢
企
業
研
修
｣
の
概
要

社会人に混じって

実技試験に臨む。

Ｏ
●
■
■
、

。
'
享
年
･
(
ぜ
．
`
,
鈩
口
）

三級とは格段にレベル

が違う二級検定課題。
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3
年
生
｢
企
業
研
修
｣
協
力
企
業
と
実
習
内
容

富
士
工
器
(
株
)
山
梨
工
場
に
お
け
る
｢
企
業
研
修
｣
の
取
組

所
在
地
北
杜
市
明
野
町
上
手
７
７
８
５

従
案
員
８
０
人

宮
士
エ
器
(
株
)
山
梨
エ
場

本
社
名
古
屋
市
中
歴
新
栄
2
-
9
-
1
1

蝿1
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if
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藍
魂
禰

山
梨
エ
増
で
作
ら

れ
て
い
る
製
品

●
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製
造
工
程
の
改
善

研
惨
1
日
目
…
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
シ
ー
ル
を
貼
る
現
場
実
習
体
験
を

い
た
し
ま
し
た
｡
社
員
の
み
な
さ
ん
と
同
じ
事
を
実
際
に
行
っ
て
､
勤
め

る
と
い
う
事
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

研
惨
4
日
目
か
ら
は
､
製
造
工
程
の
作
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

改
善
の
内
容

ガ
ス
調
整
器
本
体
内
部
の
組
み
立
て
に
係
わ
る
部
分
で
､
誰
も
が
簡

単
に
作
業
す
る
こ
と
が
出
来
て
､
な
お
か
つ
作
業
ス
ピ
ー
ド
を
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
具
体
的
な
試
作
モ
デ
ル
を
考
案
す
る
。

卜
蛉 瀞
詞 １１

｢
自
分
で
設
計
し
た
も
の
を
､
自
分
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
く
｡
｣
と
い
う

取
り
組
み
は
､
学
校
で
は
学
ん
だ
こ
と
が
な
く
､
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま

し
た
｡
で
す
が
.
ど
の
よ
う
に
考
え
､
そ
の
考
え
を
形
に
し
.
具
現
化
す

る
の
か
､
容
易
に
答
え
は
で
ま
せ
ん
｡
そ
こ
で
指
導
担
当
の
杉
谷
さ
ん

に
助
け
て
貰
い
な
が
ら
､
教
え
て
頂
い
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
西
＜
実

行
く
■
超
く
実
漣
）
を
元
に
､
精
一
杯
取
り
組
み
ま
し
た
。

怖＃ＩⅢⅢ叶泓 組
．
Ｉ
財 Y;
《

，
笹
一
､

Ji
燕;
ii
i露

］房］

￣
￣
￣
■
Ｉ
■
￣
￣
■
｜
ｄ
■
●
￣
●
￣
■
￣
･
ニ
ー
ニ
ー
■
■
■
■
－
－
－
￣
~
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
年
｡
⑪
⑰
｡
-
￣
￣
－
－
－
￣
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣
－
－
－
－
－
￣
＝
￣
凸
一
一
■
￣
￣
￣
＝
￣
￣
１
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
■
￣
￣
－
－
■
■
－
－
■
■
、
￣
￣
￣
-
-
￣
￣
￣
￣
￣
-
-
-
￣
￣
￣
￣
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
-
-
-
-
-
-
-
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
-
-
●

研
修
5
日
目
は
､
私
た
ち
の
親
の
企
業
訪
問
と
、

学
校
の
先
生
の
視
察
が
あ
り
､
ど
の
よ
う
な
研

修
を
受
け
て
い
る
の
か
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

譲蕊

灘
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

製
造
工
程
を
体
験
し
ま
し
た
。

牌
鰯
雲
鍼
/
我

|
ト
に
の
せ
て
ゆ
く
作
業
は
､
手

|
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

…
5
…
…
一
口
E
f
l
亭
露
宕
舂
三
川

'露
三一

ii
fi

f〒
ｉｉ

Ｌ
剛灘
瀞琴

織i
li
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１
０
勺

雲孔へ艶

自
分
達
が
､
考
え
た
改
善
案

に
つ
い
て
､
指
導
担
当
の
杉
谷

さ
ん
か
ら
講
評
を
い
た
だ
く
。

－
次
ノ
ズ
ル
と
弁
軸
を
組
み
付
け
る
方

法
を
､
簡
易
図
で
表
現
し
ま
し
た
。

－
~
･
Ｐ
P
■
￣

雫

研
惨
2
日
目
…
職
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
二
年
生
の
時
に
行
っ
た
、

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
の
企
業
実
習
の
時
よ
り
も
､
工
場
の
一
部
だ
け
で
は

な
く
製
造
現
場
全
体
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
､
製
品
が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ

て
い
く
の
か
が
､
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ヨ

K
認

研
修
3
日
目
…
初
日
と
同
じ
職
場
実
習
体
験
を
行
い
ま
し
た
｡
今

--
衛珂

回
は
､
製
作
途
中
の
ガ
ス
ポ
ン
ベ
を
運
ん
で
並
べ
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
｡
ガ
ス
ポ
ン
ペ
を
運
ぶ
に
は
方
法
が
あ
り
､
社
員
の
方
に
指
導
し
て

も
ら
い
な
が
ら
､
－
本
一
本
を
注
意
し
な
が
ら
運
び
ま
し
た
｡
ガ
ス
ポ
ン

ベ
を
転
が
し
て
運
ぶ
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
､
と
て
も
大
変
な
作

業
で
し
た
。

二



研
修
6
日
目
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
､
試
作
品
の
概
要
を
決
め
ま
し
た
。

齊
藤
案
:
弁
軸
を
落
と
し
込
む
中
込
案
:
弁
軸
を
押
し
込
む

齊
藤
案
:
弁
軸
を
落
と
し
込
む

中
込
案
:
弁
軸
を
押
し
込
む

園

￣ ￣ 【
､
、

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
￣
●
■
■
￣
￣
￣
■
■
■
I
■
I
■
￣
￣
￣
￣
■
■
￣
■
■
■
￣
￣
￣
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
￣
￣
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
￣
￣
'
■
■
■
■
'
■
■
￣
■
■
■
■
￣
￣
■
■
￣
￣
■
￣
￣
'
■
P
￣
￣
￣
■
■
＝
＝
■
■
＝
￣
￣
￣
－
－
￣
￣
■
P
￣
＝
￣
－
－
－
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
＝
￣
￣
＝
＝
￣
■
■
￣
￣
￣
■
■
￣
￣
￣
￣
■
■
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
ｒ
占
左
■
■
■
■
■
■
■
￣
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
－
－
■
■
■
■
￣
■
■
■
■
￣
■
■
￣
￣
￣
Ｔ
－
，
ケ
－
，
￣
■
一
元
一
一
‐
ず
－
Ｐ
■
■
Ｕ
－
－
－
－
－
－
－
芋
辻
-
-
.
.
牛
一
一
カ
カ
－
－
－
－
■
「
=
,

研
修
9
日
目
組
み
付
け
と
動
作
確
認
を
し
ま
し
た
。

研
修
７
日
目
技
術
課
の
山
本
さ
ん
の
指
導
で
製
作
に
入
り
ま
し
た
。

①
ア
ク
リ
ル
板
を
加
工
す
る
た
め
の
薗
定
用
治
具
の
作
成

羽
：

②
図
面
を
元
'
二
ア
ク
リ
ル
板
の
I
材
料
取
り
↓
'
１

研
修
8
日
目
･
９
日
目
前
回
の
作
業
の
続
き
を
し
ま
し
た
。

鱗
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動
作
確
認
の
結
果

圷
可

｡
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-
-
G

1
i
B

、
)
弁
軸
側
(
､
通
し
穴
の
径
が
狭
く
､
ガ
イ
ド
ピ
ン
に
う
ま
く
入
ら
な
い
。

2
)
弁
軸
を
は
め
る
穴
の
大
き
さ
が
小
さ
く
､
う
ま
く
落
ち
な
い
。

.
！
_
,
ﾄ
ﾞ

3
)
真
四
角
に
作
っ
た
の
で
6
1
組
み
合
わ
せ
る
方
向
が
わ
か
ら
な
い
。

J
ロ



改
善
案
に
基
づ
い
た
試
作
品
の
製
作 ､１１
１jご

kノデ
Ｊｉｉ

ｌ
`
撫
誼
～
＿
ふ
゛
－

１
蕊
|
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…
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シ
鰯

実
際
に
組
み
付
け

て
み
る
と
､
色
々

彗
騨
鵜
;
て
／

：②②

i
i
蟻
i
ｒ

実
瞭
の
パ
レ
ッ
ト
に
は
2
0
0
個

の
翻
整
器
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾂ
を
載
せ
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
を
図
で
嚢
し
､
自
分

の
考
え
を
醜
明
す
る
。

蕊

！⑤②
｡
く
千
0
面

蔭
「
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』

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
カ
､
ら
セ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
が
な
か
な
か
抜
け
な
い
。

一
部
の
弁
軸
が
醐
整
器
の
入

り
口
で
引
っ
か
か
り
入
ら
な
い
。
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今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

企
業
研
修
を
終
え
て

齊
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真
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企
業
研
修
を
終
え
て

中
込
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￣
0

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ﾝ
2
1
成
果
普
及
発
表
会
の
講
評
１

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ﾝ
2
1
成
果
普
及
発
表
会
に
向
け
て

.
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
問
題
理
解
型
実
践
は
､
と
て
も
生
徒
に
も
分
か
り
易
く
､
実

践
鄙
し
っ
か
り
身
に
付
い
て
い
て
良
か
っ
た
。

･
学
習
内
容
と
実
瞭
の
も
の
づ
く
り
に
は
､
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
が
.
３
年
間
の
継
続

実
習
で
よ
り
仕
事
の
内
容
が
分
か
っ
た
よ
う
で
す
｡
こ
の
経
験
は
ま
た
､
学
習
意
欲
へ

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
.
ご

･
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
企
業
の
表
面
的
内
容
な
ど
を
勉
強
す
る
程
度
が

多
い
よ
う
だ
が
､
生
徒
が
実
際
に
物
を
作
る
率
が
で
き
る
経
験
は
貴
璽
で
あ
る
。

･
学
校
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
.
違
う
や
り
方
で
行
う
の
は
と
て
も
良
い
事
だ
と
思
う
｡
生
徒
の

考
え
る
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
良
い
と
思
う
。

･
生
徒
が
菰
橿
的
に
指
導
に
染
り
も
自
分
の
思
考
を
形
に
し
て
い
く
過
程
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

何
よ
り
生
徒
達
の
窓
欲
が
伝
わ
り
､
よ
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懸
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i門

11
11

蕊
冠
子
機
械
科
と
ｼ
j
K
ﾃ
ﾑ
ｴ
学
科
の
3
年
生
6
名
と
写
真
部
２
年
生
2
名
が
お
手
伝
い
。

釦
､
,
-
患

-
㎡

園

｢
動
く
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

教
室
｣
の
様
子
は
、

放
送
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

翼
を
付
け
て
色
を
塗
っ
て
完

E
ｇ
Ｗ
ｌ

垣
_
弧

『枠
譲
鐘
童
麓
襲
騨
騨
鐘
:
竃
:
竃
i
竃
琶
i
i
鱒

i
ロ
’
三
Ⅱ

フ



進
状
沢

幾
械
科
が
主
催
す
る
資
格
の
取
得
状
調

Ｈ
２
⑥

６
１
名

1
0
5
名

１
０
名

１
９
名

Ｈ
2
1

6
5
名

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
講
習

玉
掛
け
技
能
講
習

基
礎
製
図
検
定

技
能
検
定
３
級

・
普
通
旋
盤
加
工

・
一
般
熱
処
理

・
機
械
検
査

名名名
４２１

３

￣
D

D
-
-
-
-
-
-
-
-
-
_
_
_
_
_
_
＿
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
-
-
-
-
-
_
』
＿
．
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
．

Ｏ
Ｏ
Ｕ

￣ 兄
主
な

職
業
教
育
の
目
的
と
は

（
株
)
三
工
社
甲
府
工
場
T
H
K
(
株
)
甲
府
工
場
甲
府
精
鋲
㈱

富
士
工
器
(
株
)
山
梨
工
場
（
株
)
タ
ン
ガ
ロ
イ
甲
府
工
場
㈱
テ
ル
モ

山
梨
旭
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
案
(
株
）
清
水
工
業
(
株
)
山
梨
工
場

T
D
K
(
株
)
甲
府
工
場
（
株
)
キ
ッ
ツ
長
坂
工
場
（
株
)
キ
ト
ー
（
株
)
ﾒ
ｲ
ｺ
ｰ

甲
信
ｱ
ﾙ
ﾐ
(
株
)
(
株
)
東
日
製
作
所
高
畑
精
工
(
株
)
(
株
)
甲
府
明
電
蓋
；

Ｑ
、
。
『
｡
：
錘

①
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
。

②
そ
の
技
術
を
実
現
す
る
よ
り
高
度
な
技
能
を
習
得
す
る
。

③
地
域
社
会
を
構
築
す
る
産
業
を
理
解
す
る
。

④
そ
の
理
解
を
前
提
と
し
た
職
業
教
育
の
充
実
を
図
る
゜

⑤
職
業
教
育
を
通
し
て
社
会
と
係
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
゜
…
癖
：

⑥
社
会
と
積
極
的
に
係
わ
る
こ
と
で
自
己
実
現
を
図
る
。
《
ｊ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ

鴬
■
■

■
■

薑
□
－
噸
_
＿
＝
騒
藝

D
K
(
株
)
甲
府
工
濾
:
蟻
M
１

壱
【
が

Ｉ
Ⅱ
趾

〃
ト
フ

Ｘ 敷ヴ

ｉｊＦ、誼・蝿・》●ワリーゥ

奇Ｃｓロェ
セ々
ｒロ仏

イ丁

瀞
刺

学
科

平
成
2
0
年
度

平
成
2
1
年
度

撃 霧 科

就
職
者
2
7
名

(
全
員
内
定
､
県
外
２
名
）

内
定
先
案
穂

･
製
造
粟
2
5
名
9
2
5
兜

･
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
業
２
名
7
.
5
髄

進
学
者
３
名
(
専
門
学
校
）

就
職
者
2
3
名

(
全
員
内
定
､
県
内
1
0
0
％
）

内
定
先
栗
種

･
製
造
業
1
Ｂ
名
7
8
3
％
貢

･
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
業
５
名
2
1
.
7
飴
亙
-
…
i
」

進
学
者
８
名
(
産
技
短
2
.
専
門
学
佼
）

シ ス ７
￣

ム エ 着

就
職
者
2
3
名

（
全
員
内
定
.
県
外
1
名
）

内
定
先
菜
種

・
製
造
乗
2
0
名
8
7
.
0
9
6

･
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
菜
他
３
名
１
３
０
船

進
学
者
１
２
名
(
大
学
４
(
国
立
１
)
.

産
柱
短
3
.
専
門
学
割
安
5
）

就
職
者
１
８
名

(
全
員
内
定
､
県
外
１
名
）

内
定
先
業
種

･
製
造
菜
１
２
名
鰯
.
7
妬

･
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
菓
他
６
名
3
3
3
妬

進
学
者
１
２
名
(
峡
南
技
専
３
．

2
．
専
門
弓
割
安
）



教
育
と
は
、
～
文
化
の
継
承
と
､
新
た
な
文
化
の
創
造
の
営
み
～

専
門
高
校
の
使
命
は
､
職
業
教
育
を
通
し
て
､
地
域
社
会
を
支
え
て
き

先
人
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
､
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
期
待
さ

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。

こ
の
3
年
間
､
『
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

(
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
2
1
)
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
､
そ
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
､
惜
し
み
な
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
っ
た
関
係
企
業
及
び
関
係
諸
団
体
､
諸
機
関
の
各

位
に
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

(ず
:夢

Ｋ
鉾

今
後
も
､
地
域
工
業
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
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ｐ
け

ﾀ
ﾛ
ｰ
ヮ

実
施
日
･
実
施
ｸ
ﾗ
ｽ
･
実
施
授
案

機
披
科
3
年
1
組
･
機
械
実
習

５
月
１
８
日
(
火
)
･
６
月
２
３
日
（
火
）
１
校
時
～
3
校
時

機
械
科
3
年
2
組
･
機
械
実
習

５
月
１
８
日
(
月
)
･
６
月
８
日
（
月
）
１
校
時
～
3
校
時

実
施
企
業

Ⅱ
」
■
ロ
Ｈ
１

】函つ

￣
￣
￣
存
￣
￣
￣
守
一
■
■
￣
￣
￣
￣
■
■
■
￣
￣
￣
■
■
￣
。
■
-
-
-
￣
－
－
ｐ
■
ロ
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
卓
一
一
一
一
一
一
■
－
’
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
■
■
－
－
．
■
－
■
－
－
－
凸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
－
－
－
～
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｓ
－
－
－
－
－
－
－
一
二
二
－
－
－
－
■
■
■
■
－
－
－
－
－
－
－
■
■
■
■
■
■
■
－
－
■
■
－
■
■
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
ロ
■
－
－
二
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣
■
■
－
■
￣
￣
-
-
-
-
-
￣
￣
＝
￣
￣

１
日
時 平
成
2
1
年
５
月
3
0
日
（
金
）
ｇ
:
０
０
－
１
１
:
3
０

Ｚ
会
増 本
校
機
ｉ
Ｒ
１
ｍ
工
実
習
室
:
甘
二
堕
璽

３
対
故
者

（
１
）
笹
竃
捜
麓
作
傘
の
9
m
掌

担
拭
科
3
年
1
組
(
３
名
･
受
験
者
）

機
械
\
1
3
年
2
組
(
3
名
･
受
験
者
）

４
内
容 宴
座
熟
掠
鈷
健
書
に
上
空
唖
技
唾
陰
室
擾
騨
、
〒

（
遷
記
睦
醸
炸
薬
)
の
実
伎
購
習
招
専
を
見
学
す
る
．

５
爵
師 山
製
県
吊
B
墾
筐
力
周
発
憧
会

柱
催
密
国
塁
課
長
山
口
安
男
柾

打
推
進
Ｂ
ｎ
ｐ
Ｈ
原
田
雄
松

ﾊ
ﾞ
ﾅ
ｿ
ﾆ
ﾜ
ｸ
ﾌ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ｿ
ﾘ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾖ
ﾝ
ｽ
ﾞ
(
株
）

室
麿
軸
必
鑓
睦
窒
(
旋
盤
）

山
崎
正
謎
樺

６
日
程

1
1
1
【
D
B
鱗
】
ｇ
２
Ｏ
Ｏ
－
ｅ
:
１
０

餌
騨
紹
介
及
び
あ
い
さ
つ
.
内
容
観
明
.
日
理
瞳
型

(
2
)
【
但
櫨
ｍ
工
実
技
穣
晋
】
ｇ
:
１
０
～
1
1
:
２
５

銭
審
岱
曲
確
二

m
【
闘
餌
式
】
１
１
:
2
5
-
1
1
:
ｓ
ｏ

主
と
Ｕ
Ｘ
宣
唾
塾
鐘
墜
R
E
壷
よ
り
）

１
日
時 平
成
Z
1
年
６
月
－
１
２
月

２
会
坦 甲
府
エ
桑
極
械
科
便
A
実
習
室

３
対
象
者 担
棟
科
3
年
1
組
全
員
(
１
０
名
･
各
回
）

横
拭
実
習
火
曜
日
午
前
中

橿
拭
科
3
年
Z
組
全
員
(
1
ｏ
名
･
各
回
）

撞
櫨
実
習
月
晒
日
午
前
中

４
内
容 ＝
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
既
習
指
導
を
行
う

５
翫
師 ｱ
ｲ
ﾒ
ｯ
ｸ
株
式
式
会
社

取
締
役
社
長
石
川
麟
秀
l
笠

Ｉ
有
r
テ
ラ
ゴ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
立
中
英
樹
様

藤
篭
鰹

鞠
監
鵬
､
.
…

４

'
Ｌ
ﾛ
ｺ
ﾞ
‐

Ｕ
,
■
ｊ
中
■

十
一
七

鱗
鰯

0
-
セ
ニ
ト
ニ
ト
'

e
T
1
1
中

-
.
.
．
‐
.
.
.
.
.
.
.
・
宅
.
゛
.
.
.
-
ｂ
ｗ
Ｊ
－
.
.
…
.
.
.
.
.
’
1
.
.
.
,
.
.
.
-
-
.
.
.
Ｌ
,
（
-
-
'
円
'
」
'
-

.
．
P
･
･
＋
１
１

脚
域
産
案
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｴ
外
b
鞠
輔
蝋
騨
Ｊ
１
／
ｉ
/
A
轍
l
j
l
I
I

蝋
謹
鎮
蕊
議
垂
亘
「
i
;
高
度
熟
練
技
能
者
の
鱗
繧
定
s
鐘
議
曾
Ｉ

熱
露

li
1蝋
１７
三J
E蕊
!i
鱗塞
蝉ぃ
識成
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
外鰯
蝿

1
8
鋼
『
菜
」
j葵
意識
1蕊
ｉ

1篝
li

ii
ij

i1
ii

j1
璽挙

l鰯
顛1

蕊i
ｉ灘
伺
年
生
企
業
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．
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ワ
ラ
ス
。

１
日
時 平
成
2
1
年
７
月
２
日
･
１
６
日
ｇ
:
１
０
～
１
２
:
０
０

平
成
2
1
年
７
月
３
日
･
１
７
日
９
:
１
０
－
１
２
:
０
０

２
会
俎 塾
l
U
1
9
Q
4
m
理

３
対
象
者

金
田
韓
堅
理
3
哩
受
堕
希
鉋
者

柤
披
科
3
年
1
組
(
B
名
･
受
験
者
）

橡
槌
科
3
年
2
組
(
9
名
･
受
験
者
）

４
内
容 技
能
検
定
金
民
醗
処
理
3
級

実
技
餌
習
樋
専
を
行
う

５
購
鐸 聖
l
I
I
2
B
型
L
理

品
宜
保
区
部
河
合
紀
之
様

⑥
日
程

(1
)【
ﾛﾛ
ﾛﾋ
ﾞ】
９$
1０

餌
廓
紹
介
及
び
あ
い
さ
つ
.
内
容
S
H
期
.
日
程
確
麗

(
2
)
【
金
E
E
B
a
処
理
3
級
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具
体
的
な
実
践
項
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よ
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間
中
に
４
s
け
る
実
習

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾝ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ
実
習

3
校
共
通
囲
修
課
回
.
製
品
の
組
立
技
術
･
電
子
覇
御
技
術

を
習
得
す
る
．

２

一

一

■８△■

－
わ

》

》

》

］噂』

｢
地
域
塵
案
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」

企
業
技
術
者
に
よ
る
講
義
Ｉ

日
時
Ｈ
２
1
.
5
月

．
.
,
－
5
二
+
;

I
I
V
H

１
対
象
生
徒

・
捜
櫨
シ
ス
テ
ム
科
２
学
年
２
９
名

２
企
桑
名

・
T
H
K
(
株
）

３
内
容 ・
精
密
制
御
技
術
に
つ
い
て

企
案
現
増
を
理
解
し
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
。

頤
師
招
璃
に
よ
る
研
修

民
悶
企
鍍
で
の
研
修

公
的
研
究
機
関
で
の
研
修

教
員
の
高
度
技
術
習
得

一
一
一
一
＝
－
－
－
－
￣

認K
専戚
密冒
-し
両

、
＝
－
己

生
徒
に
直
接
贈
り
か
け
て
の
餌
騒

|鑿；
!;i

警撒雲
ii篭

ii二
;二i

二
ii
1i
墓繍
識w
R蝋
i;
鵬M
MP
，

Y
地
域
へ
の
も
の
づ
く
り

発
憧

先
鎧
技
術
に
つ
い
て
学
習

４
３

６９

実
際
の
製
品
を
展
示
し
て
の
醍
明

．
．
￣
~
￣
￣
‐
.
｡
（
弓
△

企
栗
技
街
者
!
ｉ

る
欝
蓋
.
実
践

?
;
鈍
\
鍛
鐡
i
;
錘
ビ
ー

呈
堂
書
に
よ

|
撒
鰯
;
：

面
白
＝
:
巳
』
ﾋ
ｭ
ﾕ
ﾕ
ﾆ
ﾆ
ﾕ
〒
弓



１
対
象
生
徒

・
機
械
シ
ス
テ
ム
科
１
学
年
２
９
名

２
企
桑
名

・
大
月
箱
エ
(
株
）

３
内
容 ・
も
の
づ
く
り
の
現
増
と
製
品
開
発

１
夏
季
体
案
中
に
お
け
る
実
習
(
も
の
づ

く
り
実
践
学
習
）

･
機
械
シ
ス
テ
ム
科
１
～
3
学
年
７
名

２
企
集
名

。
(
株
)
牧
野
ﾌ
ﾗ
ｲ
ｽ
製
作
所

・
シ
チ
ズ
ン
近
子
㈱

３
内
容 。
：
f
瓢
.
桧
械
加
エ
.
Ｃ
Ａ
Ｄ

安
全
教
育
と
機
械
要
素
技
街
を
学
習

企
案
理
解
も
深
ま
り
ま
す

も
の
づ
く
り
の
現
場
に
つ
い
て
鮪
較

C
A
D
に
よ
り
製
作
す
る
治
具
の
段
叶

数
値
制
御
､
品
質
管
理
に
つ
い
て
学
習

も
の
づ
く
り
の
視
点
に
つ
い
て
学
習

』噌切

－
，
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｃ
－
－
－
－
－
－
－
Ｃ
－
－
Ｃ
－
⑩
⑤
－
－
年
－
．
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
-
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
、
－
－
０
■
ロ
■
U
■
－
－
－
－
■
－
－
Ｇ
－
－
－
■
■
－
－
０
■
ロ
■
ロ
■
－
０
■
－
－
■
■
－
－
－
－
－
－
■
一
一
ロ
■
■
■
ﾛ
■
－
ロ
■
■
■
■
■
■
－
■
－
－
－
－
－
＝
－
＝
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
■
■
－
－
－
－
－
０
■
－
■
－
■
－
＝
－
■
■
■
■
－
■
■
－
－
－
－
０
■
ロ
■
ロ
■
－
－
U
■
－
－
ｓ

弩
Ⅳ

’
二
１
丁
召

１
夏
季
体
集
中
に
お
け
る
実
習

･
撞
械
シ
ス
テ
ム
科
２
学
年
１
４
名

２
企
案
名

・
藤
晃
産
集
(
株
）

。
(
株
)
ア
ス
カ
ｲ
ン
デ
ッ
ク
ス

。
(
株
)
光
富
士

。
(
有
)
小
俣
蒲
エ

。
(
有
)
プ
チ
鞘
エ

・
丸
腰
産
柔
(
株
）

。
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
(
株
）

・
ｼ
ﾞ
ﾔ
ﾉ
ﾒ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ス
ト
(
株
）

３
内
容 ・
計
測
､
C
A
D
、
機
械
加
エ

３
次
元
C
A
D
の
運
用
と
金
迅
に
つ
い
て
鮪
較

･
３
次
元
C
A
D

学
校
で
は
扱
え
な
い
大
型
エ
作
機
槍
を
操
作

３
次
元
C
A
D
に
よ
る
モ
デ
ル
作
成
実
習

８
７

材
料
の
切
断
釦
エ

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

１
扉
柔
H
H
間
中
に
お
け
る
実
習

･
担
技
シ
ス
テ
ム
科
３
学
年
７
名

｢
混
且
ﾛ
研
究
」

２
企
桑
名

３
，
－
C
A
D
Ⅲ

.
(
株
)
長
田
電
材
エ
案

３
内
容

1iii
iiii

ili

r
￣

fi
圖忘

E§
jE

55
i且

ii
亭i

覇i
ｦE

ﾖ姦
下７

－－
－￣

~-
１

…
「
地
域
産
柔
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
銭
ｴ
ｸ
ﾄ
」

日
時
Ｈ
２
１
．
１
０
月

企
業
技
術
者
に
よ
る
講
義
Ⅱ

p１
ｌ

ｌ
Ｕ
ﾛ
l
'

n
口

⑪
軌
R
産
桑
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」

'１
日
時
Ｈ
2
1
.
7
'
２
７
～
3
1
と

Ｈ
２
１
．
８
／
４
～
６
－
－
－

U
l

企
業
実
習
Ｉ

;
『
地
域
塵
輌
廸
！

＋
-

年
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」

Ｂ
Ｂ
Ｏ
企
肛
Ｂ
４
－
Ｂ
校
鱒
の
授
室
時
聞
寿
を

利
用
し
て
4
園
(
B
月
－
１
１
月
）
＿

F
企
業
実
習
Ⅲ

日
時
Ｈ
2
1
.
7
／
2
7
～
2
９

企
業
実
習
Ⅱ



■
■

１
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習

･
1
学
年
全
学
科
で
実
施

機
械
シ
ス
テ
ム
科
１
学
年

璽
董
典
g
社
１
９
名

２
企
纂
名

・
ﾎ
ﾘ
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｹ
(
株
）

.
(
株
)
サ
ワ

・
大
月
覇
エ
(
株
）

。
(
株
)
プ
ロ
グ
レ
ス

・
シ
チ
ズ
ン
f
g
イ
ミ
ッ
(
株
）

・
勢
Ｗ
ﾒ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ｽ
ﾄ
(
株
）

.
(
有
)
輯
本
鉄
エ

。
(
有
)
ﾐ
ケ
ニ

。
(
株
)
協
和
富
士

１
学
校
段
■
を
利
用
し
た
実
囲
揖
専

･
櫨
披
シ
ス
テ
ム
科
３
学
年
２
名

２
企
桑
名

・
ﾊ
ﾟ
ﾅ
ｿ
ﾆ
ヶ
ｸ
ﾌ
ｧ
ｸ
Ｍ
Ｗ
ﾘ
ｺ
ｰ
:
同
ﾝ
円
？
(
株
）

・
県
■
兵
能
力
固
発
漣
会

３
内
容 ・
3
鍾
技
鍾
穫
定
宴
技
鐙
導

3
級
技
能
検
定
受
験
に
向
け
た
実
技
指
導

社
風
よ
り
操
作
方
法
を
学
び
ま
す
ﾎ
ﾘ
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
(
株
）

確
実
に
技
能
が
向
上
し
て
い
き
ま
す

1
０

9

C
A
D
に
よ
り
謀
皿
を
殴
叶
（
有
)
坂
本
鉄
エ

努
力
し
て
取
得
し
た
3
級
技
能
±
ﾛ
正

字
一
一
一
一
一
一
＋
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
－
－
－
－
－
－
－
－
－
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
■
■
■
■
■
￣
■
■
■
￣
■
■
■
■
■
■
￣
￣
￣
￣
￣
￣
■
■
－
－
－
＝
－
－
＝
－
－
－
＄
－
－
－
－
■
－
－
－
．
－
－
．
．
．
．
－
－
－
．
．
．
－
－
．
－
－
＝
-
－
七
一
⑰
－
ｃ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
-
－
－
－
－
－
－
－
－
－
．
－
－
－
－
．
．
＿
＿
＿
－
．
．
．
．
．
－
．
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
．
牛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

］函③

Ｌ
団
I
P
l
u

１
Ｚ
足
歩
行
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
の
製
作

･
掻
掠
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
科
３
学
年
２
９
名

１
号
準
殴
魯
を
利
用
し
た
実
銭
指
導

･
機
櫨
シ
ス
テ
ム
科
２
学
年
２
９
名

２
企
象
名

。
n
Ｗ
=
朔
ﾜ
ｧ
ｳ
ﾄ
ﾘ
ｰ
抑
ﾕ
ｰ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｽ
ﾞ
(
株
）

・
県
駐
栗
能
力
閲
鍵
盤
会

３
内
容 ・
普
遍
岱
無
室
技
掻
導

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
制
御
の
亜
要
性
が
分
か
り
ま
す

ね
じ
切
り
作
案
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

説
明
書
に
従
い
調
整
を
し
ま
す

１
２

熟
練
技
h
E
を
目
の
当
た
り
に
体
験

1
１

複
雑
な
動
作
に
茸
き
で
す

教
貝
も
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す

＋
=
-
＋

｢
地
峨
産
柔
の
担
い
手
F
『
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｴ
ｸ
ﾄ
」

日
時
母
－
６
校
時
０
０
授
振
時
間
帯
を

利
用
し
て
3
国
(
５
月
～
７
月
）

…
「
地
均
f
産
栗
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」

日
時
Ｈ
２
１
．
１
１
／
4
～
６

企
業
実
習
Ⅳ

ﾛ
ﾛ

ﾛ
-

』

｢
地
域
産
纂
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
骸
ｴ
ｸ
ﾄ
」

日
時
木
駐
日
1
-
3
校
時
の
授
纂
時
間
帯
を

利
用
し
て
校
内
I
こ
て
実
臆
…

『
８
校
共
通
履
修

I
F

l
ﾛ

▼
「
地
域
塵
案
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」
Ｉ

u
l
F

中

日
時
目
函
日
4
～
⑥
技
時
｡
､
授
業
時
澗
帯
を

利
用
し
て
3
回
(
１
０
月
～
２
月
）

高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る
普
通
旋
盤
指
導

１
，



改
頁

Ｏ
履
田
睦
力
固
墨
担
櫓
山
璽
ｾ
”
､
山
梨
県
鉄
揖
溶
接
t
B
会

｢
ア
ー
ク
溶
接
技
衙
研
修
会
」

Ｏ
(
株
)
中
村
製
作
厨
｢
ﾄ
ﾙ
ｸ
機
5
9
技
街
研
修
会
」

･
塾
右
塵
丞
技
賓
短
大
｢
や
寵
な
し
技
能
塾
(
使
盆
･
ﾌ
ﾗ
ｲ
ｽ
盤
)
」

･
県
繊
粟
能
力
閲
発
協
会
｢
や
志
な
し
技
能
塾
(
槌
拭
検
査
)
」

●
加
者

・
ケ
ラ
フ
ト
マ
ン
憧
力
企
菜

・
学
校
関
係
者
(
教
員
.
P
T
T
8
.
同
窓
会
．

弓
舛
費
醇
璽
書
目
）

・
ｹ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ﾝ
2
1
推
進
蟹
員

・
都
留
市
閣
僚
機
関

(
市
役
所
.
都
圏
技
専
）

企
案
に
於
け
る
ﾄ
ﾙ
ｸ
機
器
技
術
研
修

(
株
)
中
村
製
作
所

地
域
と
の
相
互
理
解
に
繋
が
り
ま
す！

①

i1i
ii1

ii讓
夛

11
1曇

I霧
臺1

淫魏
Z

鑑
:
「
i
蕊
i
篝

1
３

本
校
の
取
り
組
み
内
容
の
報
告

貴
亜
な
意
見
が
数
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た

ア
ー
ク
溶
接
研
修
雇
用
能
力
開
発
機
構
午
睡
哩
畢
ﾜ
ﾖ
､
辱

一
■
■
■
－
－
－
■
■
■
－
－
－
－
－
．
－
－
－
－
－
－
ｍ
－
－
－
－
－
－
■
■
－
■
■
－
－
■
－
■
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
■
再
一
一
一
一
一
一
一
一
=
－
－
－
－
－
－
=
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
句
一
一
一
一
一
口
~
￣
￣
￣
⑰
￣
￣
⑤
￣
－
－
￣
－
￣
－
－
－
－
￣
－
－
－
－
－
－
－

］唖『

蕊 ものづくり開
始

ii:iii
iiii1l

11

墨…

飴

少
し
緊
張
し
た
開
校
式

選
ん
だ
テ
ー
マ
毎
に
も
⑩

高
校
生
が
体
験
生
徒
に
教
え
ま
す

中
学
生
.
保
腫
者
へ
の
学
校
紹
介

灘
1
５

1
６

寓
校
生
が
ミ
ニ
先
生
と
し
て
教
え
ま
す

上
手
く
出
来
上
が
っ
て
大
喜
び
で
す

立
体
図
形
を
描
く
３
次
元
C
A
D
の
体
験

ﾏ
ｼ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ｾ
沖
に
よ
る
ﾈ
ｰ
ﾑ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾄ
の
製
作
体
験

F二
二三
二二
~=
霊襄
i霊
三二
$直
壼E
ii
言う

｢
地
坤
､
産
案
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
脚

'
二
に
゛
.

日
時
Ｈ
２
１
．
５
月
～
３
月

教
員
研
修

'
１
↓
!

｢
地
壌
産
案
の
担
い
手
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｴ
ｸ
ﾄ
」
)
?
f
i
）
f
工
Ｊ
い

Ｐ
ｊ
｡
：
と
-
,
■
･
･
･
Ⅱ

）
｝
日
時
８
月
の
土
昭
日
を
利
用
し
た

小
字
生
理
子
の
も
の
づ
く
り
教
■

》
ｪ
■
親
子
も
の
づ

日
時
Ｈ
2
１
､
マ
ン
2
1
二



会
俎
都
留
市
立
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

近
隣
地
域
に
お
け
る
本
校
の
教
育
活
動
の
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山梨県立甲府エ業高等学校クラフトマン2１ 1/１ページ

葛Ⅲ梨県立甲府工業高等学校
学校案内 学科紹介 学校生活 進路・資格取得

ﾄｯﾌﾟ＞クラフトマン2１

“
。
“
認
慰
霞
騒
騒

Ｉ
Ｉ

「ものづくり人材育成のための専門高校･地域産業連携事業」
（通称｢クラフトマン21｣）

Ｇｄ￣b･■ｑ５■￣印■ＢＰ■甲ｓＰＯ－Ｂ■ｓ－－－－①－－－■－－－■－←■－■･－■･■－■－■+－■-■■BoBs■－｡－句｡・－－PqOeB｡■可■■・・１－－ｍ■－“卸の勺一一■ｃ■■■－■－■=｡＝■･P｡□■１．①。．－■－ｓ－．－．－－－－－－･■■．■=■も■も一ら■。⑤～－T句T４屯－１口=■・－■⑪ローーヮＩ－Ｏ－｡･⑪ｓ・E－－⑤⑧｡――ザ･=･や｡凸ＳＦ+閂ＧＢ～■ｓ■=■一一｡｡._－－－_～の□、

この事業は､地域産業界とエ粟高校の連携によるものづくり人材育成の仕組みを構築することを目的とし

て.地域の産業界･エ業高校･行政が協力して教育プログラムを開発､実証する地域に対して文部科学省と

経済産菜省が共同して(文部科学省駆東名:ものづくり人材育成のための専門高校･地域産菜連携事案」

(通称｢クラフトマン21｣))支援を実施するもので､全国で26件の地域が指定を受けています。

山梨県では､産業界は(財)やまなし産巣支援機構.教育界は山梨県教育委員会が率薬実施機関となり、

甲府エ栞高校･韮崎エ業高校･谷村エ菜高校の3校で｢半導体製浩装溜･産業用ロボットに係る基盤的技術

人材育成プログラム～PDCAサイクル型問題解決人材の育成を目指して～｣を実施しています。

クラフトマン21組鍵BEI

③

題目:技術者となる前に人間となれ
WindowsMediaVideo形式:7分22秒

制作:放塞曇員会

題目:未来(あす)のクラフトマン

WindowsMediaVideo形式:7分37秒

制作:放送萎圖会

・平成21年度実施内容および予定

・平成20年度実施内容

・平成19年度雲施内容

資料

・３級技能検定機械ｶﾛｴ(普通旋盤作案）

▲このページのﾄｯﾌﾟへ

(C)ＫＯ化TcchnicalHi8hSchooIAII｢inhtsrcBewod

2010/03/1６htLp://www・kofi｣‐thedjp/craftsman21／ －１３１－



1/３ページ山梨県立谷村エ業高等学校:クラフトマン2１

塵》鰯 〒402-005．邨留市上谷５－７－１

電鱈Ｏ５５４－４３－２１０１
ＦＡＸＯ５５４－４３－５０５６

WHHn国Vamu陀弐ｈｅｄｌＤ

クラフトマン２１
｢ものづくり人材育成のための専門高校･地域産業連携事業」

この事菜は文部科学省並びに経済産菜省の支援により､地域産業界と
エ菜高校の連携による｢ものづくり人材育成の仕組み｣を構築することを目
的としたものです。

山梨県では.産業界は(財)やま
なし産業支援機構､教育界は山梨
県教育委員会が事業実施機関とな
り､県内3つエ菜高校(甲府エ菜・
韮崎エ菜･谷村エ菜)で｢半導体製
造装極･産菓用ロボットに係る基盤
的技術人材育成プログラム～
PDCAサイクル型問題解決人材の
育成を目指して～｣を実施していま

す。

■■

本校では擬械システム科の生徒がこれまでにないこの新しい教育プログ
ラムの中で､更なる自己の向上を目指しています。

クラフト豆ン２１のbIog

本枝での具体的な取り組み

■企業実習
撞械システム科1年平成１９年１１月6～日日

研停生企牢蟻市村エ作所.山又宮士.ｼﾁｽﾞﾝｲｪｲﾐﾂ.ｼﾞｬﾉﾒﾀﾞｲｶスト.吟｡－.丸
呼座三､明光伯案白金.オム(皿不同）

ものづくりの現場で実際の生産活動を体験
する事により､生徒のものづくりマインドを活
性化させます｡今まさに勉強している技術を
目の当たりにし知職を深めたり､学校の実
習と同じ作菜が現塙でも行われている事を
知り自信につなげたりと､生徒にとって貴重
な経験となりました｡また､ご協力いただい
た企業様におかれましても､良い刺激とな
るなどのご感想を頂いており､地域の産業
活性の一助になる取り組みとなりました。

リールドラムの組み立て

■校内研修
槌械システム科2年科目｢機械設計」平成１９年１２月１９日

大月精エ(株)講義テーマ｢ものづくりへの桃H1」
樋械システム科2年科目｢担械股叶」平成20年２月6日

山隅精エ(株)議義テーマ｢私が開発から学んだこと」

地域で活躍する企巣様より講師を招き､現
嶋の視点からものづくりに関する議霞を頂
きました｡今学んでいる専門科目の愛要件
や日本のエ業力の偉大さ､地域企薬の重
要性などを生徒は学びとりました。

http://www,yamura-thedjp/craftsman21／-132- 2010/03/1６



ｸﾗﾌﾄﾏﾝ211財団法人やまなし産業支援機構 1/２ページ

ホームお問い合わせ関連IＬ

経営相談 設備投資 補助金事巣 創案･ペンチャー
venf世℃

情報提供
advi=q唖mｍｔ hweFtT…⑰ subBidy 1㎡o戸田ロ穴ice

－－－－

ホーム単独項目クラフトマン2１

ｸﾗﾌﾄマン21(エ業高校実践教育導入事業）

事業目的

山梨県内の高校生の約１０％を占めるエ薬系高校は､地域産菜を支える人材の育成が求められているが､施

設･設備が古いことや教員の研修の問題で産菜界が求める人材像との格豊を指摘されることが多い。

－方､県内塵案界では､半導体製造装置､産業用ロボットで全国ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの集積が形成されており､中小企

業にも､高精密･高微細加エ等の加エ技術のさらなる高度化が求められているが､若手技術者の減少により技

術者の高齢化が進んでおり､技術･技能の伝承が喫緊の課題となっている。

このため､本県でのものづくりを推進するため､県内の3つのエ蕊高校と中小企菜が連携して､ＰDCAサイクル

に基づく問題解決を常に意灘する中で､図面を藤み取り､自分で加エ･計測ができる実践的なものづくり技術を

有した人材を育成し､エ案教育の充実と地元企業の振興及び人材確保に貢献する。

山梨県立韮崎エ集高等学校

山梨県立甲府エ菜高等学校
｡｡I｡fID??GsO｡｣?△｡△ID△■｡｡△､｢△■0△■ITITIIITIOLII0LLbwOOOf⑭｡｡｡｡↑｡｡■｡｡｡●■ｷｰ￣-●■●｡●｡｡●●B●－｡=｡●十｡IGI●UdU､夕｡｡I｡｡

山梨県立谷村エ案高等学校

教育委員会

実習受け入れ企業向け資料編

企業実習を受け入れると､会社案内などの資料の他､実際の加エで使用するエ具や材料の手配を行うため､事

前準備が膨大な作業量となります。

2010/03/1６http://wwwとyiso・orjp/other/craftmanhtmI-133-
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工業系高校と企業との懇話会
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山梨県で展開されている工業教育

錘釉

埋恩

鍵

>｢･安

TELO55-252-4896

FAXO55-251-338５甲府工業高等学校謡猟撫糊57-↑

韮崎工業高等学校認W淵舗鯏癬iW-］

谷村工業高等学校iiiiI猟霊鵬徽;~］

峡南高等学校imW7ﾂﾎﾟM鰯W繍弓#2…霧

甲府城西高等学校翻淵毘嚇鯛而9-↑

富士北稜高等学校藤7MM濡願瀞;-23-】

産業技術短期大学校翻鵬調潮;麟曾]…

TELO551-22-1531

FAXO551-22-1533

TELO554-43-2101

FAXO554-43-505６

TELO556-37-O686

FAXO556-37-021３

TELO55-223-3101

FAXO55-223-3103

TELO555-22-4161

FAXO555-30-O173

TELO553-32-5200

FAXO555-32-520３

－１３５－



②
技
術
者
等
に
よ
る
学
校
で
の
実
践
的
指
導

工
業
高
校
生
の
技
能
向
上
と
実
践
力
の
育
成
を
目
的

と
し
た
技
術
者
に
よ
る
技
能
検
定
講
習
会
の
実
施
や
、

卓
越
し
た
高
度
熟
練
工
の
配
置
等
に
よ
り
、
実
践
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
は
、
教
員
と
技
術
者
に
よ
る
テ
ィ

ー
ム
テ
イ
ー
チ
ン
グ
の
在
り
方
に
つ
い
て
重
点
的
に
研

究
し
、
指
導
案
の
完
成
度
を
高
め
、
教
材
コ
ン
テ
ン
ッ

の
作
成
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
技
術
者
に
よ
る

も
の
づ
く
り
指
導
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

（
※
例
）

・
実
施
校
甲
府
工
業
高
校
三
年
生
・
電
気
科
・

（
十
二
名
）

・
実
施
時
期
六
月
～
十
一
月
（
十
二
日
間
）

・
協
力
企
業
㈱
ア
イ
メ
ッ
ク

・
実
施
内
容
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
に
よ
る
「
ペ
ッ
ト
自

動
世
話
機
」
「
チ
ャ
ー
ハ
ン
自
動
調
理
器
」
の
開
発

・
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け
企
業
実
習
、
課
題
研
究

③
教
員
の
高
度
技
術
習
得

工
業
技
術
教
育
を
担
う
教
員
に
お
い
て
技
術
ス
キ
ル

や
指
導
力
の
向
上
及
び
企
業
理
解
を
目
的
と
し
、
積
極

製
作
所
・
㈱
東
日
製
作
所
・
㈱
山
本
製
作
所
・
望
月

鉄
エ
㈱
・
富
士
エ
器
㈱
山
梨
工
場
・
韮
崎
輿
産
㈱
・

㈱
茂
呂
製
作
所
・
キ
ッ
ッ
㈱
長
坂
工
場
・
中
星
工
業

㈱
等

・
実
施
内
容
Ｍ
ｃ
操
作
、
半
自
動
溶
接
、
三
次
元
測

定
器
等
の
実
習

・
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け
企
業
実
習
、
機
械
実
習

工作儲b検操作

的
に
実
践
的
技
術
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
技
術
者
に

よ
る
学
校
で
の
出
張
辮
習
会
、
教
員
が
企
業
や
公
的
研

究
機
関
へ
出
向
く
等
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
実
施
さ
れ
た
溶
接
指
導
員
養
成
研
修
会
は
、
各
校

の
溶
接
実
習
の
質
を
高
め
、
平
成
二
十
一
年
度
は
他
県

に
先
駆
け
「
第
一
回
山
梨
県
高
校
生
溶
接
競
技
会
」
を

一
般
社
会
人
大
会
と
同
時
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

（
※
例
）

・
実
施
校
谷
村
工
業
高
校
・
機
械
シ
ス
テ
ム
科
教

員
等
（
十
四
名
）

・
実
施
時
期
五
月
～
三
月
（
四
日
間
）

・
協
力
企
業
㈱
中
村
製
作
所
等

・
実
施
内
容
ト
ル
ク
レ
ン
チ
、
溶
接
技
術
等

④
企
菜
と
高
等
学
校
の
共
同
研
究

農
業
分
野
に
工
業
技
術
を
生
か
せ
な
い
か
考
え
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
整
備
・
修
理
、
そ
し
て
遠
隔
操
作
の
榊
築

を
企
業
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

遠
隔
操
作
で
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
部
分
だ
け
で
な
く
、
電

気
電
子
分
野
の
学
習
等
、
実
践
的
な
研
究
内
容
に
取
り

組
み
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
な
が
ら
農
場

で
の
機
械
耕
作
の
実
証
実
験
が
で
き
ま
し
た
。

⑤
そ
の
他
の
取
り
組
み

（
工
業
高
校
生
に
よ
る
も
の
づ
く
り
出
前
授
業
）

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
、
教
員
等
に
も
の
づ
く
り
の

面
白
さ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
工
業
高
校
生
が
講
師
に
な
る

こ
と
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
と
し
て
、
小
中

学
校
を
訪
問
し
出
前
実
験
授
業
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
高
校
へ
招
待
し
て
の
公
開
授
業
や
文
化
祭
で

の
公
開
実
験
に
取
り
組
ん
だ
り
、
児
童
生
徒
へ
の
も
の

溶接実習

。
課
題

①
事
業
展
開
の
回
数
の
増
加
と
協
力
企
業
の
開
拓

②
電
気
系
、
環
境
系
の
企
業
実
習
の
開
発

③
実
習
設
備
の
老
朽
化
と
台
数
の
不
足
へ
の
対
応

④
地
元
に
密
着
し
た
共
同
研
究
の
実
践

【
ま
と
め
】

三
年
間
の
取
り
組
み
を
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九

日
成
果
普
及
発
表
会
と
し
て
ア
イ
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
こ
の
事
業
は
、
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
が
で
き
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
問
い
に
、
九
十
一
％
の
参
加
者
よ
り
、
「
思

う
」
と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

の
取
り
組
み
が
、
山
梨
県
の
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
に

関
す
る
課
題
解
決
を
先
導
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

っ
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

ま
た
成
果
普
及
発
表
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
よ
り
、
地

域
産
業
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
強
い
要
望
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

得
ら
れ
た
成
果
を
今
後
は
工
業
系
六
高
等
学
校
全
学

科
で
普
及
を
図
り
、
本
県
製
造
業
の
機
械
系
を
は
じ
め

電
気
系
、
環
境
系
に
拡
大
し
て
、
産
業
人
材
育
成
を
促

進
し
、
地
域
産
業
全
体
へ
更
な
る
貢
献
が
で
き
れ
ば
幸

い
と
存
じ
ま
す
．

づ
く
り
意
職
の
高
揚
、
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

【
事
菜
の
成
果
と
繰
題
】

ｏ
成
果

①
事
業
二
年
目
の
対
象
生
徒
の
就
職
率
は
、
百
％
で
し

た
。
事
業
三
年
目
も
大
型
不
況
で
県
内
有
効
求
人
倍

率
が
過
去
最
低
の
中
、
十
二
月
末
日
現
在
で
、
就
職

内
定
率
は
九
十
七
％
を
越
え
ま
し
た
。

②
対
象
生
徒
の
県
内
製
造
業
就
職
率
が
事
業
二
年
目
は

事
業
前
よ
り
、
十
二
％
向
上
し
ま
し
た
。

③
協
力
企
業
、
参
加
生
徒
数
が
事
業
二
年
目
に
は
一
年

目
の
二
倍
増
と
な
り
、
企
業
連
携
、
生
徒
の
も
の
づ

く
り
意
臓
が
向
上
し
ま
し
た
。

④
旋
盤
指
導
力
が
向
上
し
て
技
能
検
定
合
格
率
が
噸
業

二
年
目
に
は
一
年
目
の
二
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
に
関
す
る
山
梨
県
内
で
の
産

学
官
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
榔
築
が
で
き
ま
し
た
。
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【
背
景
】

○
産
業
界
の
現
状
と
課
題

県
内
総
生
産
の
四
分
の
一
を
占
め
る
製
造
業
で
、
機

械
電
子
産
業
の
生
産
額
は
そ
の
内
の
約
七
割
を
占
め
ま

す
。
こ
の
分
野
で
の
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
や
若
者
の

も
の
づ
く
り
離
れ
に
よ
り
、
本
県
製
造
業
で
は
技
術
系

人
材
の
確
保
が
、
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

図
面
の
読
み
響
き
が
で
き
る
こ
と
や
材
料
の
基
礎
知

鰄
、
旋
盤
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
等
、
幅
広
い
知
職
・
技

術
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ｏ
工
業
高
等
学
校
の
現
状
と
課
題

時
代
や
企
業
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
専
門
教
育
が
不
足
気

味
で
、
専
門
高
校
が
地
域
に
お
け
る
役
割
を
あ
ま
り
果

た
し
て
い
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ｏ
工
業
高
等
学
校
の
ニ
ー
ズ

施
設
・
設
備
が
古
い
こ
と
や
産
業
界
が
求
め
る
人
材

像
と
の
技
術
的
格
差
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
企

【
概
要
】

平
成
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
、
文
部
科
学
省
の
「
地

域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
経
済
産
業

省
（
関
東
経
済
産
業
局
）
の
「
中
小
企
業
も
の
つ
く
り

人
材
育
成
事
業
（
工
業
高
校
実
践
教
育
導
入
事
業
ど

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
指
定
を
受
け
、
本
県
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
、
半
導
体
製
造
装
置
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
係
る
機
械
加
工
技
術
、
計
測
技
術
、

金
属
材
料
の
基
礎
知
織
を
習
得
す
る
た
め
に
、
県
内
工

業
高
等
学
校
（
韮
崎
工
業
、
甲
府
工
業
、
谷
村
工
業
）

と
地
元
企
業
が
連
携
を
図
り
、

①
実
践
的
技
術
を
習
得
す
る
生
徒
の
企
業
実
習

②
高
度
熟
練
技
術
者
に
よ
る
実
践
的
授
業

③
教
員
の
高
度
技
術
習
得
を
目
標
と
し
た
企
業
研
修

④
企
業
と
の
共
同
研
究

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
研
究
過
程
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
型
問
題
解
決
能
力
の
醸
成
と
地
域
産
業
を
担
う

実
践
的
技
術
を
有
す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

【
目
的
】

○
工
業
高
校
生
に
半
導
体
製
造
装
置
・
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
に
係
わ
る
基
盤
的
技
術
の
習
得
の
た
め
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発

○
工
業
高
等
学
校
と
企
業
が
連
携
し
て
問
題
解
決
的
な

人
材
育
成
と
と
も
に
地
元
企
業
の
担
い
手
育
成

ｏ
研
究
成
果
を
県
内
専
門
高
校
へ
普
及

業
連
携
に
よ
る
技
術
指
導
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

現
状
と
課
題
か
ら
、
概
要
図
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
皿

推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
り
事
業
執
行
を
行
い
ま
し

た
。

崖臺霊雪蝋亟：が迫

團

ii篝讓iｉ
凹
型
■

【
目
根
】

一
○
企
業
実
習
等
へ
の
参
加
生
徒
数
延
べ
九
百
名

）
○
企
業
の
技
術
研
修
参
加
教
員
数
延
べ
六
十
名

○
本
事
業
へ
の
参
画
企
業
数

百
社

○
工
高
生
技
能
検
定
合
格
者
（
事
業
前
比
）
二
十
％
増

○
教
員
の
資
格
取
得
者
数

延
べ
二
十
名

ｏ
工
業
高
校
生
の
県
内
企
業
就
職
率
九
十
五
％

ｏ
事
業
参
加
生
徒
の
県
内
製
造
業
就
職
率
八
十
五
％

【
実
践
研
究
】

各
校
に
お
い
て
は
、
教
育
課
程
の
進
度
に
合
わ
せ
て
、

学
習
内
容
の
精
選
や
学
習
指
導
の
方
法
・
評
価
の
見
直

し
を
行
い
、
ま
た
企
業
側
に
お
い
て
は
生
徒
の
技
術
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
実
習
内
容
を
検
肘
し
、
教
育
現
場
で
は

十
分
指
導
の
で
き
な
い
面
や
新
し
い
技
術
を
伸
長
す
る

図
た
め
に
連
携
鞭
業
を
行
い
ま
し
た
。

要概
①
生
徒
の
企
業
実
習

工
業
高
校
生
が
地
元
の
企
業
現
場
の
実
情
を
認
職
す

る
と
と
も
に
、
学
校
で
は
体
験
の
で
き
な
い
実
践
的
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
企
業
の
技
術
者
に
よ
る
エ
業

管
理
技
術
や
シ
ス
テ
ム
技
術
に
関
す
る
講
義
も
受
辮
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
得
ら
れ

な
い
実
践
的
な
技
術
・
技
能
の
習
得
や
向
上
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
は
過
去
二
年
間
で
標
準
化
し
た
企

業
実
習
の
内
容
の
検
証
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
く
問
題
解
決
の
意
職
付
け
の
評
価
を
行
い
ま
し

た
。企
業
見
学
は
、
一
年
生
を
中
心
に
企
業
の
製
造
現
場

を
見
学
し
、
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

Ｚ
し
た
。

］
（
※
例
）

・
実
施
校
韮
崎
工
業
高
校
二
年
生
・

ぜ
電
子
機
械
科
・
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
（
七
十
名
）

・
実
施
時
期
六
月
～
十
一
月
（
四
日
間
）

・
協
力
企
業
㈱
天
鳥
・
㈱
ミ
ラ
プ
ロ
・
㈱
池
田
精
機

－１３７－
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特集２

「
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
別
）
に
つ
い
て

高
校
教
育
課
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